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はじめに
はじめに

『製品リファレンスガイド』では、スキャナの設定、操作、メンテナンス、およびトラブルシューティ
ングの⼀般的な⽅法について説明します。
このガイドの⼀部はシステムエンジニア/プログラマによる使⽤を⽬的としており、プログラミング関数
の詳細を扱っています。

設定
次の表に、スキャナ設定とアクセサリ設定の完全なリストを⽰します。

スキャナ

設定 説明
DS8208-SR40004VZWW DS8208：エリアイメージャ、標準レンジ、コード付き、⽩⾊照明、

ミッドナイトブラック、振動
DS8208-SR40004VCWW DS8208：エリアイメージャ、標準レンジ、コード付き、⽩⾊照明、

ミッドナイトブラック、振動、チェックポイントEAS

DS8208-DL40004VZNA DS8208：エリアイメージャ、DL解析、コード付き、⽩⾊照明、ミッド
ナイトブラック、振動  - NAのみ

DS8208-SR40004VZY DS8208：エリアイメージャ、標準レンジ、コード付き、⽩⾊照明、
ミッドナイトブラック、振動  -  インドのみ

DS8208-SR40004VZCN DS8208：エリアイメージャ、標準レンジ、コード付き、⽩⾊照明、
ミッドナイトブラック、振動  -  中国のみ

表  1     コード付きDS8208の設定

設定 説明
DS8288-SR4F004VZWW DS8288：エリアイメージャ、標準レンジ、コードレス、FIPS、⽩⾊照

明、誘導式、ミッドナイトブラック、振動
DS8288-SR4F004VMWW DS8288：エリアイメージャ、標準レンジ、コードレス、FIPS、⽩⾊照

明、誘導式、ミッドナイトブラック、振動、Mfi
DS8288-SRPF004VZWW DS8288：エリアイメージャ、標準レンジ、コードレス、FIPS、⽩⾊照

明、PowerCap、誘導式、ミッドナイトブラック、振動

表  2     コードレスDS8288の設定
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設定 説明
DS8288-DL4F004VZNA DS8288：エリアイメージャ、DL解析、コードレス、FIPS、⽩⾊照明、

誘導式、ミッドナイトブラック、振動  - NAのみ
DS8288-DLPF004VZNA DS8288：エリアイメージャ、DL解析、コードレス、FIPS、⽩⾊照

明、PowerCap、誘導式、ミッドナイトブラック、振動  - NAのみ
DS8288-SR0F004VZY DS8288：エリアイメージャ、標準レンジ、コードレス、FIPS、誘導

式、ミッドナイトブラック、振動  -  インドのみ
DS8288-SR0F004VZCN DS8288：エリアイメージャ、標準レンジ、コードレス、FIPS、誘導

式、ミッドナイトブラック、振動  -  中国のみ

表  2     コードレスDS8288の設定 (Continued)

クレードル

設定 説明
CR8288-SC100F4WW DS8288：標準クレードル、誘導式、Bluetooth、FIPS、ミッドナイトブ

ラック
CR8288-SC100F4CN DS8288：標準クレードル、誘導式、Bluetooth、FIPS、ミッドナイトブ

ラック、中国のみ
CR8288-PC100F4WW DS8288：プレゼンテーションクレードル、誘導式、Bluetooth、FIPS、

ミッドナイトブラック
CR8288-PC100F4CN DS8288：プレゼンテーションクレードル、誘導式、Bluetooth、FIPS、

ミッドナイトブラック、中国のみ

表  3     クレードル構成

アクセサリ

設定 説明
STND-GS0082C-04 グースネックインテリスタンド  –  DS8208（黒）
STND-WS0082C-04 グースネックインテリスタンド、重り付き  -  DS8208（黒）
CUP-GS0082C-04 グースネックカップ  -  DS8208（黒）
BRKT-AP0081W-04 ブラケット  - DS6878〜DS8178標準クレードル⽤アダプタプレート（ミッ

ドナイトブラック）
予備バッテリ
BTRY-DS82EAB0E-00 予備バッテリ、DS8288ファミリ
BTRY-DS82EAB0E-00Y 予備バッテリ、DS8288ファミリ、インドのみ
SUPR-DS82EAB0E-00 予備Powercapパック、DS8288ファミリ

表  4     アクセサリの構成

ケーブル
ケーブルおよびケーブルの互換性に関する地域ごとの情報については、Zebraパートナーポータルにアク
セスしてください。

23

https://pi.zebra.com/idp/YjJ3JPYi9M/resumeSAML20/idp/startSSO.ping


はじめに

表記規則
以下の表記規則により、本書の内容をより簡単に理解できるようになります。
• 太字テキストは、次の項⽬を強調するために使⽤します。

• ダイアログボックス名、ウィンドウ名、画⾯名
• ドロップダウンリスト名、リストボックス名
• チェックボックス名、ラジオボタン名前
• 画⾯上のアイコン
• キーパッド上のキー名
• 画⾯上のボタン名

• 箇条書きの黒点は、次を⽰します。
• アクション項⽬
• 代替案のリスト
• 必ずしも順次的でない、必要な⼿順のリスト

• 連番リスト（段階的な⼿順を説明するリストなど）は、番号付きリストとして表⽰されます。

アイコンの表記規則
ドキュメントセットは、より視覚的な⼿がかりを読者に提供することを⽬的としています。ドキュメン
トセット全体を通じて、次のビジュアルインジケータが使⽤されています。

注 :  ここに記載の内容はユーザーが知っておくべき補⾜的な情報であり、タスクの完了には必
須ではありません。

重要 :  ここに記載の内容は、ユーザーが知っておくべき重要情報です。

注意 :  予防措置を講じないと、ユーザーが軽傷または中程度の傷害を受ける可能性がありま
す。

警告 :  危険を回避しないと、ユーザーが重傷を負ったり死亡したりする可能性があります。

危険 :  危険を回避しないと、ユーザーが重傷を負ったり死亡したりします。

サービスに関する情報
ご使⽤の装置に問題がある場合は、最寄りのZebraグローバルカスタマーサポートにお問い合わせくださ
い。お問い合わせ先は、zebra.com/supportに記載されています。
サポートにお問い合わせの際は、次の情報をご⽤意ください。
• ユニットのシリアル番号
• モデル番号または製品名
• ソフトウェア/ファームウェアのタイプまたはバージョン番号
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Zebraが、サービス契約で定められた期間内に電⼦メール、電話、またはファックスでお問い合わせに対
応いたします。
問題がZebraカスタマーサポートによって解決できない場合は、修理のためにご使⽤の機器をご返送いた
だく必要がある場合があります。サポートから具体的な⼿順をお伝えします。承認された発送⽤段ボー
ル箱が使⽤されていない場合、Zebraは輸送中に発⽣した損傷に対して⼀切責任を負いません。製品の輸
送が不適切な場合、保証が無効になる可能性があります。
Zebraのビジネスパートナーから購⼊されたZebra製品については、サポートについて担当のビジネス
パートナーにお問い合わせください。
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ご使⽤の前に
ご使⽤の前に

スキャナは、1Dおよび2Dのバーコードの無指向性バーコードスキャン性能を備え、軽量設計のうえ⾼度
な⼈間⼯学に基づいています。このデジタルスキャナは、⻑期間にわたって快適さと使いやすさを実現
します。

デジタルスキャナの取り出し
スキャナを箱から取り出します。
1. スキャナから保護材を慎重にすべて取り外し、後で保管や搬送に使⽤できるように、箱を保管してお

きます。
2. 次の品⽬が箱に⼊っていることを確認します。

• デジタルスキャナ
• クイックスタートガイド
• 規制ガイド

3. 機器に損傷がないか点検します。不⾜または破損している機器がある場合は、ただちにグローバルカ
スタマーサポートセンターにご連絡ください。

4. デバイスを初めて使⽤する前に、筐体から搬送保護フィルムを取り除いてください。

コード付きDS8208スキャナの機能
コード付きスキャナの主な機能。
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ご使⽤の前に

番号 項⽬ 説明
1 スキャン   ウィンドウ このウィンドウをバーコードに向けて、データを読

み取ります。
2 スピーカ スキャナのステータスと動作を表す⾳声出⼒を提供

します。
3 スキャン   トリガ バーコードをスキャンするとき、イメージャを操作

します。
4 ポート ホストへのコードによる接続をサポートします。
5 プログラム可能ボタン プログラム可能なトリガ。デフォルトの動作：

• SR/DL：セカンダリトリガ。

6 スキャンLED スキャンステータスを⽰します。

コードレスDS8288スキャナの機能
コードレススキャナの主な機能。
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ご使⽤の前に

図  1     コードレススキャナの機能

番号 項⽬ 説明
1 スキャンウィンドウ このウィンドウをバーコードに向け、バーコード

データを読み取ります。
2 スピーカ スキャナのステータスと動作を表す⾳声出⼒を提供

します。
3 スキャントリガ バーコードスキャンを開始します。
4 ネジカバー バッテリカバーのネジを保護する耐⽔性シールを⽣

成します。
5 バッテリ収納部カバー 交換可能バッテリまたはPowerCapを収容します。
6 プログラム可能ボタン プログラム可能なトリガ。デフォルトの動作：

• SR/DL：セカンダリトリガ。

7 スキャンLED スキャンのステータスを⽰します。
8 バッテリLED バッテリの充電レベルを⽰します。

アクセサリ
スキャナには、「クイックスタートポスター」および「規制ガイド」が付属しています。zebra.comで以
下のアクセサリをご購⼊いただけます。
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ご使⽤の前に

コードレススキャナアクセサリ
• クレードル：バッテリ/PowerCapの充電に必要です。
• Document Capture Stand  プレゼンテーションクレードルで使⽤します。
• スキャナの交換バッテリ。
• 適切なインタフェースに対応するインタフェースケーブル。
• ユニバーサル電源（インタフェースで必要な場合）。
電源と品番の詳細なリストについては「アクセサリ」、製品設定については「スキャナ設定」と「ク
レードル設定」を参照してください。その他の製品については、Zebraの販売担当者またはビジネスパー
トナーにお問い合わせください。

コード付きスキャナアクセサリ
• グースネックインテリスタンド（ハンズフリースキャン⽤）。
• グースネックインテリスタンドに取り付けるカップアクセサリ。
• デスクトップホルダー
• 壁⾯設置ホルダー

クレードルの概要
クレードルは、DS8288コードレスデジタルスキャナの充電器、無線通信インタフェース、およびホス
ト通信インタフェースとして機能します。クレードルには2つのバージョンがあります。標準クレードル
（CR8288）とプレゼンテーションクレードル（CR8288-PC）です。
• CR8288標準クレードルは、デスクトップに装着するか、壁に取り付けて、DS8288を充電します。

このクレードルは、Bluetooth経由でスキャナデータを受信し、接続されたケーブルを介してその
データをホストに送信することで、ホスト通信も提供します。ケーブルは、ホストまたはオプション
の電源（サポートされている場合）からクレードルに電⼒を供給します。

• CR8288-PCプレゼンテーションクレードルはデスクトップに装着され、DS8288を充電しながら、
プレゼンテーションモードでのバーコードスキャンを可能にします。このクレードルは、Bluetooth
経由でスキャナデータを受信し、接続されたケーブルを介してそのデータをホストに送信すること
で、ホスト通信も提供します。ケーブルは、ホストまたはオプションの電源（サポートされている場
合）からクレードルに電⼒を供給します。

注 :  CR8288およびCR8288-PCと互換性のあるその他のスキャナはありません。

標準のクレードル機能
CR8288-SCの主な機能。
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ご使⽤の前に

図  2     CR8288-SCのトップ機能

項⽬ 説明
1a 取り外し可能なスキャナラッチ（⽔平

卓上取り付け位置）

1b
a

スキャナラッチ

取り外し可能なスキャナラッチ（垂直
壁⾯取り付け位置）

2 ペアリングバーコード スキャンしてスキャナをクレードルと
ペアリングします。

3 LED 充電ステータスを⽰します。
4 呼び出しボタン ボタンを押して、接続されているス

キャナを呼び出します。
5 充電パッド 充電、およびスキャナとの通信に使⽤

します。
a ラッチの位置を変更する⽅法については、CR8288-SC標準クレードルの取り付けを参照してくださ

い。

表  5     CR8288-SCのトップ機能

図  3     CR8288-SC底部の機能
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ご使⽤の前に

番号 項⽬ 説明
1 ゴム製の⾜部 クレードルがデスクトップで動くのを防ぎます。
2 ケーブル溝 ケーブルが出るためのスペースを提供し、クレードル

が同⼀平⾯上におさまるようにします。
3 USB-Cポート クレードルを充電し、ホストデバイスとの通信を容易

にします。
RJ-50ケーブルを使⽤してホストデバイスに接続され
ているクレードルにも、追加の充電電⼒を供給するこ
とができます。

4 インタフェースケーブル
⽤のフック

ケーブルをケーブル溝に通します。

5 鍵⽳の取り付け⽳ ファスナーまたはオプションのブラケットアクセサリ
BRKT-AP0081W-04⽤の取り付け⽳。

6 取り付け⽳ M4ネジ⼭付きネジの⽳。
7 RJ-50ポート クレードルを充電し、ホストデバイスとの通信を容易

にします。

表  6     CR8288-SC底部の機能

プレゼンテーションクレードルの機能
CR8288-PCの主な機能。

図  4     CR8288-PCのトップ機能

番号 項⽬ 説明
1 ペアリングバーコード スキャン時にクレードルをスキャナとペアリングしま

す。

表  7     CR8288-PC上部の機能
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ご使⽤の前に

番号 項⽬ 説明
2 充電パッド 充電、およびスキャナとの通信に使⽤します。
3 LED 充電ステータスを⽰します。
4 呼び出しボタン ボタンを押すと、ペアリングされたスキャナで、呼び

出し状態が開始されます。

表  7     CR8288-PC上部の機能  (Continued)

図  5     CR8288-PC底部の機能

番号 項⽬ 説明
1 ゴム製の⾜部 ⽔平⾯での安定性を提供します。
2 取り付け⽳ M4ネジ⼭付きネジの⽳。
3 RJ-50ポート 充電、およびホストデバイスとの通信に使⽤します。
4 USB-Cポート 充電、およびホストデバイスとの通信に使⽤します。

表  8     CR8288-PC底部の機能

クレードルの接続
ホストデバイスの充電やホストデバイスとの通信を⾏うには、クレードルをホストデバイスまたは電源
に接続します。USB-CケーブルとRJ50ケーブルは、通信と電⼒の両⽅を提供します。
RJ-50またはUSB-Cケーブルをクレードルに接続できます。ケーブルを電源に接続してスキャナに充電
するか、またはホストデバイスに接続して、クレードルとホストデバイス間の通信と充電の両⽅を⾏い
ます。

注 :  同時に2本のケーブルを使⽤して、充電速度を上げることができます。RJ-50ケーブルをホ
ストコンピュータに接続し、USB-Cケーブルをホストまたは5 VDCのウォールアダプタに接続
します。
• 両⽅のケーブルを接続すると、RJ50がすべてのデータのアクティブなパスになります。
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ご使⽤の前に

• RJ50に有効なホストがない場合、データパスはUSB-Cに戻ります。
• 電⼒は常に、充電速度が速いケーブルから消費されます。
• クレードルは、ケーブル設定が変更されるたびにリセットされます。
• USB BC 1.2検出は、RJ50コネクタとUSB-Cコネクタの両⽅でサポートされています。BC  1.2

対応またはUSB-Cのホストポートに接続して、USB充電を⾼速化します。
1. ケーブルをホストコンピュータまたは電源に接続します。

USB-Cケーブルを使⽤している場合、USB-C to USB-A（CBL-U67-S07ZAR）またはUSB-C to USB-

C（CBA-U65-SO7ZAR）を電源アダプタまたはホストコンピュータに使⽤します。
2. クレードルにケーブルを装着します。

ケーブルはホストよりも先にクレードルに接続する必要があります。
3. ケーブルを固定するため、タブを使⽤してクレードルのケーブル溝にケーブルを通します。

標準的なクレードル プレゼンテーションクレードル

RJ-50ケーブル RJ-50ケーブル

USB-Cケーブル USB-Cケーブル

4. デジタルスキャナをクレードルに装着するか、またはペアリングコードをスキャンして、デジタルス
キャナをクレードルとペアリングします。

スキャナを充電するか、またはバーコードデータをホストデバイスに転送する準備が整いました。

ホストインタフェースの変更
別のホストに接続するか、別のケーブルを使⽤して同じホストを使⽤するには、現在のホストから切断
して新しいホストに接続します。
1. ホストからインタフェースケーブルを取り外します。
2. クレードルから電源プラグを抜きます。
3. インタフェースケーブルを新しいホストに接続するか、新しいインタフェースケーブルを既存のホス

トに接続します。
4. 必要に応じて、電源を再接続します。
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ご使⽤の前に

5. 必要に応じて、適切なホストバーコードをスキャンします（⾃動検出されないインタフェースの場
合）。

DC電源
クレードルは、ホストデバイスと電源の両⽅に同時に接続できます。最速の充電が必要な場合
は、12VDC電源を使⽤することをお勧めします。
ホストデバイスが、クレードルに電⼒を供給してスキャナを充電するのに⼗分な電⼒を供給していない
場合は、別のDC電源を追加できます。
• ホストに接続されたRJ50とDC電源に接続されたUSB-Cケーブルを使⽤します。
•

• CBA-U42-S07PARケーブルを使⽤して、クレードルをDC電源とホストの両⽅に接続します。

注意 :

• 本製品は、接地接続のあるソケットコンセントに電源コードで接続する必要がありま
す。

• 必ずクレードル、次にDC電源、最後にホストデバイスの順で接続してください。
• ホストからケーブルを取り外す前に、必ずDC電源を先に切断してください。先にホスト

ケーブルを取り外すと、クレードルが新しいホストを認識しない場合があります。

CR8288標準クレードルの取り付け
クレードルを壁または垂直⾯に取り付けます。
1. スキャナラッチを取り外します。
2. ラッチを上向きにしてスロットに差し込み直します。
3. クレードルを設置⾯に配置し、クレードルの両側に沿って設置⾯に印を付けておきます。
4. 取り付けオプションに合わせて⽳を開けます

オプション 説明

ネジの⽳ 2本のネジを通す⽳をあらかじめ開けます。⽳を45.5mm（1.8インチ）離
して開けます。

キーホールマウント 固定具を81mm（3.2インチ）離して表⾯に取り付けます。

5. インタフェースケーブルを接続します。
6. ケーブルをケーブル溝に押し込み、クレードルに通します。
7. クレードルを取り付けます。

オプション 説明

ネジの⽳ ネジを壁⾯/垂直⾯のネジ⽳に固定します。

キーホールマウント 固定具を壁に固定し、クレードルを固定具に掛けます。

クレードルが取り付けられ、スキャナを装着することができます。
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ご使⽤の前に

CR8288-PC プレゼンテーションクレードルの取り付け
クレードルを最⼤75°の⾓度の⾯に取り付けます。

注 :  ハードウェアオプションを使⽤して、クレードルを取り付けるか、3Mデュアルロックファ
スナーをクレードルと表⾯に貼り付けることができます。詳細はファスナーのマニュアルを参
照してください。
1. クレードルを取り付け⾯に置き、上端と下端にマークを付けます。

2. 上端から28.5mm（1.1インチ）、下端から50.5mm（2.0インチ）の位置を測定します。

3. 2本のネジ⼭付きネジを通す⽳をあらかじめ開けます。⽳を45.5  mm（1.8インチ）離して開けます。
4. 必要なすべてのインタフェースケーブルと電源ケーブルを接続します。
5. ケーブルをケーブル溝に押し込みます。
6. 取り付け⾯を貫通てネジを固定します。
7. ドライバを使⽤してM4ネジをクレードルに固定します。ネジは、クレードルに最⼤5mm（0.2イン

チ）貫通できます。
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ご使⽤の前に

クレードルが取り付けられており、スキャナを差し込むことができます。

DS8288の標準クレードルへの装着
CR8288標準クレードルは、スキャナのバッテリを充電します。装着プロセスは、⽔平クレードルでも
取り付け型クレードルでも同じです。
• 取り付け型クレードルの場合、ラッチが上を向いていることを確認します。
• ⽔平クレードルの場合、ラッチが下を向いていることを確認します。
1. スキャナの上部をクレードルに挿⼊します。

2. クレードルの底部が充電パッドに固定されるまで、ハンドルをクレードルに向かって押します。
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ご使⽤の前に

バッテリ/Power Cap

スキャナには、PowerPrecesion+バッテリとPowerCapコンデンサの2つの電源オプションがあります。

重要 :  初回使⽤前に、バッテリを完全に充電することをお勧めします。PowerCapは出荷時に完
全に充電されています。初めてスキャナを使⽤するときは、スキャナを充電クレードルに挿⼊
してPowerCapを有効にする必要があります。
PowerPrecision+バッテリとPowerCapコンデンサは両⽅ともモデル番号とシリアル番号を通知するた
め、ユーザーは各スキャナにどの電源が⼊っているかを常に知ることができます。PowerPrecision+バッ
テリは、スキャナがクレードルの近くにあるか、⻑時間離れた場所にあったかをスキャンするのに最適
です。1回の充電で  PowerPrecision+は、24時間連続スキャンを3⽇以上実⾏し、バッテリ管理を向上さ
せるメトリクスを提供します。
PowerCapコンデンサは、使⽤しないときにスキャナを充電クレードルにいつでも挿⼊できる場合に最適
です。PowerCapコンデンサでは、フル充電で6,000回のスキャン、クレードルで35秒充電した後で100

回のスキャンを実⾏できます。

スキャナバッテリの充電
スキャナを使⽤する前に、新しいPowerPrecision+バッテリを充電してください。
1. バッテリをスキャナに挿⼊します。
2. スキャナをクレードルに設置します。
クレードルのLEDが⻩⾊に変わると、バッテリの事前充電が開始します。スキャナが起動し、通常の充
電が開始すると、クレードルのLEDが⻩⾊で点滅します。

注 :

• バッテリ/が⼤幅に放電された場合、スキャナの起動に数分かかることがあります。この
間、クレードルのLED  は⻩⾊で点灯し、スキャナのLEDは⾚⾊で点灯します。これは通常
の回復動作です。
スキャナがアクティブになった後の充電時間は、ホストタイプと電源によって異なります。

• CR8288-XXクレードルの⾼度な充電システムは、スキャナを稼働させ、ホストまたは電源
の最⼤許容電⼒でバッテリを充電します。スキャナがCR8288-PCクレードルでプレゼン
テーションモードで動作すると、スキャンアクティビティが増加するにつれて充電時間が⻑
くなります。充電のパフォーマンスを最適化するには、スキャナの向きが誤ってスキャンが
開始することがない向きになっていることを確認します。
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ご使⽤の前に

重要 :  標準のUSBポートなど電⼒が⼤幅に制限されているホストに接続するときには、アク
ティブなスキャン中にスキャナのバッテリがゆっくりと放電することがあります。ほとんどの
場合、操作が中断されたときにバッテリが充電されるので、これは問題になりません。アク
ティブになるまでの時間を短縮できず、バッテリの消費が問題になる場合、BC1.2準拠のUSB

ポートに接続するか、外部電源をサポートするZebra USBケーブルを使⽤することをお勧めし
ます。

注意 :  温度が0°C（32°F）未満または40°C（104°F）を超える場合、バッテリは充電されませ
ん。5〜35°C（41〜95°F）の温度でバッテリを充電するのが理想的です。

バッテリ電源の遮断
バッテリをオフにしたり、輸送モードにしたりすることで、輸送や保管など、⻑期間使⽤しない場合で
もバッテリレベルを維持できます。
• Battery Ship  Mode（バッテリ輸送モード）：バッテリを輸送モードにします。スキャナの電源が切

断されます。

注 :  輸送モードはPowerCapsには適⽤されません。

• Battery Off  Mode（バッテリオフモード）：バッテリとPowerCapをオフにします。
• 適切なバーコードをスキャンします

バッテリ輸送モード

バッテリオフモード

バッテリのオンに戻す
• スキャナをクレードルにドッキングして、輸送モードを終了します。
• トリガを引いて、バッテリオフモードを終了します。

注 :  スキャナの電源をオンに戻すには、バッテリオフモードでPowerCapを搭載したスキャ
ナをドッキングする必要があります。

バッテリ統計機能
PowerPrecision+バッテリは、次のリモート管理機能をサポートします。 

• バッテリの資産情報
• バッテリ製造⽇
• バッテリのシリアル番号
• バッテリのモデル番号
• バッテリのファームウェアバージョン
• バッテリ設計容量
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• バッテリ寿命の統計情報
• バッテリの動作状態マネージャ
• 消費バッテリ充電サイクル
• バッテリの状態（ポーリング時）
• バッテリの充電状態
• バッテリ残容量
• バッテリ充電状態
• バッテリ充電完了までの残り時間
• バッテリ電圧∕電流
• バッテリ温度
• バッテリの現在∕最⾼∕最低
バッテリの統計情報データは、www.zebra.com/123Scanの123Scanで、またはサードパーティのリモー
ト管理コンソールを使⽤して表⽰できます。

バッテリの交換
バッテリ収納部カバーを取り外して、充電式バッテリにアクセスします。

注 :  バッテリの交換⼿順は、コードレスDS8288/DS8288Rモデルにのみ適⽤されます。

1. T10ドライバーを使⽤してネジを取り外します。

2. バッテリ収納部カバーをスライドさせて外します。

3. バッテリを収納部から取り出します。

39

https://www.zebra.com/us/en/support-downloads/software/utilities/123scan-utility.html


ご使⽤の前に

4. バッテリと収納部カバーを元通りに取り付けます。

5. バッテリ収納部カバーを所定の位置にスライドさせます。

6. T10ドライバーでバッテリ収納部カバーを約1.13N-m（10重量ポンド·インチ）の⼒で固定します。
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ホストコンピュータ通信
無線通信を確⽴するには、デジタルスキャナとクレードルのペアリングを実⾏する必要があります。
クレードルは無線通信によってデジタルスキャナからデータを受信して、それをホストケーブルによっ
てホストコンピュータに転送します。

ペアリング
ペアリングを実⾏してクレードルにスキャナを登録すると、そのスキャナとクレードルの間でデータ交
換が可能になります。
CR8288とCR8288-PCは、次の2つのモードで動作します。ポイントトゥポイントとマルチポイント
トゥポイントです。ポイントトゥポイントモードでは、デジタルスキャナをクレードルに差し込むか
（装着時のペアリングが有効な場合)、ペアリングバーコードをスキャンすることによって、デジタルス
キャナをクレードルにペアリングします。
マルチポイントトゥポイントモードでは、最⼤7台のスキャナを1台のクレードルにペアリングできま
す。
スキャナをクレードルとペアリングするには、スキャナをクレードルに差し込むか、ペアリングバー
コードをスキャンします。（クレードルへの差し込み時のペアリングが、デフォルトで有効になってい
ます。）

注 :  デジタルスキャナをクレードルに接続するペアリングバーコードは、各クレードルで異な
ります。ペアリングが完了するまで、データやパラメータをスキャンしないでください。

ホストへの再接続
クレードルの接続を切断して再接続することで、ホストコンピュータとの接続を再確⽴します。
1. クレードルから電源ケーブルを取り外します。
2. クレードルからホストインタフェースケーブルを取り外します。
3. 3秒待ちます。
4. ホストインタフェースケーブルをクレードルに接続し直します。
5. 電源ケーブルをクレードルに接続し直します。
6. スキャナをクレードルに挿⼊するかペアリングのバーコードをスキャンし、クレードルとのペアリン

グを確⽴し直します
クレードルへの差し込み時のペアリングが、デフォルトで有効になっています。

コードレスDS8288スキャナの再起動
スキャナの電源を⼊れ直すには、トリガボタンとプログラム可能ボタンを押してから、DS8288をク
レードルに置きます。

注 :  このプロセスは、スキャナのプログラム可能ボタンが無効になっても機能します。

1. トリガボタンとプログラム可能ボタンを12秒以上⻑押しします。
2. 両⽅のボタンを放します。
3. スキャナをクレードルに置きます。
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スキャナが再起動します。
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データ収集
データ収集

このセクションでは、ビープ⾳とLEDの意味、バーコードスキャンのテクニック、⼀般的なスキャンの
説明とヒント、および読み取り範囲について説明します。

スキャナの表⽰
このセクションでは、スキャナの動作の意味を⽰します。

説明 ビープ⾳のシーケンス LED 触覚イン
ジケータ

照明

通常の使⽤時
電源オン 低、中、⾼ 緑⾊ 2パルス

スキャン
プレゼンテーショ
ンモードがオン

なし 緑⾊（点灯）

プレゼンテーショ
ンモードがオフ

なし LEDの点灯なし、緑⾊
のLED  が消灯

バーコードの読み
取りに成功 中

a 緑⾊の点滅 1パルス 点滅（デフォ
ルトでは無
効）

パリティエラー 低⾳、低⾳、低⾳、超
低⾳

⾚⾊

スキャンしたシ
ンボルでの転送エ
ラー。データは無
視されます。これ
は、本装置が正し
く設定されていな
い場合に発⽣しま
す。オプション設
定を確認してくだ
さい。

⻑い低⾳4回 ⾚⾊

変換エラーまたは
フォーマットエ
ラー

⻑い低⾳5回 ⾚⾊

表  9     スキャナのビープ⾳とLEDの表⽰
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データ収集

説明 ビープ⾳のシーケンス LED 触覚イン
ジケータ

照明

スキャナに対する
ホストコマンドに
よってスキャナが
無効になっていま
す

なし トリガを引くと⾚⾊
で点滅

RS-232で<BEL>
⽂字が受信されま
した

⾼ なし

ナイトモードの開
始

1回の短いパル
ス

ナイトモードを終
了

短い低⾳2回

無線操作
バッチストレージ
のメモリ不⾜、新
しいバーコードを
保存できません

低⾳、⾼⾳、低⾳、⾼
⾳

⾚⾊

無線表⽰
スキャナがクレー
ドル

a

に装着され
ています

低 なし

Bluetooth接続が
確⽴されました

低⾳、⾼⾳ 緑⾊

Bluetooth切断イ
ベント

⾼⾳、低⾳ ⾚⾊

Bluetooth呼び出
しタイムアウト。
リモートデバイス
が通信範囲外にあ
るか、電源が⼊っ
ていません

⻑い低⾳、⻑い⾼⾳ ⾚⾊

Bluetooth接続試
⾏がリモート機器
により拒否されて
います

⻑い低⾳、⻑い⾼⾳、
⻑い低⾳、⻑い⾼⾳

なし

Bluetoothが再接
続を試⾏中です

なし 緑⾊の点滅

Bluetoothが再接
続を試⾏中です
（デフォルトでは
無効）

⾼⾳5回 なし

呼び出し ⾼⾳6回 青（⾼速、⾼速、低
速）

短いパルス2
回、⻑いパル
ス1回

充電残量表⽰

表  9     スキャナのビープ⾳とLEDの表⽰ (Continued)
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説明 ビープ⾳のシーケンス LED 触覚イン
ジケータ

照明

バッテリ残量低
下/PowerCap表
⽰（トリガリリー
ス時）

短い⾼⾳4回 ⾚（点灯）

バッテリ/
PowerCapの充
電レベル：51〜
100％
バッテリ/
PowerCapの充
電レベル：21〜
50％
バッテリ/
PowerCapの充電
レベル：0〜20％
バッテリ/
PowerCapの充電
レベル表⽰（現
在のフル充電容量
に対する充電済み
パーセンテージ）

なし 緑⾊
⻩⾊
⾚⾊

クレードルがス
キャナに給電して
いないか、クレー
ドルが供給でき
る以上の電流をス
キャナが消費して
います（詳細につ
いては、を参照し
てください）

なし スキャナがクレード
ルに装着されている
ときは点灯しません

パラメータプログラミング
⼊⼒エラー、不
適切なバーコー
ドまたはスキャン
のCancel  (キャンセ
ル)、間違った⼊
⼒、不適切なバー
コードプログラミ
ングシーケンス、
プログラムモード
のままである

⻑い低⾳、⻑い⾼⾳ ⾚⾊

キーボードパラ
メータが選択され
ました。バーコー
ドキーパッドで値
を⼊⼒してくださ
い

⾼⾳、低⾳ 緑⾊

表  9     スキャナのビープ⾳とLEDの表⽰ (Continued)
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説明 ビープ⾳のシーケンス LED 触覚イン
ジケータ

照明

プログラムが正
常に終了し、パラ
メータ設定の変更
が反映されました

⾼⾳、低⾳、⾼⾳、低
⾳

緑⾊

ADFプログラミング
ADF転送エラー 低⾳、⾼⾳、低⾳ なし
数字の⼊⼒が必
要です。別の数字
を⼊⼒してくださ
い。必要に応じて
始めにゼロを追加
してください

⾼⾳、低⾳ 緑⾊

英字の⼊⼒が必要
です。別の英字を
⼊⼒するか、End 
of Message  (メッ
セージ終了)バー
コードをスキャン
します

低⾳、低⾳ 緑⾊

ADF条件または
アクションの⼊
⼒が必要です。
別の条件または
アクションを⼊
⼒するか、Save 
Rule  (ルールの保
存)バーコードを
スキャンします

⾼⾳、⾼⾳ 緑⾊の点滅

現在のルールの条
件またはアクショ
ンがすべてクリア
され、ルールの⼊
⼒モードが継続し
ています

⾼⾳、低⾳、低⾳ 緑⾊

ルールが保存され
ました。ルールの
⼊⼒モードが終了
しました

⾼⾳、低⾳、⾼⾳、低
⾳

緑⾊（点滅の停⽌）

ルールのエラー。
⼊⼒エラー、間
違ったバーコード
のスキャン、また
は条件/アクショ
ンのリストがルー
ルとして⻑すぎま
す。条件またはア
クションを再⼊⼒
してください

⻑い低⾳、⻑い⾼⾳ ⾚⾊

表  9     スキャナのビープ⾳とLEDの表⽰ (Continued)
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説明 ビープ⾳のシーケンス LED 触覚イン
ジケータ

照明

最後に保存した
ルールが削除さ
れました   現在の
ルールは、そのま
ま残されます

低⾳ 緑⾊

すべてのルールが
削除されました

低⾳、⾼⾳、⾼⾳ 緑⾊

メモリ不⾜です。
既存のルールの
⼀部を消去してか
ら、ルールの保存
を再試⾏してくだ
さい

⻑い低⾳、⻑い⾼⾳、
⻑い低⾳、⻑い⾼⾳

⾚⾊

ルールの⼊⼒が
キャンセルされ
ました。エラーが
発⽣したか、ユー
ザーがルールの⼊
⼒を終了するよう
に要求したため、
ルールの⼊⼒モー
ドが終了します

低⾳、低⾳、⻑い⾼
⾳、⻑い低⾳

緑⾊（点滅の停⽌）

ホスト別
USBのみ
スキャナの初期化
が完了していませ
ん。数秒待ってか
ら、再試⾏してく
ださい

⾼⾳4回 なし

RS-232のみ
RS-232受信エ
ラー

⾼⾳、⾼⾳、⾼⾳、低
⾳

⾚⾊

「<BEL>による
ビープ⾳」が有
効になっていると
きに、<BEL>⽂字
を受信する（ポイ
ントトゥポイント
モードのみ）

⾼ なし

仮想テザーアラーム

表  9     スキャナのビープ⾳とLEDの表⽰ (Continued)
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説明 ビープ⾳のシーケンス LED 触覚イン
ジケータ

照明

スキャナが
Bluetooth経由で
クレードルから
切断されていま
す（仮想テザーア
ラームが有効）

注 :  有効
になっ
ている
場合、
スキャ
ナとク
レード
ルで
仮想テ
ザーア
ラーム
が有効
になり
ます

⾼⾳、低⾳、連続 緑⾊と⾚⾊が交互に
⾼速点滅

短いパルスを
繰り返す

点滅

a この設定は構成可能です。

表  9     スキャナのビープ⾳とLEDの表⽰ (Continued)

クレードルのLED表⽰
この表では、標準およびプレゼンテーションクレードルのステータスのLED表⽰について説明します。

LED 意味
通常の使⽤時
緑⾊（点灯） 電源が投⼊されました。
無線表⽰
緑⾊（消灯、その後点灯） Bluetooth接続が確⽴されました。
青⾊ 呼び出しボタンが押されています。
青⾊（⾼速∕⾼速∕低速） 呼び出しが進⾏中です。
充電の表⽰
⻩⾊（継続的に点灯） 充電が必要。
⻩⾊で点滅 充電中。
緑⾊（点灯） 充電完了。
⻩⾊で⾼速点滅 充電エラー。詳細については、「トラブルシュー

ティング」を参照してください。

表  10     クレードルのLED表⽰
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LED 意味
⾚⾊で点滅 バッテリを充電中ですが、バッテリが耐⽤期間終

了を迎えています。新しいバッテリと交換してく
ださい。

仮想テザーアラーム
緑⾊と⾚⾊が交互に⾼速点滅 スキャナがBluetooth経由でクレードルから切断

されています（仮想テザーアラームが有効）。
メンテナンスの表⽰
⾚⾊で点滅 ファームウェアのインストールが進⾏中です。

表  10     クレードルのLED表⽰ (Continued)

LED 意味
123Scan

緑⾊（低速点滅） スキャナが123Scanに接続されました。
⾚⾊（⾼速点滅） ファイルがスキャナに転送されています（パラ

メータとファームウェア）。
⾚⾊（低速点滅） ファームウェアがスキャナでアクティブになって

おり、メモリにロードされています。
緑⾊ プログラミングが完了しました（パラメータと

ファームウェア）。
⾚⾊ エラー状態です。
Scanner Management  Service（SMS）
⾚⾊点滅（スキャナとクレードルの両⽅） SMSパッケージをスキャナに読み込んでいます。

表  11     ホスト制御クレードルのLED表⽰

ハンズフリースキャン
スキャナは、CR8288-PCクレードルに装着されていると、ハンズフリー（プレゼンテーション）モード
になります。アイドル状態では、スキャナはオブジェクト検出モードで動作し、⾃動的にウェイクアッ
プして、読み取り範囲に存在するバーコードを読み取ります。オブジェクト検出モードでは、照明の
LEDが薄暗く点灯するのは正常です。
1. すべてがしっかりと接続されていることを確認します   (該当するホストのセクションを参照)。
2. スキャナの読み取り範囲内にバーコードを提⽰します。
3. 読み取りが成功すると、スキャナからビープ⾳が鳴り、LEDが1回緑⾊で点滅します。
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ハンドヘルドスキャン
スキャナをクレードルから持ち上げると、ハンドヘルドモードになります。
1. スキャナをデバイスに接続します。詳細については、ペアリングを参照してください。
2. スキャナをバーコードに向けます。

3. トリガを押し続けます。
4. 照準パターンの領域にバーコードが納まっていることを確認します。照準ドットにより、明るい照明

条件でも可視性が向上します。
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01234 5

01234 5

01234 5

01234 5

5. デコードが成功するとビープ⾳が鳴り、LEDが点滅します。

照準
スキャン中にスキャナは、スキャナが投影する⾚⾊のLEDドットにより、読み取り幅内にバーコードを
配置することができます。スキャナとバーコードの適切な距離については、「読み取り範囲」を参照し
てください。
必要であれば、スキャナは照明LEDをオンにしてバーコードを照射します。バーコード上にドットがあ
る場合にのみ、スキャナがバーコードを読み取ります。図の最初の例：スキャナ照準は許容可能な照準
オプションを⽰し、2番⽬は読み取れない照準パターンを⽰しています。

図  6     スキャナの照準

照準ドットは、スキャナがバーコードに近づくと⼩さくなり、遠くなると⼤きくなります。⼩さいバー
やエレメント（milサイズ）があるバーコードのスキャンは、スキャナに近づけ、⼤きなバーやエレメン
ト（milサイズ）があるバーコードのスキャンではスキャナから遠ざけます。
スキャナは、バーコードを正常に読み取るとビープ⾳を鳴らします。ビープ⾳とLEDの定義について、
詳しくはスキャナ表⽰の表を参照してください。

読み取り範囲
このセクションでは、スキャナによる、さまざまなバーコードタイプの読み取り可能な距離を⽰しま
す。
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標準レンジ
バーコード モジュールサイズ（mil） 近限界（インチ） 遠限界（インチ）

3 1.8 6.3

5 0.6 12.6

10 0.1 25.5

Code 39

20 *0.8 41

100％  UPC 13 0.2 27.5

3 2.2 6.1

5 1.3 11

7.5 0.4 16.3

Code 128

15 *3.2 30

4 2.2 6.3

5 1.9 8

PDF-417

6.7 1.3 10.5

5 2.4 6

7.5 1.6 9.1

10 0.7 11.8

Data Matrix

20 0 19.8

5 2.5 6.4

10 0.7 12

QR Code

20 0 19

*読み取り範囲は限られています。
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シューティング
メンテナンスとトラブルシューティング

このセクションでは、スキャナのメンテナンスとトラブルシューティングに関する情報を提供します。
技術仕様は、zebra.comサポートページに掲載されています。「仕様ページ」に移動します。

メンテナンス
エラーのないスキャンを確保するために、DS8208/DS8288を清潔で乾燥した状態に維持します。

重要 :  ウェットティッシュを使⽤して、液体洗浄剤が溜まらないようにしてください。
• 次亜塩素酸ナトリウム（漂⽩剤）を含む洗浄剤を使⽤する場合は、次の項⽬を確認してくだ

さい。
• スキャナ専⽤です。クレードルには使⽤しないでください。
• 常に製造元の推奨される⼿順に従ってください：使⽤する際には⼿袋を着⽤し、使⽤後

はスキャナを扱っているときに⻑く⽪膚に触れることがないように湿らせた布で残留物
を除去してください。

• 次亜塩素酸ナトリウムの強⼒な酸化性（腐⾷性）により、液体形状で（ウェットティッ
シュを含む）この化学物質に曝されると、⾦属⾯が酸化   (腐⾷)   しやすくなるため、この
ような状況は回避してください。このような消毒剤がスキャナの⾦属に触れた場合、ク
リーニングの⼿順の後、湿らせた布でただちに除去することが重要です。

要確認 :  デバイスの損傷を防ぐため、以下に記載されている承認済みの洗浄剤および消毒剤の
みを使⽤してください。承認されていない洗浄剤や消毒剤を使⽤すると、保証が無効になる場
合があります。

既知の有害成分
このセクションでは、デバイスとの接触を避ける必要のある物質をリストします。
• アセトン
• アンモニア溶液
• アルカリのアルコール溶液または⽔溶液
• 芳香族炭化⽔素および塩素化炭化⽔素
• ベンゼン
• ⽯炭酸
• アミンまたはアンモニアの化合物
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• エタノールアミン
• エーテル
• ケトン
• TB-リゾフォルム
• トルエン
• トリクロロエチレン

スキャナおよびクレードルに承認された洗浄剤
スキャナとクレードルを安全にクリーニングするには、次のいずれかの洗浄剤を使⽤します。
• イソプロピルアルコール70％（ウェットティッシュを含む）
• 10％漂⽩剤（次亜塩素酸ナトリウム0.55％）と90％⽔溶液
• 3％過酸化⽔素と97％⽔溶液
• 中性⾷器洗剤

スキャナのクリーニング
外部ウィンドウは定期的なクリーニングが必要です。ウィンドウが汚れていると、スキャン精度に影響
する場合があります。ウィンドウに研磨剤などが付着しないようにしてください。
1. イソプロピルアルコールで柔らかい布を湿らせるか、アルコールを含むウェットティッシュを使⽤し

ます。
2. 前⾯、背⾯、側⾯、上⾯、底⾯を含むすべての表⾯を優しく拭きます。液体は決してスキャナに直接

かけないでください。スキャナウィンドウ、トリガ、ケーブル   コネクタ、その他のデバイスの部分の
周囲に、液体が溜まらないように注意してください。

3. トリガおよびトリガと本体の間のクリーニングを忘れないでください（狭い部分や⼿が届かない領域
には綿棒を使⽤してください）。

4. ⽔やその他の洗剤液を直接外部ウィンドウに吹きかけないでください。
5. レンズ⽤ティッシュペーパー、または眼鏡などの光学材料の清掃に適した他の素材でスキャナの外部

ウィンドウを拭きます。
6. 擦り傷を防⽌するために、柔らかくて表⾯が粗くない布で掃除した後、直ちにスキャナウィンドウを

乾かします。
7. デバイスは、⾃然乾燥させてから使⽤してください。

トラブルシューティング
この情報を使⽤してスキャナスキャナのトラブルシューティングを⾏います。

問題 考えられる原因 考えられる解決⽅法
トリガを押しても照準ドットが
表⽰されない。

デジタルスキャナに電源が⼊っ
ていない

電源が必要な機器構成の場合
は、電源に接続し直してくださ
い。

表  12     トラブルシューティング
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問題 考えられる原因 考えられる解決⽅法
デジタルスキャナが無効になっ
ている

IBM 468xとUSB IBMハンドヘ
ルド、IBMテーブルトップ、お
よびOPOSモードの場合、ホス
トインタフェースを介してデジ
タルスキャナを有効にします。
それ以外の場合、担当技術者に
ご連絡ください。

RS-232 Nixdorf Bモードを使⽤
しているときに、CTSがオンに
ならない

CTS制御線をオンにします。

照準パターンが無効になってい
る

照準パターンを有効にしてく
ださい。「Handheld Decode 
Aiming  Pattern（ハンドヘルド
読み取り照準パターン）」を参
照してください。

スキャナがバーコードタイプに
対応するようにプログラムされ
ていません

そのタイプのバーコードを読み
取るようにスキャナをプログラ
ミングします。「コード/記号」
を参照してください。

バーコードシンボルを読み取れ
ない

同じバーコードタイプのテスト
バーコードをスキャンして、
バーコードの破損などを確認し
ます。

照準ドットがバーコードに正し
く当たっていない

照準ドットが読み取り範囲内に
⼊るようにバーコードを移動し
てください。

スキャナから照準ドットは出て
いるが、バーコードが読み取れ
ない

スキャナとバーコードとの距離
が適切でない

スキャナをバーコードに近づけ
るか、離してください。

スキャナが正しいホストタイプ
⽤にプログラムされていない

適切なホストタイプのプログラ
ミングバーコードをスキャンし
てください。そのホストタイプ
に対応する情報を参照してくだ
さい。

インタフェースケーブルの接続
が緩んでいる

ケーブルを再接続してくださ
い。

クレードルが正しいホストタイ
プ⽤にプログラムされていない

スキャナのホストパラメータを
確認してオプションを編集して
ください。

スキャナでバーコードは読み取
れるが、そのデータがホストに
転送されない

スキャナがホスト接続インタ
フェースにペアリングされてい
ない

クレードル上のペアリングコー
ドをスキャンして、スキャナと
クレードルをペアリングしてく
ださい。

表  12     トラブルシューティング (Continued)
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問題 考えられる原因 考えられる解決⽅法
クレードルからホストへの接続
が切断された 1. 電源を取り外します

2. ホストケーブルを取り外しま
す

3. 3秒間待機します
4. ホストケーブルを再接続しま

す
5. 電源を再度続する
6. ペアリングし直します

スキャナから⻑い低⾳のビー
プ⾳が4回鳴る場合は、転送エ
ラーが発⽣しています。
これは、ユニットが正しく設定
されていない、または間違った
ホストタイプに接続されている
場合に発⽣します

ホストの設定に⼀致するように
スキャナの通信パラメータを設
定します。

スキャナから低⾳のビープ⾳が
5回鳴る場合は、変換エラーま
たはフォーマット   エラーが発⽣
しています。

スキャナの変換パラメータを正
しく設定します。

スキャナから低⾳  -  ⾼⾳  -  低⾳
のビープ⾳が鳴る場合は、無効
なADFルールが検出されていま
す

正しいADFルールをプロ
グラミングしてください。
『Advanced  Data Formatting 
Programmer  Guide』を参照し
てください。
適切なホストタイプのプログラ
ミングバーコードをスキャンし
てください。
RS-232では、ホストの設定と⼀
致するようにスキャナの通信パ
ラメータを設定します。
Keyboard Wedge構成の場合
は、システムが正しいキーボー
ドタイプ⽤にプログラムされて
おり、CAPS  LOCKキーがオフに
なっていることを確認してくだ
さい。

スキャンされたデータがホスト
に正しく表⽰されない

スキャナがホストと連携するよ
うにプログラムされていません

正しい編集オプション（UPC-E
からUPC-Aへの変換など）をプ
ログラミングします。

スキャナから、短い低⾳-⾼⾳-
短い中⾳、短い⾼⾳のビープ
シーケンス（電源投⼊のビープ
シーケンス）が複数回鳴る

USBバスによって、スキャナの
電源オン/オフのサイクルが複数
回繰り返される状態になってい
る可能性があります

ホストのリセット中であれば正
常です。

読み取り試⾏中に、スキャナか
ら短い⾼⾳が4回鳴る。

スキャナのUSB初期化が完了し
ていません。

数秒待ってから、もう⼀度ス
キャンしてください。

表  12     トラブルシューティング (Continued)
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問題 考えられる原因 考えられる解決⽅法
スキャナを使⽤していないと
き、低⾳-低⾳-低⾳-超低⾳の
ビープ⾳が鳴る

RS-232の受信エラー ホストのリセット中であれば正
常です。それ以外の場合は、ス
キャナのRS-232パリティがホス
ト設定と⼀致するように設定し
てください。

プログラミング中に、スキャナ
から低⾳-⾼⾳のビープ⾳が鳴
る。

⼊⼒エラー、不適切なバー
コード、またはCancel  (キャンセ
ル)バーコードがスキャンされま
した

プログラムしているパラメータ
の範囲内の正しい数値バーコー
ドをスキャンします。

ホストパラメータの記憶領域が
不⾜している

パラメータの範囲内の正しい数
のバーコードをスキャンしま
す。

ADFルール⽤のメモリが不⾜し
ている

ADFルールの数、またはADF
ルール内のステップ数を減らし
ます。

プログラミング中に、スキャナ
から低⾳-⾼⾳-低⾳のビープ⾳
が鳴る。

プログラミング中に、ADFパラ
メータの記憶領域不⾜が通知さ
れる

ルールをすべて消去してから、
短いルールでプログラミングし
直します。

USBホストタイプの変更後に、
スキャナから電源投⼊のビープ
⾳が鳴る。

USBバスによって、デジタルス
キャナの電源供給が再確⽴され
ました

USBホストタイプの変更時であ
れば正常です。

未使⽤時に、スキャナから⾼⾳
のビープ⾳が1回鳴る

RS-232モードで、<BEL>キャラ
クタが受信され、Beep on <BEL> 
(<BEL>によるビープ⾳) オプショ
ンが有効になっている

Beep on <BEL> (<BEL>  によるビー
プ⾳)が有効で、スキャナが
RS-232モードの場合は正常で
す。

スキャナに電源が供給されてい
ません

システムの電源を確認します。
電源が必要な機器構成の場合
は、電源を接続し直してくださ
い。

接続されているホストインタ
フェースケーブルが適切でない

正しいホストインタフェース
ケーブルを使⽤しているかどう
かを確認します。使⽤していな
い場合は、正しいホストインタ
フェースケーブルを接続してく
ださい。

スキャナから頻繁にビープ⾳が
鳴る

インターフェース∕電源ケーブ
ルが緩んでいる

緩んだケーブル接続を確認し、
ケーブルを接続し直します。

変換エラーまたはフォーマット
エラーが検出された
スキャナの変換パラメータが正
しく設定されていません

スキャナの変換パラメータが正
しく設定されていることを確認
してください。

バーコードの読み取り後、ス
キャナから⻑い低⾳のビープ⾳
が5回鳴る。

変換エラーまたはフォーマット
エラーが検出された
選択したホストに送信できない
キャラクタでADFルールがセッ
トアップされている

ADFルールを変更するか、この
ADFルールをサポートするホス
トに変更します。

表  12     トラブルシューティング (Continued)
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問題 考えられる原因 考えられる解決⽅法
変換エラーまたはフォーマット
エラーが検出された
ホストに送信できないキャラク
タを含むバーコードがスキャン
された

バーコードを変更するか、バー
コードをサポートするホストに
変更します。

ペアリング要求がリモートの
iOS/Androidデバイスからキャ
ンセルされた場合でも、スキャ
ナのLEDが点滅する

パスキーエントリが携帯電話/タ
ブレットからキャンセルされた
場合、スキャナはタイムアウト
まで30秒間、パスキーエントリ
モードを維持する

パスキーエントリ   モードを終了
します。Cancel  (キャンセル) を
スキャンするか、他のバーコー
ドをスキャンします。

スキャナから短い⾼⾳が4回鳴
り、スキャナのLEDが⾚⾊であ
る

バッテリ充電の残量が⾮常に少
なくなっています

クレードルにスキャナを装着し
ます。

クレードルのLEDがすばやく⻩
⾊に点滅し、スキャナのLEDは
点灯しない

クレードルがスキャナに給電し
ていない

スキャナがクレードルにしっか
りと装着されていることを確認
します。この動作が続く場合、
スキャナとクレードルの電気接
点をクリーニングして乾かして
ください。次に、スキャナをク
レードルに戻し、ベースに正し
く装着されていることを確認し
ます。

表  12     トラブルシューティング (Continued)

注 :  これらの確認をした後にもスキャナで問題が発⽣する場合は、販売店に連絡するか、サ
ポートまでお電話でお問い合わせください。

スキャナパラメータのダンプ
スキャナのトラブルシューティング時に、次のバーコードをスキャンして、スキャナからすべての資産
追跡情報とパラメータ情報をテキストドキュメントに出⼒します。

注 :  123Scanが使⽤可能な場合は、この機能の代わりに使⽤してください。123Scanは、ス
キャナデータの確認に推奨される⽅法です。
1. スキャナをホストコンピュータに接続し、テキストプログラムを開きます。

インタフェース テキストプログラム

USB HIDキーボードモード Windowsメモ帳またはWordpad

RS-232 Windowsハイパーターミナル

2. このバーコードをスキャンして、スキャナからホストコンピュータへのデータ転送を開始します。

出⼒のパラメータ/属性番号を解釈するには、パラメータ番号を参照してください。
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バージョンの送信
指定された情報を送信するには、次のバーコードを使⽤します。

ソフトウェアバージョンの送信
以下のバーコードをスキャンして、スキャナにインストールされているソフトウェアのバージョンを送
信します。

ソフトウェアバージョン

シリアル番号の送信
以下のバーコードをスキャンして、ホストにスキャナのシリアル番号を送信します。

シリアル番号

製造情報の送信
以下のバーコードをスキャンして、ホストにスキャナの製造情報を送信します。

製造情報
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123Scanとソフトウェアツール

このセクションでは、スキャナ操作のカスタマイズに利⽤できるZebraソフトウェアツールについて説明
します。

123Scan

123ScanはZebra Technologiesのソフトウェアツールで、スキャナのセットアップなどを簡略化します。
123Scanウィザードの合理化されたセットアッププロセスを通じて、初めてのユーザーでも直感的に
セットアップできます。設定は、スキャンに⽤いる単⼀のプログラミング   バーコードとして印刷できる
設定ファイルに保存できます。このバーコードは、スマートフォンにメール送信して画⾯からスキャン
したり、USBケーブルを使⽤してスキャナにダウンロードしたりできます。
123Scanを通じて、ユーザーは以下の操作が可能です。
• ウィザードを使⽤したスキャナの設定

• 以下のスキャナの設定のプログラム
• ビープ⾳の⾳程/⾳量設定
• コード/記号の有効化/無効化
• 通信設定

• 以下を使⽤した、ホストに転送する前のデータ変更：
• Advanced Data Formatting (ADF) -  ⼀度に1つのバーコードをスキャンします。
• Preferred Symbol -  多数のラベル上の1つのバーコードだけを選び出します（⼀部のスキャ

ナ）。
• 以下を使⽤した、スキャナへのパラメータ設定のロード：

• バーコードスキャン
• 紙のバーコードのスキャン
• PC画⾯のバーコードのスキャン
• スマートフォン画⾯のバーコードのスキャン

• USBケーブル経由でのダウンロード
• スキャナ1台への設定のロード
• 最⼤10台のスキャナの同時ステージング（0.5アンペア/ポート搭載の給電USBハブを推奨）
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• スキャナセットアップの検証
• ユーティリティの[データ]ビュー画⾯でのスキャン済みデータの表⽰
• ユーティリティの[データ]ビュー画⾯で画像を読み取り、PCに保存
• パラメータレポートを使⽤した設定の確認
• [スタート]画⾯で、すでに展開されているスキャナから設定のクローンを作成

• スキャナファームウェアのアップグレード
• スキャナ1台への設定のロード
• 最⼤10台のスキャナの同時ステージング（0.5アンペア/ポート搭載の給電USBハブを推奨）

• 以下のような統計情報の確認：
• 資産追跡情報
• 時間と使⽤に関する情報
• コード/記号別にスキャンされたバーコード

• 以下のレポートの⽣成
• バーコードレポート  -  該当するパラメータ設定とサポートされているスキャナのモデルを含むプロ

グラミングバーコード
• パラメータレポート  -  構成ファイル内でプログラムされたパラメータ
• 在庫レポート  -  スキャナの資産追跡情報
• 検証レポート  -  [データ]ビューからのスキャン済みデータ
• 統計レポート  -  スキャナから取得されたすべての統計情報

詳細については、zebra.com/123scanを参照してください。

123Scanとの通信
USBケーブルを使⽤して、123Scanを実⾏しているWindowsホストコンピュータにスキャナを接続しま
す。

123Scanの要件
• Windows 10またはWindows 11を実⾏するホストコンピュータ
• スキャナ
• USBケーブル

123Scanの情報
これらのリンクを使⽤して、123ScanおよびZebraソフトウェアツールの使⽤に関する詳細を確認してく
ださい。
123Scanの詳細については、zebra.com/123Scanを参照してください。
123Scanの1  分間のツアーについては、Zebraスキャナのハウツービデオ をご覧ください。
当社のすべてのソフトウェアツールの⼀覧を確認するには、www.zebra.com/scannersoftwareにアクセ
スしてください。
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スキャナSDK、その他のソフトウェアツール、およびビデオ
当社のさまざまなソフトウェアツールのセットを使⽤して、すべてのスキャナプログラミングのニーズ
に対応できます。デバイスの使⽤が必要な場合でも、また画像とデータの読み取りや資産管理を含む完
全な機能を備えたアプリケーションの開発が必要な場合でも、これらのツールはすべての業務⼿順を⾏
う上で役に⽴ちます。
以下の無料ツールをダウンロードするには、zebra.com/scannersoftwareにアクセスしてください。
• 123Scan構成ユーティリティ
• SDK

• スキャナSDK（Windows⽤）
• スキャナSDK（Linux⽤）
• スキャナSDK（Android⽤）
• スキャナSDK（iOS⽤）

• ドライバ
• OPOSドライバ
• JPOSドライバ
• USB CDCドライバ

• Scanner Management Service (SMS)（リモートスキャナ管理⽤）
• Windows

• Linux

• モバイルアプリ
• Scanner Controlアプリ

• Android

• iOS

• Scan-To-Connectユーティリティ
• Android

• Windows

• ハウツービデオ

注 :  通信プロトコル別のSDK対応スキャナ機能の⼀覧については、「通信プロトコル機能」を
参照してください。

Advanced Data Formatting

Advanced Data Formatting (ADF)  により、データをホスト   デバイスに送信する前にカスタマイズできま
す。ADFを使⽤し、ホストアプリケーションの要件に合わせてスキャン済みデータを編集します。ADFで
は、読み取りセッションごとに1つのバーコードをスキャンします。ADFは123Scanを使⽤してプログラ
ムされます。
123Scanを使⽤したAdvanced Data Formatting (ADF)  ルールの作成に関するビデオを視聴するには、
「Zebraスキャナのハウツービデオ」にアクセスしてください。
詳細については、『Advanced  Data Formatting Programmer  Guide』を参照してください。
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Multicode Data Formatting

次のようなプログラミング   オプションがあります。
• すべてまたは特定のバーコードを出⼒する。
• バーコード出⼒シーケンスを制御する。
• ⼀意のMulticode Data Formatting (MDF)  を各出⼒バーコードへ適⽤する。
• 必要なすべてのバーコードが存在しない場合、スキャン済みデータを破棄する。
詳細については、『Multicode  Data Formatting and Preferred Symbol User  Guide』（p/n MN-002895-

xx）を参照してください。
123Scanを使⽤したMulticode Data Formatting (MDF)  ルールの作成に関するビデオを視聴するには、
「Zebraスキャナのハウツービデオ」にアクセスしてください。

Multicode Data Formattingの使⽤
Multicode Data Formattingでは、ラベル（通常は複雑なラベル）がスキャナの読み取り範囲を通過す
ると、予期しない出⼒や不適切な出⼒が複数発⽣する可能性があります。この問題は、複雑なラベルの
バーコードを複数のグループで⼀致させる場合に発⽣します（たとえば、グループ1は存在するすべての
バーコードを表し、グループ2は存在する⼀部のバーコードを表す）。
この問題は以下の図に⽰されています。
1. ラベルが読み取り範囲を移動すると、最初は部分的に読み取られます（フレーム2の読み取り範囲内

の⼀部のバーコード）。
2. その後、完全に読み取られると、2回⽬のデコードが発⽣します（フレーム3の読み取り範囲内のすべ

てのバーコード）。
3. これにより、1つのラベルから2つの異なる出⼒（想定される単⼀出⼒ではなく）が発⽣します。この

問題は、2種類のMDFルール/グループに偶然⼀致する複雑なラベルにより、2つの出⼒が発⽣するこ
とが原因です。
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図  7     ⽔平⽅向のスキャンラベル

注 :  Multicode Data Formattingの使⽤に関連する問題を最⼩限に抑えるには、「MDFのベスト
プラクティス」を参照してください。

MDFのベストプラクティス
MDFでスキャンするときに、望ましくない複数の出⼒を最⼩限に抑えるための提案。
• バーコードを垂直⽅向にスキャンします。

図  8     ラベルを垂直⽅向でスキャンする
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• 複数のグループでMDFプログラミングを作成する場合は、グループ1のパターン⼀致が最も複雑であ
る必要があります（⼀致が最も難しい）。これは、バーコードの最⼤数と条件が等しいということで
す。次に、グループ2、3などを徐々にさらに簡単に⼀致させる必要があります。

• 条件を定義する場合は、パターンが⼀致しない場合の出⼒を有効にしないでください。「Output if NO 
pattern match  (パターンの⼀致設定がない場合に出⼒する)」を「Discard barcode.  (バーコードの破棄)」と
して設定します。

図  9     出⼒の⼀致設定の図

• 123Scan MDF設定で、「Discard barcode(s) NOT within the pattern match  (パターン⼀致の範囲外のバーコード
を破棄する)」を選択します。詳細については、この選択項⽬の横にある「What is this?  (これは何です
か)」を選択します。

• 同⼀バーコードの⼆重読み取りを防⽌するには、「Timeout Between Same Symbols  (同じシンボル間のタイ
ムアウト)」設定を増やします。詳細については読み取り間のタイムアウト、同じシンボルを参照して
ください。

• 読み取り範囲内でラベル/バーコードを読み取ることができないその他の理由は次のとおりです。
• ラベルの焦点が合っていない（近すぎる、または遠すぎる）。
• 鏡⾯反射（光沢⾯からの反射）。
• ラベルがスキャナに対して極端な⾓度で表⽰されている。

Preferred Symbol

Preferred Symbolは、優先度が⾼いバーコードの読み取りに集中するのを可能にする、バーコード優
先技術です。Preferred  Symbolのバーコードだけが読み取られ、プリセットしたPreferred Symbol 
Timeout内に出⼒されます。この間、スキャナは優先度が⾼いバーコードの読み取りを試みて、このバー
コードのみを報告します。
詳細については、『Multicode  Data Formatting and Preferred Symbol User  Guide』（p/n MN-002895-

xx）を参照してください。

65



123Scanとソフトウェアツール

図  10     Preferred Symbolプログラミングオプション

データ解析（UDI  Scan+、Label  Parse+、およびBlood Bag Parse+）
データ解析では、Zebraスキャナで、複数のデータフィールド   (製造⽇、有効期限、バッチ番
号、GTIN、SSCCなど）でエンコードされた1つ以上のバーコードでUDIラベル、GS1ラベル、または⾎液
バッグをスキャンし、特定の順序で選択したデータ   フィールドだけをホスト   アプリケーションに転送し
ます。トリガを押しながら、スキャナをすべてのバーコードにかざします。
スキャナは、複数のバーコードにまたがって、コンテナの異なる側⾯に分散している場合でも、必要な
データフィールドのみを検出して送信します。
さらに、スキャナはフィールドセパレータ（タブ、Enter、スラッシュなど）を挿⼊して、ホストアプリ
ケーションへのデータ⼊⼒を⾃動化できます。
123Scanを使⽤してスキャナをプログラムします。データ解析ルールの作成の詳細については、『Zebra
スキャナユーザーガイド』（zebra.com/support）の「データ解析（UDI、GS1ラベル、⾎液バッ
グ）」を参照してください。123Scanを使⽤したデータ解析ルールの作成に関するビデオを視聴するに
は、zebra.com/ScannerHowToVideosにアクセスしてください。

UDI Scan+を使⽤したUDIラベルのスキャン
政府の規制機関（⽶国⾷品医薬品局（FDA）、欧州委員会、国際医療機器規制フォーラムなど）は、医
療環境における医療機器の流通と使⽤を識別および監視するためのユニークデバイス識別（UDI）規格を
確⽴しています。
UDI規格は、製造から流通、患者への使⽤に⾄る医療機器を特定し、患者の治療に使⽤される何百万もの
医療機器を個別に完全に追跡することができます。UDIへの準拠を満たすには、すべての医療機器にUDI

ラベルを貼付して、⽣産現場から輸送時、製品の使⽤時、廃棄時に「追跡とトレース」を⾏えるように
する必要があります。
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Label Parse+を使⽤したGS1ラベルのスキャン
国際標準化機関であるGS1組織は、出荷ラベルの作成で世界的に使⽤される規格を公開しています。出荷
ラベルは、梱包（物流）、原材料、および⽣産物を輸送する際に使⽤します。

Blood Bag Parse+を使⽤した⾎液バッグラベルのスキャン
国際標準化機関であるICCBBA（International  Council for Commonality in Blood Banking 

Automation）は、⾎液バッグラベルの⽣成に関する世界的に使⽤される規格を公開しています。⾎液
バッグラベルは、⾎液バッグを輸送、保管、および使⽤する際に使⽤されます。

注 :  詳細については、isbt128.org/tech-library/iccbba-documents/standards-documents/
standard-labeling-bloodを参照してください。
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ユーザー設定とその他のオプ
ション
ユーザー設定とその他のオプション

スキャナをプログラムして、さまざまな操作を実⾏したり、さまざまな機能を有効化したりできます。
このセクションでは、ユーザー設定の機能を説明するとともに、これらの機能を選択するためのプログ
ラミングバーコードを提供します。
このスキャナは、   「コード/記号パラメータのデフォルト」に⽰された設定が標準装備になっています。
デフォルト値が要件を満たす場合、プログラミングの必要はありません。

ユーザー設定パラメータの設定
機能の値を設定するには、1つのバーコードまたは短いバーコードシーケンスをスキャンします。設定は
不揮発性メモリに保存され、スキャナの電源を落としても保持されます。

注 :  ほとんどのコンピュータモニタで、画⾯上のバーコードを直接スキャンできます。画⾯か
らスキャンする場合、バーコードが鮮明に⾒え、バーやスペースが明確に区切られて⾒えるま
で⽂書を拡⼤してください。
デフォルトのホストを使⽤しない場合、電源投⼊ビープ⾳の後にホストタイプを選択します（ホスト固
有の情報については、各ホストについてのセクションを参照してください）。この操作は、新しいホス
トに接続して初めて電源を⼊れるときにのみ必要です。
すべての機能をデフォルト値に戻す⼿順については、デフォルトパラメータを参照してください。プロ
グラミングバーコードメニュー全体で、デフォルト値にアスタリスク（*）が付いています。

ユーザー設定スキャンシーケンスの例
多くの場合、単⼀バーコードのスキャンでパラメータ値が設定されます。
いくつかのバーコードをスキャンする必要があるパラメータもあります。関連するパラメータには、こ
の⼿順の説明が含まれています。

スキャン中のユーザー設定エラー
特に指定されていない限り、スキャンシーケンス中のエラーは、正しいパラメータを再スキャンするこ
とで修正できます。
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ユーザー設定/その他のオプションパラメータのデフォルト値
以下の表に、ユーザー設定パラメータのデフォルトを⽰します。以下のいずれかの⽅法で値を変更しま
す。
• この章の該当するバーコードをスキャンします。メモリ内にある標準のデフォルト値は、スキャンし

た新しい値で置き換えられます。デフォルトのパラメータ値を再び呼び出す⼿順については、「コー
ド/記号パラメータのデフォルト」を参照してください。
123Scanの設定プログラムを使⽤して、スキャナを設定します。

注 :  このガイドの各章では、標準パラメータのデフォルト値が⽰されています。

パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

ユーザー設定
デフォルトパラメータの設定 N/A

パラメータバーコードのスキャン 236 ECh 有効
Beep After Good Decode 56 38h 有効
ビープ⾳の⾳量 140 8Ch ⾼
スキャン⾳ 145 91h 中
ビープ⾳の持続時間 628 F1h 74h 中
電源投⼊時のビープ⾳を抑制 721 F1h D1h 抑制しない
読み取り成功時のLED点灯 744 F1h E8h 有効
直接読み取りインジケータ 859 F2h 5Bh 無効
読み取りバイブレータ 613 F1h 65h 有効
読み取りバイブレータの振動時間 626 F1h 72h 150ミリ秒
ナイトモードのトリガ 1215 F8h 04h BFh 無効
ナイトモードの切り替え N/A N/A N/A

ナイトモードでパラメータプログラミング
ビープ⾳通知をサイレントにする

2264 F8h 08h D8 常時有効

ナイトモードでバッテリ残量低下時のビー
プ⾳通知をサイレントにする

2263 F8h 08h D7 常時有効

ナイトモードで無線ビープ⾳通知をサイレ
ントにする

2262 F8h 08h 
D6h

常時有効

低電⼒モード 128 80h 有線DS8208：無効
コードレスDS8288：有
効

低電⼒モード移⾏時間 146 92h 有線DS8208：1時間
コードレスDS8288：
100ms

表  13     ユーザー設定パラメータのデフォルト

69



ユーザー設定とその他のオプション

パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

⾃動照準から低電⼒モードへのタイムアウ
ト

729 F1h D9h 100ミリ秒

ランプモード 1711 F8h 06h 
AFh

SR/DL：無効

ランプモードのタイムアウト 1712 F8h 06h 
B0h

5分

バッテリ消費抑制モード 1765 F8h 06h E5h PowerPrecision+バッテ
リ：9時間
PowerCap：30分

トリガモード 138 8Ah 有線DS8208：⾃動照準
コードレスDS8288：標
準（レベル）

ハンズフリーモード 630 F1h 76h 有効
ハンドヘルド読み取り照準パターン 306 F0h 32h 有効
ハンズフリー（プレゼンテーション）読み
取り照準パターン

590 F1h 4Eh 無効

ピックリストモード 402 F0h 92h ピックリストモードを常
時無効にする

連続バーコード読み取り 649 F1h 89h 無効
ユニークバーコードの通知 723 F1h D3h 有効
読み取りセッションタイムアウト 136 88h 9.9秒
ハンズフリー読み取りセッションタイムア
ウト

400 F0 90 15

同⼀バーコードの読み取り間隔 137 89h 0.5秒
異なるバーコードの読み取り間隔 144 90h 0.1秒
同⼀バーコードのトリガタイムアウト 724 F1h D4h 無効
携帯電話∕ディスプレイモード 716 F1h CCh 通常
PDF優先 719 F4h F1h CFh 無効
PDF優先のタイムアウト 720 F1h D0h 200ms

プレゼンテーションモードの読み取り範囲 609 F1h 61h フル
読み取り照明 298 F0h 2Ah 有効
照明の明るさ 669 F1h 9Dh ⾼
モーショントレランス（ハンドヘルドのト
リガモードのみ）

858 F2h 5Ah 低い

バッテリステータス⾼しきい値 1367 N/A 50％
バッテリステータス中しきい値 1368 N/A 20％

表  13     ユーザー設定パラメータのデフォルト (Continued)
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パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

バッテリステータス低警告しきい値 1369 N/A 10％
バッテリ状態低警告しきい値 1370 N/A 60％
バッテリ充電のユーザー通知強化 2255 F8h 08h 

CFh
⻩⾊で点滅

プロダクトID（PID）タイプ 1281 F8h 05h 01h ホストタイプ固有
プロダクトID（PID）値 1725 F8h 06h 

BDh
0

ECLevel 1710 F8h 06h 
AEh

0

読み取り範囲制限（ハンズフリー） 1950 F8h 07h 9Eh 標準
モーション検出モード 2377 F8 09 49 IR検出
プログラム可能ボタン（ハンドヘルド） 2060 F8h 08h 

0Ch
SR/DL：セカンダリトリ
ガ

プログラム可能ボタン(ハンズフリー） 2500 F8h 09h 
C4h

SR/DL：セカンダリトリ
ガ

その他のオプション
Enterキー N/A N/A N/A

Tabキー N/A N/A N/A

転送コードID⽂字 45 2Dh なし
プリフィックス値 99、105 63h、69h 7013 <CR><LF>

サフィックス1の値 98、104 62h、68h 7013 <CR><LF>

サフィックス2の値 100、106 64h、6Ah 7013 <CR><LF>

スキャンデータ転送フォーマット 235 EBh データそのまま
FN1置換値 103、109 67h、6Dh 7013 <CR><LF>

「NR（読み取りなし）」メッセージの転送 94 5E 無効
ハートビート間隔 1118 F8h 04h 5Eh 無効
securPharmの読み取り 1752 F8h 06h 

D8h
無効

securPharm出⼒フォーマット 1753 F8h 06h 
D9h

フォーマットなし

a 10進数のパラメータ番号は、RSMコマンドを使⽤したプログラミングで使⽤されます。

b 16進数のSSI番号は、SSIコマンドを使⽤したプログラミングで使⽤されます。

表  13     ユーザー設定パラメータのデフォルト (Continued)
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ユーザー設定
⽬的のパラメータ値をスキャンして、機能値を設定します。

デフォルト   パラメータ
次のバーコードのいずれかをスキャンして、スキャナをデフォルト設定に戻します。
• 「デフォルトの復元」バーコードをスキャンすると、次のようにすべてのパラメータがデフォルトに

リセットされます。
• 「カスタム   デフォルトの登録」バーコードを使⽤してカスタム   デフォルトのパラメータ値を設定

している場合は、「デフォルトの復元」バーコードをスキャンすると、これらのカスタム値に戻
ります。

• カスタム   デフォルト   パラメータ値を設定していなかった場合、「デフォルトの復元」バーコード
をスキャンすると、⼯場出荷時のデフォルト値に戻ります。デフォルト値は、各セクションの先
頭で使⽤可能です。

• 「⼯場出荷時デフォルトの設定」をスキャンすると、すべてのカスタム   デフォルト値がクリアされ、
⼯場出荷時のデフォルト値が設定されます。デフォルト値は、各セクションの先頭で使⽤可能です。

• 「カスタムデフォルトへの書き込み」を使⽤すると、すべてのパラメータに⼀意のデフォルト値を設
定するようにデフォルトパラメータが設定されます。すべてのパラメータを⽬的のデフォルト値に変
更した後で、下記の「Write to Custom Defaults  (カスタムデフォルトの登録)」バーコードをスキャンして
カスタムデフォルトを設定します。

デフォルト設定に戻す

⼯場出荷時のデフォルト設定

カスタムデフォルトの登録

カスタムデフォルトの登録

カスタムデフォルトセットを作成するには、このガイドで⽬的のパラメータ値を選択し、「カスタムデ
フォルトの登録」をスキャンします。

カスタムデフォルトの登録
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パラメータバーコードのスキャン
Parameter # 236 (SSI # ECh)  (パラメータ番号236（SSI番号ECh）)
このパラメータでは、パラメータバーコード（Set Defaults  (デフォルト設定)バーコードを含む）の読み取
りを有効または無効にするかどうかを選択します。

*パラメータバーコードのスキャンを有効にする
（1）

パラメータバーコードのスキャンを無効にする
（0）

Beep After Good Decode

Parameter # 56 (SSI # 38h)  (パラメータ番号56（SSI番号38h）)
このパラメータでは、読み取り成功時にスキャナがビープ⾳を鳴らすかどうかを決定します。Disable Beep 
After Good Decode  (「Beep  After Good Decodeを無効にする」)を選択した場合でも、パラメータメニューをス
キャンしているときとエラー状態を通知するときはビープ⾳が鳴ります。

*Beep After Good Decodeを有効にする（1）

Beep After Good Decodeを無効にする（0）

ビープ⾳の⾳量
Parameter # 140 (SSI # 8Ch)  (パラメータ番号140（SSI番号8Ch）)
このパラメータでは、ビープ⾳の⾳量を選択します。

⾳量⼩（2）

73



ユーザー設定とその他のオプション

⾳量中（1）

*⾳量⼤（0）

スキャン⾳
Parameter # 145 (SSI # 91h)  (パラメータ番号145（SSI番号91h）)
このパラメータを使⽤して、スキャン⾳を選択します。特殊⾳または標準⾳からスキャン⾳を1つ選択し
ます。すべての⾳を無効にするには、「トーンを無効にする」オプションを使⽤します。

標準⾳

トーンを無効にする（3）

低⾳（2）

*中⾳（1）

⾼⾳（0）

中⾳〜⾼⾳（2⾳）（4）
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特殊な⾳

ウッドブロック/トーン1（6）

パルス/トーン2（7）

チャイム/トーン3  （8）

ザップ/トーン4（9）

ビープ⾳3回/トーン5（10）

ユーザープログラマブル/トーン6（11）
注記：カスタム⾳をダウンロードするには、「カ
スタムスキャン⾳」を参照してください。

ビープ⾳の持続時間
Parameter # 628 (SSI # F1h 74h)  (パラメータ番号628（SSI番号F1h  74h）)
このパラメータでは、デコード成功時ビープ⾳の持続時間を選択します。

短時間（0）

*中程度の時間（1）
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⻑時間（2）

電源投⼊時ビープ⾳を抑⽌
Parameter # 721 (SSI # F1h D1h)  (パラメータ番号721（SSI番号F1h  D1h）)
このパラメータは、スキャナの電源投⼊時にビープ⾳を鳴らすかどうかを選択します。

*電源投⼊時のビープ⾳を抑⽌しない（0）

電源投⼊時のビープ⾳を抑制する（1）

LED  読み取り成功時
Parameter # 744 (SSI # F1h E8h)  (パラメータ番号744（SSI番号F1h  E8h）)
このパラメータは、読み取り成功時にLEDを点灯させるかどうかを選択します。

*読み取り成功後にLEDを点灯させる（2）

読み取り成功後にLEDを点灯させない（0）

直接読み取りインジケータ
Parameter # 859 (SSI # F2h 5Bh)  (パラメータ番号859（SSI番号F2h  5Bh）)
このパラメータでは、トリガを⻑押しし続けると、読み取り成功時にインジケータが点滅するオプショ
ンを選択します。
これにより、トリガを押したままにする、または通常のようにスキャンし続けた場合に発⽣する、読み
取り成功の付加的なフィードバックを設定できます。
• *Disable Direct Decode Indicator (*直接読み取りインジケータを無効にする) -  読み取り成功時に点滅しませ

ん。
• 1 Blink (1回点滅) -  読み取りが成功すると1回点滅します。
• 2 Blinks (2回点滅) -  読み取りが成功すると2回点滅します。
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*直接読み取りインジケータを無効にする（0）

1回点滅（1）

2回点滅（2）

読み取りバイブレータ
Parameter # 613 (SSI # F1h 65h)  (パラメータ番号613（SSI番号F1h  65h）)
スキャナには、読み取りが成功したときに、⼀定時間スキャナを振動させるバイブレータが内蔵されて
います。このパラメータは、バイブレータを有効または無効にします。

注 :  スキャナがドッキングしている間、バイブレータは無効になります。

バイブレータが有効な場合、読み取りバイブレータの振動時間オプションを選択して、バイブレータの
振動時間を設定します。

*バイブレータを有効にする（1）

バイブレータを無効にする（0）

読み取りバイブレータの振動時間
Parameter # 626 (SSI # F1h 72h)  (パラメータ番号626（SSI番号  F1h  72h）)
読み取りバイブレータが有効の場合、次のいずれかのバーコードをスキャンして、バイブレータの振動
時間を設定します。

*150ミリ秒（15）
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200ミリ秒（20）

250ミリ秒（25）

300ミリ秒（30）

400ミリ秒（40）

500ミリ秒（50）

600ミリ秒（60）

750ミリ秒（75）

ナイトモード
このパラメータを使⽤すると、ビープ⾳をオフにしたバイブレータを使⽤するクワイエットモードに簡
単に切り替えることができます。
ナイトモードを開始すると、読み取りバイブレータが有効になり、Beep After Good Decodeが無効にな
ります。
次の2つの⽅法のいずれかで、ナイトモードのオンとオフを切り替えます。
• ナイトモードトリガが有効になっている場合は、トリガを使⽤してナイトモードの開始と終了を切り

替えることができます。これを⾏うには、スキャナをバーコードから離し、ビームが消えるまでトリ
ガを押します。トリガをさらに5秒間押します。バーコードを読み取った後、トリガをさらに5秒間押
しても効果はありません。

• ナイトモードトリガパラメータの状態に関係なく、ナイトモードの切り替えを使⽤してナイト   モード
を開始または終了します。

78



ユーザー設定とその他のオプション

また、ナイトモードに関係する次のスキャナ動作にも注意してください。
• ペアリングされたクレードルは、ナイトモードのスキャナに接続された時点でLEDを暗くしま

す。LEDは、クレードルが再起動するまで、またはナイトモードではないスキャナが接続されるま
で、暗くなります。

• ナイトモードを終了すると、スキャナは変更された3つのパラメータに関して、以前にプログラミン
グされた状態に戻ります。たとえば、ナイトモードに⼊る前にBeep After Good Decodeが有効だっ
た場合、ナイトモードを終了すると有効に戻ります。

• ナイトモードを開始する時点で、バイブレータが振動します。ナイトモードを終了する時点で、短い
ビープ⾳が2回鳴ります。

• デフォルトパラメータバーコードをスキャンすると、スキャナはナイトモードを終了します。
• バイブレータを使⽤しないスキャナの場合、いずれかのナイトモードパラメータまたはバイブレータ

パラメータをスキャンすると、エラーのビープ⾳が鳴ります。
• ナイトモードでケーブルが切断されたためにスキャナの電源が失われた場合、次回の電源投⼊時にス

キャナはナイトモードを終了し、通常の動作を再開します。

ナイトモードトリガ
Parameter # 1215 (SSI # F8h 04h BFh)  (パラメータ番号1215（SSI番号F8h 04h  BFh）)
このパラメータでは、ナイトモードトリガを有効にすると、トリガを使⽤してナイトモードの開始と終
了を切り替えることができます。切り替えるには、スキャナをバーコードから離し、ビームが消えるま
でトリガを押し、トリガをさらに5秒間押し続けます。バーコードを読み取った後、トリガを5秒間押し
ても効果はないのでご注意ください。
ナイトモードを開始する時点で、バイブレータが振動します。ナイトモードを終了する時点で、短い
ビープ⾳が2回鳴ります。

ナイトモードトリガを有効にする  (1)

*ナイトモードトリガを無効にする  (0)

ナイト   モードの切り替え

このバーコードをスキャンして、トリガを使⽤せずにナイトモードの開始と終了を切り替えます。これ
は、ナイトモードトリガパラメータの状態に関係なく機能します。
ナイトモードを開始する時点で、バイブレータが振動します。ナイトモードを終了する時点で、短い
ビープ⾳が2回鳴ります。

ナイトモードの切り替え
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ナイトモードでパラメータプログラミングビープ⾳通知をサイレントにする
Parameter # 2264 (SSI # F8h 08h D8)  (パラメータ番号2264（SSI番号F8h 08h  D8）)
このパラメータは、この機能を有効または無効にするかどうかを選択します。このパラメータは、パ
ラメータが特定のモード（「ナイトモードで無効」または「常時無効」）に設定されている場合に、ス
キャナがプログラムされているときに発⽣するビープ⾳の消⾳を有効または無効にします。

常時無効（0）

*常時有効（1）

ナイトモードで無効（2）

Disable in Night Mode  ([ナイトモードで無効])またはDisable Always  ([常に無効])が有効な場合、以下のパラメー
タバーコード   プログラミングのビープ⾳通知は消⾳されます。

パラメータプロ
グラミング表⽰名

ビープ⾳のシーケンス パラメータプログ
ラミング時の通知

⼊⼒エラー ⻑い低⾳/⻑い⾼⾳ 不適切なバーコードまたはス
キャンのCancel  (キャンセル)、間
違った⼊⼒、不適切なバーコー
ドプログラミングシーケンス。
プログラムモードのままになり
ます。

キーボードパラメータが選択さ
れた

⾼⾳/低⾳ バーコードキーパッドで値を⼊
⼒します。

正常にプログラミングされた ⾼⾳/低⾳/⾼⾳/低⾳ プログラムが正常に終了し、パ
ラメータ設定の変更が反映され
ました。

ADFプログラミング
数字が必要 ⾼⾳/低⾳ 別の数字を⼊⼒してください。

必要に応じて、始めにゼロを追
加してください。

英字が必要 低⾳/低⾳ 別の英字を⼊⼒するか、End of 
Message  (メッセージ終了)バー
コードをスキャンします。

ADF条件またはアクションが必
要

⾼⾳/⾼⾳ 別の条件またはアクションバー
コードを⼊⼒するか、Save Rule 
(ルールの保存)バーコードをス
キャンします。
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パラメータプロ
グラミング表⽰名

ビープ⾳のシーケンス パラメータプログ
ラミング時の通知

ADF条件/アクションがクリアさ
れた

⾼⾳/低⾳/低⾳ 現在のルールの条件またはアク
ションがすべてクリアされ、
ルールの⼊⼒が継続していま
す。

ルールが保存された ⾼⾳/低⾳/⾼⾳/低⾳ ルールが正常に保存され、ルー
ルの⼊⼒モードが終了しまし
た。

ルールのエラー ⻑い低⾳/⻑い⾼⾳ ⼊⼒エラー、間違ったバーコー
ドのスキャン、または条件∕ア
クションのリストがルールとし
て⻑すぎます。条件またはアク
ションを再⼊⼒してください。

最後に保存したルールが削除さ
れた

低⾳ 最後に保存したルールが削除さ
れますが、現在のルールはその
まま残されます。

すべてのルールが削除された ⻑い⾼⾳/⾼⾳ ⼊⼒されたルールはすべて削除
されます。

メモリ不⾜ ⻑い低⾳/⻑い⾼⾳/⻑い低⾳/⻑
い⾼⾳

ADFメモリが不⾜しています。
既存のルールの⼀部を消去し、
ルールの保存を再試⾏してくだ
さい。

ルールの⼊⼒をキャンセル ⻑い低⾳/⻑い⾼⾳/⻑い低⾳ エラーが発⽣したか、ユーザー
がルールの⼊⼒を終了するよう
に要求したため、ルールの⼊⼒
モードが終了します。

ナイトモードで無線ビープ⾳通知をサイレントにする
Parameter # 2262 (SSI # F8h 08h D6)  (パラメータ番号2262（SSI番号F8h 08h  D6）)
このパラメータは、ナイトモード中の無線ビープ⾳の消⾳を有効または無効にします。

常時無効（0）

*常時有効（1）

ナイトモードで無効（2）

[ナイトモードで無効]または[常に無効]が有効な場合、次の無線ビープ⾳通知が消⾳されます。
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無線表⽰名 ビープ⾳のシーケンス 無線表⽰
Bluetoothの呼び出しタイムアウ
ト

⻑い低⾳/⻑い⾼⾳ リモート機器が通信範囲外にあ
るか、電源が⼊っていません。

Bluetooth接続試⾏ ⻑い低⾳-⻑い⾼⾳-⻑い低⾳-⻑
い⾼⾳

Bluetooth接続試⾏がリモート機
器により拒否されています。

低電⼒モード
Parameter # 128 (SSI # 80h)  (パラメータ番号128（SSI番号80h）)
このパラメータは、読み取り試⾏またはホスト通信後にスキャナが低電⼒モードに⼊るかどうかを選択
します。
このパラメータは、シリアル接続およびKeyboard Wedge接続に適⽤されます。無効にした場合は、毎回
の読み取り試⾏後、電源はオンのままになります。

注 :  低電⼒モードパラメータは、⾮USBおよび⾮RS485ホストインタフェース、およびトリ
ガーモードがLevel (Standard)に設定されている場合にのみ適⽤されます。

*低電⼒モードを有効にする（1）は、コードレス
のデフォルト設定ですDS8288。

*低電⼒モードを無効にする（0）は、コード付き
のデフォルト設定ですDS8208。

低電⼒モード移⾏時間
Parameter # 146 (SSI # 92h)  (パラメータ番号146（SSI番号92h）)
このパラメータでは、アクティブなスキャナが低電⼒モードに切り替わるまでの時間を設定します。ト
リガを押したり、ホストがスキャナへの通信を試⾏したりすると、アクティブな状態に戻ります。

注 :  このパラメータは、低電⼒モードが有効になっている場合にのみ適⽤されます。

1秒（17）

表  14     有線DS8208スキャナオプション
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10秒（26）

1分（33）

5分（37）

15分（43）

30分（45）

45分（46）

*1時間（49）

3時間（51）

6時間（54）

表  14     有線DS8208スキャナオプション (Continued)
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9時間（57）

表  14     有線DS8208スキャナオプション (Continued)

*100ミリ秒（65）

500ミリ秒（69）

1秒（17）

2秒（18）

3秒（19）

4秒（20）

5秒（21）

10秒（26）

表  15     コードレスDS8288スキャナ   オプション
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15秒（27）

表  15     コードレスDS8288スキャナ   オプション (Continued)

⾃動照準から低電⼒モードへのタイムアウト
Parameter # 729 (SSI # F1h D9h)  (パラメータ番号729（SSI番号F1h  D9h）)
このパラメータでは、スキャナが⾃動照準のときに、低電⼒モードに切り替わるまでの時間を設定しま
す。
⾃動照準モードの説明については、「トリガーモード」を参照してください。

⾃動照準から低電⼒モードへのタイムアウトを無
効にする（0）

*100ミリ秒（49）

5秒（5）

15秒（11）

30秒（13）

1分（17）

ランプモード
Parameter # 1711 (SSI # F8h 06h AFh)  (パラメータ番号1711（SSI番号F8h 06h  AFh）)
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ランプモードでは、スキャナはプレゼンテーションクレードルにある間に、オンデマンドで連続照明を
提供し、周囲の作業スペースを照らします。

注 :  プレゼンテーションクレードル （CRxxxx-PC）に適⽤されます。

バーコードスキャンの許可あり/なしでランプモードを有効にするオプションを選択します。ランプモー
ドを有効にしたら、プレゼンテーションクレードルの呼び出しボタンを押して、このモードを有効また
は無効にします。

スキャンありでランプモードを有効にする（1）

スキャンなしでランプモードを有効にする（2）

*ランプモードを無効にする（0）
標準/運転免許証モデルのデフォルト。

ランプモードのタイムアウト
Parameter # 1712 (SSI # F8h 06h B0h)  (パラメータ番号1712（SSI番号  F8h 06h  B0h）)
このパラメータは、ランプ   モードが有効なときにランプがオンのままになる時間を設定します。

1分（1）

*5分（5）

10分（10）

30分（30）
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常時オン（0）

バッテリ消費抑制モード
Parameter # 1765 (SSI # F8h 06h E5h)  (パラメータ番号1765（SSI番号F8h 06h  E5h）)
バッテリ消費抑制モードでは、スキャナを⻑時間使⽤していないときに、バッテリの消費が抑制されま
す。

注
バッテリ消費抑制モードでスリープ状態になると、リモート管理のためにスキャナにアクセスできませ
ん。
バッテリがスキャナから切断されるまでの時間を変更するには、「バッテリ消費抑制タイムアウト」の
値を設定します。
• スキャナが未使⽤で、9時間充電されていない場合（デフォルト）、「バッテリ消費抑制モードを有

効にする」を使⽤して、バッテリをスキャナから内部で切断します。このモードでは、スキャナが完
全にオフになります。これにより、バッテリの充電量が維持され、バッテリ寿命が⼤幅に延⻑されま
す。「バッテリ消費抑制モード」を終了して通常動作に戻るには、スキャナのトリガーを押すか、充
電を開始します。ウェイクアッププロセスが完了するまで、スキャンはできません。これには数秒か
かります。

• バッテリをスキャナに常時接続するには、「バッテリ消費抑制モードの無効化」を使⽤します。これ
によって、9時間アイドル状態（スキャンなし）で充電もされていない場合でも、バッテリはスキャ
ナから切断されません。「バッテリ消費抑制モード」が有効になっている場合のように、バッテリの
寿命が⼤幅に向上することはありません。

• 「バッテリ消費抑制タイムアウト」の後に、数字バーコードの3桁の数字を使⽤して、別のバッテ
リ消費抑制タイムアウト値を選択します（PowerPrecision+のデフォルトは9時間、PowerCap  のデ
フォルト値は30分です）。たとえば、消費抑制タイムアウト値を12時間に設定するには、「バッテリ
消費抑制タイムアウト」をスキャンしてから、数値バーコードで0、1、2をスキャンします。間違い
を訂正したり、選択した設定を変更したりする場合は、キャンセルをスキャンします。

*バッテリ消費抑制モードを有効にする（9）

バッテリ消費抑制モードを無効にする（0）

バッテリ消費抑制タイムアウト値
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トリガーモード
Parameter # 138  (SSI # 8Ah)  (パラメータ番号138（SSI番号8Ah）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナの動作を変更して読み取りを開始できます。
次のオプションから、スキャナのトリガーモードを選択します。
• 標準（レベル）-   トリガを押すと、読み取り処理がアクティブになります。読み取り処理は、バー

コードが読み取られるか、トリガをリリースするか、読み取りセッションタイムアウトが発⽣するま
で続⾏します。タイムアウトの期限が切れる前にトリガをリリースすると、読み取りセッションは終
了し、読み取りは⾏われません。

注 :  コードレスDS8288のデフォルト。

• プレゼンテーション（点滅）-   スキャナは、読み取り幅内でバーコードを検出すると、読み取り処理
をアクティブにします。待機状態が続くと、LEDは消灯し、モーションを感知するまで消えたままに
なります。

• ⾃動照準  -  スキャナを持ち上げると、照準パターンが投影されます。トリガを押すと、読み取り処理
が有効になります。⼀定の時間操作がないと、照準パターンはオフになります。

注 :  コード付きDS8208のデフォルト

プレゼンテーション（点滅）（7）

*標準（レベル）（0）
コードレスDS8288のデフォルト

*⾃動照準（9）
コード付きDS8208のデフォルト

ハンズフリーモード
Parameter # 630 (SSI # F1h 76h)  (パラメータ番号630（SSI番号F1h  76h）)
このパラメータでは、ハンズフリーモードを有効または無効にします。
• ハンズフリーモードを有効にする  -  スキャナをインテリスタンドでに設置すると、バーコードを提⽰

することで⾃動的にこのモードが開始します。スキャナはトリガーモードの設定に従って動作しま
す。

• ハンズフリーモードを無効にする  -  ハンドヘルドまたはインテリスタンドでのどちらであっても、ト
リガーモードの設定に従って動作します。
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*ハンズフリーモードを有効にする（1）

ハンズフリーモードを無効にする（0）

ハンドヘルド読み取り照準パターン
Parameter # 306 (SSI # F0h 32h)  (パラメータ番号306（SSI番号F0h  32h）)
このパラメータは、ハンドヘルド   モードで照準パターンを投影するタイミングを選択します。
• ハンドヘルド読み取り照準パターンを有効にする  -  バーコードを読み取る間、照準パターンを投影し

ます。
• ハンドヘルド読み取り照準パターンを無効にする  -  照準パターンを投影しません。
• PDFでハンドヘルド読み取り照準パターンを有効にする  - PDFバーコードを検出したときに照準パ

ターンを投影します。

注 :  ピックリストモードが有効である場合、ハンドヘルド読み取り照準パターンを無効にした
場合でも、読み取り照準パターンが点滅します。

*ハンドヘルド読み取り照準パターンを有効にする
（2）

ハンドヘルド読み取り照準パターンを無効にする
（0）

PDFでハンドヘルド読み取り照準パターンを有効
にする（3）

ハンズフリー（プレゼンテーション）読み取り照準パターン
Parameter # 590 (SSI # F1h 4Eh)  (パラメータ番号590（SSI番号F1h  4Eh）)
このパラメータは、ハンズフリーモードで照準パターンを投影するタイミングを選択します。
• ハンズフリー（プレゼンテーション）読み取り照準パターンを有効にする  -  バーコードを読み取る

間、照準パターンを投影します。
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• ハンズフリー（プレゼンテーション）読み取り照準パターンを無効にする  -  照準パターンを投影しま
せん。

• PDFでのハンズフリー（プレゼンテーション）読み取り照準パターンを有効にする  - PDFバーコード
を検出したときに照準パターンを投影します。

注 :  ピックリスト   モードが有効である場合、ハンズフリー読み取り照準パターンを無効にした
場合でも、読み取り照準パターンが点滅します。

ハンズフリー（プレゼンテーション）読み取り照
準パターンを有効にする（1）

ハンズフリー（プレゼンテーション）読み取り照
準パターンを無効にする（0）

PDFでハンズフリー（プレゼンテーション）読み
取り照準パターンを有効にする（2）

ピックリストモード
Parameter # 402 (SSI # F0h 92h)  (パラメータ番号402（SSI番号F0h  92h）)
このパラメータはピックリストモードを選択します。このモードでは、近接して印刷されたバーコード
グループから特定のバーコードを選択して読み取ることができます。これは、⽬的のバーコードに照準
パターンを配置することで実現されます。

注 :  ピックリストモードを有効にすると、「読み取り照準パターンを無効にする」オプション
がオーバーライドされます。ピックリストモードが有効にされている場合は、読み取り照準パ
ターンを無効にできません。ピックリストモードを有効にすると、読み取り速度が低下する場
合があり、⻑いバーコードを読み取る機能を妨げることがあります。
• ピックリストモードを常時有効にする  -  ピックリストモードは常時有効になります。
• ピックリストモードをハンドヘルドモードで有効にする  -  ピックリストモードは、スキャナがハンズ

フリーモードではないときに有効になります。また、スキャナがプレゼンテーションモードのときは
無効になります。

• ピックリストモードをハンズフリーモードで有効にする  -  ピックリストモードは、スキャナがハンズ
フリーモードのときのみ有効になります。

• ピックリストモードを常時無効にする  -  ピックリストモードは常時無効になります。
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ピックリストモードを常時有効にする（2）

ピックリストモードをハンドヘルドモードで有効
にする（1）

ピックリストモードをハンズフリーモードで有効
にする（3）

*ピックリストモードを常時無効にする

連続バーコード読み取り
Parameter # 649 (SSI # F1h 89h)  (パラメータ番号649（SSI番号F1h 89h))

このパラメータにより、トリガを押している間に各バーコードを通知することができます。

連続バーコード読み取りを有効にする（1）

*連続バーコード読み取りを無効にする（0）

ユニークバーコードの通知
Parameter # 723 (SSI # F1h D3h)  (パラメータ番号723（SSI番号F1h  D3h）)
トリガを押している間にユニークバーコードのみを通知するには、このパラメータを有効にします。こ
のオプションは「連続バーコード読み取り」を有効にしたときのみ適⽤されます。

*ユニークバーコードの通知を有効にする（1）
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ユニークバーコードの通知を無効にする（0）

読み取りセッションタイムアウト
Parameter # 136 (SSI # 88h)  (パラメータ番号136（SSI番号88h）)
このパラメータでは、スキャン試⾏中に読み取り処理を継続する最⼤時間を設定します。0.5〜9.9秒ま
で、0.1   秒刻みでプログラミングできます。デフォルトのタイムアウトは9.9秒です。
「読み取りセッションタイムアウト」を設定するには、次のバーコードをスキャンしてから、⽬的の時
間に対応する2つのバーコードを数値バーコードからスキャンします。1桁の数字の場合は、先頭にゼロ
を⼊⼒します。たとえば、「読み取りセッションタイムアウト」として0.5秒を設定するには、このバー
コードをスキャンしてから、「0」と「5」のバーコードをスキャンします。間違いを訂正したり、選択
した設定を変更したりする場合は、キャンセルをスキャンします。

読み取りセッションタイムアウト

ハンズフリー読み取りセッションタイムアウト
Parameter # 400 (SSI # F0 90)  (パラメータ番号400（SSI番号F0  90h）)
このパラメータは、ハンズフリー向けの読み取りセッションタイムアウトです。このパラメータは、ハ
ンズフリーでのスキャンに関して、最短と最⻑の読み取り処理時間を設定します。これは、ハンズフ
リートリガーモードの場合、またはスキャナがグースネックスタンドに取り付けられた場合にのみ適⽤
されます。
このパラメータの範囲は2〜255、デフォルト値は15です。

最短の読み取り処理時間は、画像の読み取り範囲内で、対象物が取り除かれたとき、または静⽌したま
まのときに、スキャナが読み取りを停⽌する時間として定義されます。
最⻑の読み取り処理時間は、読み取り範囲内で、対象物が残っているか動いているときに、スキャナが
読み取りを停⽌する時間として定義されます。
最⻑と最短の両⽅の時間は1つの設定で指定されます。この設定の関係は以下のとおりです。

設定値
a 最短時間 最⻑時間

X < 25 250ms 2.5秒
X >= 25 X * 10ms X * 100ms

a 値は3桁である必要があります。

たとえば、値100の場合、対象物が読み取り範囲から取り除かれると約1秒後にスキャナがオフになり、
対象物が読み取り範囲内で動いている場合は約10秒後にオフになります。
設定のデフォルト値は15です。この場合、最短時間は1500、最⻑時間は1.5になります。
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要件に応じてこの設定を調整します。たとえば、スキャナがPDF優先を使⽤する場合、このパラメータ
には、最⻑時間がPDF優先のタイムアウトを上回る値を設定する必要があります。

ハンズフリー読み取りセッションタイムアウト

同⼀バーコードの読み取り間隔
Parameter # 137 (SSI # 89h)  (パラメータ番号137（SSI番号89h）)
「プレゼンテーションモード」または「連続バーコード読み取りモード」でこのオプションを使⽤する
と、スキャナがスキャナの読み取り範囲内に留まっている間、スキャナが同じバーコードを連続して読
み取るのを防ぐことができます。スキャナが連続した同じシンボルを読む前に、タイムアウト時間の
間、そのバーコードを読み取り範囲から削除する必要があります。
「同⼀バーコードの読み取り間隔」は、0.0〜9.9秒の範囲で0.1秒単位でプログラムできます。デフォル
トの間隔は0.5秒です。

同⼀バーコードの読み取り間隔

異なるバーコードの読み取り間隔
Parameter # 144 (SSI # 90h)  (パラメータ番号144（SSI番号90h）)
このパラメータは、異なるバーコードを読み取る前にスキャナが待機する時間を制御します。このパラ
メータは、スキャナが「プレゼンテーションモード」または「連続バーコード読み取り」の場合に使⽤
します。
「異なるバーコードの読み取り間隔」は、0.1〜9.9秒の範囲で0.1秒の増分でプログラムできます。デ
フォルトは0.1秒です。

異なるバーコードの読み取り間隔

同⼀バーコードのトリガタイムアウト
Parameter # 724 (SSI #F1h D4h)  (パラメータ番号724（SSI番号F1h  D4h）)
「同⼀バーコードのトリガタイムアウト」を有効にして、ハンドヘルドトリガモードで「同⼀バーコー
ドの読み取り間隔」を適⽤します。

注 :  この機能は、「異なるバーコードの読み取り間隔」には適⽤されません。
「同⼀バーコードの読み取り間隔」は、低電⼒モード移⾏時間以上にすることはできません。
「同⼀バーコードのトリガタイムアウトを有効にする」の後続のスキャンは、同⼀バーコードの読み取
り間隔が経過するまで無視されます。
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同⼀バーコードのトリガタイムアウトを有効にす
る（1）

*  同⼀バーコードのトリガタイムアウトを無効に
する（0）

携帯電話/ディスプレイモード
Parameter # 716 (SSI # F1h CCh)  (パラメータ番号716（SSI番号F1h  CCh）)
このモードは、携帯電話や電⼦機器のディスプレイのバーコード読み取り性能を向上させます。以下の
バーコードのいずれかをスキャンして、⽬的のモードを選択します。
モバイルバーコードには、携帯電話のディスプレイ、PCのディスプレイ、または透明なビニール袋やセ
ロファンの包装など、その他の反射⾯上のバーコードが含まれます。印刷されたバーコードには、⽤紙
やその他の⾮反射⾯に印刷されたバーコードが含まれます。

PDF  優先
Parameter # 719 (SSI # F4h F1h CFh)  (パラメータ番号719（SSI番号F4h F1h  CFh）)
このパラメータを有効にすると、「PDF優先タイムアウト」で指定された値で特定の1Dバーコードの読
み取りが遅延します。
PDF優先タイムアウトの間、スキャナはPDF417シンボル（例：⽶国運転免許証）の読み取りを試み、成
功した場合、そのことだけを通知します。PDF417シンボルを読み取らない（⾒つけられない）場合、タ
イムアウト後に1Dシンボルを通知します。スキャナが通知するためには、1Dシンボルがデバイスの読み
取り範囲内に収まっている必要があります。このパラメータは、その他のコード/記号の読み取りには影
響しません。
1D Code 128バーコードの⻑さには、次が含まれます。
• 7〜10⽂字
• 14〜22⽂字
• 27〜28⽂字
さらに、次の⻑さのCode 39バーコードは、⽶国運転免許証の⼀部である可能性があると⾒なされま
す。
• 8⽂字
• 12⽂字

PDF優先を有効にする（1）
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*PDF優先を無効にする（0）

PDF  優先のタイムアウト
Parameter # 720 (SSI # F1h D0h)  (パラメータ番号720（SSI番号F1h  D0h）)
が有効になっている場合、このタイムアウトを設定して、読み取り幅内の1Dバーコードを通知する前
に、スキャナがPDF417シンボルの読み取りを試⾏する時間を指定します。
PDF優先タイムアウトの範囲は0〜5000ms、デフォルトは200msです。

PDF優先のタイムアウト

プレゼンテーションモードの読み取り範囲
Parameter # 609 (SSI # F1h 61h)  (パラメータ番号609（SSI番号F1h  61h）)
このパラメータは、検索領域のサイズを設定します。
プレゼンテーションモードでは、「全領域」のデフォルト設定により、スキャナは画像読み取り範囲の
全領域を検索できます。
「狭い領域」または「中間の領域」を選択すると、より狭い読み取り範囲でバーコードを検出すること
で、検出時間を短縮できます。

狭い領域（0）

中間の領域（1）

*全領域（2）

読み取り照明
Parameter # 298 (SSI # F0h 2Ah)  (パラメータ番号298（SSI番号F0h  2Ah）)
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このパラメータは、スキャナが読み取りに役⽴つ照明をオンにするかどうかを決定します。照明を有効
にすると、通常、画像と読み取り性能が向上します。ターゲットまでの距離が⻑くなるに従い、照明の
効果は低下していきます。

読み取り照明を有効にする（1）

読み取り照明を無効にする（0）

照明の明るさハンドヘルド
Parameter # 669 (SSI # F1h 9Dh)  (パラメータ番号669（SSI番号F1h  9Dh）)
このパラメータは、アクティブな読み取りセッション中に使⽤される照明の輝度を設定します。これ
は、ハンドヘルドモードにのみ適⽤されます（プレゼンテーションモードには適⽤されません）。

注 :  明るさレベルを低くすると、読み取り性能に影響することがあります。

照明の明るさ低（0）

照明の明るさ中（3）

*照明の明るさ⾼（10）

モーショントレランス
Parameter # 858 (SSI # F2h 5Ah)  (パラメータ番号858（SSI番号F2h  5Ah）)
このパラメータでは、モーショントレランスオプションを選択します。

注 :  ハンドヘルドトリガーモード

• *低いモーショントレランス  - 1Dバーコードで最適な読み取り速度を実現できます。
• ⾼いモーショントレランス  -  連続する1Dバーコードをすばやくスキャンする際の、モーショントレラ

ンスおよび読み取り速度が向上します。
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*低いモーショントレランス（0）

⾼いモーショントレランス（1）

読み取り範囲制限（ハンズフリー）
Parameter # 1950 (SSI # F8h 07h 9Eh)  (パラメータ番号1950（SSI番号F8h 07h  9Eh）)
このパラメータは、プレゼンテーション（ハンズフリー）モード中にスキャナが特定のコード∕記号
（UPC/EAN/JAN、Code   128、およびQR  Code）を読み取るまたは報告する範囲を制限します。
⽬的の範囲を選択します。デフォルト値は「Disable（無効）」です。
• Near（近い）-   近くのバーコードのみがレポートされるように範囲を制限します。周辺のバーコード

を誤ってスキャンする可能性を減らすために使⽤します。
• Standard（標準）-   ほとんどのアプリケーションに合わせて範囲を制限します。
• Far（遠い）-   範囲の限定がわずかなため、遠くのバーコードも通知されます。
• Disable（無効）-   範囲は制限されません（最⼤範囲）。

標準（11）

無効にする（0）

遠い（7）

近い（22）

モーション検出モード（ウェイクアップ）
Parameter # 2377 (SSI # F8 09 49)  (パラメータ番号2377（SSI番号F8 08  49）)
このパラメータは、モーションを検出し、デコードセッションを有効にする⽅法を選択します。
• IR検出：⾚外線近接センサーがバーコードを検出すると、読み取りセッションがトリガされます。
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• オブジェクト検出：イメージングセンサーがバーコードを検出すると、読み取りセッションがトリガ
されます。照明が明るくなり、読み取りが有効になります。オブジェクト検出モードには、オブジェ
クト（バーコードなど）を検出するための照明が必要です。

*IR検出（3）

オブジェクト検出（1）

プログラム可能ボタン
次のパラメータは、プログラム可能ボタンの動作を制御します。

プログラム可能ボタン   ハンドヘルド
Parameter # 2060  (SSI #F8h 08h 0Ch)  (パラメータ番号2060（SSI番号F8h 08h  0Ch）)
スキャナのプログラム可能ボタンは、スキャナがハンドヘルドモードのときに、次のいずれかの動作に
プログラムできます。
スキャナがハンドヘルドモードの場合、プログラム可能ボタンに、次のいずれかの動作をプログラムで
きます。
• Appleキーパッドの表⽰/⾮表⽰（コードレススキャナのみ）：HIDキーボードモードでAppleデバイ

スに接続する場合、プログラム可能ボタンを押すとキーパッドが表⽰または⾮表⽰になります。

注 :  この動作を有効にするには、Apple機能を有効にする必要があります。

• セカンダリトリガ：プログラム可能ボタンを押すと、読み取りセッションが開始します。
• ランプモードの切り替え：プログラム可能ボタンを押すと、ランプモードのオンとオフが切り替わり

ます。

注 :  ランプモードを有効にする必要があります。

• カメラボタン：プログラム可能ボタンを押すと、カメラのデータ読み込みがトリガされます。

注 :  カメラボタンを有効にする必要があります。

• ナイトモードの切り替え：プログラム可能ボタンを押すと、ナイトモードのオンとオフが切り替わり
ます。

注 :  ナイトモードを有効にする必要があります。

• ⾃動RFIDの切り替え：プログラム可能ボタンを押すと、⾃動RFID読み取りが切り替わります。

注 :  このトグル状態は、スキャナがスタンド/プレゼンテーションクレードルに装着される
とリセットされます。スキャナをスタンド/クレードルから取り外したときの初期状態は、
パラメータ641、RFID⾃動プレゼンテーションモードによって決定されます。
• 無効：プログラム可能ボタンを押しても、動作はトリガされません。
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• クレードルの呼び出し：プログラム可能なボタンは、接続されたクレードルを呼び出します。プログ
ラム可能なボタンを1秒間⻑押しすると、起動します。

注 :  詳細については、「呼び出しモード」設定を参照してください

Appleキーパッドの表⽰/⾮表⽰（0）

*セカンダリトリガ（1）

ランプモードの切り替え（2）

カメラボタン（3）

ナイトモードの切り替え（4）

⾃動RFIDの切り替え（7）

クレードルの呼び出し（6）

無効にする（5）

プログラム可能ボタン   ハンズフリー
Parameter # 2500 (SSI #8h 09h C4h)  (パラメータ番号2500（SSI番号8h 09h  C4h）)
スキャナがハンズフリーモード（プレゼンテーションクレードルまたはインテリスタンドに装着）の場
合、スキャナのプログラム可能ボタンを次のいずれかの動作にプログラムできます。
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スキャナがハンズフリーモードの場合、プログラム可能ボタンに、次のいずれかの動作をプログラムで
きます。
• Appleキーパッドの表⽰∕⾮表⽰（コードレススキャナのみ）：HIDキーボードモードでAppleデバイ

スに接続する場合、プログラム可能ボタンを押すとキーパッドが表⽰または⾮表⽰になります。

注 :  この動作を有効にするには、Apple機能を有効にする必要があります。

• セカンダリトリガ：プログラム可能ボタンを押すと、読み取りセッションが開始します。
• ランプモードの切り替え：プログラム可能ボタンを押すと、ランプモードのオンとオフが切り替わり

ます。

注 :  ランプモードを有効にする必要があります。

• カメラボタン：プログラム可能ボタンを押すと、カメラのデータ読み込みがトリガされます。

注 :  カメラボタンを有効にする必要があります。

• ナイトモードの切り替え：プログラム可能ボタンを押すと、ナイトモードのオンとオフが切り替わり
ます。

注 :  ナイトモードを有効にする必要があります。

• ⾃動RFIDの切り替え：プログラム可能ボタンを押すと、⾃動RFID読み取りが切り替わります。

注 :  このトグル状態は、スキャナがスタンド∕プレゼンテーションクレードルに装着される
とリセットされます。スキャナをスタンド∕クレードルから取り外したときの初期状態は、
パラメータ641、RFID⾃動プレゼンテーションモードによって決定されます。
• 無効：プログラム可能ボタンを押しても、動作はトリガされません。

Appleキーパッドの表⽰∕⾮表⽰（0）

*セカンダリトリガ（1）

ランプモードの切り替え（2）

カメラボタン（3）
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ナイトモードの切り替え（4）

⾃動RFIDの切り替え（7）

無効にする（5）

その他のスキャナパラメータ
このセクションでは、その他のオプションに関する追加のバーコードとパラメータについて説明しま
す。

Enterキー
このパラメータは、スキャンされたデータの後にEnterキーを挿⼊します（キャリッジリターン∕ライン
フィード）。
その他のプリフィックスやサフィックスをプログラムするには、プリフィックス∕サフィックス値を参
照してください。

Enterキーを挿⼊する（キャリッジリターン∕ラインフィード）

Tabキー
このパラメータは、スキャンされたデータの後ろにTabキーを追加します。

Tabキー

コードID⽂字の転送
Parameter # 45 (SSI # 2Dh)  (パラメータ番号45（SSI番号2Dh）)
コードID⽂字は、スキャンしたバーコードのコードタイプを特定します。これは複数のコードタイプを
読み取る場合に便利です。選択した1⽂字のプリフィックスに加えて、プリフィックスと読み取ったシン
ボルの間にコードID⽂字が挿⼊されます。
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Code ID⽂字オプションは次のとおりです。
• コードID⽂字なし
• シンボルコードID⽂字
• AIMコードID⽂字
コードID⽂字については、「シンボルコードID」および「AIMコードID」を参照してください。

シンボルコードID⽂字（2）

AIMコードID⽂字（1）

*なし（0）

バッテリのしきい値
次のオプションでは、スキャナのさまざまなバッテリしきい値を指定します。
• バッテリステータス⾼しきい値  -  パラメータ番号1367  バッテリステータスが⾼しきい値を超えると、

バッテリインジケータが緑⾊になります。デフォルトは50％です。
• バッテリステータス中しきい値  -  パラメータ番号1368  バッテリステータスが中しきい値を上回ってい

る（および⾼しきい値より低い）   場合、バッテリインジケータは⻩⾊になります。バッテリステータ
スが中しきい値を下回ると、バッテリインジケータは⾚⾊になります。デフォルトは20％です。

• バッテリステータス低警告しきい値  -  パラメータ番号1369  低警告しきい値は、バッテリステータスが
⾮常に低いことを⽰します。バッテリステータスがこのしきい値を下回ると、トリガを解除するたび
にスキャナから短いビープ⾳が4回鳴ります。デフォルトは10％です。

• バッテリ状態低警告しきい値  -  パラメータ番号1370  バッテリ状態が低状態しきい値を下回ると、す
べてのバッテリ表⽰で⾚⾊と該当するバッテリステータス表⽰が交互に表⽰されます。デフォルトは
60％です。

注 :  バッテリ状態が低になった場合は、バッテリを交換することを検討してください。

バッテリステータス⾼しきい値
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バッテリステータス中しきい値

バッテリステータス低警告しきい値

バッテリ状態低警告しきい値

バッテリ充電のユーザー通知の機能強化
Parameter # 2255 (SSI # F8h 08h CFh)  (パラメータ番号2255（SSI番号F8h 08h  CFh）)
このパラメータは、バッテリの充電中にクレードルLEDを緑⾊または⻩⾊（デフォルト）で点滅させる
かどうかを決定します。また、123Scanに接続されるとLEDが緑⾊で点滅します。

*⻩⾊で点滅

緑⾊で点滅

プリフィックス/サフィックス値
Key Category Parameter # P = 99 (キーカテゴリパラメータ番号P = 99)

Key Category Parameter # S1 = 98 (キーカテゴリパラメータ番号S1 = 98)

Key Category Parameter # S2 = 100 (キーカテゴリパラメータ番号S2 = 100)

Key Category SSI # P = 63h, S1 = 62h, S2 = 64h  (キーカテゴリSSI番号P =  63h、S1  =  62h、S2  = 64h)

Decimal Value Parameter # P =105, S1 =104, S2 =106 (10進数値パラメータ番号P =105、S1  =104、S2  =106)

Decimal Value SSI # P = 69h, S1 = 68h, S2 = 6Ah (10進数値SSI番号P =  69h、S1  =  68h、S2  = 6Ah)

このパラメータは、データ編集に使⽤するデータをスキャンするために、最⼤1個のプリフィックス値と
最⼤2個のサフィックス値を追加します。

注 :  プリフィックス/サフィックス値を使⽤するには、スキャンデータ転送フォーマットを最初
に設定します。
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プリフィックス/サフィックスの値を設定するには、以下のバーコードのいずれかをスキャンしてか
ら、その値に対応する4つのバーコードを数値バーコードでスキャンします。4桁のコードについては、
「ASCII⽂字セット」を参照してください。
ホストコマンドを使⽤してプリフィックスまたはサフィックスを設定するときは、キーカテゴリパラ
メータを1に設定してから3桁の10進数値を設定します。4桁のコードについては、「ASCII⽂字セット」
を参照してください。
間違いを訂正したり、選択した設定を変更したりする場合は、「キャンセル」をスキャンします。

プリフィックスのスキャン（7）

サフィックス1のスキャン（6）

サフィックス2のスキャン（8）

データフォーマットのキャンセル

スキャンデータ転送フォーマット
Parameter # 235 (SSI # EBh)  (パラメータ番号235（SSI番号EBh）)
このパラメータは、スキャンデータの転送に使⽤するフォーマットを定義します。

注 :  このパラメータを使⽤する場合は、ADFルールを適⽤してプレフィックスまたはサフィッ
クスを設定しないでください。
プリフィックスまたはサフィックスの値を設定するには、プリフィックス∕サフィックス値を参照して
ください。

*データのみ（0）

<DATA> <SUFFIX 1> (1)
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<DATA> <SUFFIX 2> (2)

<DATA> <SUFFIX 1> <SUFFIX 2> (3)

<PREFIX> <DATA > (4)

<PREFIX> <DATA> <SUFFIX 1> (5)

<PREFIX> <DATA> <SUFFIX 2> (6)

<PREFIX> <DATA> <SUFFIX 1> <SUFFIX 2> (7)

FN1  置換値
Key Category Parameter # 103 (SSI # 67h)  (キーカテゴリパラメータ番号103（SSI番号67h）)
Decimal Value Parameter # 109 (SSI # 6Dh) (10進数値パラメータ番号109（SSI番号6Dh）)
FN1置換機能は、Keyboard  WedgeおよびUSB HIDのキーボードホストをサポートします。この機能を有
効にすると、EAN128バーコードのFN1⽂字（0x1b）が特定の値に置き換えられます。デフォルトでは、
置換値は7013  <CR><LF>（Enterキー）です。
ホストコマンドを使⽤してFN1置換値を設定するには、次の⼿順に従います。
• キーカテゴリパラメータを1に設定します。
• 3桁のキーストローク値を定義します。
⽬的の値については、現在のホストインタフェースのASCII⽂字セットを参照してください。

FN1置換値の選択

バーコードメニューを使⽤してFN1置換値を選択します。
1. 以下のバーコードをスキャンします。
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FN1置換値の設定

2. 現在のホストインタフェースのASCIIキャラクタセット⼀覧でFN1置換に設定するキーストロークを探
し、数値バーコードから4つのバーコードをスキャンして、4桁のASCII値を⼊⼒します。
間違いを訂正したり、選択した設定を変更したりする場合は、キャンセルをスキャンします。
USB HIDキーボードのFN1置換を有効にするには、FN1置換を有効にするバーコードをスキャンしま
す。

読み取りなしメッセージの送信
Parameter # 94 (SSI # 5Eh)  (パラメータ番号94（SSI番号5Eh）)
このパラメータは、「読み取りなし（NR）」⽂字を転送するオプションを設定します。

注 :  「Transmit  No  Read（読み取りなしの送信）」を有効にし、さらにTransmit Code ID 

Character（コードID⽂字の転送）のシンボルコードID⽂字またはAIMコードID⽂字を有効にし
た場合は、NRメッセージにCode 39のコードIDが追加されます。
これは、プレゼンテーションモードでは適⽤されません。
• Enable No  Read（読み取りなしを有効にする）-   トリガのリリース、または読み取りセッションタイ

ムアウトまでに読み取りが⾏われなかった場合に、NR⽂字が送信されます。
• Disable No  Read（読み取りなしを無効にする）-   シンボルが読み取られなかった場合に、ホストに何

も送信しません。

読み取りなしを有効にする（1）

*読み取りなしを無効にする（0）

ハートビート間隔
Parameter # 1118 (SSI # F8h 04h 5Eh)  (パラメータ番号1118（SSI番号F8h 04h  5Eh）)
このパラメータを有効にすると、スキャナは、診断を⽀援するため、ハートビートメッセージを送信で
きます。範囲は0〜9999です。
このハートビートイベントは、次の形式で（読み取りビープ⾳なしの）読み取りデータとして送信され
ます。

MOTEVTHB:nnn

ここで、nnnは001で始まる3桁の連続番号であり、100の次は最初の値に戻ります。
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この機能を無効にするには、「ハートビート間隔を無効にする」をスキャンします。

10秒（10）

1分（60）

他の間隔を設定

*ハートビート間隔を無効にする（0）

securPharmの読み取り
Parameter # 1752 (SSI # F8h 06h D8h)  (パラメータ番号1752（SSI番号F8h 06h  D8h）)
securPharmにより、欧州医薬品業界向けのIFAおよびGS1コードシステムが実装されます。securPharm
コードは医薬品の偽造を防⽌する場合に使⽤します。このパラメータは、医薬品タイプのバーコードを
処理する機能を有効または無効にします。
このパラメータを有効にすると、GS1記号が読み取られ、securPharm  GS1仕様に関連するアプリケー
ションIDの要素が含まれている場合、GS1記号全体が1つのsecurPharm記号として処理されます。このた
め、GS1記号が仕様に基づいて作成されていない場合、securPharm記号であるGS1バーコードが適切に
処理されないことがあります。その出⼒は有効として保証できません。
GS1-128およびGS1 DataBarファミリのバーコードはサポートされていますが、IFA仕様には記載されてい
ません。
securPharmの出⼒はXML形式になり、製品番号、シリアル番号、ロット番号、有効期限、製造⽇を含
めることができます。XMLタグはどの順序でも配置できます。バーコードにないタグは省略されます。
例：

<content dfi=”value_dfi”>  
     <Daten_1>value_Daten_1</Daten_1> 
     <Daten_2>value_Daten_2</Daten_2> 
     <Daten_n>value_Daten_n</Daten_n
</content>

ここで：
• value_dfi = IFAまたはGS1

• Daten_1からDaten_nは、製造番号やシリアル番号などです。

107



ユーザー設定とその他のオプション

*securPharm読み取りを無効にする（0）

securPharm読み取りを有効にする（1）

securPharmの出⼒フォーマット
Parameter # 1753 (SSI # F8h 06h D9h)  (パラメータ番号1753（SSI番号F8h 06h  D9h）)
securPharmの出⼒フォーマットのパラメータオプションは、ビット位置で表されます。したがって、ど
の組み合わせのフォーマットでも使⽤できます。

注 :  securPharm出⼒フォーマットは、securPharm  読み取りが有効になっている場合にのみ有
効です。
「securPharm出⼒フォーマット」バーコードをスキャンすると、securPharm出⼒は次のような形式で
フォーマットされます。

サンプルGS1フォーマット
製品番号：GTINデータ識別⼦  DIデータフォーマット識別⼦：GS1

サンプルGS1出⼒  -  機能無効
フォーマットがない出⼒になります。

0104150123456782101A234B517151231211234567890123456

サンプルGS1出⼒  -  フォーマットなし（0）
出⼒は⽂字で構成される単⼀⾏になります。

<content dfi="GS1"><gtin>04150123456782</gtin><lot>1A234B5</
lot><exp>151231</exp><sn>1234567890123456</sn></content>

サンプルGS1出⼒  -  タブ挿⼊（1）
XML本⽂にタブが挿⼊された単⼀⾏の⽂字出⼒になります。

<content dfi="GS1">[tab]<gtin>04150123456782</gtin>[tab]<lot>1A234B5</
lot>[tab]<exp>151231</exp>[tab]<sn>1234567890123456</sn></content>
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サンプルGS1出⼒  -  新規⾏挿⼊（2）
複数⾏の⽂字で構成された出⼒になります。各⾏の終わりに新規⾏の⽂字が付きます。

<content dfi="GS1">
<gtin>04150123456782</gtin>
<lot>1A234B5</lot>
<exp>151231</exp>
<sn>1234567890123456</sn>
</content>

サンプルGS1出⼒  -  タブおよび新規⾏の挿⼊（3）
複数⾏の⽂字で構成された出⼒になります。各⾏の終わりにタブと新規⾏の⽂字が付きます。

<content dfi="GS1">
[tab]    <gtin>04150123456782</gtin>
[tab]    <lot>1A234B5</lot>
[tab]    <exp>151231</exp>
[tab]    <sn>1234567890123456</sn>
</content>

サンプルIFAフォーマット
製品番号：PPNデータ識別⼦  DIデータフォーマット識別⼦：IFA

サンプルGS1出⼒  -  機能無効
フォーマットがない出⼒になります。

[)>069N1112345678421T1A234B5S1234567890123456

サンプルGS1出⼒  -  フォーマットなし（0）
出⼒は⽂字で構成される単⼀⾏になります。

<content dfi="IFA"><ppn>111234567842</ppn><lot>1A234B5</
lot><sn>1234567890123456</sn></content>

サンプルGS1出⼒  -  タブ挿⼊（1）
XML本⽂にタブが挿⼊された単⼀⾏の⽂字出⼒になります。

<content dfi="IFA">[tab]<ppn>111234567842</ppn>[tab]<lot>1A234B5</
lot>[tab]<sn>1234567890123456</sn></content>
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サンプルGS1出⼒  -  新規⾏挿⼊（2）
複数⾏の⽂字で構成された出⼒になります。各⾏の終わりに新規⾏の⽂字が付きます。

<content dfi="IFA">
<ppn>111234567842</ppn>
<lot>1A234B5</lot>
<sn>1234567890123456</sn>
</content>

サンプルGS1出⼒  -  タブおよび新規⾏の挿⼊（3）
複数⾏の⽂字で構成された出⼒になります。各⾏の終わりにタブと新規⾏の⽂字が付きます。

<content dfi="IFA">
[tab]    <ppn>111234567842</ppn>
[tab]    <ppn>111234567842</ppn>
[tab]    <lot>1A234B5</lot>
[tab]    <sn>1234567890123456</sn>
</content>

securPharm  出⼒フォーマットバーコード

以下のバーコードをスキャンして、securPharm出⼒をフォーマットします。

*フォーマットなし（0）

タブ挿⼊（1）

新規⾏挿⼊（2）
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無線通信

本セクションでは、スキャナ、クレードル、およびホスト間で無線通信を⾏うための動作モードと機能
について説明します。また、スキャナを設定するうえで必要なパラメータについても説明します。
このスキャナは、次の表に⽰されている設定が標準装備になっています。   デフォルト値が要件を満たす
場合、プログラミングの必要はありません。

無線通信パラメータのデフォルト値
このセクションを使⽤して、スキャナの無線パラメータに移動するか、デフォルトのパラメータ値を決
定します。

パラメータ パラメータ番号 SSI番号 デフォルト
無線通信ホストタイプ N/A N/A クレードル

Bluetooth 
Classic（クレード
ルホスト）

Bluetoothフレンドリ名 607 F1h 5fh スキャナ名とシリ
アル番号

Wi-Fiフレンドリモード 1299 F8 05h 13h 無効
Wi-Fiフレンドリチャネルの除外 1297 F8h 05h 11h 全チャネルを使⽤ 

-  標準AFH

Bluetooth無線パラメータ
無線出⼒ 1324 N/A ⾼出⼒設定
リンク監視タイムアウト 1698 F8h 06h A2h 5秒
HIDホストパラメータ
Apple iOS仮想キーボード切り替え 1114 F8h 04h 5Ah 無効
キーボードのキーストローク遅延 N/A N/A 遅延なし
Caps Lockオーバーライド N/A N/A 上書きしない
不明な⽂字を含むバーコード（無線） N/A N/A 不明な⽂字を含む

バーコードを送信
する

Fast HIDキーボード 1361 F8h 05h 51h 有効

表  16     無線通信のデフォルト
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パラメータ パラメータ番号 SSI番号 デフォルト
数字キーパッドエミュレーション N/A N/A 有効
クイックキーパッドエミュレーション
（無線）

1362 F8h 05h 52h 有効

キーボードFN1置換 N/A N/A 無効
ファンクションキーマッピング（無
線）

N/A N/A 無効

Caps Lockのシミュレート（無線） N/A N/A 無効
⼤⽂字/⼩⽂字の変換（無線） N/A N/A ⼤⽂字/⼩⽂字の

変換なし
⾃動再接続パラメータ
再接続試⾏時のビープ⾳ 559 F1h F2h 無効
再接続試⾏間隔 558 F1h 2Eh 30秒
⾃動再接続 604 F1h 5Ch 即時
スキャナとクレードルのサポート
動作モード 538 F1h A1h ポイントトゥポイ

ントモード
ペアリングモード 542 F1h 1Eh ⾮ロック
装着時のペアリング 545 F1h 21h 有効
ペアリングの切り替え 1322 F8h 05h 2Ah 無効
装着時のビープ⾳ 288 F0h 20h 有効
AutoConfig（クレードルを使⽤したス
キャナのクローン作成）

2139 F8 08 5B 無効

ページパラメータ
呼び出しボタン 746 F1h EAh 有効
呼び出しモード 1364 F8h 05h 54h 単純呼び出し
呼び出し状態タイムアウト 1365 F8h 05h 55h 30秒
Bluetoothセキュリティ
Bluetoothセキュリティレベル 1393 F8h 05h 71h 簡易Bluetoothセ

キュリティ
FIPSモード 736 F1h E0h 無効
仮想テザーパラメータ
スキャナでのアラームの設定 2053 F8h 08h 05h 無効
スキャナでのオーディオ仮想テザーア
ラーム

2246 F8h 08h C6h ナイトモード以外
で有効にする

スキャナでのLED仮想テザーアラーム 2247 F8h 08h C7h 有効
スキャナでの照明仮想テザーアラーム 2248 F8h 08h C8h 有効

表  16     無線通信のデフォルト (Continued)
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パラメータ パラメータ番号 SSI番号 デフォルト
スキャナでの触覚仮想テザーアラーム 2249 Fh8 08h C9h 有効
ビーコン仮想テザー距離オプション 2476 F8h 09h ACh Immediate（即

時）
クレードルでの仮想テザーアラーム 2124 F8h 4Ch 21h 無効
仮想アラームが有効になる前の遅延 2054 F8h 08h 06h 30秒
仮想テザーアラーム鳴動時間 2055 F8h 08h 07h 5分
仮想テザーアラームを無効にする 2119 F8h 08h 47h トリガプル/呼び

出しボタンでア
ラームを⼀時停⽌
する

仮想テザーアラームの⼀時停⽌時間 2120 F8h 08h 48h 30秒
⼀般無線機パラメータ
バッチモード 544 F1h 20h 通常（データを

バッチ処理しな
い）

永続的バッチストレージ 1399 F8h 77h 無効
Bluetooth SPP <BEL>によるビープ⾳ 150 96h 有効

表  16     無線通信のデフォルト (Continued)

無線ビープ⾳の定義
この定義では、ペアリング操作中に発⽣するビープ⾳シーケンスをリストします。

ビープ⾳のシーケンス 説明
⾼⾳→低⾳→⾼⾳→低⾳ ペアリングのバーコードをスキャンしました。
短い低⾳→⾼⾳ スキャナがクレードルとペアリングされました。
短い⾼⾳→低⾳ スキャナがクレードルとペアリング解除されました。

注 :  SPPまたはHID  を使⽤してリモートデバイスに
接続されており、バーコードのスキャン直後に切断
を⽰すビープ⾳シーケンスが鳴った場合は、ホスト
デバイスが転送データを受信しているかどうか確認
してください。接続が失われた後に、スキャナが最
後にスキャンしたバーコードを転送している可能性
があります。

⻑い低⾳→⻑い⾼⾳ ペアリングに失敗しました。⾃動再接続パラメータを参照し
てください。

⻑い低⾳→⻑い⾼⾳→⻑い低⾳→⻑い⾼
⾳

リモートデバイスが接続の試⾏を拒否しました。最⼤数のス
キャナとすでにペアリングされているクレードルとのペアリ
ングを試⾏した可能性があります。

表  17     無線ビープ⾳の定義
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ビープ⾳のシーケンス 説明
⻑い⾼⾳ スキャナのオーディオ仮想テザーアラームが有効で、スキャ

ナがナイトモードになっていません。
スキャナが正しく設定されていないため、転送エラーが発⽣
し、データは無視されます。オプション設定を確認してくだ
さい。

⻑い低⾳  4  回

クレードル通信中に、スキャナはクレードルからのデータ受
信確認を受信しませんでした。ただし、ホストはデータを受
信している可能性があります。ホストがデータを受信してい
るかどうかを確認し、受信していない場合はバーコードを再
度スキャンします。

⾼⾳  5  回 再接続の試⾏中は、5秒ごとにビープ⾳が鳴ります。⾃動再
接続パラメータを参照してください。

表  17     無線ビープ⾳の定義 (Continued)

無線通信ホスト   タイプ
ホストタイプごとに、Bluetooth  ClassicおよびBluetooth Low Energyオプションがあります。
Bluetooth Low Energyは、Wi-Fiチャネル1、6、11（2402、2426、2480MHz）の外部でアドバタイズと
接続が⾏われるため、Wi-Fiの共存性が向上します。Bluetooth  Low Energyはデータレートが⼩さいた
め、  Bluetooth Classicよりも最⼤7倍遅く（0.27Mbps   対  0.7〜2.1Mbps）、ファームウェア更新などの
データ集約型のアクティビティには⼤幅に時間がかかる場合があります。

ホスト   タイプ オプション
キーボードエミュレーション（HID） • HID Bluetooth Classic

• HID Bluetooth Low  Energy（検出可能）

Simple Serial  SSI（SSI） • SSI Bluetooth  Classic（検出不能）
• SSI Bluetooth  Classic（検出可能）
• SSI Bluetooth Low Energy

Serial Port  Profile（SPP） • SPP Bluetooth  Classic（検出不能）
• SPP Bluetooth  Classic（検出可能）

表  18     無線通信のホストタイプオプション

クレードル
スキャナを通信クレードルに接続する場合は、このホストタイプを選択します。

注 :  無線通信が途切れて接続が切断された場合、スキャナは⾃動的にリモートデバイスに再接
続を試みます。詳細については、⾃動再接続パラメータを参照してください。

クレードル接続の確⽴

この⼿順は、初期設定専⽤です。
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クレードルのペアリングバーコードを選択するか、スキャナをクレードルに置きます。

クレードルBluetooth Classic

キーボードエミュレーション（HID）
BluetoothキーボードをエミュレートするPC∕タブレット∕携帯電話に接続する場合は、このホストタ
イプを選択します。

HID Bluetooth Classic

これにより、ホストとスキャナは、Bluetooth  Classic無線上でヒューマンインタフェースデバイス
（HID）キーボードプロファイルを使⽤して通信できるようになります。スキャナは、検出可能（ペリ
フェラル）モードと⾮検出可能（セントラル）モードをサポートしています。
接続を確⽴するには（初回セットアップのみ）、HID Bluetooth Classicを選択してセントラルモー
ドまたはペリフェラルモードに接続します。
• セントラルモード  -  ホスト   デバイスのMACアドレスでペアリングバーコードをスキャンします。
• ペリフェラルモード  -  ホストから、Bluetoothデバイスを検出し、検出されたデバイスの⼀覧からス

キャナを選択します。

HID Bluetooth Classic

HID Bluetooth Low  Energy（検出可能）

これにより、ホストはBluetooth Low Energy無線経由でスキャナとHID（ヒューマンインタフェースデ
バイス）キーボードプロファイル接続を確⽴できます。スキャナは検出可能です（ペリフェラルモー
ド）。
接続を確⽴するには（初回セットアップのみ）、HID Bluetooth Low Energy (Discoverable)オ
プションを選択します。ホストから、Bluetoothデバイスを検出し、検出されたデバイスの⼀覧からス
キャナを選択します。

HID Bluetooth Low  Energy（検出可能）

Simple Serial Interface (SSI)

ZebraスキャナSDKアプリが動作するZebraモバイルデバイスまたはPC∕タブレット∕携帯電話に接続
する場合、このホストタイプを選択します。
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SSI Bluetooth  Classic（検出不能）

これにより、スキャナはBluetooth Classic無線経由でZebraモバイルコンピュータとの接続を確⽴できま
す。スキャナは検出不能です（セントラルモード）。
接続を確⽴するには（初期セットアップのみ）、SSI  BT  Classic（検出不能）オプションを選択し、ホス
トデバイスのMACアドレスと⼀緒にペアリングバーコードをスキャンします。

注 :  ホストのBluetoothスタックによっては追加のステップが必要になることがあります。

SSI Bluetooth  Classic（検出不能）

SSI Bluetooth  Classic（検出可能）

これにより、Android⽣成アプリ⽤のスキャナSDKとの通信が可能になり、ホストがBluetooth Classic無
線を介してスキャナと接続を確⽴できるようになります。スキャナは検出可能です（ペリフェラルモー
ド）。
接続を確⽴するには（初回セットアップのみ）、SSI  Bluetooth  Classic（検出可能）オプションを選択し
ます。ホストから、Bluetoothデバイスを検出し、検出されたデバイスの⼀覧からスキャナを選択しま
す。

SSI Bluetooth  Classic（検出可能）

SSI Bluetooth Low Energy

これにより、iOS⽣成アプリ⽤のスキャナSDKとの通信が可能になり、ホストがBluetooth Low Energy無
線を介してスキャナと接続を確⽴できるようになります。スキャナは検出可能です（ペリフェラルモー
ド）。
接続を確⽴するには（初回セットアップのみ）、SSI  Bluetooth Low Energyオプションを選択します。ホ
ストアプリケーションから、検出されたデバイスリストにあるスキャナを選択します。

SSI Bluetooth Low Energy

SSI Bluetooth with  MFi（iOSサポート）

これにより、iOS⽣成アプリ⽤のスキャナSDKとの通信が可能になり、Appleデバイスとスキャナが
Bluetooth Classic無線を介して通信できるようになります。スキャナは検出可能（ペリフェラルモー
ド）で、セントラルモードもサポートします。スキャナはMadeForiOS（MFi）認証を取得している必要
があります。
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接続を確⽴するには（初回セットアップのみ）、MFi（iOSサポート）付きSSI BTオプションを選択し、
次の操作を実⾏します。
• セントラルモードで接続する場合は、ホストデバイスのMACアドレスとペアリングバーコードをス

キャンします。
• ペリフェラルモードで接続する場合は、ホストアプリケーションからBluetoothデバイスを検出し、

検出されたデバイスのリストからスキャナを選択します。

SSI BT with  MFi（iOSサポート）

Serial Port  Profile（SPP）
Bluetoothシリアル接続を使⽤してPC∕タブレット∕携帯電話に接続する場合は、このホストタイプを
選択します。

SPP BT  Classic（検出不能）

これにより、スキャナはBluetooth Classic無線経由でホストとのSPP接続を確⽴できます。スキャナは
検出不能です（セントラルモード）。
接続を確⽴するには（初期セットアップのみ）、SPP  BT  Classic（検出不能）オプションを選択し、ホ
ストデバイスのMACアドレスと⼀緒にペアリングバーコードをスキャンします。

SPP Bluetooth  Classic（検出不能）

SPP BT  Classic（検出可能）

これにより、ホストはBluetooth Classic無線経由でスキャナとのSPP接続を確⽴できます。スキャナは
検出可能です（ペリフェラルモード）。
接続を確⽴するには（初回セットアップのみ）、SPP  BT  Classic（検出可能）オプションを選択しま
す。ホストから、Bluetoothデバイスを検出し、検出されたデバイスの⼀覧からスキャナを選択します。

SPP Bluetooth  Classic（検出可能）

Bluetooth Technology Profile Support

Bluetooth Technology Profile Supportを使⽤すると、スキャナはBluetoothテクノロジを使⽤してホスト
と直接通信するので、クレードルは不要です。スキャナは、標準Bluetoothシリアルポートプロファイル
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（SPP）とHIDプロファイルをサポートしていて、これらのプロファイルをサポートする他のBluetooth

デバイスと通信することができます。
• SPP -  スキャナは、Bluetoothを介してPC∕ホストに接続し、シリアル接続があるかのように動作し

ます。
• HID -  スキャナは、Bluetoothを介してPC∕ホストに接続し、キーボードのように動作します。

セントラル∕ペリフェラルモード
スキャナは、セントラルまたはペリフェラルモードとしてセットアップできます。
スキャナをペリフェラルモードとしてセットアップした場合は、他のデバイスから検出して接続でき
ます。スキャナをセントラルモードとしてセットアップした場合は、接続が要求されているリモート
デバイスのBluetoothアドレスが必要です。この場合、リモートデバイスのアドレスを含むペアリング
オプションを作成してペアリングし、リモートデバイスとの接続を試みる必要があります。Scan-To-

Connect（STC）ユーティリティを使⽤したペアリングバーコードのフォーマットを参照してください。

セントラルモード

スキャナをセントラル（SPP）としてセットアップするには、スキャナが接続されているリモート（周
辺機器）デバイスのBluetoothアドレスが必要です。
リモートデバイスのアドレスを含むペアリングバーコードを作成して選択し、リモートデバイスに接続
します。Scan-To-Connect（STC）ユーティリティを使⽤したペアリングバーコードのフォーマットを参
照してください。

ペリフェラルモード

スキャナをペリフェラルモード（SPPまたはHID）として設定すると、そのスキャナは検出可能で、リ
モートデバイスからの通信接続要求を受け⼊れます。

注 :  スキャナの数はホスト機能によって異なります。

Bluetoothフレンドリ名
Parameter # 607 (SSI # F1h 5fh)  (パラメータ番号607（SSI番号F1h  5Fh）)
このパラメータを使⽤すると、意味のある名前をスキャナに割り当てることができます。この名前は、
デバイス検出時にアプリケーションに表⽰されます。
デフォルトでは、これはスキャナのファミリ名の後にシリアル番号（例：DS3578  123456789ABCDEF）
が続きます。Set Defaultsを選択すると、デフォルト名に戻ります。ユーザーがプログラムした名前
を維持するには、「デフォルト設定」操作によってカスタムデフォルトを使⽤します。

注 :  アプリケーションがデバイス名の設定を許可する場合、この名前はBluetoothフレンドリ名
よりも優先されます。

Bluetoothフレンドリ名
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Wi-Fiフレンドリオプション
Wi-Fiフレンドリオプションを設定できます。

Wi-Fiフレンドリーモード
Parameter # 1299 (SSI # F8h 05h 13h)  (パラメータ番号1299（SSI番号F8h 05h  13h）)
このパラメータは、スキャナをWi-Fiフレンドリーモードに設定します。
Wi-Fi Friendly Modeを有効または無効にするオプションを選択し、Wi-Fi  チャネル除外を参照して
除外するチャネルを選択します。
この機能を使⽤する場合、領域内のすべてのスキャナをWi-Fiフレンドリーモードに設定します。デフォ
ルトでは、Wi-Fiチャネルは除外されません。Bluetoothでは、Wi-Fiチャネル1、6、11が除外されている
場合、少なくとも20チャネルが機能する必要があります。⼩さい値のチャネルは、ホッピングシーケン
スから切り捨てられます。Bluetooth接続を確⽴する前に、Wi-Fiフレンドリー設定を更新します。

注 :  スキャナはSniffモードに留まり、ファームウェア更新中にのみSniffモードを終了しま
す。Wi-Fiチャネルがホッピングシーケンスから除外されると、AFHはオフになります。接続を
確⽴した後、スキャナ（およびクレードル）は除外されたWi-Fiチャネルを回避します。

Wi-Fiフレンドリーモードを有効にする（1）

*Wi-Fiフレンドリーモードを無効にする（0）

Wi-Fiフレンドリチャネルの除外
Parameter # 1297 (SSI # F8h 05h 11h)  (パラメータ番号1297（SSI番号F8h 05h  11h）)
このパラメータを使⽤すると、特定のWi-Fiチャネルをホッピングシーケンスから除外できます。
次のオプションのいずれかを選択します。
• Wi-Fiチャネル1を除外  - Bluetoothチャネル0〜21（2402〜2423MHz）がホッピングシーケンスから除

外されます。
• Wi-Fiチャネル6を除外  - Bluetoothチャネル25〜46（2427〜2448MHz）がホッピングシーケンスから

除外されます。
• Wi-Fiチャネル11を除外  - Bluetoothチャネル50〜71（2452〜2473MHz）がホッピングシーケンスから

除外されます。
• Wi-Fiチャネル1、6、11を除外  - Bluetoothチャネル2〜19（2404〜2421MHz）、26〜45（2428〜

2447MHz）51〜69（2453〜2471MHz）がホッピングシーケンスから除外されます。
• Wi-Fiチャネル1と6を除外  - Bluetoothチャネル0〜21（2402〜2423MHz）および25〜46（2427〜

2448MHz）がホッピングシーケンスから除外されます。
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• Wi-Fiチャネル1と11を除外  - Bluetoothチャネル0〜21（2402〜2423MHz）および50〜71（2452〜
2473MHz）がホッピングシーケンスから除外されます。

• Wi-Fiチャネル6と11を除外  - Bluetoothチャネル25〜46（2427〜2448MHz）および50〜71（2452〜
2473MHz）がホッピングシーケンスから除外されます。

• すべてのチャネルを使⽤（標準AFH）-   すべてのチャネルを使⽤するように設定します。

*すべてのチャネルを使⽤（標準AFH）（0）

Wi-Fiチャネル1を除外（1）

Wi-Fiチャネル6を除外（2）

Wi-Fiチャネル11を除外（3）

Wi-Fiチャネル1、6、11を除外（4）

Wi-Fiチャネル1と6を除外（5）

Wi-Fiチャネル1と11を除外（6）

Wi-Fiチャネル6と11を除外（7）

Bluetooth無線パラメータ
Bluetoothタイムアウト設定、無線電源、無線状態を設定し、接続オプションを待機できます。

120



無線通信

無線電波出⼒
Parameter # 1324 (パラメータ番号1324)

スキャナが使⽤する無線は、次の場所で動作するように設定できます。
• Class 2デバイスとしての低電⼒モード。
• Class 1デバイスとしての⾼電⼒モード。

超低電⼒（3）

低電⼒（2）

中電⼒（1）

*⾼電⼒（0）

リンク監視タイムアウト
Parameter # 1698 (SSI # F4h 06h A2h)  (パラメータ番号1698（SSI番号F4h 06h  A2h）)
時間間隔を選択して、Bluetooth無線がリモートデバイスへの接続を失ったことをスキャナが検知する速
度を設定します。
値を⼩さくすると、動作範囲の端でのデータ損失を最⼩限に抑えられます。値を⼤きくすると、リモー
トデバイスからの応答の遅延による切断を最⼩限に抑えられます。時々切断されることがあり、スキャ
ナを再接続できる場合は、リンク監視タイムアウトの値を増やしてください。

注 :  スキャナは、セントラルモードでのみリンク監視タイムアウトをコントロールします。

0.5秒（800）

2秒（3200）
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*5秒（8000）

10秒（16000）

20秒（32000）

HID  ホストパラメータ
スキャナはApple iOSの仮想キーボードエミュレーションと、Bluetooth  HIDプロファイルを通じた
キーボードエミュレーションをサポートします。このモードにあるスキャナは、HIDプロファイルを
BluetoothキーボードとしてサポートするBluetooth対応ホストと情報をやり取りできます。スキャンし
たデータはキーストロークとしてホストに転送されます。

Apple iOS仮想キーボード切り替え
Parameter # 1114 (SSI # F8h 04h 5Ah)  (パラメータ番号1114（SSI番号F8h 04ｈ   5Ah）)

注 :  この機能が有効な場合は、Apple  iOS以外のデバイスではスキャナを使⽤できません。

Apple iOS仮想キーボード切り替えの有効化（1）

*Apple iOS仮想キーボード切り替えの無効化
（0）

キーボードのキーストローク遅延
このパラメータは、エミュレーションされたキーストローク間での遅延をミリ秒単位で設定します。HID
ホストのデータ転送に時間がかかる場合は、以下のバーコードのいずれかをスキャンして遅延を⻑くし
ます。
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*遅延なし（0ミリ秒）

中程度の遅延（20ミリ秒）

⻑い遅延（40ミリ秒）

Caps Lockオーバーライド
Override Caps Lock Keyを選択すると、Caps  Lockキーの状態に関係なく、データの⼤⽂字/⼩⽂字
が保持されます。

注 :  キーボードタイプがJapanese, Windows (ASCII)  (⽇本語版、Windows（ASCII）)の場合、この設
定は常に有効で、無効にすることはできません。

Caps Lockキーをオーバーライドする（有効）

*Caps Lockキーをオーバーライドしない（無効）

不明な⽂字を含むバーコード（無線）
不明な⽂字を除くすべてのバーコードデータを送信できます。エラーを⽰すビープ⾳は鳴りません。
このオプションは、HIDキーボード   エミュレーションデバイスおよびIBMデバイス専⽤です。不明な⽂
字とは、ホストが認識できない⽂字です。

*不明な⽂字を含むバーコードを送信する

不明な⽂字を含むバーコードを送信しない
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Fast HIDキーボード
Parameter # 1361 (SSI # F8h 05h 51h)  (パラメータ番号1361（SSI番号F8h 05h  51h）)
このパラメータは、Bluetooth  HIDキーボードのデータ転送速度を設定します。

*Fast HIDキーボードを有効にする（1）

Fast HIDキーボードを無効にする（0）

数字キーパッドエミュレーション
すべてのキャラクタは、数字キーパッドから⼊⼒するASCIIシーケンスとして送信されます。
たとえば、ASCIIキャラクタのAは、"ALT  make" 0 6 5 "ALT  Break"として送信されます。

*数字キーパッドエミュレーションを有効にする

数字キーパッドエミュレーションを無効にする

クイックキーパッドエミュレーション（無線）
Parameter # 1362 (SSI # F8h 05h 52h)  (パラメータ番号1362（SSI番号F8h 05h  52h）)
このパラメータにより、キーボードにないASCII⽂字についてのみASCIIシーケンスが送信され、数字
キーパッドを使⽤したエミュレーションを迅速に実⾏できます。

注 :  このオプションは、キーボードエミュレーション（HID）が有効になっている場合に、HID
キーボードエミュレーションデバイスにのみ適⽤されます。

*クイックキーパッドエミュレーションを有効にす
る（1）
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クイックキーパッドエミュレーションを無効にす
る（0）

キーボードのFN1置換
このパラメータは、EAN-128バーコードのFN1⽂字を、ユーザーが選択したキーカテゴリと値に置き換え
ます。
キーカテゴリとキー値の設定については、「FN1置換値」を参照してください。

キーボードのFN1置換を有効にする

*キーボードのFN1置換を無効にする

ファンクションキーマッピング（無線）
このパラメータは、ASCII⽂字セットの太字キーをマッピングして、標準キーマッピングを置き換えま
す。
32未満のASCII値は通常、コントロールキーシーケンスとして送信されます。太字エントリのないキー
は、このパラメータ設定に関係なく同じままです。

ファンクションキーのマッピングを有効にする

*ファンクションキーのマッピングを無効にする

Caps Lockのシミュレート（無線）
キーボードでCaps Lockがオンになった状態のようにバーコードの⼤⽂字と⼩⽂字を逆転させる場合に
は、Simulate Caps Lock (Enable Simulated Caps Lock)（Caps  Lockのシミュレートを有効にする）   を選択します。
• Enable（有効）-   キーボードのCaps Lock状態をシミュレートします。
• Disabled（無効）-   キーボードのCaps Lock状態をシミュレートしません。
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Caps Lockのシミュレートを有効にする

*Caps Lockのシミュレートを無効にする

⼤⽂字/⼩⽂字の変換（無線）
このパラメータを使⽤すると、送信されたすべてのデータを⼤⽂字/⼩⽂字に変換できます。

*⼤⽂字/⼩⽂字の変換なし

すべてを⼤⽂字に変換する

すべてを⼩⽂字に変換する

⾃動再接続パラメータ
SPPセントラル、クレードルホストモード、またはBluetoothキーボードエミュレーションの場合、無線
通信が途切れて接続が切断されると、スキャナは⾃動的にリモートデバイスに再接続を試みます。
ページタイムアウトで⾃動再接続が失敗した場合、スキャナはページタイムアウトのビープ⾳（⻑い低
⾳→⻑い⾼⾳）を鳴らし、低電⼒モードに移⾏します。⾃動再接続プロセスを再開するには、スキャナト
リガを引きます。
リモートデバイスが接続を拒否したために⾃動再接続が失敗した場合は、スキャナは接続拒否を⽰す
ビープ⾳シーケンスを鳴らし（無線ビープ⾳の定義を参照）、リモートぺアリングのアドレスを削除し
ます。ペアリングバーコードをスキャンして、リモートデバイスへの新しい接続を試⾏する必要があり
ます。

注 :  ⾃動再接続シーケンスの進⾏中にバーコードをスキャンすると、転送エラーを⽰すビープ
⾳シーケンスが鳴り、データはホストに転送されません。再接続後、通常のスキャン操作に戻
ります。エラーを⽰すビープ⾳シーケンスの定義については、無線ビープ⾳の定義を参照して
ください。
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スキャナのメモリに、各セントラルモード（SPP、クレードル）のリモートBluetoothアドレスを保存で
きます。モードを切り替えると、スキャナはそのモードで最後に接続されていたデバイスに対して、⾃
動的に再接続を試みます。

注 :  無線通信ホストタイプをスキャンして別のBluetoothホストを選択すると、無線がリセット
され、スキャンが無効になります。スキャナが無線を再初期化してスキャンが有効になるまで
数秒かかります。

再接続試⾏時のビープ⾳
Parameter # 559 (SSI # F1h F2h)  (パラメータ番号559（SSI番号F1h  F2h）)
このパラメータでは、再接続の試⾏中に⾳声フィードバックを有効にすることができます。
スキャナが通信エリア外に出て、接続が切断されると、直ちに再接続が試⾏されます。この時、緑⾊の
LEDが点滅します。再接続が失敗すると、スキャナからページタイムアウトのビープ⾳（⻑い低⾳/⻑い
⾼⾳）が鳴り、LEDの点滅が⽌まります。トリガを引いてプロセスを再開します。
• Enabled（有効）-   再接続の試⾏中にスキャナから5秒ごとに短い⾼⾳が5回鳴り、範囲外のインジ

ケータが表⽰されます。
• Disabled（無効）-   スキャナは再接続の試⾏中に⾳を発しません。

再接続試⾏時のビープ⾳を有効にする（1）

再接続試⾏時のビープ⾳を無効にする（0）

再接続試⾏間隔
Parameter # 558 (SSI # F1h 2Eh)  (パラメータ番号558（SSI番号F1h  2Eh）)
このパラメータでは、スキャナが通信エリア外に出て接続が切断された後、再接続を試みる際の時間間
隔を調整します。

*30秒間再接続を試⾏（6）

1分間再接続を試⾏（12）
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5分間再接続を試⾏（60）

30分間再接続を試⾏（360）

1時間再接続を試⾏（720）

無制限に再接続を試⾏（0）

2時間再接続を試⾏（1440）

⾃動再接続
Parameter # 604 (SSI # F1h 5Ch)  (パラメータ番号604（SSI番号F1h  5Ch）)
リモートデバイスから切断した場合は、スキャナの再接続オプションを選択できます。
• バーコードデータで⾃動再接続  -  バーコードをスキャンすると、スキャナが⾃動的に再接続します。

最初の⽂字を転送するときに、遅延が発⽣する可能性があります。スキャナは、バーコードスキャン
の読み取り成功ビープ⾳に続いて、接続、呼び出しタイムアウト、接続拒否、または送信エラーを⽰
すビープ⾳を鳴らします。このオプションは、スキャナやモバイル機器のバッテリ寿命を最適化しま
す。なお、接続拒否コマンドやケーブルの取り外しコマンドの実⾏時には、⾃動接続は⾏われませ
ん。

• 直ちに⾃動再接続  -  スキャナの接続が切断された場合、⾃動的に再接続を試みます。呼び出しタイム
アウトが発⽣すると、スキャナはトリガプルまたはスキャナのピックアップなどのウェイクアップイ
ベントで再接続を試みます。このオプションは、スキャナのバッテリ寿命を考慮する必要がなく、か
つ最初のバーコード転送時の遅延が望ましくない場合に選択します。

注 :  接続拒否コマンドやケーブルの取り外しコマンドの実⾏時には、⾃動接続は⾏われませ
ん。
• ⾃動再接続を無効にする  -  スキャナの接続が切断された場合、⼿動で再接続する必要があります。
⾃動再接続は、次のホストに適⽤されます。
• クレードルBluetooth Classic

• HID Bluetooth Classic
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• SSI Bluetooth  Classic（検出不能）
• SPP Bluetooth  Classic（検出不能）

バーコードデータで⾃動再接続（1）

*直ちに⾃動再接続（2）

⾃動再接続しない（0）

デジタルスキャナとクレードルのサポート
スキャナのペアリング、ペアリング解除、およびさまざまなクレードル設定を⾏うため、さまざまなオ
プションを設定できます。

動作モード
Parameter # 538 (SSI # F1h A1h)  (パラメータ番号538（SSI番号F1h  A1h）)
無線通信機能を持つ充電クレードルは、無線通信⽤のスキャナ動作の2つの無線通信モードをサポートし
ています。
動作モードを選択します。
• Point-to-Point (Point-to-Point) -  ⼀度にクレードルに接続できるスキャナは1台のみです。このモードでは、

スキャナをクレードルに差し込むか（装着時のペアリングが有効になっている場合）、クレードルの
「ペアリング」バーコードをスキャンすることによって、スキャナとクレードルがペアリングされま
す。通信はロック状態、⾮ロック状態（デフォルト）またはロックオーバーライドの状態にすること
ができます（ペアリングモードを参照）。ロックモードでは、コネクション維持時間を設定してロッ
ク間隔を設定する必要があります。

• Multipoint-to-Point (Multipoint-to-Point) -  最⼤7台のスキャナを1台のクレードルにペアリングします。この
モードを設定するには、クレードルに接続した最初のスキャナで「マルチポイントトゥポイント」
バーコードをスキャンします。

Point-to-Pointモード（0）
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Multipoint-to-Pointモード（1）

ペアリング
ペアリングは、スキャナがクレードルとの通信を開始するプロセスです。
「マルチポイントツーポイント」をスキャンすると、複数のスキャナとクレードル間の操作がアクティ
ブになり、最⼤7台のデバイスを1台のクレードルにペアリングできます。
スキャナをクレードルとペアリングするには、クレードルのペアリングバーコードをスキャンします。
スキャナは、ペアリングバーコードを読み取ったことを⽰すために⾼⾳→低⾳→⾼⾳→低⾳のビープ⾳
シーケンスを鳴らし、クレードルとの接続を確⽴した時点で低⾳→⾼⾳のビープ⾳を鳴らします。

注 :  クレードルごとに固有のペアリングバーコードを使⽤します。ペアリングが完了するま
で、データやパラメータをスキャンしないでください。スキャナがSPPセントラルモードまた
はクレードルホストモードでクレードルとペアリングすると、無線通信の損失による切断時に
リモートデバイスへの再接続を試みます。詳細については、「⾃動再接続パラメータ」を参照
してください。

ペアリングモード
Parameter # 542 (SSI # F1h 1Eh)  (パラメータ番号542（SSI番号F1h  1Eh）)
クレードルとスキャナは、2つのペアリングモードをサポートしています。
• Unlocked Pairing Mode  (ロックされていないペアリングモード) - Point-to-Pointモードでのみ、新しい

スキャナをいつでもクレードルにペアリング（接続）できます。これを⾏うには、クレードルの
「PAIR」バーコードをスキャンするか、接触によるペアリング機能を有効にした状態でスキャナをク
レードルに装着します。これにより、以前接続されていたスキャナとクレードルとのペアリングは解
除されます。

• Locked Pairing Mode  (ロックされたペアリングモード) -  このモードでは、クレードルを1台のスキャナ   (ま
たはマルチポイント·ツー·ポイントモードの場合は最⼤7台のスキャナ）とペアリング（接続）す
ると、別のスキャナからの接続試⾏が拒否されます。

*ロックされていないペアリングモード（0）

ロックされたペアリングモード（1）

ロックのオーバーライド

ロックのオーバーライドは、ロックされているスキャナの基本ペア設定を無効化し、新しいスキャナ
に接続します。マルチポイントトゥポイントモードでは、まず接続が切断された（通信エリア外の）ス
キャナとのペアリングを解除してから、新しいスキャナを接続します。
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ロックのオーバーライドを使⽤するには、ロックのオーバーライドをスキャンしてからスキャナをペア
リングします。

注 :  ロックのオーバーライドは、ポイントトゥポイントモードにのみ適⽤されます（マルチポ
イントトゥポイントモードのスキャナでは機能しません）。7台のスキャナがクレードル∕ホ
ストデバイスに接続されている場合は、新しいスキャナを接続する前に⼿動で接続を切断して
ください。

ロックのオーバーライド

装着時のペアリング
Parameter # 545 (SSI # F1h 21h)  (パラメータ番号545（SSI番号F1h  21h）)
このパラメータは、スキャナをクレードルに装着した時点でスキャナとクレードルをペアリングしま
す。クレードルのペアリングバーコードをスキャンする必要はありません。
以下を選択します。
• 有効  -  装着時にスキャナのペアリングが⾏われます。ペアリングが成功すると、スキャナは接続を表

す低⾳→⾼⾳のビープ⾳シーケンスを鳴らします。
• 無効  -  スキャナは装着時にペアリングされません。
その他のビープ⾳シーケンスについては、無線ビープ⾳の定義を参照してください。

*装着時のペアリングを有効にする（1）

装着時のペアリングを無効にする（0）

トリガを2回引いて再接続
トリガを2回押すと、スキャナは直近に読み取ったアドレスへの接続を試⾏します。
この機能は⾃動再接続とは異なります。スキャナが接続を試⾏するのは1回のみで、コマンドで切断した
場合でもアドレスは維持されます。直近に読み取ったアドレスは、リジェクトされた場合、または新た
な接続に成功した場合にのみクリアされます。スキャナを再起動してもアドレスは失われません。この
機能は、HIDモードでトリガを2回引いてiOSキーパッドを開閉する機能には⼲渉しません。

注 :  この機能はコマンド接続が可能なホストにのみ適⽤されます。SPPペリフェラルモードと
HID BLEホストはこの機能に対応していません。

ペアリング解除
ホストを別のスキャナとペアリングできるようにするには、「ペアリング解除」を選択してスキャナの
ペアリングを解除します。
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ペアリング解除

ペアリングの切り替え
Parameter # 1322 (SSI # F8h 05h 2Ah)  (パラメータ番号1322（SSI番号F8h 05h  2Ah）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナはクレードルまたはホスト（VC80など）とのペアリングと⾮ペ
アリングを切り替えることができます。
以下を選択します。
• Enabled（有効）-   スキャナはペアリングと⾮ペアリングを切り替えます。
• Disabled（無効）-   スキャナはペアリングを切り替えません。

ペアリング切り替えを有効にする（1）

*ペアリング切り替えを無効にする（0）

Scan-To-Connect（STC）ユーティリティを使⽤したペアリングバーコードのフォー
マット

STCユーティリティを使⽤すると、STCバーコードをスキャンし、Zebra  Bluetoothスキャナを電話、タ
ブレット、またはPCに接続することで、ワンステップでペアリングバーコードが作成できます。
STCユーティリティは、スタンドアロンユーティリティとして⼊⼿できます。サポートされているオペ
レーティングシステムには、WindowsおよびAndroidがあります。
詳細については、zebra.com/scantoconnectを参照してください。アプリケーション統合が容易に⾏え
るように、ソースコードも利⽤できます。

装着時のビープ⾳
Parameter # 288 (SSI # F0h 20h)  (パラメータ番号288（SSI番号F0h  20h）)
パラメータを使⽤すると、スキャナをクレードルに挿⼊して電源を検出すると、低いビープ⾳が短く鳴
ります。
以下を選択します。
• Enabled（有効）-   クレードルに挿⼊するとスキャナのビープ⾳が鳴ります。
• Disabled（無効）-   クレードルにスキャナを挿⼊してもビープ⾳が鳴りません。
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*装着時のビープ⾳を有効にする（1）

装着時のビープ⾳を無効にする（0）

AutoConfig（クレードルを使⽤したスキャナのクローン作成）
Parameter # 2139 (SSI # F8 08 5B)  (パラメータ番号2139（SSI番号F8 08  5B）)  このパラメータは、クレードルを
経由したスキャナのクローン作成を制御します。
以下を選択します。
• Enabled（有効）-   クレードルに保存されているスキャナパラメータは、クレードルとのペアリング

時に転送され、更新されたパラメータでスキャナが設定されます。これにより、スキャナを新しいホ
ストアプリケーション、ユースケース、またはワークフロー⽤に⾃動的に設定できます。

• Disabled（無効）-   クレードルとのペアリング時、スキャナは⾃動設定されません。
AutoConfig（クレードルを使⽤したスキャナのクローン作成）が有効になっている場合、設定をス
キャナにアップロードしている間は、最⼤3〜5秒間スキャンが無効になります。この間、緑⾊のLED

が点滅します。上記の事前にプログラムされたスキャナ設定は、スキャナとクレードルをペアリングし
て   AutoConfig（クレードルを使⽤したスキャナのクローン作成）を実⾏すると上書きされて失われま
す。AutoConfig（クレードルを使⽤したスキャナのクローン作成）は、マルチポイントではサポートさ
れていません。
クレードルのスキャナ構成は、次のスキャナパラメータに制限されています。
• すべてのコード/記号パラメータ
• Advanced Data Formattingルール
• ナイトモードトリガ
• ランプモードの制御とタイムアウト
• securPharm読み取りと出⼒フォーマット
• マルチコードルール
• データ解析（UDI、⾎液バッグ、GS1ラベル）ルール
• ピックリストモード
• Digimarc電⼦透かし
• 再接続試⾏のビープ⾳フィードバック

有効にする（1）
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*無効にする（0）

ページパラメータ
呼び出しボタン、呼び出しモード、呼び出し状態タイムアウトのオプションを設定できます。

呼び出しボタン
Parameter # 746 (SSI # F1h EAh)  (パラメータ番号746（SSI番号F1h  EAh）)
このパラメータを使⽤すると、呼び出しボタンの付いたクレードルで、呼び出しボタンにタッチする
と、ペアリングされたスキャナからビープ⾳が鳴ります。
以下を選択します。
• Enabled（有効）-   呼び出しボタンをタッチすると、ペアリングされたスキャナでビープ⾳が鳴りま

す。
• Disabled（無効）-   呼び出しボタンをタッチしても、ペアリングされたスキャナでビープ⾳は鳴りま

せん。

呼び出しボタンを使⽤するには、ボタン 約1秒間押します。スキャナがクレードルから取り外されて
いる場合、クレードルのLEDは青⾊になります。ペアリングされたスキャナで5回ビープ⾳が鳴ります。
クレードルに複数のスキャナがペアリングされている場合は、すべてのスキャナで5回ビープ⾳が鳴りま
す。

注 :  呼び出しても、無線エリア外にあるスキャナではビープ⾳が鳴りません。   無線範囲の詳細
については、技術仕様を参照してください。

注 :  まれに、スキャナがモバイルコンピュータホストデバイスとペアリングされていても、ク
レードルで充電中の場合、呼び出しボタンを押すとランプが点滅しますが、スキャナからビー
プ⾳は鳴りません。

*呼び出しボタンを有効にする（1）

呼び出しボタンを無効にする（0）

呼び出しモード
Parameter # 1364 (SSI # F8h 05h 54h)  (パラメータ番号1364（SSI番号F8h 05h  54h）)
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このパラメータは、クレードルとスキャナの呼び出しモードを設定します。次の2つのモードがサポート
されています：「呼び出し状態」と「単純呼び出し」。
• 呼び出し状態

• クレードル発⾏：クレードルは、各スキャナに「呼び出し状態」要求を送信します。すべてのス
キャナが確認応答を送信するまで、この状態を維持します。LEDインジケータが青⾊で点滅し、バ
イブレータとビープ⾳が有効になっていると、スキャナは呼び出し状態になります。トリガを押
すと、スキャナをクレードルに装着するか、呼び出し状態タイムアウトが終了すると、スキャナ
は確認応答をクレードルに送信し、通常の状態に戻ります。

• スキャナ発⾏：スキャナは、接続されたクレードルに呼び出し状態要求を送信します。クレード
ルは呼び出し状態になり、LEDインジケータが青⾊で点滅し、ビープ⾳が有効になります。クレー
ドルの呼び出しボタンを押し、スキャナをクレードルに装着します（呼び出し状態でクレード
ルにスキャナを呼び出している必要があります）。または呼び出し状態タイムアウトが終了する
と、クレードルは確認応答をスキャナに送信し、通常の状態に戻ります。

注 :  マルチポイント状態では、スキャナ1台のみがクレードルを⼀度に呼び出すことがで
きます。クレードルの呼び出しを試みる他のスキャナは、呼び出し状態が終了するまで
呼び出すことはできません。
• 単純呼び出し

• クレードル発⾏：クレードルは、各スキャナに呼び出し表⽰要求を送信し、アイドル状態に戻り
ます。各スキャナは、呼び出し状態表⽰を1回発⾏します。

• スキャナ発⾏：スキャナは、接続されたクレードルに呼び出し表⽰要求を送信し、アイドル状態
に戻ります。クレードルは、呼び出し状態表⽰を1回発⾏します。

呼び出し状態（1）

*単純呼び出し（0）

呼び出し状態タイムアウト
Parameter # 1365 (SSI # F8h 05h 55h)  (パラメータ番号1365（SSI番号F8h 05h  55h）)
このパラメータは、呼び出し状態のタイムアウト時間を設定します。
呼び出し状態タイムアウトは、1〜99秒まで1秒刻みでプログラムできます。

注 :  呼び出し状態タイムアウトは、「呼び出し状態」モードにのみ適⽤されます。

呼び出し状態タイムアウト
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Bluetoothセキュリティ
スキャナで使⽤されるBluetoothセキュリティパラメータは、easy（簡易）、   medium（中程
度）、high（⾼）です。この命名規則は、旧型のスキャナとは異なります。

Bluetoothセキュリティレベル
Parameter # 1393 (SSI # F8h 05h 71h)  (パラメータ番号1393（SSI番号F8h 05h  71h）)
このパラメータは、Bluetoothセキュリティレベルを設定します。
Bluetooth  セキュリティの詳細については、『Bluetoothセキュリティガイド』の第3章を参照してくださ
い。

注 :  すべてのオプションで、FIPS認定のAES-CounterとCBC-MAC（AES-CCM）暗号化を⾏う
セキュリティモード4が使⽤されます。⽣成されたキータイプと中間者攻撃保護の使⽤⽅法は
異なります。
• 簡易Bluetoothセキュリティ（デフォルト）：簡易セキュリティ設定は、ほとんどのデバイスと簡単に

接続し、ユーザーとのやりとりを最⼩限に抑えるように設計されています。「Just   Works」⽅式の安
全でシンプルなペアリングを採⽤しており、中間者攻撃保護は⾏いません。レベル2セキュリティを
提供します（『Bluetoothセキュリティガイド』に準拠）。

• 中程度のBluetoothセキュリティ：中程度のセキュリティ設定では、スキャナをリモートホストにペア
リングするには、最初の接続にパスキーが必要です。安全かつ簡単な「パスキー⼊⼒」⽅式のペアリ
ングを採⽤しており、中間者攻撃保護が有効です。レベル3セキュリティを提供します（『Bluetooth
セキュリティガイド』に準拠）。

• ⾼いBluetoothセキュリティ：⾼いセキュリティ設定では、スキャナとリモートホストの間に「セ
キュア接続」が必要です。パスキーのスキャンが必要です。レベル4セキュリティを提供します
（『Bluetoothセキュリティガイド』に準拠）。

注 :  セキュリティレベルを上げるには、スキャナをクレードルに配置し、最初のペアリングを
実⾏してOOBデータを交換します。

注 :  スキャナをレガシーデバイスに接続すると、セキュリティモードが低くなることがありま
す。セキュリティモードを「High（⾼）」に設定すると、これを回避できます。

*簡易（0）

中（1）

⾼（2）
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OCRパスコード⼊⼒

中または⾼Bluetoothセキュリティモードを選択した場合は、ペアリングコードの⼊⼒が必要になる場合
があります。ホストデバイスに表⽰される6桁のコードを使⽤します。
スキャナのBluetoothセキュリティ設定が中または⾼に設定されている場合は、スキャナとホストデバイ
スをペアリングコードでペアリングします。
1. スキャナからAlpha expected (Alpha)⾳声ビープ⾳が鳴ります。
2. ホストデバイスに6桁のペアリングコードが表⽰されます。

3. スキャナをペアリングコードに向け、トリガを押します。
• スキャナはペアリングコードを読み取り、ホストデバイスとのペアリングを⾏います。
ペアリングに失敗した場合は、英数字バーコードを使⽤してペアリングコードを⼀度に1桁ずつスキャ
ンできます。

FIPS  モード
Parameter # 736 (SSI # F1h E0h)  (パラメータ番号736（SSI番号F1h  E0h）)
Federal Information Processing  Standard（FIPS）140-3は、暗号化モジュールの認定に使⽤される、⽶
国政府コンピュータセキュリティ規格です。FIPS対応のスキャナとクレードルは、この安全な動作モー
ドを備えています。
以下のいずれかを選択します。
• Enabled（有効）-   接続時にスキャナとクレードル間のセキュアセッションを確⽴します。
• Disabled（無効）-  FIPS規格は使⽤されません。
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有効にすると、トリガが引かれるたびに⻩⾊のLEDが点灯し、すべてのデータが安全な形式でBluetooth

経由で送信されていることを通知します。失敗すると、データの送信試⾏のたびに、送信エラーを⽰す
ビープ⾳が鳴ります。

FIPSを有効にする（1）

*FIPSを無効にする（0）

仮想テザー
仮想テザー機能を使⽤すると、Bluetooth接続が切断されたときにスキャナ、クレードル、またはホスト
アプリケーションがユーザーに警告できます。
これは、スキャナの照明、オーディオ、触覚、LEDを個別に制御することで機能します。スキャナとク
レードルの接続範囲を調整するには、無線出⼒（⾼、中、低）を変更します。詳細については、無線電
波出⼒を参照してください。

スキャナでのアラームの設定
Parameter # 2053 (SSI # F8h 08h 05h)  (パラメータ番号2053（SSI番号F8h 08h  05h）)
このパラメータは、スキャナとクレードル間の仮想テザービーコンを有効にします。このパラメータを
有効にした後、「テザー距離オプション」パラメータで距離オプションを選択します。

注 :  ペアリングされたクレードルの電源が失われた場合、テザーアラームは鳴りません。
アラームが有効になるまでの遅延
デバイスによっては、仮想テザーアラームに⾳声、LED、照明、触覚を含めることができます。各アラー
ムタイプを選択して、カスタムアラームを作成できます。スキャナがナイトモードの場合、⾳声ビープ
⾳は鳴りません。アラームが作動すると、スキャナが振動します。
以下のいずれかを選択します。
• 有効：仮想テザーアラームをスキャナで設定できます。
• 無効：-   仮想テザーアラームをスキャナで設定できません。
• ビーコン仮想テザー：スキャナとクレードルの間のビーコンを有効にします。

• このオプションを選択した場合、ビーコン仮想テザー距離パラメータを設定します。
• クレードルが電⼒を失った場合、ビーコンは作動しません。
•注 :  ビーコンアラームの起動までの遅延は、この選択には適⽤されません。

very low (very  low（⾮常に低い）)またはultra low (ultra  low（極めて低い）)の無線電⼒設定と
の互換性はありません。
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*スキャナで仮想テザー   アラームを無効にする
（0）

スキャナで仮想テザーアラームを有効にする
（1）

ビーコン仮想テザー（2）

スキャナでのオーディオ仮想テザーアラーム
Parameter # 2246 (SSI # F8h 08h C6h)  (パラメータ番号2246（SSI番号F8h 08h  C6h）)
このパラメータは、スキャナのオーディオ仮想テザーアラームを有効にします。
以下を選択します。
• Enabled（有効）-   スキャナで⾳声仮想テザーアラームを設定できます。
• Disabled（無効）-   スキャナで⾳声仮想テザーアラームを設定できません。

注 :  有効にすると、スキャナがナイトモードになっていない場合、⾳声ビープ⾳が⾼⾳量で鳴
ります。

オーディオ仮想テザーアラームを無効にする
（0）

オーディオ仮想テザーアラームを有効にする
（1）

*ナイトモード以外でオーディオ仮想テザーアラー
ムを有効にする（2）
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スキャナでのLED仮想テザーアラーム
Parameter # 2247 (SSI # F8h 08h C7h)  (パラメータ番号2247（SSI番号F8h 08h  C7h）)
このパラメータは、スキャナのLED仮想テザーアラームを有効または無効にします。
次のオプションのいずれかを選択します。
• Enabled（有効）-  LED仮想テザーアラームを有効にします。
• Disabled（無効）-  LED仮想テザーアラームを無効にします。

注 :  このパラメータを有効にすると、スキャナのLEDが緑⾊と⾚⾊で点滅します。

LED仮想テザーアラームを無効にする（0）

*LED仮想テザーアラームを有効にする（1）

スキャナでの照明仮想テザーアラーム
Parameter # 2248 (SSI # F8h 08h C8h)  (パラメータ番号2248（SSI番号F8h 08h  C8h）)
このパラメータは、スキャナの照明仮想テザーアラームを有効にします。
以下を選択します。
• Enabled（有効）-   スキャナで照明仮想テザーアラームを設定できます。
• Disabled（無効）-   スキャナで照明仮想テザーアラームを設定できません。

照明仮想テザーアラームを無効にする（0）

照明仮想テザーアラームを有効にする（1）

スキャナでの触覚仮想テザーアラーム
Parameter # 2249 (SSI # F8h 08h C9h)  (パラメータ番号2249（SSI番号F8h 08h  C9h）)
このパラメータは、スキャナで触覚仮想テザーアラームを有効にします。
以下を選択します。
• Enabled（有効）-   触覚仮想テザーアラームをスキャナで設定できます。
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• Disabled（無効）-   触覚仮想テザーアラームをスキャナで設定できません。

触覚仮想テザーアラームを無効にする（0）

触覚仮想テザーアラームを有効にする（1）

ビーコン仮想テザー距離オプション
Parameter # 2476 (SSI #F8h 09h ACh)  (パラメータ番号2476（SSI番号F8h 09h  ACh）)
このパラメータは、仮想テザーアラームが作動するスキャナとクレードルの距離を定義します。すべて
の距離値は近似値であり、環境によって異なります。
次のオプションのいずれかを選択します。
• Immediate（近接）：約1m

• 近距離：1〜9m

• 約10m

*近接（>1m）

近距離（1〜9m）

遠距離（〜10m）

クレードルでの仮想テザーアラーム
Parameter # 2124 (SSI # F8h 4Ch 21h)  (パラメータ番号2124（SSI番号F8h 4Ch  21h）)
このパラメータは、クレードルの仮想テザーアラームを有効または無効にします。
以下のいずれかを選択します。
• Enabled（有効）-   クレードルの仮想テザーアラームを有効にします。
• Disabled（無効）-   クレードルの仮想テザーアラームを無効にします。

141



無線通信

注 :  このパラメータを有効にすると、クレードルのLEDが緑⾊と⾚⾊で点滅します。

*クレードルで仮想テザーアラームを無効にする
（0）

クレードルで仮想テザーアラームを有効にする
（1）

クレードルで仮想テザーアラームを有効にする
（ビープ⾳なし）（2）

仮想アラームが有効になる前の遅延
Parameter # 2054 (SSI # F8h 08h 06h)  (パラメータ番号2054（SSI番号F8h 08h  06h）)
このパラメータは、デバイスが通信範囲外にある場合、仮想テザーアラームを遅らせて、接続を再確⽴
する機会を提供します。
次のことを避けるために、この設定時間が短くなりすぎないようにしてください。
• クレードルがリセットされると、スキャナで仮想テザーアラームが有効になります。
• RF環境でノイズが多いと、断続的な切断/再接続シーケンスが頻繁に発⽣することがあります。
遅延を設定するには、「アラーム起動前の遅延」を選択し、⽬的のタイムアウト時間に対応する2つの数
値バーコードを数値バーコードから⼊⼒します。1桁の数字の場合は、先頭にゼロを⼊⼒します。
たとえば、5秒の呼び出しタイムアウトを設定するには、0バーコードを⼊⼒してから、5を⼊⼒します。
間違いを訂正したり、選択した設定を変更したりする場合は、キャンセルをスキャンします。
デフォルト値は30秒です。

アラームが有効になる前の遅延

仮想テザーアラーム鳴動時間
Parameter # 2055 (SSI # F8h 08h 07h)  (パラメータ番号2055（SSI番号F8h 08h  07h）)
このパラメータでは、仮想テザーアラームが再⽣される時間を分単位（1〜99分）で設定します。
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時間を設定するには、「アラーム時間」を選択し、⽬的のアラーム時間に対応する2つの数値バーコー
ドを数値バーコードから⼊⼒します。1桁の数字の場合は、先頭にゼロを⼊⼒します。「0」を指定する
と、鳴動時間が「無限」に設定されます。
デフォルト値は5分です。
たとえば、5分間の呼び出しタイムアウトを設定するには、0バーコードを⼊⼒してから5を⼊⼒します。
間違いを訂正したり、選択した設定を変更したりする場合は、キャンセルをスキャンします。
接続が確⽴されるか、タイムアウト時間が経過するか、スキャナのバッテリが消耗すると、アラームは
停⽌します。

注 :  接続するとアラームが停⽌します。スキャナを同じクレードルに接続する必要はありませ
ん。

アラーム鳴動時間

仮想テザーアラームを無効にする
Parameter # 2119 (SSI # F8h 08h 47h)  (パラメータ番号2119（SSI番号F8h 08h  47h）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナトリガまたはクレードル呼び出しボタンでアラームを停⽌また
は⼀時停⽌できます。
以下を選択します。
• アラームを無効にしない  -  スキャナトリガまたはクレードル呼び出しボタンでアラームが⼀時停⽌ま

たは停⽌しません。
• *トリガプル/呼び出しボタンでアラームの⼀時停⽌  -  トリガプルまたは呼び出しボタンのタッチでア

ラームが⼀時停⽌します。
• トリガプル/呼び出しボタンでアラームを停⽌  -  トリガプルまたは呼び出しボタンをタッチするとア

ラームが停⽌します。

アラームを無効にしない（0）

*トリガプル/呼び出しボタンでアラームを⼀時停
⽌する（1）

トリガプル/呼び出しボタンでアラームを停⽌する
（2）
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仮想テザーアラームの⼀時停⽌時間
Parameter # 2120 (SSI # F8h 08h 48h)  (パラメータ番号2120（SSI番号F8h 08h  48h）)
このパラメータは、アラームを数秒間（1〜99秒）⼀時停⽌します。デフォルトの期間は30秒です。

仮想テザーアラームの⼀時停⽌時間

仮想テザーアラームの考慮事項
アラームがアクティブになるかどうかは、さまざまな原因で決まります。また、バッテリ消費抑制モー
ドとナイトモードの影響を把握することも重要です。

アラームが作動する原因には、次のようなものがあります。
• 機器が通信範囲外にある。設定によっては、いずれかの機器が通信範囲外にあるためにスキャ

ナとクレードルの接続が切断された場合に、スキャナとクレードルの両⽅がアラームを発する
ことがあります。

• クレードルの電源がオフの場合、スキャナからアラーム⾳が鳴ります   (クレードルのUSBサス
ペンドを含む)。

• スキャナからバッテリを取り外すと、クレードルからアラームが鳴ります。
アラームが作動しない原因には、次のようなものがあります。

• アラームが作動する前に、スキャナとクレードルを既存の接続状態にする必要があります。電
源投⼊時にはアラームは鳴りません。

• スキャナを挿⼊するか、ペアリングバーコードをスキャンして、別のクレードル∕ホストに充
電またはペアリングしている場合。この場合、スキャナの接続は失われていないと想定されま
す。

• 別のスキャナがクレードルに接続され、元のスキャナが切断される場合。
• いずれかのバッチモードが有効になっている場合、またはすぐに再接続するように⾃動再接続

が設定されていない場合。
• 仮想テザーは、HID  Bluetooth Low  Energy（検出可能）や  SPP BT  Classic（検出可能）など

の⾃動再接続機能をサポートしていないホストには適⽤されません。
• 123ScanまたはSMSを経由したファームウェアのアップデートまたは設定により切断が発⽣

した場合、アラームは作動しません。
• スキャナを挿⼊するか、ペアリングバーコードをスキャンして、スキャナを別のクレードル∕

ホストに接続している場合。
バッテリ消費抑制モード

バッテリ消費抑制モードが有効になっているためにスキャナがクレードルから切断され、クレー
ドルの仮想テザーアラームが有効になっている場合は、クレードルのLEDのみが緑⾊と⾚⾊に点
滅します。

注 :  仮想テザーが有効になっていて、複数のクレードルまたはBluetoothホストの電源が切断
されるような停電が発⽣した場合は、それらにペアリングされたスキャナのアラームが作動
します。トリガを引いて、アラームを解除するように設定することができます（詳細について
は、仮想テザーアラームを無効にするを参照）。アラームは、バッテリをスキャナから取り外
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すか、スキャナを別のクレードルにペアリングするか、電源が供給されている場合はホストに
ペアリングして解除することもできます。

⼀般無線パラメータ
バッチモード、バッチストレージ、ビープ⾳アラートオプションを設定できます。

バッチモード
Parameter # 544 (SSI # F1h 20h)  (パラメータ番号544（SSI番号F1h  20h）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナは、転送が開始されるか、バーコードの最⼤数を保存するま
で、バーコードデータ（パラメータバーコードを除く）を保存できます。
スキャナがバーコードが正常に保存すると、読み取り成功のビープ⾳が鳴り、LEDが緑⾊で点滅しま
す。スキャナが新しいバーコードを保存できない場合は、低⾳→⾼⾳→低⾳→⾼⾳の（メモリ不⾜を⽰
す）ビープ⾳が鳴ります。すべての定義については、無線ビープ⾳の定義を参照してください。
すべてのモードについて、スキャナで保存できるデータの量（バーコードの数）を次の⽅法で計算でき
ます。
[保存可能なバーコードの数  = 61,440バイトのメモリ  /（バーコード内の⽂字数  +  3）]

注 :  バッチデータがある間にバッチモードを変更した場合、それまでのバッチデータがすべて
転送された後に、新しいバッチモードが有効になります。
• 通常（デフォルト）-   データをバッチ処理しません。スキャナはスキャン時に各バーコードを転送し

ます。
• 範囲外バッチモード  -  スキャナは、リモートデバイスへの接続が失われたとき（スキャナが範囲外に

移動したときなど）にバーコードデータを保存します。スキャナがデバイスとの接続を再確⽴すると
（通信範囲に戻るなど）、データが転送されます。

• 標準バッチモード  -  「バッチモード移⾏」をスキャンすると、スキャナはバーコードデータを保存し
ます。「バッチデータの送信」をスキャンして、データを転送します。

注 :  スキャナがリモートデバイスとの接続を失うと、転送は停⽌します。

• クレードル装着バッチモード  -  「バッチモード移⾏」をスキャンすると、スキャナはバーコードデー
タを保存します。スキャナをクレードルに装着して、データを転送します。

注 :  バッチデータの転送中にスキャナがクレードルから取り外された場合は、スキャナがク
レードルに再装着されるまで転送は停⽌します。
すべてのモードでは、スキャナが範囲外に移動すると転送が停⽌し、スキャナが通信範囲内に戻ると転
送が再開されます。バッチデータ転送中にバーコードをスキャンすると、バッチデータの末尾に追加さ
れます。パラメータバーコードは保存されません。

*通常（データをバッチ処理しない）（0）
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範囲外バッチモード（1）

標準バッチモード（2）

クレードル装着バッチモード（3）

バッチデータの送信

バッチモード移⾏

永続的バッチストレージ
Parameter # 1399 (SSI # F8h 77h)  (パラメータ番号1399（SSI番号F8h  77h）)
このパラメータは、バッチデータを不揮発性メモリに保存し、スキャナの電源がオフになったときに保
持します。
以下を選択します。
• Enabled（有効）-   バッチデータは不揮発性メモリに保存されます。
• Disabled（無効）-   バッチデータは不揮発性メモリに保存されません。

注 :  このパラメータを有効にすると、バッチデータの頻繁な保存により、不揮発性メモリの寿
命が短くなることがあります。

永続的バッチストレージを有効にする（1）

*永続的バッチストレージを無効にする（0）
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Bluetooth SPP <BEL>によるビープ⾳
Parameter # 150 (SSI # 96h)  (パラメータ番号150（SSI番号96h）)
このパラメータでは、シリアル線で<BEL>キャラクタが検出された際、ビープ⾳を鳴らすかどうかを設
定できます。<BEL>は、⼊⼒やその他の重要なイベントをユーザーに警告するために発⾏されます。
以下を選択します。
• Enabled（有効）-  <BEL>を検出すると、ビープ⾳が鳴ります。
• Disabled（無効）-  <BEL>を検出してもビープ⾳は鳴りません。

注 :  このパラメータは、クレードルのシリアルインタフェースなど、SPP（シリアルポートプ
ロファイル）にのみ適⽤されます。「マルチポイントトゥポイント」モードの場合にのみ、最
後にビープ⾳が鳴ったスキャナで「<BEL>によるビープ⾳」が有効になります。

*<BEL>によるビープ⾳を有効にする（1）

<BEL>によるビープ⾳を無効にする（0）

Bluetooth無線、リンク、およびバッチ操作
スキャナにはBluetooth Class 1無線が搭載されており、無線は少なくとも100m / 300ft（屋外、⾒通し距
離）の範囲に届きます。実際の到達範囲は、他の無線、棚、壁の材質、使⽤するクレードルの影響を受
けます。さまざまな環境があり、それらによって無線到達範囲は影響を受けます。
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画像読み取り設定

イメージャをプログラムして、さまざまな機能を実⾏したり、有効化したりできます。このセクション
では、画像読み取り設定の機能を説明するとともに、これらの機能を選択するためのプログラミング
バーコードを提供します。

注 :  画像読み取りは、イメージングインタフェース付きSymbol Native  API（SNAPI）でのみサ
ポートされます。このホストを有効にするには、「USBデバイスタイプ」を参照してくださ
い。

画像読み取りパラメータの設定
機能の値を設定するには、1つのバーコードまたは短いバーコードシーケンスをスキャンします。これら
の設定は不揮発性メモリに保存され、イメージャの電源を落としても保持されます。

注 :  ほとんどのコンピュータモニタで、画⾯上のバーコードを直接スキャンできます。画⾯か
らスキャンする場合、バーコードが鮮明に⾒え、バーやスペースが明確に区切られて⾒えるま
で⽂書を拡⼤してください。

画像読み取りスキャンシーケンスの例
バーコードをスキャンしてパラメータ値を設定できます。
たとえば、画像読み取りの照明を無効にするには、画像読み取り照明の「画像読み取りの照明を無効に
する」バーコードをスキャンします。この設定を有効にした後、⾼速で振動するビープ⾳が1回鳴って
LEDが緑⾊に変われば、パラメータの設定は成功です。
いくつかのバーコードをスキャンする必要があるパラメータもあります。この⼿順に関係するパラメー
タの説明を参照してください。

スキャン中の画像読み取りエラー
特に指定されていない限り、スキャンシーケンス中のエラーは、   正しいパラメータを再スキャンするこ
とで修正できます。

画像読み取り設定パラメータのデフォルト設定
画像読み取り設定パラメータのデフォルトテーブルには、DS4678の画像読み取り設定パラメータのデ
フォルト値がリストされています。
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値を変更するには、以下のいずれかの⽅法を使⽤します。
• このセクションの該当するバーコードをスキャンします。メモリ内にある標準のデフォルト値は、

スキャンした新しい値で置き換えられます。デフォルトのパラメータ値を再び呼び出す⼿順について
は、「デフォルトパラメータ」を参照してください。

• 123Scanの設定プログラムを使⽤して、スキャナを設定します。「123Scanとソフトウェアツール」
を参照してください。

パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

画像読み取り設定
動作モード N/A N/A N/A

画像読み取り照明 361 F0h 69h 有効
画像読み取りの⾃動露出 360 F0h 68h 有効
固定露出 567 F4h F1h 37h 10ms

アナログゲイン 1232 F4h D0h x2

スナップショットモードのゲイン/露出優
先度

562 F1h 32h ⾃動検出

スナップショットモードのタイムアウト 323 F0h 43h 0（30秒）
スナップショット照準パターン 300 F0h 2Ch 有効
動作モードの変更をサイレントにする 1293 F8h 05h 0Dh 無効（サイレントにしな

い）
画像トリミング 301 F0h 2Dh 無効
ピクセルアドレスにトリミング 315

316

317

318

F4h F0h 3Bh

F4h F0h 3Ch

F4h F0h 3Dh

F4h F0h 3Eh

0上
0左
1199下
1599右

画像サイズ（ピクセル数） 302 F0h 2Eh フル
画像の明るさ（ターゲットホワイト） 390 F0h 86h 180

JPEG画像オプション 299 F0h 2Bh 品質
JPEG画質値 305 F0h 31h 65

JPEGサイズ値 561 F1h 31h 160KB

画像強調 564 F1h 34h 低（1）
画像ファイル形式の選択 304 F0h 30h JPEG

画像の回転 665 F1h 99h 0

ピクセルあたりのビット数（BPP） 303 F0h 2Fh 8 BPP

署名読み取り 93 5Dh 無効
署名読み取り画像ファイル形式セレクタ 313 F0h 39h JPEG

表  19     画像読み取り設定パラメータのデフォルト設定
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パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

署名読み取りのピクセルあたりのビット数
（BPP）

314 F0h 3Ah 8 BPP

署名読み取りの幅 366 F4h F0h 6Eh 400

署名読み取りの⾼さ 367 F4h F0h 6Fh 100

署名読み取りのJPEG画質 421 F0h A5h 65

カメラボタン 1716 F8h 06h B4h 無効
カメラボタン遅延 1717 F8h 06h B5h 2秒
ビデオビューファインダ 324 F0h 44h 無効
ビデオビューファインダ画像サイズ 329 F0h 49h 17

a 10進数のパラメータ番号は、RSMコマンドを使⽤したプログラミングで使⽤されます。

b 16進数のSSI番号は、SSIコマンドを使⽤したプログラミングで使⽤されます。

表  19     画像読み取り設定パラメータのデフォルト設定 (Continued)

画像キャプチャ設定モードとパラメータ
このセクションのパラメータは、画像読み取り特性を制御します。

動作モード
スキャナには最⼤2つの動作モードがあります。
• 読み取りモード
• スナップショットモード

読み取りモード

デフォルトでは、トリガを引くと、イメージャは読み取り範囲内にある有効なバーコードを⾒つけて読
み取りを試⾏します。イメージャは、バーコードを読み取る、またはトリガを放すまで、このモードの
ままになります。

スナップショットモード

⾼画質画像を読み取り、それをホストに転送するときは、スナップショットモードを使⽤します。ス
ナップショットモードオプションを選択して、⼀時的にこのモードに⼊ります。このモードでは、緑⾊
のLEDが1秒間隔で点滅します。これは、標準の動作モード（読み取りモード）ではないことを⽰しま
す。
スナップショットモードでは、イメージャの照準パターンがオンになり、画像で読み取られる領域を強
調表⽰します。次にトリガを押すと、イメージャは⾼品質画像を読み取り、その画像をホストに転送し
ます。デバイスが照明環境に順応するため、トリガが引かれて画像が読み取られるまでに、少しの時間
（2秒未満）がかかります。
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スナップショットモードのタイムアウト時間内にトリガを押さないと、イメージャは読み取りモードに
戻ります。スナップショットモードタイムアウトを使⽤して、このタイムアウト時間を調整します。デ
フォルトのタイムアウト時間は30秒です。

スナップショットモード

ビデオモード

このモードでは、トリガを押している限り、イメージャはビデオカメラとして動作します。トリガを放
すと、読み取りモードに戻ります。⼀時的にビデオキャプチャモードに⼊るには、このオプションを選
択します。

注 :  このパラメータは、コード付きスキャナでのみ使⽤できます。

ビデオモード

画像読み取り照明
Parameter # 361 (SSI # F0h 69h)  (パラメータ番号361（SSI番号F0h  69h）)
このパラメータは、画像読み取りのたびに照明を有効にします。
• Enabled（有効）-   画像読み取り中は照明が点灯します。
• Disabled（無効）-   イメージャが照明を使⽤できないようにします。

注 :  このパラメータを有効にすると、通常、優れた画像が⽣成されます。照明の効果は、ター
ゲットまでの距離が⻑くなるにしたがって低下します。

*画像読み取り照明を有効にする

画像読み取り照明を無効にする

画像読み取りの⾃動露出
Parameter # 360 (SSI # F0h 68h)  (パラメータ番号360（SSI番号F0h  68h）)
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このパラメータを使⽤すると、イメージャはゲインと露出（積分時間）の設定を制御して、スナップ
ショットモードで画像を最適に読み取ることができます。
• Enabled（有効）-   イメージャがゲインと露出の設定を制御して、画像を最適に読み取れるようにしま

す。
• Disabled（無効）-   ゲインと露出の設定を⼿動で調整する必要があります。

注 :  「画像読み取りの⾃動露出」の無効化は、難しい画像読み取りの状況にある上級ユーザー
のみにお勧めします。

*画像読み取りの⾃動露出を有効にする（1）

画像読み取りの⾃動露出を無効にする（0）

固定露出
Parameter # 567 (SSI # F4h F1h 37h)  (パラメータ番号567（SSI番号F4h F1h  37h）)
このパラメータは、スナップショットモードとビデオモードの⼿動モードで使⽤される露出を設定しま
す。各整数値は8.5マイクロ秒の露出を表します。デフォルト値は10msで、100マイクロ秒の露出設定に
なります。
タイプ：ワード
範囲：5〜30,000

固定露出（4桁）

アナログゲイン
Parameter # 1232 (SSI # F4h D0h)  (パラメータ番号1232（SSI番号F4h  D0h）)
「⾃動露出の読み取り」または「画像読み取りの⾃動露出」を無効にすると、スキャンエンジンのアナ
ログゲインを変更できます。

アナログゲイン  x  1（0）

*アナログゲイン  x  2（1）
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アナログゲイン  x  4（2）

アナログゲイン  x  8（3）

スナップショットモードのゲイン/露出優先度
Parameter # 562 (SSI # F1h 32h)  (パラメータ番号562（SSI番号F1h  32h）)
このパラメータでは、⾃動露出モードのスナップショットモードで画像を取得する際に、イメージャの
ゲインと露出の優先度を変更します。
• Low Exposure  Priority（低露出優先）-   イメージャは、露出よりも⾼ゲインを優先して画像を読み取

ります。これによって、画像はモーションブラーの影響を受けにくくなりますが、ノイズが発⽣しや
すくなります。これは、ノイズレベルが許容されるほとんどのアプリケーションに適しています。

• Low Gain  Priority（低ゲイン優先）-   イメージャは、⾼ゲインよりも⻑時間の露出を優先して画像を
読み取ります。これによって、画像のノイズが少なくなり、画質強化（シャープニング）などの後処
理でアーチファクトが軽減されます。このモードは、取得した画像がモーションブラーの影響を受け
やすくなるため、固定取り付けや固定オブジェクトの画像読み取りで推奨されます。

• Autodetect（⾃動検出）-   イメージャは、スナップショットモードの「ゲイン優先」または「低露出
優先」モードを⾃動的に選択します。イメージャで磁気読み取りスイッチ対応スタンドを使⽤してい
る場合（または、点滅モードに設定されている場合）、「低ゲイン優先」モードが使⽤されます。そ
れ以外の場合は、「低露出優先」モードが使⽤されます。

低ゲイン優先（0）

低露出優先（1）

*⾃動検出（2）

スナップショットモードのタイムアウト
Parameter # 323 (SSI # F0h 43h)  (パラメータ番号323（SSI番号F0h  43h）)
このパラメータは、スナップショットモードを維持する時間を設定します。
• スナップショットモードのタイムアウトを設定する-   このパラメータをスキャンしてから、数値バー

コードからバーコードをスキャンします。値は30ずつ増加します。たとえば、1  = 60秒、2  = 90秒、
となります。
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• 30秒  -  タイムアウトを30秒にリセットします。
• タイムアウトなし-   読み取りセッションを開始するまで、イメージャはスナップショットモードのま

まになります。

スナップショットモード
のタイムアウトを設定する

*30秒

タイムアウトなし

スナップショット照準パターン
Parameter # 300 (SSI # F0h 2Ch)  (パラメータ番号300（SSI番号F0h  2Ch）)
このパラメータは、スナップショットモードのときに照準パターンを投影するかどうかを決定します。
• Enabled（有効）-   照準⽬的で照準パターンを投影して画像をフレーム化します。これは読み込まれ

た画像には表⽰されません。
• Disabled（無効）-   照準⽬的で照準パターンを投影して画像をフレーム化しません。

*スナップショット照準パ
ターンを有効にする（1）

スナップショット照準パ
ターンを無効にする（0）

動作モードの変更をサイレントにする
Parameter # 1293 (SSI # F8h 05h 0Dh)  (パラメータ番号1293（SSI番号F8h 05h  0Dh）)
このパラメータはでは、動作モードの切り替え時（読み取りモードからスナップショットモードなど）
にビープ⾳を鳴らさないようにします。
• Enabled（有効）-   動作モードを切り替えるときにビープ⾳が鳴りません。
• Disabled（無効）-   動作モードを切り替えるときにビープ⾳が鳴ります。
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動作モードの変更をサイレ
ントにする（有効）（1）

*動作モードの変更をサイレ
ントにしない（無効）（0）

画像トリミング
Parameter # 301 (SSI # F0h 2Dh)  (パラメータ番号301（SSI番号F0h  2Dh）)
このパラメータは、読み取られた画像を、「ピクセルアドレスにトリミング」で設定されたピクセルア
ドレスにトリミングします。
• Enabled（有効）-   読み取られた画像をトリミングします。
• Disabled（無効）-   読み取られた画像をトリミングしません。

画像トリミングを有効にする（1）

*画像トリミングを無効にする（フル
1600 x 1200 ピクセルを使⽤）（0）

ピクセルアドレスにトリミング
Parameter # 315 (SSI # F4h F0h 3Bh)  (パラメータ番号315（SSI番号F4h F0h  3Bh）)（上）
Parameter # 316 (SSI # F4h F0h 3Ch)  (パラメータ番号316（SSI番号F4h F0h  3Ch）)（左）
Parameter # 317 (SSI # F4h F0h 3Dh)  (パラメータ番号317（SSI番号F4h F0h  3Dh）)（下）
Parameter # 318 (SSI # F4h F0h 3Eh)  (パラメータ番号318（SSI番号F4h F0h  3Eh）)（右）
画像のトリミングが有効になっている場合は、このパラメータを使⽤してピクセルアドレスを設定しま
す。
ピクセルアドレスの値の範囲は（0,0）〜1599 x 1199です。
• 上ピクセルアドレス  -  画像トリミングを開始する上ピクセルアドレスの値。
• 左ピクセルアドレス  -  画像トリミングを開始する左ピクセルアドレスの値。
• 右ピクセルアドレス  -  画像トリミングを終了する右ピクセルアドレスの値。
• 下ピクセルアドレス  -  画像トリミングを終了する下ピクセルアドレスの値。
列の番号は0〜1599、⾏の番号は0〜1199です。上、左、下、右の4つの値を指定します。上と下は⾏ピ
クセルアドレスに対応し、左と右は列ピクセルアドレスに対応します。
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注 :  イメージャは、4ピクセルのトリミング解像度を使⽤します。トリミング領域を4ピクセル
未満に設定すると（解像度調整後、画像サイズを参照）、画像全体が転送されます。

上ピクセルアドレス（0〜1199、10   進数）

左ピクセルアドレス（0〜1599、10   進数）

下ピクセルアドレス（0〜1199、10進数）

右ピクセルアドレス（0〜1599、10   進数）

画像サイズ（ピクセル数）
Parameter # 302 (SSI # F0h 2Eh)  (パラメータ番号302（SSI番号F0h  2Eh）)
このオプションでは、圧縮前の画像解像度を変更します。複数のピクセルが1つのピクセルに結合され、
解像度を下げた元のコンテンツを含む⼩さい画像となります。
解像度値を選択して、画像サイズを⽣成します。

解像度値 ⾮トリミング画像サイズ
フル 1600 x 1200

1/2 800 x 600

1/4 400 x 300

表  20     画像サイズ

*フル解像度（0）

1/2解像度（1）

1/4解像度（3）
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画像の明るさ（ターゲットホワイト）
Parameter # 390 (SSI # F0h 86h)  (パラメータ番号390（SSI番号F0h  86h）)
このパラメータは、⾃動露出を使⽤するときに、スナップショットおよびビデオビューファインダ   モー
ドで使⽤されるターゲット   ホワイト値を設定します。
タイプ：バイト
範囲：
• 画像の明るさ（3桁）-   画像輝度の値を表します。
• 180 -  画像のホワイトレベルを〜180に設定します。

注 :  ⽩と黒は、最⼤値の10進数と1でそれぞれ定義されます。

*180

画像の明るさ（3桁）

JPEG画像オプション
Parameter # 299 (SSI # F0h 2Bh)  (パラメータ番号299（SSI番号F0h  2Bh）)
このパラメータは、JPEG画像の品質またはサイズを変更します。
• JPEG Quality Selector (JPEG画質セレクタ) - JPEG画質値パラメータで画質値を⼊⼒すると、イメージャは

対応する画質を選択します。
• JPEG Size Selector (JPEGサイズセレクタ) - JPEGサイズ値パラメータでサイズ値を⼊⼒すると、イメー

ジャは対応する画像サイズを選択します。

*JPEG画質セレクタ（1）

JPEGサイズセレクタ（0）

JPEG画質値
Parameter # 305 (SSI # F0h 31h)  (パラメータ番号305（SSI番号F0h  31h）)
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このパラメータは、JPEGの品質を調整します。

注 :  JPEG画像オプションとしてJPEG Quality Selector (JPEG品質セレクタ)を選択した場合は、この
パラメータを使⽤します。

JPEG品質値（デフォルト：065）（5〜100の10

進数）

JPEG  サイズ値
Parameter # 561 (SSI # F1h 31h)  (パラメータ番号561（SSI番号F1h  31h）)
タイプ：ワード
範囲：5〜350

デフォルト：
JPEG Size Selector (JPEGサイズセレクタ)を選択した場合は、JPEG Size Value (JPEG Size Value)を使⽤してJPEGサイ
ズを設定します。

注意 :  JPEG圧縮には、ターゲット画像の情報量に従って10〜15秒ほどかかることがありま
す。JPEG品質セレクタを選択した場合は、⼀定の品質と圧縮時間で圧縮画像が作成されま
す。

JPEGサイズ値（デフォルト：160）（3桁）

画像強化
Parameter # 564 (SSI # F1h 34h)  (パラメータ番号564（SSI番号F1h  34h）)
このパラメータでは、エッジシャープニングとコントラスト強化の組み合わせを使⽤し、視覚的に満⾜
のいく画像に仕上げます。
画像強化のレベルは次のとおりです。
• オフ（0）
• 低（1）
• 中（2）
• ⾼（3）

オフ（0）

158



画像読み取り設定

低（1）

中（2）

⾼（3）

画像ファイル形式の選択
Parameter # 304 (SSI # F0h 30h)  (パラメータ番号304（SSI番号F0h  30h）)
このパラメータは、システムに適した画像形式を選択します：BMP、TIFF、および   JPEG。読み取られた
画像が選択された形式で保存されます。

BMPファイル形式（3）

*JPEGファイル形式（1）

TIFFファイル形式（4）

画像の回転
Parameter # 665 (SSI # F1h 99h)  (パラメータ番号665 （SSI番号F1h  99h）)
このパラメータを使⽤して、画像を90度の増分で（0、90、180、または270）回転します。

*0°回転（0）
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90°回転（1）

180°回転（2）

270°回転（3）

ピクセルあたりのビット数
Parameter # 303 (SSI # F0h 2Fh)  (パラメータ番号303（SSI番号F0h  2Fh）)
このパラメータを使⽤して、画像の読み取り時に使⽤するピクセルあたりのビット数（BPP）の値を指
定します。
• 1 BPP -  ⽩黒画像⽤です。
• 4 BPP -  各ピクセルに1〜16のグレーレベルを割り当てます。
• 8 BPP -  各ピクセルに1〜256のグレーレベルを割り当てます。

注 :  イメージャは、8  BPPのみをサポートするJPEGファイル形式では、これらの設定を無視し
ます。TIFFファイル形式では、「4   BPP」と「8   BPP」のみがサポートされます。TIFFに1 BPP (1 
BPP)を選択した場合は、4  BPPオプションが適⽤されます。

1BPP（0）

4BPP（1）

*8BPP（2）

署名読み取り
Parameter # 93 (SSI # 5Dh)  (パラメータ番号93（SSI番号5Dh）)
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署名読み取りは、⽂書の署名読み取り領域の輪郭を機械で読み取り可能な形式で⽰す専⽤のコード/記号
です。

出⼒ファイル形式
• Enabled（有効）-   署名の読み取りが可能です。
• Disabled（無効）-   署名の読み取りは使⽤できません。
さまざまな認識パターンがあり、オプションで各種の署名を⽰すことができます。バーコードパターン
内の領域は、署名読み取り領域と⾒なされます。詳細については、署名読み取りコードを参照してくだ
さい。
署名読み取りバーコードを読み取ると、署名画像の傾きが修正されて、BMP、JPEG、またはTIFFファイ
ル形式に変換されます。出⼒データには、ファイル記述⼦に続けて、フォーマットされた署名画像が含
まれます。

ファイル記述⼦
出⼒フォーマッ
ト（1バイト）

署名タイプ（1バイト） 署名画像サイズ（4
バイト）（ビッ

グエンディアン）

署名画像

JPEG - 1

BMP - 3

TIFF - 4

1-8 0x00000400 0x00010203…

表  21     出⼒ファイル形式

署名読み取りを有効にする（1）

*署名読み取りを無効にする（0）

署名読み取りファイル形式の選択
Parameter # 313 (SSI # F0h 39h)  (パラメータ番号313（SSI番号F0h  39h）)
このパラメータでは、署名画像の傾きを修正し、画像をBMP、JPEG、TIFFファイル形式に変換します。
システムに適した画像形式（BMP、TIFF、またはJPEG）を選択します。イメージャは、読み取った署名
を選択した形式で保存します。

BMP署名形式（3）
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*JPEG署名形式（1）

TIFF署名形式（4）

署名読み取りのピクセルあたりのビット数
Parameter # 314 (SSI # F0h 3Ah)  (パラメータ番号314（SSI番号F0h  3Ah）)
このパラメータでは、署名をキャプチャするときにピクセルあたりのビット数（BPP）を調整できま
す。
署名の読み取りに使⽤するピクセルあたりのビット数（BPP）を選択します。
• 1 BPP -  ⽩黒画像⽤です。
• 4 BPP -  各ピクセルに1〜16のグレーレベルを割り当てます。
• 8 BPP -  各ピクセルに1〜256のグレーレベルを割り当てます。

注 :  イメージャは、8  BPPのみをサポートするJPEGファイル形式では、これらの設定を無視し
ます。

1  BPP（0）

4  BPP（1）

*8  BPP（2）

署名読み取りの幅
Parameter # 366 (SSI # F4h F0h 6Eh)  (パラメータ番号366（SSI番号F4h F0h  6Eh）)
このパラメータは、署名読み取りボックスの幅を調整します。

注 :  署名読み取りの幅と署名読み取りの⾼さのアスペクト⽐パラメータは、署名読み取り領域
のものと⼀致している必要があります。たとえば、4  x 1インチ（10  x  2.5cm）の署名読み取り
領域に対しては、幅対⾼さのアスペクト⽐が4対1になっている必要があります。
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署名読み取り幅（デフォルト：400）（1600）

署名読み取りの⾼さ
Parameter # 367 (SSI # F4h F0h 6Fh)  (パラメータ番号367（SSI番号F4h F0h  6Fh）)
このパラメータは、署名読み取りボックスの⾼さを調整します。

署名読み取りの⾼さ（デフォルト：100）
（1200）

署名読み取りのJPEG画質
Parameter # 421 (SSI # F0h A5h)  (パラメータ番号421（SSI番号F0h  A5h）)
このパラメータは、JPEG形式での署名読み取りの画質を調整します。
「JPEG   画質値」をスキャンしてから、数値バーコードから005〜100の値に対応する3つのバーコード
をスキャンします。ここで、100は最⾼画質を表します。

JPEG品質値（デフォルト：065）（5〜100の10

進数）

カメラボタン
Parameter # 1716 (SSI # F8h 06h B4h)  (パラメータ番号1716（SSI番号F8h 06h  B4h）)
このパラメータを使⽤すると、プログラム可能なボタンをカメラボタンとして使⽤して画像を読み取る
ことができます。
• 無効  -  カメラボタンは無効であり、使⽤できません。
• 有効  -  カメラボタンは有効であり、読み取りセンサー⽤に設定されています。

注 :  このパラメータは、スキャナがイメージングモードのUSB SNAPIの場合にのみ有効です
（USBデバイスタイプ を参照）。
カメラボタンを有効にすると、プログラム可能ボタンを押すと、次のシーケンスが実⾏されます。

注 :  プログラム可能ボタンを1秒ほど⻑押しするか、2回短く押します。

1. スキャナがスナップショットモードになります。
• スキャナのLEDが1秒間隔で緑⾊で点滅します。

163



画像読み取り設定

2. スキャナは、2秒以上点灯状態になります。
3. 画像はカメラで読み込まれます。
4. スキャナが読み取りモードに戻ります。

*カメラボタンを無効にする（0）

カメラボタンを有効にする（1）

カメラボタン遅延
Parameter # 1717 (SSI # F8h 06h B5h)  (パラメータ番号1717（SSI番号F8h 06h  B5h）)
このパラメータは、カメラボタンを押して画像を読み取るまでの時間遅延を制御します。このパラメー
タは、プレゼンテーションモードにのみ適⽤されます。
この遅延により、ユーザーは、画像の読み取りに適切な位置にアイテムを配置できます。時間は100ミリ
秒（ms）単位で測定されます。
デフォルト値：20（2秒）
範囲：0〜255ms

カメラシャッター遅延

ビデオビューファインダ
Parameter # 324 (SSI # F0h 44h)  (パラメータ番号324（SSI番号F0h  44h）)
このパラメータは、スナップショットモード中にビデオビューファインダを投影します。
• Enabled（有効）-   ビデオビューファインダを投影します。
• Disabled（無効）-   ビデオビューファインダを投影しません。

ビデオビューファインダを有効にする（1）

*ビデオビューファインダを無効にする（0）
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画像読み取り設定

ビデオビューファインダの画像サイズ
Parameter # 329 (SSI # F0h 49h)  (パラメータ番号329（SSI番号F0h  49h）)
このパラメータは、ビデオビューファインダーの画像サイズを100バイトブロック単位で調整します。

注 :  値範囲は800〜12,000バイトです。⼩さな値では、1秒あたりに転送されるフレームは増え
ますが、⼤きな値では、ビデオの品質は向上します。

ビデオビューファインダの画像サイズ
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USB  インタフェース

このセクションでは、USBホストでスキャナをセットアップする⽅法について説明します。スキャナ
は、USBホストに直接接続するか、⾃⼰給電式のUSBハブに接続して、そこから給電されます。
このスキャナは、「USBパラメータのデフォルト」に⽰す設定で出荷されています。デフォルト値が要
件を満たす場合、プログラミングの必要はありません。

USB  インタフェース接続
スキャナをホストコンピュータに直接接続します。
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図  11     USB  接続

注 :  USBを接続するときは、シールド付きコネクタケーブル（CBA-U21-S072ARなど）を使⽤
します。ケーブルの詳細については、『ソリューションパスウェイ』を参照してください。
スキャナは、次のようなUSB対応ホストに接続します。
• TGIS（IBM）端末
• Apple™デスクトップおよびノートブック
• 複数のキーボードをサポートするその他のネットワークコンピュータ
USB接続のスキャナをサポートするオペレーティング   システムは、次のとおりです。
• Windows®  XP、7、8、10、11
• MacOS 8.5〜MacOS 10.6

• TGCS（IBM）4690/TCx Sky OS

スキャナは、USBヒューマンインタフェースデバイス（HID）をサポートする他のUSBホストにも接続で
きます。
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USBインタフェースの接続
USBインタフェースケーブルでデバイスを接続できます。

注 :  必要なインタフェースケーブルは、構成に応じて異なります。⽰されているコネクタはサ
ンプルです。コネクタはサンプルと異なる場合がありますが、スキャナの接続⼿順は同じで
す。
1. USBインタフェースケーブルのモジュラコネクタを、スキャナのケーブルインタフェースポートに接

続します。
2. シリーズAコネクタをUSBホストまたはハブに差し込むか、Plus  PowerコネクタをIBM Sure POS端末

の利⽤可能なポートに差し込みます。
3. 必要に応じて、インタフェースケーブルの電源ポートとACコンセントの間に電源を接続します。
4. スキャナはホストを⾃動的に検出して、デフォルトのUSBデバイスタイプを使⽤します。デフォルト

（*）が要件を満たさない場合は、USBデバイスタイプから適切なバーコードをスキャンして、別の
USBデバイスタイプを選択します。

5. Windows環境に初めてインストールする場合は、ヒューマンインタフェース   デバイスドライバを選
択またはインストールするよう、ソフトウェアから求められることがあります。Windowsが提供する
このドライバをインストールするには、すべての画⾯で[次へ]をクリックし、最後に[完了]をクリック
します。このインストール中にスキャナの電源が⼊ります。

6. 他のパラメータオプションを変更するには、このセクションに掲載された該当するバーコードをス
キャンします。

システムに問題が発⽣した場合は、トラブルシューティングを参照してください。

USB  パラメータのデフォルト値
次の表に、USBホストパラメータのデフォルト値を⽰します。デフォルト値は、次の2つの⽅法のいずれ
かで変更できます。
• このセクションの該当するバーコードをスキャンします。メモリ内にある標準のデフォルト値は、

スキャンした新しい値で置き換えられます。デフォルトのパラメータ値を再び呼び出す⼿順について
は、「デフォルトパラメータ」を参照してください。

• 123Scanの設定プログラムを使⽤して、スキャナを設定します。「123Scanとソフトウェアツール」
を参照してください。

パラメータ デフォルト
USBホストパラメータ
USBデバイスタイプ USB HIDキーボード
USB CDCホストバリアント 標準
<BEL>によるCDCビープ⾳ 有効
4960フラッシュアップデート 有効
Symbol Native  API（SNAPI）ステータスハンドシェイク 有効
USBキーストローク遅延 遅延なし

表  22     USB  インタフェースパラメータのデフォルト
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パラメータ デフォルト
USB Caps Lockオーバーライド Caps Lockキーをオーバーライ

ドしない（無効）
不明な⽂字を含むバーコード 不明な⽂字を含むバーコードを

送信する
USB不明バーコードをCode 39に変換 無効
USB⾼速HID 有効
USBポーリング間隔 3ミリ秒
キーパッドのエミュレート 有効
クイックキーパッドエミュレーション 有効
先⾏ゼロによるキーパッドエミュレーション 有効
USBキーボードのFN1置換 無効
ファンクションキーのマッピング 無効
Caps Lockのシミュレート 無効
USB静的CDC 有効
TGCS（IBM）USBダイレクトI/Oビープ⾳ 従う
TGCS（IBM）USBビープ指⽰ 無視
TGCS (IBM) USBバーコード設定指⽰ 無視
TGCS（IBM）USB仕様バージョン バージョン2.2

プロダクトID（PID）タイプ ホストタイプ固有
プロダクトID（PID）値 なし
ECLevel なし

表  22     USB  インタフェースパラメータのデフォルト (Continued)

USBホストパラメータ
バーコードをスキャンしてUSBホストパラメータを設定します。

USB  インタフェース

このセクションでは、USBホストでスキャナをセットアップする⽅法について説明します。スキャナ
は、USBホストに直接接続するか、⾃⼰給電式のUSBハブに接続して、そこから給電されます。
このスキャナは、「USBパラメータのデフォルト」に⽰す設定で出荷されています。デフォルト値が要
件を満たす場合、プログラミングの必要はありません。

不明な⽂字を含むバーコード

このパラメータは、不明な⽂字を含むバーコードの処理⽅法を決定します。不明な⽂字とは、ホストが
認識できない⽂字です。
• 不明な⽂字を含むバーコードを送信する-   不明な⽂字を除いたすべてのバーコードデータを送信しま

す。エラーを⽰すビープ⾳は鳴りません。
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• 不明な⽂字を含むバーコードを送信しない-   最初の不明な⽂字までバーコードデータを送信します。
エラーを⽰すビープ⾳が鳴ります。

*不明な⽂字を含むバーコードを送信する

不明な⽂字を含むバーコードを送信しない

USBデバイスタイプ

このパラメータは、スキャナが通信するUSBデバイスのタイプを定義します。
• USBデバイスタイプを変更すると、スキャナがリセットされ、標準の起動ビープ⾳シーケンスが鳴り

ます。
• 2台のスキャナをホストに接続する場合、IBMでは同じデバイスタイプを選択できません。2台のス

キャナが必要な場合は、1台は[IBM Table-top USB]（IBMテーブルトップUSB）、もう1台は[IBM 
Hand-held USB]（IBMハンドヘルドUSB）を選択してください。

• IBMのレジスタが「スキャン無効化」コマンドを発⾏するときに、照準、照明、読み取り、データ送
信も含めてスキャナを完全にオフにするには、[OPOS（完全無効対応のIBMハンドヘルド）]   を選択
します。

• [USB CDC Host]（USB  CDCホスト）を選択する前に、ホストOSにUSB CDCドライバがインストー
ルされていることを確認してください。参考までに、Windows  11にはネイティブ（内蔵）USB  CDC

ドライバが含まれています。USB  CDCモードでスキャナの停⽌（⾮機能）を回復するには、次の⼿
順に従います。
• USB CDCドライバをインストールします

• Windows 11デバイスで実⾏されているMicrosoftのユニバーサルWindowsプラットフォーム（UWP）
アプリケーションとUSBケーブル経由で通信する場合は、「USB  HID  POS」を選択します。

*USB HIDキーボード

IBMテーブルトップUSB

IBMハンドヘルドUSB

OPOS（完全無効対応のIBMハンドヘルド）
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USB CDCホスト

USB CDC経由のSSI

Symbol Native  API（SNAPI）イメージングインタ
フェースあり

Symbol Native  API（SNAPI）イメージングインタ
フェースなし

USB HID  POS（Windows  10デバイス専⽤）

USB CDCホストバリアント
Parameter # 1713 (パラメータ番号1713 )

USBデバイスタイプがUSB CDCホストに設定されている場合、「CDCホストバリアント」で使⽤する
CDCバリアントのタイプを選択します。デフォルトのUSB CDCホストバリアントは、標準CDCホスト
モードです。

*標準USB  CDC（0）

SITA USB  CDC（1）

NCR USB  CDC（9）
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NCR USB CDC  Datalogic（10）

プロダクトID（PID）タイプ
Parameter # 1281 (SSI # F8h 05h 01h)  (パラメータ番号1281（SSI番号F8h 05h  01h）)
このパラメータは、USB列挙で報告されたPID値を定義します。

*ホストタイプユニーク（0）

製品ユニーク（1）

IBMユニーク（2）

プロダクトID（PID）値
Parameter # 1725 (SSI # F8h 06h BDh)  (パラメータ番号1725（SSI番号F8h 06h  BDh）)
このパラメータは、プロダクトID（PID）値を設定します。

注 :  このパラメータは、Toshiba  Global Commerce  Solutions（TGCS）のUSB OEM POSデバ
イスインタフェースでファームウェアフラッシュの更新を使⽤しているお客様に適⽤されま
す。

PID値の設定

ECLevel

Parameter # 1710 (SSI # F8h 06h AEh)  (パラメータ番号1710（SSI番号F8h 06h  AEh）)
このパラメータはECLevelを設定します。

注 :  このパラメータは、Toshiba  Global Commerce  Solutions（TGCS）のUSB OEM POSデバ
イスインタフェースでファームウェアフラッシュの更新を使⽤しているお客様に適⽤されま
す。これにより、ECLevel値を定義して、4690オペレーティングシステムでフラッシュの更新
操作を管理および制御できるようになります。
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詳細については、Zebraサポート（zebra.com/support）にお問い合わせください。
ECLevelの値を設定するには、Set ECLevel (ECLevel  の設定)をスキャンしてから、数値バーコードで、⽬的の
レベルに該当する5つの数値バーコードをスキャンします。1桁の数字の場合は、先頭にゼロを⼊⼒しま
す。間違いを訂正したり、選択した設定を変更したりする場合は、「キャンセル」をスキャンします。

ECLevelの設定

TGCS (IBM) USBビープ指⽰

ホストは、ビープ⾳設定の要求をスキャナに送信できます。ホストからのこの要求をスキャナが処理し
ないようにするには、「ビープ指⽰を無視する」をスキャンします。すべての指⽰は、処理済みのよう
にUSBホストに通知されます。

ビープ指⽰に従う

*  ビープ指⽰を無視する

TGCS (IBM) USBバーコード設定指⽰

ホストはコードタイプを有効および無効にできます。ホストからのこの要求をスキャナが処理しないよ
うにするには、「バーコード設定指⽰を無視する」をスキャンします。すべての指⽰は、処理済みのよ
うにUSBホストに通知されます。

バーコード設定指⽰に従う

*バーコード設定指⽰を無視する

TGCS (IBM) USBダイレクトI/Oビープ⾳
Parameter # 1360 (パラメータ番号1360)
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ホストは、ダイレクトI/Oビープ⾳リクエストをスキャナに送信できます。「ダイレクトI/Oビープ⾳を
無視する」を選択すると、スキャナは、このコマンドを受信した時にビープ⾳を鳴らしません。すべて
の指⽰は、処理済みのようにUSBホストに通知されます。

* I/Oビープ⾳を受け⼊れる

ダイレクトI/Oビープ⾳を無視する

USB  不明バーコードをCode 39に変換

このオプションはIBMハンドヘルド、IBMテーブルトップ、OPOSデバイス専⽤です。オプションを選択
して、不明なバーコードタイプデータのCode 39への変換を有効または無効にします。

不明バーコードをCode 39に変換する

*不明バーコードをCode 39に変換しない

TGCS (IBM) USB仕様バージョン
Parameter # 45026 (パラメータ番号45026 )

コードタイプを不明として指定する、または適切なIBM識別⼦を使⽤してコードタイプを指定すること
ができます。
以下のコードタイプを不明なデータとして送信する場合は、[IBM Specification Level (Original)]（IBM仕
様レベル（オリジナル））を選択します。
• Data Matrix

• GS1 Data Matrix

• QR Code

• GS1 QR

• MicroQR Code
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• Aztec

適切なIBMのIDを使⽤してコードタイプを送信するには、[IBM Specification Level Version 2.2]（IBM仕
様レベルバージョン2.2）を選択します。

IBM仕様レベル（オリジナル）

*IBM仕様レベルバージョン2.2以降

USBキーストローク遅延

このパラメータは、エミュレートされたキーストローク間の遅延をミリ秒単位で設定します。低速デー
タ転送が必要なホストには⻑い遅延を選択します。

*遅延なし

中程度の遅延（20ミリ秒）

⻑い遅延（40ミリ秒）

USB Caps Lockオーバーライド

このオプションは、USB  HIDキーボードデバイスのみに適⽤されます。「Caps  Lockキーをオーバーラ
イドする」を選択すると、Caps  Lockキーの状態に関係なく、データの⼤⽂字/⼩⽂字が保持されます。
キーボードタイプが⽇本語版Windows（ASCII）の場合、この設定は常に有効で、無効にすることはでき
ません。
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Caps Lockキーをオーバーライドする（有効）

*Caps Lockキーをオーバーライドしない（無効）

先⾏ゼロによるキーパッドエミュレーション
[Enable Keypad Emulation with Leading Zero]（先⾏ゼロによるキーパッドエミュレーションを有効にす
る）を選択すると、数字キーパッド経由で送信されるキャラクタシーケンスは、先⾏ゼロ付きのISO⽂
字として送信されます。たとえば、ASCII⽂字Aは、"ALT  MAKE" 0 0 6 5 "ALT BREAK"  として送信されま
す。

注 :  このパラメータは、キーパッドのエミュレートが有効になっている場合にのみ適⽤されま
す。

*先⾏ゼロによるキーパッドエミュレーションを有
効にする

先⾏ゼロによるキーパッドエミュレーションを無
効にする

USBキーボードのFN1置換

このオプションは、USB  HIDキーボードデバイスにCode 128およびISBT 128を適⽤します。「USBキー
ボードのFN1置換を有効にする」をスキャンすると、GS1  128バーコードのFN1⽂字がユーザー選択の
キーカテゴリおよび値で置換されます。
キーカテゴリとキー値の設定については、「FN1置換値」を参照してください。
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USBキーボードのFN1置換を有効にする

*USBキーボードのFN1置換を無効にする

USBファンクションキーのマッピング
32未満のASCII値は通常、コントロールキーシーケンスとして送信されます。標準的なキーマッピング
の代わりに太字のキーを送信するには、Enable Function Key Mapping  (ファンクションキーのマッピングを有効
にする)を選択します。表内に太字のエントリがない⼊⼒は、このパラメータの有効/無効に影響されませ
ん。

注 :  ASCII⽂字セットの情報については、「ASCII⽂字セット」を参照してください。

ファンクションキーのマッピングを有効にする

*ファンクションキーのマッピングを無効にする

USBのポーリング間隔

このパラメータは、スキャナとホストコンピュータの間でデータが送信される速度（ポーリング間隔）
を定義します。数値が⼩さいほど、より⾼速なデータ転送速度を⽰しています。

注 :  USBのポーリング間隔を変更すると、スキャナは再起動され、電源投⼊ビープ⾳シーケン
スが鳴ります。

重要 :  ホストが選択されたデータ速度をサポートすることを確認してください。

1ミリ秒
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2ミリ秒

*3ミリ秒

4ミリ秒

5ミリ秒

6ミリ秒

7ミリ秒

8ミリ秒
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9ミリ秒

10ミリ秒

キーパッドエミュレーション
[Enable Keypad Emulation]（キーパッドエミュレーションを有効にする）を選択すると、すべての⽂
字は、数字キーパッドから⼊⼒するASCIIシーケンスとして送信されます。たとえば、ASCII⽂字のA

は、ALT make 0 6 5 ALT Breakとして送信されます。

注 :  お使いのキーボードの種類が国コード⼀覧にない場合は（「国コード」を参照）、クイッ
クキーパッドエミュレーションを無効にし、キーパッドエミュレーションを有効にします。

*キーパッドエミュレーションを有効にする

キーパッドエミュレーションを無効にする

USBクイックキーパッドエミュレーション

「クイックキーパッドエミュレーションを有効にする」を使⽤すると、キーボードにないASCII⽂字につ
いてのみASCIIシーケンスを送信する数字キーパッドを使⽤して、エミュレーションを迅速に実現できま
す。

注 :  クイックキーパッドエミュレーションは、キーパッドエミュレーションが有効な場合にの
みUSB HIDキーボードデバイスに適⽤されます。

*クイックキーパッドエミュレーションを有効にす
る
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クイックキーパッドエミュレーションを無効にす
る

USB⾼速HID

USB HIDデータを⾼速で転送するには、[USB⾼速HIDを有効にする]を選択します。

注 :  転送に問題がある場合は、このオプションを無効にします。

*USB⾼速HIDを有効にする

USB⾼速HIDを無効にする

Symbol Native  API（SNAPI）ステータスハンドシェイク
USBデバイスタイプとしてSNAPIインタフェースを選択した後、ステータスハンドシェイクを有効また
は無効にするオプションを選択します。

*SNAPIステータスハンドシェイクを有効にする

*SNAPIステータスハンドシェイクを無効にする

180



USB  インタフェース

USB静的CDC

Parameter # 670 (パラメータ番号670)

同じCOMポートまたは別のCOMポートにデバイスを接続できます。
無効になっている場合、接続された各デバイスは別のCOMポートを使⽤します（例：1番⽬のデバイス＝ 
COM1、2番⽬のデバイス＝   COM2、3番⽬のデバイス＝  COM3など）。
有効になっている場合、各デバイスは同じCOMポートに接続します。

*USB静的CDCを有効にする（1）

USB静的CDCを無効にする（0）

USB ASCII⽂字セット
以下の情報については、『ASCII⽂字セット』を参照してください。
• ASCII⽂字セット
• ALTキー⽂字セット
• GUIキー⽂字セット
• Fキー⽂字セット
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SSI  インタフェース

本セクションでは、シンプルシリアルインタフェース（SSI）のシステム要件について説明します。SSI
は、Zebraデコーダ（たとえば、スキャンエンジン、スロットスキャナ、ハンドヘルドスキャナ、2次元
スキャナ、ハンズフリースキャナ、RF基地局など）とシリアルホストの間で通信リンクを確⽴します。
また、ホストがデコーダまたはスキャナを制御する⼿段を提供します。

通信
スキャナとホストの間のすべての通信は、SSIプロトコルを使⽤してハードウェアインタフェースライ
ン経由で実⾏されます。SSIに関する詳細については、『Simple  Serial Interface Programmer's  Guide』
（p/n 72E-40451-xx）を参照してください。
ホストとスキャナはメッセージをパケットで交換します。パケットとは、適切なSSIプロトコルフォー
マットバイトでフレーム化されたバイトの集まりです。任意のトランザクションに対してSSIプロトコル
で許可されている各パケットの最⼤バイト数は、257（255バイト  + 2バイトのチェックサム）です。
スキャナは設定に応じて、読み取りデータをASCIIデータ（⾮パケット化）で送信するか、より⼤きい
メッセージ（パケット化）の⼀部として送信します。
SSIはホストデバイスのために、以下の機能を実⾏します。
• スキャナとの双⽅向のインタフェースを維持する
• ホストがスキャナを制御するコマンドを送信できるようにする
• SSIパケットフォーマットまたは⽣の読み取りメッセージで、スキャナからホストデバイスにデータ

を渡す
SSIの環境は、スキャナ、ホストデバイスに接続されたシリアルケーブル、および電源（必要な場合）で
構成されます。
SSIは、特殊なフォーマット（AIM  IDなど）を含むすべての読み取りデータを送信します。パラメータ設
定を使⽤して、送信されるデータのフォーマットを制御できます。
スキャナは、パラメータ情報、製品の識別情報、またはイベントコードもホストに送信できます。
スキャナとホストの間で送信されるすべてのコマンドは、SSIメッセージフォーマットのセクションで説
明するフォーマットを使⽤する必要があります。SSIトランザクションでは、特定のケースで必要なメッ
セージのシーケンスについて説明します。

SSI  コマンド
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次の表に、スキャナがサポートするすべてのSSIオペコードを⽰します。ホストは、タイプHが指定され
たオペコードを送信します。スキャナ（デコーダ）はタイプDのオペコードを送信し、ホスト∕デコーダ
（H/D）タイプを送信します。

名前 タ
イプ

オペ
コード

説明

BEEP H 0xE6 ビープ⾳を鳴らします。
CAPABILITIES_REPLY D 0xD4 CAPABILITIES_REQUESTに対する応答。この応答には

デコーダがサポートする機能とコマンドのリストが含
まれます。

CAPABILITIES_REQUEST H 0xD3 サポートする機能のレポートをデコーダに要求しま
す。

CMD_ACK H/D 0xD0 受信したパケットの肯定確認応答。
CMD_NAK H/D 0xD1 受信したパケットの否定確認応答。
DECODE_DATA D 0xF3 SSIパケットフォーマットの読み取りデータ。
EVENT D 0xF6 関連付けられたイベントコードが⽰すイベント。
LED_OFF H 0xE8 LED出⼒を⾮アクティブ化します。
LED_ON H 0xE7 LED出⼒をアクティブ化します。
PARAM_DEFAULTS H 0xC8 パラメータのデフォルト値を設定します。
PARAM_REQUEST H 0xC7 特定パラメータの値を要求します。
PARAM_SEND H/D 0xC6 パラメータ値を送信します。
REPLY_REVISION D 0xA4 REQUEST_REVISIONへの応答。これにはデコーダの

ソフトウェア/ハードウェア構成が含まれます。
REQUEST_REVISION H 0xA3 デコーダの構成を要求します。
SCAN_DISABLE H 0xEA オペレータによるバーコードのスキャンを禁⽌しま

す。
SCAN_ENABLE H 0xE9 バーコードスキャンを許可します。
SLEEP H 0xEB デコーダに低電⼒モードへの移⾏を要求します。
START_DECODE H 0xE4 デコーダにバーコード読み取り試⾏を指⽰します。
STOP_DECODE H 0xE5 デコーダに読み取り試⾏の中⽌を指⽰します。
WAKEUP H N/A デコーダを低電⼒モードから復帰させます。

表  23     SSI  コマンド

SSIプロトコルの詳細については、『Simple  Serial Interface Programmer's  Guide』を参照してくださ
い。

SSI  トランザクション

⼀般的なデータトランザクション
このセクションでは、スキャナとホスト間の⼀般的なデータトランザクションについて説明します。
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ACK/NAKハンドシェイク
ACK/NAKハンドシェイク（デフォルト）を有効にすると、   パケット化されたメッセージに対し
て、CMD_ACKまたはCMD_NAKで応答する必要があります。ただし   コマンドの説明で応答が不要と明
記されていない場合に限ります。Zebraでは、   ホストにフィードバックを提供するために、このハンド
シェイクを有効のままにしておくことをお勧めします。⽣の読み取り   データとWAKEUPコマンドは、パ
ケット化データではないため、ACK/NAKハンドシェイクを   使⽤しません。
ACK/NAKハンドシェイクを無効にすると、次のような問題が発⽣する  ACK/NAK  ハンドシェイク：
• ボーレートを9600から19200に変更するために、ホストがPARAM_SENDメッセージをスキャナに

送信します。
• スキャナはメッセージを解釈できません。
• スキャナはホストから要求された変更を⾏いません。
• ホストはパラメータが変更されたと想定し、その想定に従って動作します。
• ⼀⽅が変更されなかったため、通信は失われます。
ACK/NAKハンドシェイクを有効にすると、次の処理が実⾏されます。
• ホストが  PARAM_SENDメッセージを送信します。
• スキャナはメッセージを解釈できません。
• スキャナはメッセージにCMD_NAKで応答します。
• ホストはメッセージを再送信します。
• スキャナは、メッセージを正常に受信してCMD_ACKで応答し、パラメータの変更を有効にします。

読み取りデータの転送
読み取りデータパケットフォーマットパラメータは、ホストに読み取りデータを送信する⽅法を制御し
ます。データをDECODE_DATAパケットで送信するには、このパラメータを設定します。データを⽣の
ASCIIデータとして送信するには、このパラメータをクリアします。

注 :  読み取りデータを⽣のASCIIデータとして送信する場合、ACK/NAKハンドシェイクパラ
メータの状態に関係なく、ACK/NAKハンドシェイクは適⽤されません。

ACK/NAKが有効でパケット化データの場合

スキャナは、読み取り成功後、DECODE_DATAメッセージを   送信します。スキャナは、プログラム可能
なタイムアウトが経過するまでCMD_ACK応答を   待ちます。応答を受信しない場合、ホスト転送エラー
が発⽣するまで、   スキャナははさらに2回送信を試⾏します。   スキャナがホストからCMD_NAKを受信
すると、  CMD_NAKメッセージの原因フィールドに応じて再試⾏する場合があります。

Decoder

Data  is 
cap tured  by 

de coder

Hos t

(1)

DECODE_DATA

(2)

CMD_ACK

mess age  sen t
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ACK/NAKが有効で⾮パケット化ASCIIデータの場合

ハンドシェイクはパケット化データにしか適⽤されないため、  ACK/NAKハンドシェイクが有効な場合
でも、ハンドシェイクは発⽣しません。この例では、  packeted_decodeパラメータは無効です。

Decoder

Data  is 
cap tured  by 

de coder

Hos tASCII data

ACK/NAKが無効でパケット化DECODE_DATAの場合

この例では、ACK/NAKハンドシェイクパラメータは無効なため、データがパケット化
（packeted_decode）された場合でも、  ACK/NAKは発⽣しません。

Decoder

Data  is 
cap tured  by 

de coder

Hos t
(1)

DECODE_DATA

mess age  sen t

ACK/NAKが無効で⾮パケット化ASCIIデータの場合

デコーダは、読み取ったデータをホストに送信します。

Decoder

Data  is 
cap tured  by 

de coder

Hos t(1)

ASCII data sent

通信の概要

RTS/CTS制御線
すべての通信はRTS/CTSハンドシェイクを使⽤する必要があります   （詳細は、『Simple  Serial 
Interface Programmer's  Guide』（p/n 72-40451-xx）を参照）。   ハードウェアハンドシェイクを使⽤し
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ない場合は、他のすべての通信の前に、ホストからWAKEUP  コマンドを送信する必要があります。そう
しないと、メッセージの最初のバイトが   スキャナのウェイクアップシーケンス中に失われることがあり
ます。Zebraでは、  RTS/CTSハードウェアハンドシェイクの使⽤を推奨しています。

ACK/NAKオプション
ACK/NAKハンドシェイクはデフォルトで有効です。   有効のままにすることをお勧めします。このオプ
ションを無効にすると通信に問題が発⽣する   ことがあります。なぜならハンドシェイクはメッセージが 
正しく受信されたかどうかを確認する唯⼀の⼿段だからです。ACK/NAKが有効かどうかに関係なく、こ
のオプションと⾮パケット化   デコードデータが⼀緒に使⽤されることはありません。

データのビット数
スキャナとのすべての通信には、8ビットのデータを使⽤する必要があります。

シリアル応答タイムアウト
ホストシリアルレスポンスタイムアウトパラメータで、再試⾏するまたは試⾏を中⽌するまでにハンド
シェイク応答を待つ時間を設定します。ホストとスキャナの両⽅で同じ値を設定します。

注 :  ホストがACKまたは⻑いデータ⽂字列の処理に時間がかかる場合は、ホストシリアルレス
ポンスタイムアウトを⼀時的に変更できます。不揮発性メモリの書き込みサイクルには制限が
あります。永続的な変更を頻繁に⾏うことはお勧めしません。

リトライ
スキャナがACKやNAK（ACK/NAKハンドシェイクが有効な場合）、または応答データ（たとえ
ば、PARAM_SENDやREPLY_REVISION）で応答しなかった場合、ホストは最初のデータ送信後、2回再送
信します。スキャナがNAK RESENDで応答した場合、ホストはデータを再送信します。再送信されたす
べてのメッセージのステータスバイトには、再送信ビットが設定されている必要があります。
ホストがACKやNAKで応答しなかった場合、スキャナは最初のデータ送信後、2回再送信します（ACK/
NAKハンドシェイクが有効な場合）。

ボーレート、ストップビット、パリティ、レスポンスタイムアウト、ACK/NAKハン
ドシェイク

PARAM_SENDを使⽤してこれらのシリアルパラメータを変更する場合は、  PARAM_SENDに対する
ACK応答は、これらのパラメータの以前の値を   使⽤します。新しい値は、次のトランザクションで有効
になります。

エラー
スキャナで通信エラーが発⽣すると、エラービープ⾳が鳴ります。
次の場合に、スキャナで通信エラーが発⽣します。
• スキャナが送信を試みた際に  CTS制御線がオンになり、後続の2回の各再試⾏でもオンのままの場合
• 最初の送信と2回の再送信の後、ACKまたはNAKを受信できない場合
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SSI  通信に関する注意事項
以下の、SSI通信のベストプラクティスに従ってください。
• ハードウェアハンドシェイクを使⽤しない場合は、各メッセージの間隔を⼗分に空けてください。ス

キャナが送信しているときは、ホストがスキャナと通信しないようにする必要があります。
• ハードウェアハンドシェイクを使⽤する場合は、各メッセージをハンドシェイク信号で適切にフレー

ム化してください。同じハンドシェイクフレーム内で、2つのコマンドを送信しないでください。
• PARAM_SENDメッセージには、永続的∕⼀時的なビットがあります。スキャナから電源を遮断する

と⼀時的な変更は破棄されます。永続的な変更は、不揮発性メモリに書き込まれます。ただし、変更
を頻繁に⾏うと、不揮発性メモリの寿命が短くなります。

SSIを使⽤した低電⼒モード移⾏時間の使⽤
低電⼒モード移⾏時間には、⼀般的な移⾏時間を選択するオプションがあります。より具体的な移⾏時
間をプログラムするには、次の値に従ってSSIコマンドを使⽤します。

値 タイム
アウト

値 タイム
アウト

値 タイム
アウト

値 タイム
アウト

0x00 15分 0x10 1秒 0x20 1分 0x30 1時間
0x01 30分 0x11 1秒 0x21 1分 0x31 1時間
0x02 60分 0x12 2秒 0x22 2分 0x32 2時間
0x03 90分 0x13 3秒 0x23 3分 0x33 3時間
N/A N/A 0x14 4秒 0x24 4分 0x34 4時間
N/A N/A 0x15 5秒 0x25 5分 0x35 5時間
N/A N/A 0x16 6秒 0x26 6分 0x36 6時間
N/A N/A 0x17 7秒 0x27 7分 0x37 7時間
N/A N/A 0x18 8秒 0x28 8分 0x38 8時間
N/A N/A 0x19 9秒 0x29 9分 0x39 9時間
N/A N/A 0x1A 10秒 0x2A 10分 0x3A 10時間
N/A N/A 0x1B 15秒 0x2B 15分 0x3B 15時間
N/A N/A 0x1C 20秒 0x2C 20分 0x3C 20時間
N/A N/A 0x1D 30秒 0x2D 30分 0x3D 30時間
N/A N/A 0x1E 45秒 0x2E 45分 0x3E 45時間
N/A N/A 0x1F 60秒 0x2F 60分 0x3F 60時間

表  24     低電⼒モード移⾏時間として設定できる値

注 :  ハードウェアハンドシェイクが無効になっていると、スキャナは⽂字を受信したときに低
電⼒モードから復帰します。ただし、スキャナは、この⽂字またはウェイクアップ後の   期間中
に受信したその他の⽂字を処理しません。少なくともウェイクアップ後   待ってから有効な⽂字
を送信してください。
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SSI経由のRSMコマンド∕応答のカプセル化
SSIプロトコルを使⽤すると、ホストは最⻑255バイトの可変⻑コマンドを送信できます。ホストからの
マルチパケットコマンドへのプロトコルのプロビジョニングがありますが、スキャナでサポートされて
いません。ホストはRSMプロトコルの規定を使⽤してパケットを分割する必要があります。

コマンド構造
バイト 7 6 5 4 3 2 1 0

0 ⻑さ（チェックサムを含めない）
1 SSI_MGMT_COMMAND (0x80)

2 メッセージソース（4  -  ホスト）
3 予約済（0） 予約済（0） 予約済（0） 継続パケッ

ト
再転送

4 ペイロードデータ（次の例を参照）
...

⻑さ  -1

⻑さ 2の補数チェックサム（MSB）
⻑さ  +1 2の補数チェックサム（LSB）

正の場合の予想される応答は、マルチパケット応答が可能なSSI_MGMT_COMMANDです。このコマン
ドをサポートしていないデバイスでは、応答は標準のSSI_NAKです。

応答構造
バイト 7 6 5 4 3 2 1 0

0 ⻑さ（チェックサムを含めない）
1 SSI_MGMT_COMMAND (0x80)

2 メッセージソース（0  -  デコーダ）
3 予約済  (0) 予約済  (0) 予約済  (0) 継続パケッ

ト
再転送

4 ペイロードデータ（次の例を参照）
...

⻑さ  -1

⻑さ 2の補数チェックサム（MSB）
⻑さ  +1 2の補数チェックサム（LSB）

トランザクションの例
次の例では、SSI経由でRSMコマンドのカプセル化を使⽤してスキャナから診断情報（診断テストおよ
び診断レポート  -  属性番号10061の10進数）を取得する⽅法を説明します。RSMコマンドを送信する前
に、RSMパケットサイズ取得コマンドを送信して、デバイスがサポートしているパケットサイズを照会
する必要があります。
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デバイスがサポートするパケットサイズをホストから照会するコマンド

0A 80 04 00 00 06 20 00 FF FF FD 4E

ここで：
• 0A 80 04 00はSSIコマンドヘッダー経由のRSMコマンドのカプセル化
• 00 06 20 00 FF FFはRSMパケットサイズ取得コマンド
• FD 4EはSSIコマンドチェックサム

デバイスからのパケットサイズ情報の応答

0C 80 00 00 00 08 20 00 00 F0 00 F0 FD 6C

ここで：
• 0C 80 00 00はSSIコマンドヘッダー経由のRSMコマンドのカプセル化
• 00 08 20 00 00 F0 00 F0はRSMパケットサイズ取得応答
• FD 6CはSSI応答チェックサム

診断情報を取得するホストからのコマンド

0C 80 04 00 00 08 02 00 27 4D 42 00 FE B0

ここで：
• 0C 80 04 00はSSIコマンドヘッダー経由のRSMコマンドのカプセル化
• 00 08 02 00 27 4D 42 00は属性10061 10進数を要求する属性取得コマンド
• FE B0はSSIコマンドチェックサム

デバイスからの診断情報の応答

21 80 00 00 00 1D 02 00 27 4D 41 01 42 00 0E 00 00 00 00 01 03 02 03 03 03 04 
 03 05 03 06 03 FF FF FC 15

ここで：
• 21 80 00 00 00 1D 02 00 27 4D 41 01 42 00 0E 00 00はSSIコマンドヘッダー経由のRSM応答のカ

プセル化
• 00 00 01 03 02 03 03 03 04 03 05 03 06 03は診断レポート値を含む属性取得応答
• FF FFは属性取得応答、パケットの終端
• FC 15はSSI応答チェックサム

SSIパラメータの設定
SSIホストでスキャナをセットアップできます。SSIを使⽤する場合、バーコードメニューまたはSSIホス
トコマンドを使⽤して、スキャナをプログラミングします。
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スキャナには、SSIインタフェース のデフォルトに⽰されている設定が標準装備になっています（すべて
のデフォルトについては、も参照）。デフォルト値が要件を満たす場合、プログラミングの必要はあり
ません。
機能の値を設定するには、1つのバーコードまたは短いバーコードシーケンスをスキャンします。設定は
不揮発性メモリに保存され、スキャナの電源を落としても保持されます。
すべての機能をデフォルト値に戻すには、⼯場出荷時のデフォルトをスキャンします。プログラミング
バーコードメニュー全体で、デフォルト値にアスタリスク（*）が付いています。

SSI  スキャンシーケンスの例
多くの場合、1つのバーコードのスキャンでパラメータ値が設定されます。たとえば、ボーレートを
19,200に設定するには、ボーレートでBaud Rate 19,200  (ボーレート19,200)のバーコードをスキャンします。
⾼速で振動するビープ⾳が1回鳴ってLEDが緑⾊に変われば、パラメータの設定は成功です。
いくつかのバーコードをスキャンする必要があるパラメータもあります。この⼿順に関係するパラメー
タの説明を参照してください。

スキャン中のSSIエラー
特に指定されていない限り、スキャンシーケンス中のエラーは、   正しいパラメータを再スキャンするこ
とで修正できます。

シンプルシリアルインタフェース（SSI）パラメータのデフォルト
次の表は、SSIホストパラメータのデフォルトの⼀覧です。
2種類の⽅法のいずれかで値を変更できます。
• このセクションの該当するバーコードをスキャンします。メモリ内にある標準のデフォルト値は、

スキャンした新しい値で置き換えられます。デフォルトのパラメータ値を再び呼び出す⼿順について
は、「デフォルトパラメータ」を参照してください。

• SSIを使⽤し、デバイスのシリアルポート経由でデータをダウンロードします。16進数のパラメータ
の数値は、このセクションのパラメータタイトルの下にあります。また、オプションの値は対応する
バーコードの下の括弧内に⽰しています。この⽅法を使⽤したパラメータの変更⼿順の詳細について
は、『Simple  Serial Interface (SSI) Programmer's  Guide』を参照してください。

パラメータ パラメー
タ番号

SSI番号 デフォルト

SSIホストパラメータ
SSIホストの選択 N/A N/A N/A

ボーレート 156 9Ch 9600

パリティ 158 9Eh なし
パリティのチェック 151 97h パリティチェックを⾏わない
ストップビット 157 9Dh 1

ソフトウェアハンドシェイク 159 9Fh ACK/NAKを有効にする
ホストのRTS制御線の状態 154 9Ah 低

表  25     SSIインタフェースのデフォルト⼀覧
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パラメータ パラメー
タ番号

SSI番号 デフォルト

読み取りデータパケットフォーマット 238 EEh ⽣の読み取りデータを転送
する

ホストシリアル応答タイムアウト 155 9Bh 2秒
ホスト⽂字タイムアウト 239 EFh 200ミリ秒
マルチパケットオプション 334 F0h 4Eh マルチパケットオプション1

パケット間遅延 335 F0h 4Fh 0ミリ秒
イベント通知
読み取りイベント 256 F0h 00h 無効
起動イベント 258 F0h 02h 無効
パラメータイベント 259 F0h 03h 無効

表  25     SSIインタフェースのデフォルト⼀覧 (Continued)

注 :  SSIは、ASCII⽂字セットにリストされているプレフィックス、サフィックス1、サフィック
ス2の値を、他のインタフェースと異なる⽅法で解釈します。SSIでは、キーカテゴリは認識さ
れず、3桁の10進数値のみが認識されます。7013のデフォルト値は、CRとしてのみ解釈されま
す。

SSI  ホストパラメータ
バーコードをスキャンしてSSIホストパラメータを設定する

SSIホストの選択
このパラメータを使⽤して、ホストインタフェースとしてSSIを選択します。

SSIホスト

SSIボーレート
Parameter # 156 (SSI # 9Ch)  (パラメータ番号156（SSI番号9Ch）)
ボーレートは、1秒間に転送されるデータのビット数を定義します。
オプションを選択して、ホストデバイスのボーレート設定に⼀致するようにスキャナのボーレートを設
定します。ボーレートが⼀致しない場合、データがホストデバイスに到達できないか、歪んだ形で到達
する可能性があります。

*ボーレート9600（0）
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ボーレート19,200（7）

ボーレート38,400（8）

ボーレート57,600（9）

ボーレート115,200（10）

ボーレート230,400（11）

ボーレート460,800（12）

ボーレート921,600（13）

SSIパリティ
Parameter # 158 (SSI # 9Eh)  (パラメータ番号158（SSI番号9Eh）)
コード⽂字に奇数または偶数の1ビットを含めるか、パリティビットを必要としないかを選択します。
パリティチェックビットは、各ASCIIコード⽂字の最も重要なビットです。このパラメータは、ホストデ
バイスの要件に従ってパリティタイプを選択します。
• Odd（奇数）-   コード⽂字に1のビットが奇数個分含まれるように、データに基づいてパリティビット

の値が0または1に設定されます。
• Even（偶数）-   コード⽂字に1のビットが偶数個分含まれるように、データに基づいてパリティビット

の値が0または1に設定されます。
• None（なし）-   パリティビットは不要です。
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奇数（2）

偶数（1）

*なし（0）

パリティのチェック
Parameter # 151 (SSI # 97h)  (パラメータ番号151（SSI番号97h）)
このパラメータを使⽤して、受信した⽂字のパリティチェックを有効または無効にします。
パリティのタイプを選択するには、SSIパリティを参照してください。

*パリティをチェックしない（0）

パリティをチェックする（1）

SSIストップビット
Parameter # 157 (SSI # 9Dh)  (パラメータ番号157（SSI番号9Dh）)
転送される各キャラクタの末尾にあるストップビットは、1⽂字の転送終了を表し、受信デバイスがシリ
アルデータストリーム内の次の⽂字を受信できるようにします。
オプションを選択して、受信ホストが対応できる数に基づいてストップビット数（1または2）を設定し
ます。

*1ストップビット（1）
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2ストップビット（2）

ソフトウェアハンドシェイク
Parameter # 159 (SSI # 9Fh)  (パラメータ番号159（SSI番号9Fh）)
このパラメータでは、ハードウェアハンドシェイクによる制御に加えて、データ送信の制御を⾏いま
す。ハードウェアハンドシェイクは常に有効です。無効にはできません。
• ACK/NAKハンドシェイクを無効にする  -  スキャナは、ACK/NAKハンドシェイクパケットを送受信し

ません。
• ACK/NAKハンドシェイクを有効にする  -  スキャナはデータ送信後、ホストからのACKまたはNAK

応答を待ちます。スキャナはまた、ホストからACKまたはNAKメッセージを受信します。スキャナ
は、ACKまたはNAKを受信するために、プログラム可能なホストシリアル応答タイムアウトまで待
機します。この時間ないにスキャナが応答を受信しなかった場合、そのデータを最⼤2回再送信しま
す。それでも受信できなかった場合、データを破棄して転送エラーを通知します。

ACK/NAKを無効にする（0）

*ACK/NAKを有効にする（1）

ホストのRTS制御線の状態
Parameter # 154 (SSI # 9Ah)  (パラメータ番号154（SSI番号9Ah）)
このパラメータは、シリアルホストのRTS制御線のアイドル状態を設定します。
SSIインタフェースは、SSIプロトコルを実装するホストアプリケーション向けに設計されています。た
だし、スキャナは「スキャンと送信」モードで使⽤して、ホストPC上の標準のシリアル通信ソフトウェ
アと通信できます（「読み取りデータパケットフォーマット」を参照）。このモードで転送エラーが発
⽣した場合は、ホストPCで、SSIプロトコルと⼲渉するハードウェア   ハンドシェイク線がオンになって
いる可能性があります。この問題に対処するには、#バーコードを選択します。

*低（0）

⾼（1）
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読み取りデータパケットフォーマット
Parameter # 238 (SSI # EEh)  (パラメータ番号238（SSI番号EEh）)
このパラメータは、読み取ったデータを未処理フォーマット（⾮パケット化）で転送するか、またはシ
リアルプロトコルで定義されたパケットフォーマットで転送するかを選択します。

注 :  未処理フォーマットを選択すると、読み取りデータのACK/NAKハンドシェイクが無効にな
ります。

*未処理の読み取りデータを転送する（0）

パケットフォーマットで読み取りデータを転送す
る（1）

ホストシリアル応答タイムアウト（SSI）
Parameter # 155 (SSI # 9Bh)  (パラメータ番号155（SSI番号9Bh）)
このパラメータは、スキャナが再送信するまでにACKまたはNAKを待つ時間を指定します。
スキャナが送信準備ができており、ホストが送信許可をすでに得ている場合、スキャナは指定されたタ
イムアウトを待機してからエラーを通知します。

注 :  それ以外の値は、SSIコマンドを使⽤して設定できます。

*低  - 2秒（20）

中  - 5秒（50）

⼤  - 7.5秒（75）

最⼤  - 9.9秒（99）

195



SSI  インタフェース

ホスト⽂字タイムアウト
Parameter # 239 (SSI # EFh)  (パラメータ番号239（SSI番号EFh）)
このパラメータは、ホストが⽂字を転送する間に、スキャナが受信したデータを破棄してエラーを通知
するまでの最⼤待機時間を指定します。
オプションを選択して、スキャナが待機する最⼤時間を低から⾼で指定します。

注 :  SSIコマンドパラメータでは、追加の値を使⽤できます。

*低  - 200ミリ秒（20）

中  - 500ミリ秒（50）

⾼  - 750ミリ秒（75）

最⾼  - 990ミリ秒（99）

マルチパケットオプション
Parameter # 334 (SSI # F0h 4Eh)  (パラメータ番号334（SSI番号F0h  4Eh）)
このパラメータは、マルチパケット転送のACK/NAKハンドシェイクを制御します。
• マルチパケットオプション1 -  マルチパケット転送中、ホストはデータパケットごとにACK/NAKを送

信します。
• マルチパケットオプション2 -  スキャナはデータパケットを連続して送信します。転送のペースを調

整するACK/NAKハンドシェイクは使⽤しません。オーバーランした場合、ホストはハードウェアハ
ンドシェイクを使⽤して、⼀時的にスキャナ転送を遅らせることができます。転送の最後に、スキャ
ナはCMD_ACK  またはCMD_NAKを待機します。

• マルチパケットオプション3 -  オプション2  のように動作しますが、プログラム可能なパケット間遅延
が追加されます。この遅延を設定するには、「パケット間遅延」を参照してください。

*マルチパケットオプション1（0）
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マルチパケットオプション2（1）

マルチパケットオプション3（2）

パケット間遅延
Parameter # 335 (SSI # F0h 4Fh)  (パラメータ番号335（SSI番号F0h  4Fh）)
このパラメータは、「マルチパケットオプション3]」選択した場合のパケット間遅延を指定します。

注 :  追加の値は、SSIコマンドを使⽤して設定できます。

*最⼩  - 0ミリ秒（0）

⼩  - 25ミリ秒（25）

中  - 50ミリ秒（50）

⼤  - 75ミリ秒（75）

最⼤  - 99ミリ秒（99）

イベント通知
ホストはスキャナに対し、スキャナの動作に関連する特定の情報（イベント）を通知するよう要求でき
ます。
以下のバーコードをスキャンして、イベントを有効または無効にします。
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イベントクラス イベント 通知コード
読み取りイベント ⾮パラメータの読み取り 0x01

起動イベント システムの電源投⼊ 0x03

パラメータの⼊⼒エラー 0x07

パラメータの保存 0x08

デフォルト設定（パラメータイベントはデフォルトで有
効）

0x0A

パラメータイベン
ト

数字が必要 0x0F

表  26     イベントコード

読み取りイベント
Parameter # 256 (SSI # F0h 00h)  (パラメータ番号256（SSI番号F0h  00h）)
このパラメータは、スキャナによる⾮パラメータ読み取りイベントの読み取りを有効または無効にしま
す。
• 読み取りイベントを有効にする  -  スキャナはバーコードを正常に読み取ると、ホストにメッセージを

送信します。
• 読み取りイベントを無効にする  -  メッセージは送信されません。

読み取りイベントを有効にする（1）

*読み取りイベントを無効にする（0）

起動イベント
Parameter # 258 (SSI # F0h 02h)  (パラメータ番号258（SSI番号F0h  02h）)
このパラメータは、スキャナによるシステムの電源投⼊イベントの読み取りを有効または無効にしま
す。
• 起動イベントを有効にする  -  スキャナは電源投⼊のたびにホストにメッセージを送信します。
• 起動イベントを無効にする  -  メッセージは送信されません。

起動イベントを有効にする（1）
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*起動イベントを無効にする（0）

パラメータイベント
Parameter # 259 (SSI # F0h 03h)  (パラメータ番号259（SSI番号F0h  03h）)
このパラメータは、スキャナによるパラメータイベントの読み取りを有効または無効にします。
• パラメータイベントを有効にする  - イベントレポートで指定されたイベントのいずれかが発⽣する

と、スキャナはホストにメッセージを送信します。
• パラメータイベントを無効にする  -  メッセージは送信されません。

パラメータイベントを有効にする（1）

*パラメータイベントを無効にする（0）
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RS-232インタフェース

RS-232ホストでスキャナを設定できます。スキャナはRS-232インタフェースを使⽤して、POSデバイ
ス、ホストコンピュータ、または空いているRS-232ポート（COMポートなど）があるその他のデバイス
に接続します。
スキャナは、「RS-232パラメータのデフォルト」に⽰す設定が標準装備になっています。デフォルト値
が要件を満たす場合、プログラミングの必要はありません。
使⽤するホストが「RS-232ホスト固有パラメータ設定」に表⽰されていない場合は、ホストデバイスの
マニュアルを参照して、ホストと⼀致するように通信パラメータを設定します。

注 :  このスキャナでは、ほとんどのシステムアーキテクチャと接続できるTTLレベルの
RS-232C信号を使⽤します。Zebraでは、RS-232C信号レベルを必要とするシステムアーキテ
クチャ向けに、TTLをRS-232Cに変換するさまざまなケーブルを⽤意しています。詳細につい
ては、サポートにお問い合わせください。

RS-232インタフェースの接続
スキャナをホストコンピュータに直接接続します。
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図  12     RS-232接続

注 :  必要なインタフェースケーブルは、構成に応じて異なります。コネクタは例と異なる場合
がありますが、スキャナの接続⼿順は同じです。
1. RS-232インタフェースケーブルのモジュラコネクタを、スキャナのケーブルインタフェースポートに

取り付けます。
2. RS-232インタフェースケーブルのもう⼀端を、ホストのシリアルポートに接続します。
3. 必要に応じて、電源をRS-232インタフェースケーブルのシリアルコネクタの端に接続します。電源

を適切なコンセントに差し込みます。
4. スキャナは、ホストのインタフェースタイプを⾃動的に検出して、デフォルト設定を使⽤します。デ

フォルト（*）が要件を満たさない場合は、RS-232ホストタイプから適切なバーコードをスキャンし
て、別のRS-232ホストタイプを選択します。

5. 他のパラメータオプションを変更するには、このセクションに掲載された該当するバーコードをス
キャンします。

システムに問題が発⽣した場合は、トラブルシューティングを参照してください。
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RS-232パラメータのデフォルト値
次の表は、RS-232ホストパラメータのデフォルトの⼀覧です。デフォルト値を変更するには、以下のい
ずれかの⽅法を使⽤します。
• このセクションの該当するバーコードをスキャンします。メモリ内にある標準のデフォルト値は、

スキャンした新しい値で置き換えられます。デフォルトのパラメータ値を再び呼び出す⼿順について
は、「デフォルトパラメータ」を参照してください。

• 123Scanの設定プログラムを使⽤して、スキャナを設定します。「123Scanとソフトウェアツール」
を参照してください。

パラメータ デフォルト
RS-232ホストパラメータ
RS-232ホストタイプ 標準
ボーレート 9600

パリティ なし
ストップビット 1ストップビット
データビット 8ビット
受信エラーのチェック 有効
ハードウェアハンドシェイク なし
ソフトウェアハンドシェイク なし
ホストシリアルレスポンスのタイムアウト 2秒
RTS制御線の状態 低RTS

<BEL>によるビープ⾳ 無効
キャラクタ間遅延 0ミリ秒
Nixdorfのビープ⾳/LEDオプション 通常運転
不明な⽂字を含むバーコード 不明な⽂字を含むバーコードを

送信する
Datalogicホスト形式 有効
Datalogicがサポートするコマンド 無効

表  27     RS-232インタフェースパラメータのデフォルト

RS-232ホスト別のパラメータ設定
⼀部のRS-232ホストは、独⾃のパラメータデフォルト設定を使⽤します。
標準、ICL、Fujitsu、Wincor-Nixdorf Mode AまたはB、OPOS/JPOS、Olivetti、Omron、Common  Use 
Terminal  Equipment（CUTE-LP/LGバーコードリーダー）、またはDatalogicを選択して、適切なデフォ
ルトを設定できます。
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パラメータ ICL Fujitsu Wincor-
Nixdorf Mode A

Wincor-Nixdorf Mode 
B/ OPOS/JPOS

ボーレート 9600 9600 9600 9600

パリティ 偶数 なし 奇数 奇数
ストップビット 1 1 1 1

データビット 8ビット 8ビット 8ビット 8ビット
ハードウェアハンドシェ
イク

RTS/CTSオプ
ション3

なし RTS/CTSオプ
ション3

RTS/CTSオプ
ション3

ソフトウェアハンドシェ
イク

なし なし なし なし

シリアル応答タイムアウ
ト

9.9秒 2秒 なし なし

RTS制御線の状態 ⾼ 低 低 低  =  送信する
データなし

<BEL>によるビープ⾳ 無効 無効 無効 無効
コードID転送 あり あり あり あり
データ転送フォーマット データ/サフィッ

クス
データ/サフィッ
クス

データ/サフィッ
クス

データ/サフィッ
クス

プレフィックス なし なし なし なし
サフィックス CR (1013) CR (1013) CR (1013) CR (1013)

Wincor-Nixdorf Mode A/Bでは、CTSが低の場合はスキャンが無効、CTSが⾼の場合はスキャンが有効
です。スキャナが適切なホストに接続されていない場合にWincor-Nixdorf RS-232 Mode A/Bをスキャ
ンすると、スキャンできていないように⾒えることがあります。この場合は、スキャナの電源⼊れ直
しから5秒以内に、別のRS-232ホストタイプをスキャンしてください。

表  28     RS-232ホスト別の設定

パラメータ Olivetti Omron CUTE Datalogic

ボーレート 9600 9600 9600 9600

パリティ 偶数 なし なし 奇数

ストップビット 1 1 0 1

データビット 7ビット 8ビット 8ビット 7ビット

ハードウェアハンドシェイク なし なし なし なし
ソフトウェアハンドシェイク ACK/NAK なし なし なし
シリアル応答タイムアウト 9.9秒 9.9秒 9.9秒 9.9秒
RTS制御線の状態 低 ⾼ ⾼ ⾼
<BEL>によるビープ⾳ 無効 無効 無効 有効
コードID転送 あり はい はい あり

表  29     RS-232ホスト別の設定
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パラメータ Olivetti Omron CUTE Datalogic

データ転送フォーマット プリフィック
ス/データ/サ
フィックス

データ/サ
フィックス

プリフィックス/
データ/サフィッ
クス

データ/サ
フィックス

プレフィックス STX (1002) なし STX (1002) なし
サフィックス ETX (1003) CR (1013) CR (1013) ETX 

(1003)
CR (1013)

CUTEホストでは、「デフォルト設定」を含め、すべてのパラメータのスキャンが無効になります。
誤ってCUTEを選択した場合は、「パラメータバーコードのスキャンを有効にする」をスキャンしてか
らホストを変更してください。

表  29     RS-232ホスト別の設定 (Continued)

RS-232ホスト別のコードID⽂字
RS-232ホストには、⾃動的に転送されるコードID⽂字があります。
RS-232は、ICL、Fujitsu、Nixdorf  Mode A/B、OPOS/JPOS、Olivetti、Omron、CUTE、または
Datalogicの転送コードID⽂字をホストします。これらの⽂字はプログラミングできず、転送コードID機
能とは関連がありません。これらのホストでは、転送コードID機能を有効にしないでください。

コードタイプ ICL Fujitsu Wincor-
Nixdorf Mode A

Wincor-Nixdorf Mode 
B/ OPOS/JPOS

UPC-A A A A A

UPC-E E E C C

EAN-8/JAN-8 FF FF B B

EAN-13/JAN-13 F F A A

Bookland EAN F F A A

Code 128 L <len> なし K K

GS1-128 L <len> なし P P

Code 39 C <len> なし M M

Code 39 Full ASCII なし なし M M

Trioptic なし なし なし なし
Code 32 なし なし なし なし
Code 93 なし なし L L

I 2 of 5 I <len> なし I I

D 2 of 5 H <len> なし H H

IATA H <len> なし H H

Codabar N <len> なし N N

MSI なし なし O O

表  30     RS-232ホスト別のコードID⽂字
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コードタイプ ICL Fujitsu Wincor-
Nixdorf Mode A

Wincor-Nixdorf Mode 
B/ OPOS/JPOS

GS1 Databarバリアン
ト

なし なし E E

PDF417 なし なし Q Q

MicroPDF417 なし なし S S

Data Matrix なし なし R R

GS1 Data Matrix なし なし W W

Maxicode なし なし T T

QR Code なし なし U U

GS1 QR なし なし X X

Aztec/Aztec Rune なし なし V V

表  30     RS-232ホスト別のコードID⽂字 (Continued)

コードタイプ Olivetti Omron CUTE Datalogic

UPC-A A A A A

UPC-E C E なし E

EAN-8/JAN-8 B FF なし FF

EAN-13/JAN-13 A F A F

Code 128 K <len> L <len> 5 #

Code 39 M <len> C <len> 3 *

Code 39 Full ASCII なし なし 3 なし
Trioptic なし なし なし $T

I 2 of 5 I <len> I <len> 1 i

D 2 of 5 H <len> H <len> 2 なし
IATA H <len> H <len> 2 IA

Codabar N <len> N <len> なし %

MSI O <len> なし なし @

GS1 Databarバリアント なし なし なし DataBar-R4 
DataBar Limited: 
RL DataBar 
Expanded: RX

表  31     RS-232ホスト別のコードID⽂字

RS-232ホストタイプ
RS-232ホストインタフェースを選択するには、次のいずれかの⽅法に従います。
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以下は、RS-232ホストタイプの使⽤に関する注意事項です。
• 通信プロトコルでサポートされているスキャナ機能の⼀覧については、「通信プロトコル機能」を参

照してください。
• 「標準RS-232」をスキャンするとRS-232ドライバが有効になりますが、ポート設定（パリティ、

データ⻑、ハンドシェイクなど）は変更されません。ポート設定を変更するには、別のRS-232ホス
トタイプのバーコードをスキャンします。

• CUTEホストでは、「デフォルト設定」を含め、すべてのパラメータのスキャンが無効になります。
誤ってCUTEを選択した場合は、「パラメータバーコードのスキャンを有効にする」をスキャンして
からホストを変更してください。

*標準RS-232

ICL RS-232

Nixdorf RS-232 Mode A

Nixdorf RS-232 Mode B

Olivetti ORS4500

Omron

OPOS/JPOS

Fujitsu RS-232
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CUTE

Datalogicバリアント

RS-232ボーレート
RS-232ボーレートは、1秒間に転送されるデータのビット数です。
オプションを選択して、スキャナのボーレートがホストデバイスのボーレート設定に⼀致するように設
定します。⼀致しない場合は、データがホストデバイスに転送されなかったり、正常でない形で転送さ
れたりすることがあります。

*ボーレート9600

ボーレート19,200

ボーレート38,400

ボーレート57,600

ボーレート115,200

RS-232パリティ
パリティチェックビットは、各ASCIIコード⽂字の最も重要なビットです。オプションを選択して、ホス
トデバイスの要件に応じてパリティタイプを選択します。
• Odd（奇数）-   コード⽂字に1  のビットが奇数個分含まれるように、データに基づいて、パリティビッ

トの値が0または1に設定されます。
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• Even（偶数）-   コード⽂字に1のビットが偶数個分含まれるように、データに基づいて、パリティビッ
トの値が0または1に設定されます。

• None（なし）-   パリティビットは不要です。

奇数

偶数

*なし

RS-232ストップビット
このパラメータでは、1⽂字の転送の終了を⽰す、各転送⽂字の末尾に付けるストップビットの数を設定
し、受信デバイスがシリアルデータストリーム内の次の⽂字を受信できるようにします。オプションを
選択して、受信ホストが対応できる数に基づいてストップビット数（1または2）を設定します。

*1ストップ   ビット

2ストップビット

データビット
このパラメータは、スキャナを、7ビットまたは8ビットのASCIIプロトコルを必要とするデバイスと接続
できるようにします。

7ビット

*8ビット
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受信エラーのチェック
このパラメータは、受信した⽂字のパリティ、フレーミング、およびオーバーランを確認するかどうか
を決定します。

注 :  受信した⽂字のパリティ値は、パリティで設定した値と照合して検証されます。

*受信エラーをチェックする

受信エラーをチェックしない

ハードウェアハンドシェイク
データインタフェースは、ハードウェアハンドシェイク制御線、Request  to Send  (RTS)、または  Clear 
to Send (CTS)  の有無にかかわらず動作するよう設計されたRS-232ポートで構成されています。
ハードウェアハンドシェイクとソフトウェアハンドシェイクの両⽅が有効になっている場合は、ハード
ウェアハンドシェイクが優先されます。

注 :  DTR信号は、常時アクティブ状態です。

次のいずれかのオプションを選択できます。
なし

ハードウェアハンドシェイクを無効にし、スキャンデータが使⽤可能になったときに転送されま
す。

標準RTS/CTS

これにより、標準のRTS/CTSハードウェアハンドシェイクが設定され、スキャンされたデータ
が転送されます。スキャナは、次のシーケンスに従って、動作に対してCTS制御線を読み取りま
す。
• CTS制御線がオフになると、スキャナはRTS制御線をオンにし、ホストがCTSをオンにするホ

ストシリアル応答タイムアウトの時間まで待機し、オンになるとデータを転送します。タイ
ムアウトの後、CTS制御線がオンになっていない場合は、スキャナから転送エラー⾳が鳴り、
データは破棄されます。

• CTSがオンになっている場合、スキャナはホストがCTSをオフにするホストシリアル応答タイ
ムアウトまで待機します。タイムアウトの後、CTS制御線がまだオンである場合は、スキャナ
から転送エラー⾳が鳴り、スキャンされたデータは破棄されます。

• スキャナはデータの最後の⽂字を送信した後にRTSをオフにします。
• ホストはCTSを無効にします。次のデータ転送時に、オフになっているCTSの有無が確認され

ます。

注 :  データ転送中に、⽂字間でCTSが50ミリ秒を超えてオフになると、転送エラー⾳
が鳴り、データは破棄されます。データを再スキャンする必要があります。
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RTS/CTSオプション1

スキャナは、データ転送前にRTSをオンにし、CTSの状態を無視します。データ転送が完了する
と、スキャナはRTSをオフにします。

RTS/CTSオプション2
RTSは常にHighまたはLow（ユーザーがプログラムしたロジックレベル）になります。ただし、
データの転送は、ホストがCTSをオンにするのを待ってから実⾏されます。ホストシリアル応答
タイムアウト内にCTS制御線がオンにならない場合、スキャナで転送エラー⾳が鳴り、データが
破棄されます。データ転送中に、⽂字間でCTSが50ミリ秒を超えてオフになると、転送エラー⾳
が鳴り、データは破棄されます。

RTS/CTSオプション3

このオプションでは、スキャンされたデータを次のシーケンスに従って転送します。
• CTSの状態にかかわらず、スキャナはデータ転送の前にRTSをオンにします。
• スキャナは、ホストがCTSをオンにするホストシリアル応答タイムアウトまで待機し、オンに

なるとデータを転送します。タイムアウトの後、CTS制御線がオンになっていない場合は、ス
キャナから転送エラー⾳が鳴り、データは破棄されます。

• スキャナはデータの最後の⽂字を送信した後にRTSをオフにします。
• ホストはCTSを無効にします。次のデータ転送時に、オフになっているCTSの有無が確認され

ます。

注 :  データ転送中に、⽂字間でCTSが50ミリ秒を超えてオフになると、転送エラー⾳
が鳴り、データは破棄されます。データを再スキャンする必要があります。

*なし

標準RTS/CTS

RTS/CTSオプション1

RTS/CTSオプション2

RTS/CTSオプション3
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ソフトウェアハンドシェイク
このパラメータでは、ハードウェアハンドシェイクの代わりとして、またはハードウェアハンドシェイ
クの制御に追加して、データ転送を制御できます。ソフトウェアハンドシェイクとハードウェアハンド
シェイクの両⽅が有効になっている場合は、ハードウェアハンドシェイクが優先されます。
• なし  -  データがただちに送信されます。スキャナは、ホストからの応答を待ちません。
• ACK/NAK -  データの送信後に、スキャナはホストからのACKまたはNAK応答を待ちます。スキャナ

はNAKを受信するとデータを再送信し、ACKまたはNAKを待ちます。NAKの受信後に、データ送信試
⾏が3回失敗すると、スキャナから転送エラー⾳が鳴り、データが破棄されます。スキャナは、ACK
またはNAKを受信するために、プログラム可能なホストシリアル応答タイムアウトまで待機します。
この時間内に応答が得られない場合、スキャナから転送エラー⾳が鳴り、データが破棄されます。再
試⾏は実⾏されません。

• ENQ -  スキャナは、ホストからENQ⽂字を受信した後、データを送信します。ホストシリアル応答タ
イムアウト内にENQを受信しなかった場合、スキャナは送信エラーを鳴らし、データを破棄します。
転送エラーが発⽣しないようにするには、ホストが少なくともホストシリアル応答タイムアウトごと
にENQ⽂字を送信する必要があります。

• ACK/NAK with ENQ -  上記の2つのオプションを組み合わせたものです。ホストからNAKを受信する
ので、データの再送信には追加のENQを必要としません。

• XON/XOFF - XOFF⽂字を受信すると、データ転送がオフになります。このオフ状態はスキャナが
XON⽂字を受信するまで継続します。XON/XOFFを使⽤する状況には2通りあります。
• スキャナが、送信するデータを準備する前にXOFFを受信します。送信するデータが準備される

と、ホストシリアル応答タイムアウトまでXON⽂字の受信を待機してから、データを転送しま
す。この時間内にXONを受信しなかった場合、スキャナから転送エラー⾳が鳴り、データは破棄
されます。

• スキャナがデータ転送中にXOFFを受信すると、現在のバイトを送信した後に転送を停⽌します。
スキャナがXON⽂字を受信すると、残りのデータが送信されます。スキャナは、XONを無限に待
機します。

*なし

ACK/NAK

ENQ

ACK/NAK with ENQ
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XON/XOFF

RS-232ホストシリアル応答タイムアウト
このパラメータは、転送エラーが発⽣したと判断する前にスキャナがACK、NAK、またはCTSを待機す
る時間を指定します。このパラメータは、ACK/NAKソフトウェアハンドシェイクモード、またはRTS/
CTSハードウェアハンドシェイクモードのいずれかにのみ適⽤されます。

*最⼩：2秒

⼩：2.5秒

中：5秒

⼤：7.5秒

最⼤：9.9秒

RTS制御線の状態
このパラメータは、シリアルホストRTS制御線のアイドル状態を低RTSまたは⾼RTSに設定します。

*ホスト:   低RTS

ホスト:   ⾼RTS
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<BEL>によるビープ⾳
このパラメータでは、RS-232シリアル線で<BEL>⽂字が検出された際、ビープ⾳を鳴らすかどうかを設
定できます。<BEL>は、不正な⼊⼒またはその他の重要なイベントを⽰しています。

<BEL>⽂字で鳴らす（有効）

*<BEL>⽂字で鳴らさない（無効）

⽂字間遅延
このパラメータでは、⽂字転送間に挿⼊される⽂字間遅延を指定します。

*  最⼩：0ミリ秒

低：25ミリ秒

中：50ミリ秒

⾼：75ミリ秒

最⼤：99ミリ秒

RS-232の電源オンモード
Parameter # 1939 (パラメータ番号1939)
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このパラメータは、最初のバーコードが失われた場合に、起動プロセス中にスキャナが送信するバー
コードのタイプを指定します。1バイトバーコードは1つのNULL⽂字で構成され、3バイトバーコードは3

つのNULL⽂字で構成され、13バイトバーコードは13個のNULL⽂字で構成されます。バーコードタイプ
（1バイト、3バイト、13バイト）に応じて、スキャナは起動プロセス中にバーコードデータを送信しま
す。

*無効にする（0）

1バイト擬似バーコード（1）

3バイト   バイト擬似バーコード（2）

13バイト   バイト擬似バーコード（3）

Nixdorfのビープ⾳/LEDオプション
Parameter # 45062 SSI = F8h B0h 06h  (パラメータ番号45062（SSI番号F8h B0h  06h）)
NixdorfモードBを選択した場合、このパラメータはスキャナがビープ⾳を鳴らし、読み取り後にLEDを
起動するタイミングを決定します。

*通常の操作（読み取り直後にビープ⾳/LED）

転送後にビープ⾳/LED

CTSパルス後にビープ⾳/LED
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不明な⽂字を含むRS-232バーコード
このパラメータは、不明な⽂字（ホストが認識できない⽂字）を含むバーコードをスキャナが処理する
⽅法を定義します。不明な⽂字を除いたすべてのバーコードデータを送信するには、「不明な⽂字を含
むバーコードを送信する」を選択します。エラーを⽰すビープ⾳は鳴りません。
最初の不明な⽂字までバーコードデータを送信するには、「不明な⽂字を含むバーコードを送信しな
い」を選択します。エラーを⽰すビープ⾳が鳴ります。

*不明な⽂字を含むバーコードを送信する

不明な⽂字を含むバーコードを送信しない

Datalogicホスト形式
Parameter # 2253 (SSI # F8 08 CD)  (パラメータ番号2253（SSI番号F8 08  CD）)
このパラメータが有効な場合、Datalogicホストバリアントは、読み取りデータにコードIDとサフィッ
クス値（CR）を追加します。このパラメータを無効にすると、デコードされたデータのみが転送されま
す。これらのコマンドは、RS232またはUSB CDCでサポートされます。

*有効にする（1）

無効にする（0）

Datalogicがサポートするコマンド
Parameter # 2260 (SSI # F8 08 D4)  (パラメータ番号2260（SSI番号  F8 08  D4）)
このパラメータでは、シリアルスキャンで、標準的なRS232ホストのコマンドを有効または無効にでき
ます。
• 「E」または「e」  =  スキャンを有効にします
• 「D」または「d」  =  スキャンを無効にします
• 「R」  =  スキャナをリセットします
• 「F」  = Datalogicがファイルにないことをスキャナに⽰します
• 「B」  =  読み取り成功のビープ⾳を鳴らします
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• 1（ASCII⽂字ではありません。これは10進数の1です）=   読み取り成功のビープ⾳を強制的に鳴らしま
す

• 7（ASCII⽂字ではありません。これは10進数の7です）=   読み取り成功のビープ⾳を強制的に鳴らしま
す

有効にする（1）

*無効にする（0）

RS-232のASCIIキャラクタセット
プレフィックスとサフィックスの値については、ASCII⽂字セットを参照できます。
プリフィックス∕サフィックス値については、ASCIIキャラクタセットを参照してください。
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コード/記号

スキャナをプログラムして、さまざまな操作を実⾏したり、さまざまな機能を有効化したりできます。
このセクションでは、コード/記号の機能を説明するとともに、機能を選択するためのプログラミング
バーコードを掲載しています。
このスキャナは、「コード/記号パラメータのデフォルト」に⽰す設定が標準装備になっています。デ
フォルト値が要件を満たす場合、プログラミングの必要はありません。

コード/記号パラメータのデフォルト⼀覧
「コード/記号パラメータのデフォルト⼀覧」には、すべてのコード/記号パラメータのデフォルト値が⽰
されています。
以下のいずれかの⽅法で値を変更します。
• このセクションで適切なパラメータを選択してください。メモリ内にある標準のデフォルト値は、

スキャンした新しい値で置き換えられます。デフォルトのパラメータ値を再び呼び出す⼿順について
は、「デフォルトパラメータ」を参照してください。

• 123Scanの設定プログラムを使⽤して、スキャナを設定します。「123Scanとソフトウェアツール」
を参照してください。

パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

すべてのコード   タイプの有効化/無効化
1Dコード/記号
UPC/EAN/JAN

UPC-A 1 01h 有効
UPC-E 2 02h 有効
UPC-E1 12 0Ch 無効
EAN-8/JAN 8 4 04h 有効
EAN-13/JAN 13 3 03h 有効
Bookland EAN 83 53h 無効
Bookland ISBNフォーマット 576 F1h 40h ISBN-10

表  32     コード/記号パラメータのデフォルト⼀覧
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パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

ISSN EAN 617 F1h 69h 無効
UPC/EAN/JANサプリメンタルの読み取り
（2桁および5桁）

16 10h 無視

ユーザープログラマブルサプリメンタル   サプ
リメンタル1：サプリメンタル2：

579

580

F4h F1h 43h

F4h H1h 44h

000

000

UPC/EAN/JANサプリメンタルの読み取り繰
り返し回数

80 50h 10

UPC/EAN/JANサプリメンタルAIM ID 672 F1h A0h 結合
UPC-Aチェックディジットの転送 40 28h 有効
UPC-Eチェックディジットの転送 41 29h 有効
UPC-E1チェックディジットの転送 42 2Ah 有効
UPC-Aプリアンブル 34 22h システムキャラクタ
UPC-Eプリアンブル 35 23h システムキャラクタ
UPC-E1プリアンブル 36 24h システムキャラクタ
UPC-EからUPC-Aへの変換 37 25h 無効
UPC-E1からUPC-Aへの変換 38 26h 無効
EAN/JANゼロ拡張 39 27h 無効
UCCクーポン拡張コード 85 55h 無効
UPC縮⼩クワイエットゾーン 1289 F8h 05h 09h 無効
EAN-8チェックディジットの転送 1881 F8h 07h 59h 有効
EAN-13チェックディジットの転送 1882 F8h 07h 5Ah 有効
Code 128

Code 128 8 08h 有効
Code 128の読み取り桁数設定 209、210 D1h、D2h 任意⻑
GS1-128（旧UCC/EAN-128） 14 0Eh 有効
ISBT 128 84 54h 有効
ISBT連結 577 F1h 41h 無効
ISBTテーブルのチェック 578 F1h 42h 有効
ISBT連結の読み取り繰り返し回数 223 DFh 10

Code 128 <FNC4> 1254 F8h 04h E6h 従う
Code 128セキュリティレベル 751 F1h EFh セキュリティレベル

1

Code 128縮⼩クワイエットゾーン 1208 F8h 04h B8h 無効

表  32     コード/記号パラメータのデフォルト⼀覧 (Continued)
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コード/記号

パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

Code 39

Code 39 0 00h 有効
Trioptic Code 39 13 0Dh 無効
Code 39からCode 32への変換（Italian 
Pharmacy  Code）

86 56h 無効

Code 32プリフィックス 231 E7h 無効
Code 39の読み取り桁数設定 18、19 12h、13 1〜55

Code 39チェックディジットの確認 48 30h 無効
Code 39チェックディジットの転送 43 2Bh 無効
Code 39 Full ASCII変換 17 11h 無効
Code 39セキュリティレベル 750 F1h EEh セキュリティレベル

1

Code 39縮⼩クワイエットゾーン 1209 F8h 04h B9h 無効
Code 93

Code 93 9 09h 有効
Code 93の読み取り桁数設定 26、27 1Ah、1Bh 1〜55

Code 11

Code 11 10 0Ah 無効
Code 11の読み取り桁数設定 28、29 1Ch、1Dh 4〜55

Code 11チェックディジットの確認 52 34h 無効
Code 11チェックディジットの転送 47 2Fh 無効
Interleaved 2 of 5 (ITF)

Interleaved 2 of 5 (ITF) 6 06h 有効
I 2 of 5の読み取り桁数設定 22、23 16h、17h 6〜55

I 2 of 5チェックディジットの確認 49 31h 無効
I 2 of 5チェックディジットの転送 44 2Ch 無効
I 2 of 5からEAN 13への変換 82 52h 無効
Febraban 1750 F8h 06h D6h 無効
I 2 of 5セキュリティレベル 1121 F8h 04h 61h セキュリティレベル

1

I 2 of 5縮⼩クワイエットゾーン 1210 F8h 04h BAh 無効
Discrete 2 of 5 (DTF)

Discrete 2 of 5 5 05h 無効
D 2 of 5の読み取り桁数設定 20、21 14h 15h 1〜55

表  32     コード/記号パラメータのデフォルト⼀覧 (Continued)
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コード/記号

パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

Codabar (NW - 7)

Codabar 7 07h 有効
Codabarの読み取り桁数設定 24、25 18h、19h 4〜55

CLSI編集 54 36h 無効
NOTIS編集 55 37h 無効
Codabarセキュリティレベル 1776 F8h 06h F0h セキュリティレベル

1

Codabarの⼤⽂字または⼩⽂字のスタート/ス
トップキャラクタの検出

855 F2h 57h ⼤⽂字

Codabar Mod 16チェックディジットの確認 1784 F8 06h F8h 無効
Codabarチェックディジットの転送 704 F1h C0h 無効
Codabar縮⼩クワイエットゾーン 2425 F8h 79h 無効
MSI

MSI 11 0Bh 無効
MSIの読み取り桁数設定 30、31 1Eh、1Fh 4〜55

MSIチェックディジット 50 32h 1

MSIチェックディジットの転送 46 2Eh 無効
MSIチェックディジットのアルゴリズム 51 33h Mod 10/Mod 10

MSI縮⼩クワイエットゾーン 1392 F8h 05h 70h 無効
Chinese 2 of 5

Chinese 2 of 5 408 F0h 98h 無効
Matrix 2 of 5

Matrix 2 of 5 618 F1h 6Ah 無効
Matrix 2 of 5の読み取り桁数設定 619 620 F1h 6Bh F1h 

6Ch
4〜55

Matrix 2 of 5チェックディジット 622 F1h 6Eh 無効
Matrix 2 of 5チェックディジットの転送 623 F1h 6Fh 無効
Korean 3 of 5

Korean 3 of 5 581 F1h 45h 無効
Inverse  1D（反転1D） 586 F1h 4Ah Regular

GS1 DataBar

GS1 DataBar Omnidirectional 338 F0h 52h 有効
GS1 DataBar Limited 339 F0h 53h 有効
GS1 DataBar Expanded 340 F0h 54h 有効

表  32     コード/記号パラメータのデフォルト⼀覧 (Continued)
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コード/記号

パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

GS1 DataBarからUPC/EAN/JANへの変換 397 F0h 8Dh 無効
GS1 DataBarセキュリティレベル 1706 F8h 06h AAh レベル1

GS1 DataBar Limitedマージンチェック 728 F1h D8h レベル3

GS1 Digital Link

GS1 Digital Link 2373 F8h 09h 45h 無効
GS1 Digital Link Mode 2374 F8h 09h 46h モード1（GTINの

み）
GS1 Digital Link優先タイムアウト 2491 F8h 09h BBh 200ミリ秒
コード/記号特有のセキュリティ機能
リダンダンシーレベル 78 4Eh 1

セキュリティレベル 77 4Dh 1

1Dクワイエットゾーンレベル 1288 F8h 09h 46h 1

キャラクタ間ギャップサイズ 381 F0h 7Dh 通常
Compositeコード
Composite CC-C 341 F0h 55h SR/DL：無効
Composite CC-A/B 342 F0h 56h SR/DL：無効
Composite TLC-39 371 F0h 73h 無効
Composite反転 1113 F8h 04h 59h Regular

UPC Compositeモード 344 F0h 58h UPCをリンクしない
Compositeビープモード 398 F0h 8Eh コードタイプが読み

取られるたびに鳴る
UCC/EAN CompositeコードのGS1-128エミュ
レーションモード

427 F0h ABh 無効

2Dコード/記号
PDF417 15 0Fh 有効
MicroPDF417 227 E3h 無効
Code 128エミュレーション 123 7Bh 無効
Data Matrix 292 F0h 24h 有効
GS1 Data Matrix 1336 F8h 05h 38h 無効
Data Matrix反転 588 F1h 4Ch 反転の⾃動検出
Data Matrixミラーイメージの読み取り 537 F1h 19h Auto（⾃動）
Maxicode 294 F0h 26h 無効
QR Code 293 F0h 25h 有効
Weblink QR 1947 F8 07 9Bh 有効

表  32     コード/記号パラメータのデフォルト⼀覧 (Continued)
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コード/記号

パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

GS1 QR 1343 F8h 05h 3Fh 有効
MicroQR 573 F1h 3Dh 有効
リンクされたQRモード 1847 737h リンクされたQRの

み
Aztec 574 F1h 3Eh 有効
Aztec反転 589 F1h 4Dh 反転の⾃動検出
Han Xin 1167 F8h 04h 8Fh 無効
Han Xin反転 1168 F8h 04h 90h Regular

Grid Matrix 1718 F8h 06h B6h 無効
Grid Matrix反転 1719 F8h 06h B7h Regular

Grid Matrixミラー 1736 F8h 06h C8h Regular

DotCode 1906 F8 07 72h 無効
DotCode優先 1937 F8 07 91h 有効
DotCode反転 1907 F8 07 73h 反転の⾃動検出
DotCodeミラー 1908 F8 07 74h ⾃動検出
DotCode消去の制限 2063 F8 08 0F 10

Macro PDF

Macro PDFバッファのフラッシュ N/A N/A N/A

Macro PDFエントリの中⽌ N/A N/A N/A

郵便コード
US Postnet 89 59h 無効
US Planet 90 5Ah 無効
US Postalチェックディジットの転送 95 5Fh 有効
UK Postal 91 5Bh 無効
UK Postalチェックディジットの転送 96 60h 有効
Japan Postal 290 F0h 22h 無効
Australia Post 291 F0h 23h 無効
Australia Postフォーマット 718 F1h CEh ⾃動識別
Netherlands KIX Code 326 F0h 46h 無効
USPS 4CB/One Code/Intelligent Mail 592 F1h 50h 無効
UPU FICS Postal 611 F1h 63h 無効
Mailmark 1337 F8h 05h 39h 無効
Posti LAPA 4-State Code 2031 F8 07EF 無効

表  32     コード/記号パラメータのデフォルト⼀覧 (Continued)
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コード/記号

パラメータ パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォルト

Digimarc

Digimarc電⼦透かし 1687 F8h 06h 97h 無効
Digimarcバーコード N/A N/A 無効
Digimarcデータモード 2257 F8h 08h D1h 互換性がある
Digimarc GIA17フォーマット 2488 F8h 09h B8h 無効

a 10進数のパラメータ番号は、RSMコマンドを使⽤したプログラミングで使⽤されます。

b 16進数のSSI番号は、SSIコマンドを使⽤したプログラミングで使⽤されます。

表  32     コード/記号パラメータのデフォルト⼀覧 (Continued)

すべてのコードタイプの有効化/無効化
スキャナがすべてのバーコードタイプを読み取る機能を有効または無効にするには、次のいずれかの
バーコードをスキャンします。
• Disable All Code  Types（すべてのコードタイプを無効にする）-   すべてのコードタイプを無効にしま

す。この設定は、少数のバーコードタイプのみを有効にする場合に便利です。
• Enable All Code  Types（すべてのコードタイプを有効にする）-   すべてのコードタイプを有効にしま

す。これは、少数のコードタイプのみを無効にする必要がある場合に便利です。

すべてのコードタイプを無効にする

すべてのコードタイプを有効にする

UPC/EAN/JAN

UPC、EAN、またはJAN設定を有効にするには、これらのパラメータのいずれかを選択できます。

UPC-A

Parameter # 1 (SSI #01h)  (パラメータ番号1（SSI番号01h）)
このパラメータは、スキャナによるUPC-Aバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  UPC-A読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  UPC-A読み取りを無効にします。
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コード/記号

*UPC-Aを有効にする（1）

UPC-Aを無効にする（0）

UPC-E

Parameter # 2 (SSI # 02h)  (パラメータ番号2（SSI番号02h）)
このパラメータでは、スキャナによるUPC-Eバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  UPC-Eを使⽤するように設定します。
• Disabled（無効）-  UPC-Eは使⽤されません。

*UPC-Eを有効にする（1）

UPC-Eを無効にする（0）

UPC-E1

Parameter # 12 (SSI # 0Ch)  (パラメータ番号12（SSI番号0Ch）)
このパラメータは、スキャナによるUPC-E1バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  UPC-E1を使⽤するように設定します。
• Disabled（無効）-  UPC-E1を使⽤しません。

注 :  UPC-E1  は、UCC（Uniform  Code  Council）承認のコード/記号ではありません。

UPC-E1を有効にする（1）

*UPC-E1を無効にする（0）
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EAN-8/JAN-8

Parameter # 4 (SSI # 04h)  (パラメータ番号4（SSI番号04h）)
このパラメータは、スキャナによるEAN-8/JAN-8バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  EAN-8/JAN-8を使⽤するように設定します。
• Disabled（無効）-  EAN-8/JAN-8を使⽤しません。

*EAN-8/JAN-8を有効にする（1）

EAN-8/JAN-8を無効にする（0）

EAN-13/JAN-13

Parameter # 3 (SSI # 03h)  (パラメータ番号3（SSI番号03h）)
このパラメータは、スキャナによるEAN-13/JAN-13バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  EAN-13/JAN-13を使⽤するように設定します。
• Disabled（無効）-  EAN-13/JAN-13を使⽤しません。

*EAN-13/JAN-13を有効にする（1）

EAN-13/JAN-13を無効にする（0）

Bookland EAN

Parameter # 83 (SSI # 53h)  (パラメータ番号83（SSI番号53h）)
このパラメータは、スキャナによるBookland EANバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  Bookland EANを使⽤できるように設定します。
• Disabled（無効）-  Bookland EANを使⽤しません。

注 :  Bookland EANを有効にする場合は、Bookland ISBNフォーマットを選択します。UPC/
EAN/JANサプリメンタルの読み取りも設定し、次のいずれかのオプションを選択します。
• サプリメンタル付きUPC/EAN/JANのみを読み取る
• サプリメンタル付きUPC/EAN/JANを⾃動識別する
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• 978/979サプリメンタルモードを有効にする

Bookland EANを有効にする（1）

*Bookland EANを無効にする（0）

Bookland ISBNフォーマット
Parameter # 576 (SSI # F1h 40h)  (パラメータ番号576（SSI番号F1h  40h）)
[Bookland EAN]が有効になっている場合は、このパラメータによりBooklandデータのフォーマットを選
択できます。
• *Bookland ISBN-10  －   下位互換性⽤の特殊なBooklandチェックデジットを備えた従来の10桁形式

で、978で始まるBooklandデータが認識されます。このモードでは、979で始まるデータはBookland

とは⾒なされません。
• Bookland ISBN-13 - 2007 ISBN-13プロトコル対応の13桁フォーマットで、978または979で始まる

EAN-13データがBooklandとして認識されます。

注 :  Bookland EANが正しく機能するには、まずBookland EANを有効にしてから、UPC/EAN/
JANサプリメンタルの読み取りを設定して、次のいずれかのオプションを選択します。
• サプリメンタル付きUPC/EAN/JANのみを読み取る。
• サプリメンタル付きUPC/EAN/JANを⾃動識別する。
• 978/979サプリメンタルモードを有効にする。

*Bookland ISBN-10 (0)

Bookland ISBN-13 (1)

ISSN EAN

Parameter # 617 (SSI # F1h 69h)  (パラメータ番号617（SSI番号F1h  69h）)
このパラメータは、スキャナによるISSN EANバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  ISSN EANを使⽤するように設定します。
• *Disabled（無効）-  ISSN EANは使⽤されません。
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ISSN EANを有効にする（1）

*ISSN EANを無効にする（0）

UPC/EAN/JANサプリメンタルのデコード
Parameter # 16 (SSI # 10h)  (パラメータ番号16（SSI番号10h）)
このパラメータでは、特定のフォーマット変換に従って追加されるバーコードであるサプリメンタルを
読み取ります（UPC  A+2、UPC  E+2、EAN  13+2など）。
• サプリメンタル付きUPC/EAN/JANのみを読み取る  -  サプリメンタル⽂字付きUPC/EAN/JANシンボ

ルのみが読み取られ、サプリメンタルがないシンボルは無視されます。
• UPC/EAN/JANサプリメンタルを無視する  -  スキャナにサプリメンタルシンボル付きUPC/EAN/JAN

を提⽰すると、UPC/EAN/JANは読み取られますが、サプリメンタル⽂字は無視されます。
• サプリメンタル付きUPC/EAN/JAN  を⾃動識別する  -  サプリメンタル⽂字付きUPC/EAN/JANはた

だちに読み取られます。シンボルにサプリメンタルがない場合、スキャナはサプリメンタルがないこ
とを確認するために、UPC/EAN/JANサプリメンタルの読み取り繰り返し回数で設定された回数だけ
バーコードを読み取ってから、そのデータを転送します。

• 378/379サプリメンタルモードを有効にする
• 978/979サプリメンタルモードを有効にする

注 :  978/979サプリメンタルモードを選択して  Bookland EANバーコードをスキャンしている
場合、「Bookland EAN」を参照し、Bookland ISBNフォーマットを使⽤してフォーマットを
選択します。
• 977サプリメンタルモードを有効にする
• 414/419/434/439サプリメンタルモードを有効にする
• 491サプリメンタルモードを有効にする
• スマートサプリメンタルモードを有効にする  -  前述したプリフィックスで始まるEAN-13バーコードに

適⽤されます。
• サプリメンタルユーザープログラマブルタイプ1 -  ユーザーが定義した3桁のプリフィックスで始まる

EAN-13バーコードに適⽤されます。ユーザープログラマブルサプリメンタルを使⽤してこれを設定し
ます。

• サプリメンタルユーザープログラマブルタイプ1および2 -  ユーザーが定義した、2つの3桁のプリ
フィックスのいずれかで始まるEAN-13バーコードに適⽤されます。ユーザープログラマブルサプリメ
ンタルを使⽤してプリフィックスを設定します。

• スマートサプリメンタルとユーザープログラマブル1 -  前述したプリフィックス、またはユーザープロ
グラマブルサプリメンタルを使⽤して設定したプリフィックスで始まるEAN-13バーコードに適⽤され
ます。
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• スマートサプリメンタルとユーザープログラマブル1および2 -  前述したプリフィックス、またはユー
ザープログラマブルサプリメンタルを使⽤してユーザーが定義した2つのプリフィックスのいずれか
で始まるEAN-13バーコードに適⽤されます。

注 :  無効なデータ転送となるリスクを最⼩限に抑えるため、サプリメンタル⽂字を読み取るま
たは無視するオプションのいずれかを選択します。

サプリメンタル付きUPC/EAN/JANのみを読み取
る（1）

*UPC/EAN/JANサプリメンタルを無視する（0）

サプリメンタル付きUPC/EAN/JANを⾃動識別す
る（2）

378/379サプリメンタルモードを有効にする
（4）

978/979サプリメンタルモードを有効にする
（5）

977サプリメンタルモードを有効にする（7）

414/419/434/439サプリメンタルモードを有効に
する（6）

491サプリメンタルモードを有効にする（8）

228



コード/記号

スマートサプリメンタルモードを有効にする
（3）

ユーザープログラマブルサプルメンタルタイプ
1（9）

ユーザープログラマブルサプルメンタルタイプ1お
よび2（10）

スマートサプリメンタルとユーザープログラマブ
ル1（11）

スマートサプリメンタルとユーザープログラマブ
ル1および2（12）

ユーザープログラマブルサプリメンタル
Parameter # 579 (SSI # F4h F1h 43h)  (パラメータ番号579（SSI番号F4h F1h  43h）)
Parameter # 580 (SSI # F4h F1h 44h)  (パラメータ番号580（SSI番号F4h F1h  44h）)
「サプリメンタルユーザープログラマブル」オプションを選択している場合、このパラメータを使⽤し
て3桁のプリフィックスを2つ設定できます。
• ユーザープログラマブルサプリメンタル1 - 1つ⽬の3桁のプリフィックスを設定します。「数値バー

コード」を参照してください。
• ユーザープログラマブルサプリメンタル2 - 2つ⽬の3桁のプリフィックスを設定します。「数値バー

コード」を参照してください。

  ユーザープログラマブルサプリメンタル1
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  ユーザープログラマブルサプリメンタル2

UPC/EAN/JANサプリメンタルの読み取り繰り返し回数
Parameter # 80 (SSI # 50h)  (パラメータ番号80（SSI番号50h）)
「⾃動識別UPC/EAN/JAN」が⾃動識別に設定されている場合、このパラメータは、送信前にサプリメ
ンタルなしでシンボルが読み取られる回数を定義します。
設定範囲は2〜30回です。サプリメンタル付きとなしのタイプが混在しているUPC/EAN/JANシンボル
を読み取る際には、5回以上の値を設定することをお勧めします。デフォルトは10です。
読み取り繰り返し回数を設定するには、次のバーコードをスキャンして、数値バーコードから2つのバー
コードをスキャンします。1桁の数字の場合は、先頭にゼロを⼊⼒します。間違いを訂正したり、選択し
た設定を変更したりする場合は、「キャンセル」をスキャンします。

UPC/EAN/JANサプリメンタルの読み取り繰り返
し回数

サプリメンタル付きUPC/EAN/JANのAIM IDフォーマット
Parameter # 672 (SSI # F1h A0h)  (パラメータ番号672（SSI番号F1h  A0h）)
コードIDキャラクタの転送がAIM Code ID Character (AIMコードIDキャラクタ)に設定されている場合は、サプ
リメンタル付きUPC/EAN/JANバーコードを通知するときの出⼒形式を選択します。
• Separate（分離）-   サプリメンタルコード付きUPC/EAN/JANを個別AIM IDで1回で転送します。次に

例を⽰します。

]E<0 or 4><data>]E<1 or 2>[supplemental data]

• Combined（結合）-   サプリメンタルコード付きUPC/EAN/JANを1つのAIM IDで1回で転送します。例
については、以下を参照してください。

]E3<data+supplemental data>

• Separate  Transmissions（分離転送）-   サプリメンタルコード付きUPC/EAN/JANは個別AIM IDで個
別に転送されます。次に例を⽰します。

]E<0 or 4><data>
]E<1 or 2>[supplemental data]

230



コード/記号

分離（0）

*結合（1）

分離転送（2）

UPC-Aチェックディジットの転送
Parameter # 40 (SSI # 28h)  (パラメータ番号40（SSI番号28h）)
このパラメータは、データにUPC-Aチェックディジットを付けるかどうかを選択します。
チェックディジットとは、シンボルの最後の⽂字で、データの整合性を検証するために使⽤されます。
これは、データの整合性を保証するために常に確認されます。
• * Transmit UPC-A Check  Digit（UPC-Aチェックディジットを転送する）-   データにUPC-Aチェック

ディジットを付けて転送します。
• Do Not Transmit UPC-A Check  Digit（UPC-Aチェックディジットを転送しない）-  UPC-Aチェック

ディジットを付けないでデータを転送します。

*UPC-Aチェックディジットを転送する（1）

UPC-Aチェックディジットを転送しない（0）

UPC-Eチェックディジットの転送
Parameter # 41 (SSI # 29h)  (パラメータ番号41（SSI番号29h）)
このパラメータは、データにUPC-Eチェックディジットを付けるかどうかを選択します。
チェックディジットとは、シンボルの最後の⽂字で、データの整合性を検証するために使⽤されます。
これは、データの整合性を保証するために常に確認されます。
• *UPC-Eチェックディジットを転送する  - UPC-Eチェックディジットの付いたデータを転送します。
• UPC-Eチェックディジットを転送しない  - UPC-Eチェックディジットを付けないでデータを転送しま

す。
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*UPC-Eチェックディジットを転送する（1）

UPC-Eチェックディジットを転送しない（0）

UPC-E1チェックディジットの転送
Parameter # 42 (SSI #2Ah)  (パラメータ番号42（SSI番号2Ah）)
このパラメータは、データにUPC-E1チェックディジットを付けるかどうかを選択します。
チェックディジットとは、シンボルの最後の⽂字で、データの整合性を検証するために使⽤されます。
これは、データの整合性を保証するために常に確認されます。
• *UPC-E1チェックディジットを転送する  -  データにUPC-E1チェックディジットを付けて転送します。
• UPC-E1チェックディジットを転送しない  - UPC-E1チェックディジットを付けないでデータを転送し

ます。

*UPC-E1チェックディジットを転送する（1）

UPC-E1チェックディジットを転送しない（0）

UPC-Aプリアンブル
Parameter # 34 (SSI # 22h)  (パラメータ番号34（SSI番号22h）)
プリアンブルキャラクタはUPCシンボルの⼀部で、国コードとシステムキャラクタを含んでいます。
ホストシステムに合わせて、UPC-Aプリアンブル転送の適切なオプションを選択します。
• システムキャラクタのみを転送する
• システムキャラクタと国コード（⽶国は「0」）を転送する
• プリアンブルを転送しない

プリアンブルなし（<DATA>）（0）
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*システムキャラクタ（<SYSTEM  CHARACTER> 

<DATA>）（1）

システムキャラクタと国コード（<COUNTRY 
CODE> <SYSTEM CHARACTER>  <DATA>）
（2）

UPC-Eプリアンブル
Parameter # 35 (SSI # 23h)  (パラメータ番号35（SSI番号23h）)
プリアンブルキャラクターはUPCシンボルの⼀部で、国コードとシステムキャラクタを含んでいます。
ホストシステムに合わせて、UPC-Eプリアンブル転送の適切なオプションを選択します。
• システムキャラクタだけを転送する
• システムキャラクタと国コード（⽶国は「0」）を転送する
• プリアンブルを転送しない

プリアンブルなし（<DATA>）（0）

*システムキャラクタ（<SYSTEM  CHARACTER> 

<DATA>）（1）

システムキャラクタと国コード（<COUNTRY 
CODE> <SYSTEM CHARACTER>  <DATA>）
（2）

UPC-E1プリアンブル
Parameter # 36 (SSI # 24h)  (パラメータ番号36（SSI番号24h）)
プリアンブルキャラクターはUPCシンボルの⼀部で、国コードとシステムキャラクタを含んでいます。
ホストシステムに合わせて、UPC-E1プリアンブル転送の適切なオプションを選択します。
• システムキャラクタだけを転送する
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• システムキャラクタと国コード（⽶国は「0」）を転送する
• プリアンブルを転送しない

プリアンブルなし（<DATA>）（0）

*システムキャラクタ（<SYSTEM  CHARACTER> 

<DATA>）（1）

システムキャラクタと国コード（<COUNTRY 
CODE> <SYSTEM CHARACTER>  <DATA>）
（2）

UPC-EからUPC-Aへの変換
Parameter # 37 (SSI # 25h)  (パラメータ番号37（SSI番号25h）)
このパラメータは、UPC-E（ゼロ抑制）で読み取られたデータをUPC-Aフォーマットに変換してから転
送します。
変換後、データはUPC-Aフォーマットになり、UPC-Aプログラミングの選択（プリアンブルやチェック
ディジットなど）の影響を受けます。
• *Enabled（有効）-  UPC-Eで読み取られたデータをUPC-Aフォーマットに変換します。
• Disabled（無効）-  UPC-Eで読み取られたデータをUPC-Aに変換せずに転送します。

UPC-EからUPC-Aへ変換する（有効）（1）

*UPC-EからUPC-Aへ変換しない（無効）（0）

UPC-E1からUPC-Aへの変換
Parameter # 38 (SSI # 26h)  (パラメータ番号38（SSI番号26h）)
このパラメータは、転送前にUPC-E1（ゼロ抑制）で読み取ったデータをUPC-Aフォーマットに変換しま
す。
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変換後、データはUPC-Aフォーマットになり、UPC-Aプログラミングの選択（プリアンブルやチェック
ディジットなど）の影響を受けます。
• Enabled（有効）-  UPC-E1で読み取ったデータをUPC-Aフォーマットに変換します。
• Disabled（無効）-  UPC-E1で読み取ったデータをUPC-Aに変換しないで転送します。

UPC-E1からUPC-Aに変換する（有効）（1）

UPC-E1からUPC-Aに変換しない（無効）（0）

EAN/JANゼロ拡張
Parameter # 39 (SSI # 27h)  (パラメータ番号39（SSI番号27h）)
このパラメータは、読み取ったEAN-8シンボルをEAN-13シンボルと互換性のある⻑さにする操作を有効
または無効にします。
• Enabled（有効）-   読み取ったEAN-8シンボルがEAN-13シンボルと適合するように、先頭にゼロを5つ

追加します。
• Disabled（無効）-   ゼロを追加せずにEAN-8シンボルをそのまま転送します。

EAN/JANゼロ拡張を有効にする（1）

*EAN/JANゼロ拡張を無効にする（0）

UCC  クーポン拡張コード
Parameter # 85 (SSI # 55h)  (パラメータ番号85（SSI番号55h）)
このパラメータでは、「5」の数で始まるUPC-Aバーコード、「99」の数で始まるEAN-13バーコード、
およびUPC-A/GS1-128クーポンコードを読み取ります。
• Enabled（有効）-  UPC-A、EAN-13、およびGS1-128クーポンコードの読み取りを拡張します。
• *Disabled（無効）-  UPC-A、EAN-13、およびGS1-128クーポンコードの読み取りは拡張されません。

注 :  この機能を使⽤するには、UPC-A、EAN-13、GS1-128を有効にする必要があります。

注 :  「UPC/EAN/JANサプリメンタルの読み取り繰り返し回数」を参照して、クーポンコード
のGS1-128（右半分）の⾃動識別を制御します。
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UCCクーポン拡張コードを有効にする（1）

*UCCクーポン拡張コードを無効にする（0）

UPC  縮⼩クワイエットゾーン
Parameter # 1289 (SSI # F8h 05h 09h)  (パラメータ番号1289（SSI番号F8h 05h  09h）)
このパラメータは、縮⼩クワイエットゾーン（バーコードの両側のマージン）のあるUPCバーコードの
読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-   スキャナが縮⼩クワイエットゾーンがあるUPCバーコードを読み取ることができ

ます。
• *Disabled（無効）-   縮⼩クワイエットゾーンがあるUPCバーコードの読み取りを防⽌します。

注 :  「有効」を選択した場合は、「1Dクワイエットゾーンレベル」を選択します。

UPC縮⼩クワイエットゾーンを有効にする（1）

*UPC縮⼩クワイエットゾーンを無効にする（0）

Code 128

Parameter # 8 (SSI #08h)  (パラメータ番号8（SSI番号08h）)
このパラメータは、スキャナによるCode 128バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  Code 128の読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）  - Code 128の読み取りを無効にします。

*Code 128を有効にする（1）
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Code 128を無効にする（0）

Code 128の読み取り桁数設定
Parameter # 209 (SSI #D1h)  (パラメータ番号209（SSI番号D1h）)
Parameter # 210 (SSI #D2h)  (パラメータ番号210（SSI番号D2h）)
このパラメータは、Code  128の読み取り桁数を、任意⻑、1種類もしくは2種類の読み取り桁数、または
指定範囲内の⻑さに設定します。
コードの読み取り桁数とは、コードに含まれるチェックディジットを含む、⽂字（可読⽂字など）の数
を指します。デフォルトはすべての⻑さです。

注 :  読み取り桁数を設定するときに、1桁の数字に対しては先頭にゼロを⼊⼒します。

• 1種類の読み取り桁数  -  読み取り桁数が1種類のCode 128シンボルだけを読み取ります。
• 2種類の読み取り桁数  - 2種類の読み取り桁数のいずれかを含むCode 128シンボルだけを読み取りま

す。
• 指定範囲内  -  指定された範囲内の読み取り桁数のCode 128シンボルを読み取ります。
• 任意⻑  -  スキャナの機能が許す範囲で、任意の⽂字数のCode 128シンボルを読み取ります。
数値バーコードのバーコードを使⽤して読み取り桁数を選択します。エラーを修正するか、選択を変更
するには、キャンセルをスキャンします。
例：
• 14⽂字のCode 128シンボルだけを読み取るには、「Code  128 - 1種類の読み取り桁数」を選択してか

ら、1、4をスキャンします。
• 2⽂字または14⽂字のCode 128シンボルだけを読み取るには、「Code  128 - 2種類の読み取り桁数」を

スキャンしてから、0、2、1、4をスキャンします。
• 4〜12⽂字の範囲を指定する場合は、「Code  128 -  指定範囲内」をスキャンしてから、0、4、1、2を

スキャンします。

Code 128 - 1種類の読み取り桁数

Code 128 - 2種類の読み取り桁数

Code 128 -  指定範囲内
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*Code 128 -  任意の読み取り桁数

GS1-128（旧  UCC/EAN-128）
Parameter # 14 (SSI #0Eh)  (パラメータ番号14（SSI番号0Eh）)
このパラメータは、スキャナによるGS1-128バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  GS1-128読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  GS1-128読み取りを無効にします。

* GS1-128を有効にする（1）

GS1-128を無効にする（0）

ISBT 128

Parameter # 84 (SSI #54h)  (パラメータ番号84（SSI番号54h）)
このパラメータは、スキャナによるISBT 128バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  ISBT 128の読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  ISBT 128の読み取りを無効にします。
ISBT 128は、⾎液バンク業界で使⽤されているCode 128の⼀種です。

*ISBT 128を有効にする（1）

ISBT 128を無効にする（0）

ISBT Concatenation

Parameter # 577 (SSI #F1h 41h)  (パラメータ番号577（SSI番号F1h  41h）)
このパラメータは、スキャナがISBTの読み取りを有効または無効にします。
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ISBTコードタイプのペアの連結のためのオプションを選択します。
• ISBT連結を有効にする  -  スキャナは2つのISBTコードを読み取り、連結します。スキャナは単⼀の

ISBTシンボルを読み取りません。
• ISBT連結を無効にする  -  スキャナは検出されたISBTコードのペアを連結しません。
• ISBT連結を⾃動識別する  -  スキャナはISBTコードのペアをただちに読み取り、連結します。ISBTシン

ボルが1つしかない場合は、それ以外のISBTシンボルがないことを確認するために、ISBT連結の読み
取り繰り返し回数で設定した回数分シンボルを読み取ってからデータを転送します。

注 :  ISBT⾃動検出が期待どおりに動作するには、両⽅のバーコードが同時に読み取り範囲内に
⼊っている必要があります。これは、プレゼンテーションモードでは実⾏困難な場合がありま
す。

注 :  ISBT連結を有効にするか、ISBT連結を⾃動識別しているときは、Code  128セキュリティレ
ベルを2に設定してください。

ISBT連結を有効にする（1）

ISBT連結を無効にする（0）
標準/運転免許証モデルのデフォルト

ISBT連結を⾃動識別する（2）

ISBTテーブルのチェック
Parameter # 578 (SSI #F1h 42h)  (パラメータ番号578（SSI番号F1h  42h）)
このパラメータでは、ISBTテーブルのチェックを有効または無効にして、テーブルにあるISBTコードの
ペアのみを連結します。他のタイプのISBTコードは連結されません。
• *Enabled（有効）-  ISBTテーブルのチェックを有効にして、このテーブルにあるペアのみを連結しま

す。
• Disabled（無効）-  ISBTテーブルのチェックを無効にして、このテーブルにあるペアのみを連結しま

す。
ISBTの仕様には、⼀般的にペアで使⽤される各種のISBTバーコードがリストされたテーブルが含まれて
います。

*ISBTテーブルのチェックを有効にする（1）
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ISBTテーブルのチェックを無効にする（0）

ISBT  連結の読み取り繰り返し回数
Parameter # 223 (SSI #DFh)  (パラメータ番号223（SSI番号DFh）)
このパラメータは、ISBTシンボルの読み取り回数を設定します。この回数に達すると、他にシンボルが
存在しないと判断されます。
このパラメータは、「ISBT連結」を「⾃動識別」に設定した場合に適⽤されます。

ISBT連結の読み取り繰り返し回数

Code 128 <FNC4>

Parameter # 1254 (SSI #F8h 04h E6h)  (パラメータ番号1254（SSI番号F8h 04h  E6h）)
このパラメータは、Code  128 <FNC4>⽂字を処理します。⽂字を無視するか（削除）、従います（削除
しない）。
• *Honor Code 128  <FNC4>（Code  128 <FNC4>に従う）-  <FNC4>⽂字は通常どおりCode 128規格に

従って処理されます。
• Ignore Code 128  <FNC4>（Code  128 <FNC4>を無視する）-   読み取りデータから<FNC4>⽂字を取り

除きます。残りの⽂字は変更されずにホストに送信されます。

*Code 128 <FNC4>に従う（0）

Code 128 <FNC4>を無視する（1）

Code 128セキュリティレベル
Parameter # 751 (SSI #F1h EFh)  (パラメータ番号751（SSI番号F1h  EFh）)
このパラメータは、Code  128の4種類のセキュリティレベルを設定します。
Code 128バーコードでは、特にCode 128の読み取り桁数が「任意⻑」に設定されている場合に、読み
取りミスが発⽣しやすくなります。セキュリティとスキャナの読み取り速度は反⽐例します。セキュリ
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ティレベルが⾼いほど、スキャナの読み取り速度は遅くなるため、必要なセキュリティレベルを選択し
てください。
• Code 128セキュリティレベル0 -  スキャナはその速度を最⼤限に発揮できる状態で動作しつつ、規格

内のバーコードのほとんどを読み取るのに⼗分な読み取り精度を確保できます。
• Code 128セキュリティレベル1 -  適切な読み取り速度を維持しながら、ほとんどの読み取りミスを除去

します。
• Code 128セキュリティレベル2 -  セキュリティレベル1で読み取りミスを排除できない場合に、バー

コードの読み取り精度要件を⾼めます。
• Code 128セキュリティレベル3 -  セキュリティレベル2を選択しても読み取りミスを排除できない場合

は、このセキュリティレベルを選択して最⾼の安全要件を適⽤します。

注 :  Code 128セキュリティレベル3は、規格を⼤きく外れたバーコードの読み取りミスに対す
る⾮常⼿段として選択するものです。選択すると、読み取り機能は⼤きく低下します。このセ
キュリティレベルが必要な場合は、バーコードの品質の改善を試みてください。

Code 128セキュリティレベル0（0）

*Code 128セキュリティレベル1（1）
標準/運転免許証モデルのデフォルト。

Code 128セキュリティレベル2（2）

Code 128セキュリティレベル3（3）

Code 128縮⼩クワイエットゾーン
Parameter # 1208 (SSI #F8h 04h B8h)  (パラメータ番号1208（SSI番号F8h 04h  B8h）)
このパラメータは、縮⼩クワイエットゾーン（バーコードの両側のマージン）を含むCode 128の読み取
りを有効または無効にします。
「有効」を選択した場合は、「1Dクワイエットゾーンレベル」を選択します。
• Enabled（有効）-   縮⼩クワイエットゾーンを含むCode 128を有効にします。
• *Disabled（無効）-   縮⼩クワイエットゾーンを含むCode 128を無効にします。
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Code 128縮⼩クワイエットゾーンを有効にする
（1）

*Code 128縮⼩クワイエットゾーンを無効にする
（0）

Code 39

Parameter # 0 (SSI #00h)  (パラメータ番号0（SSI番号00h）)
このパラメータは、スキャナによるCode 39バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）  - Code 39の読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）  - Code 39の読み取りを無効にします。

*Code 39を有効にする（1）

Code 39を無効にする（0）

Trioptic Code 39

Parameter # 13 (SSI #0Dh)  (パラメータ番号13（SSI番号0Dh）)
このパラメータは、スキャナによるTrioptic Code 39バーコードの読み取りを有効または無効にします。
Trioptic Code 39は、コンピュータのテープカートリッジのマーキングに使⽤されるCode 39の⼀種で
す。Trioptic  Code 39シンボルには、常に6⽂字が含まれています。
• Enabled（有効）-  Trioptic Code 39読み取りを有効にします。
• *Disabled（無効）-  Trioptic Code 39読み取りを無効にします。

注 :  Trioptic Code 39とCode 39 Full ASCIIを同時に有効にすることはできません。

Trioptic Code 39  を有効にする  (1)
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*Trioptic Code 39を無効にする（0）

Code 39からCode 32への変換
Parameter # 86 (SSI #5h)  (パラメータ番号86（SSI番号5h）)
このパラメータでは、Code  39からCode 32への変換を有効または無効にします。
Code 32は、イタリアの製薬業界で使⽤されているCode 39の⼀種です。

注 :  このパラメータを機能させるには、Code  39を有効にしておく必要があります。

• Enabled（有効）-  Code 39からCode 32への変換を有効にします。
• *Disabled（無効）-  Code 39からCode 32への変換を無効にします。

Code 39からCode 32への変換を有効にする（1）

*Code 39からCode 32への変換を無効にする
（0）

Code 32プリフィックス
Parameter # 231 (SSI #E7h)  (パラメータ番号231（SSI番号E7h）)
このパラメータでは、すべてのCode 32バーコードへのプリフィックス⽂字「A」の追加を有効または無
効にします。
• Enabled（有効）-  Code 32  プリフィックスを有効にします。
• *Disabled（無効）-  Code 32  プリフィックスを無効にします。

注 :  このパラメータを機能させるには、Code 39からCode 32への変換を有効にしておく必要
があります。

Code 32プリフィックスを有効にする（1）
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*Code 32プリフィックスを無効にする（0）

Code 39の読み取り桁数設定
L1 Parameter # 18 (SSI #12h)  (パラメータ番号18（SSI番号12h）)
L2 Parameter # 19 (SSI #13h)  (パラメータ番号19（SSI番号13h）)
このパラメータは、Code  39の読み取り桁数を設定します。
コードの読み取り桁数とは、コードに含まれるチェックディジットを含む、⽂字（可読⽂字など）の数
を指します。
次のオプションがあります。
• 任意⻑
• 1種類または2種類の⻑さ
• 特定範囲内の⻑さ
Code 39 Full ASCII  を有効にした場合、推奨するオプションは「指定範囲内」または「任意⻑」です。
デフォルトの動作は範囲内の読み取り桁数で、デフォルト値は1〜55です。

注 :  読み取り桁数を設定するときに、1桁の数字に対しては先頭にゼロを⼊⼒します。

• 1種類の読み取り桁数  -  選択された読み取り桁数のCode 39シンボルだけを読み取ります。
• 2種類の読み取り桁数  - 2種類の読み取り桁数のいずれかを含むCode 39シンボルだけを読み取りま

す。
• 指定範囲内  -  特定の読み取り範囲を持つCode 39シンボルを読み取ります。
• 任意⻑  -  スキャナの機能が許す範囲で、任意の⽂字数のCode 39シンボルを読み取ります。
数値バーコードのバーコードを使⽤して⻑さを選択します。エラーを修正するか、選択を変更するに
は、キャンセルをスキャンします。
例：
• 14⽂字のCode 39シンボルだけを読み取るには、「Code  39 - 1種類の読み取り桁数」をスキャンして

から、1、4をスキャンします。
• 2⽂字または14⽂字のCode 39シンボルだけを読み取るには、「Code  39 - 2種類の読み取り桁数」を

スキャンしてから、0、2、1、4をスキャンします。
• 4〜12⽂字のCode 39シンボルを指定読み取るには、「Code  39 -  指定範囲内」をスキャンしてか

ら、0、4、1、2をスキャンします。

Code 39 - 1種類の読み取り桁数
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Code 39 - 2種類の読み取り桁数

*Code 39 -  指定範囲内（デフォルト：範囲内の読
み取り桁数）

Code 39 -  任意⻑

Code 39チェックディジットの確認
Parameter # 48 (SSI #30h)  (パラメータ番号48（SSI番号30h）)
このパラメータは、すべてのCode 39シンボルの整合性を確認し、データが指定されたチェックディ
ジットアルゴリズムに適合しているかどうかを検証します。
Modulo 43チェックディジットを含むCode 39シンボルのみが読み取られます。Code  39シンボルに
Modulo 43チェックディジットが含まれている場合は、このパラメータを有効にします。
• Enabled（有効）-  Code 39チェックディジットを有効にします。
• *Disabled（無効）-  Code 39チェックディジットを無効にします。

Code 39チェックディジットを有効にする（1）

*Code 39チェックディジットを無効にする（0）

Code 39縮⼩クワイエットゾーン
Parameter # 1209 (SSI #F8h 04h B9h)  (パラメータ番号1209（SSI番号F8h 04h B9h))

このパラメータは、縮⼩クワイエットゾーンがあるCode 39の読み取りを有効または無効にします。ク
ワイエットゾーンは、バーコードの両側の余⽩です。
[Enable]（有効）を選択した場合は、1Dクワイエットゾーンレベルを選択します。
• Enabled（有効）-   縮⼩クワイエットゾーンを含むCode 39を有効にします。
• *Disabled（無効）-   縮⼩クワイエットゾーンを含むCode 39を無効にします。
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Code 39縮⼩クワイエットゾーンを有効にする
（1）

*Code 39縮⼩クワイエットゾーンを無効にする
（0）

Code 39チェックディジットの転送
Parameter # 43 (SSI #2Bh)  (パラメータ番号43（SSI番号2Bh）)
このパラメータは、Code  39データをチェックディジット付きまたはチェックディジットなしで転送しま
す。
• Enabled（有効）-  Code 39チェックディジットの転送を有効にします。
• *Disabled（無効）-  Code 39チェックディジットの転送を無効にします。

注 :  このパラメータが機能するためには、「Code 39チェックディジットの確認」を有効にし
ておく必要があります。

Code 39チェックディジットを転送する（有効）
（1）

*Code 39チェックディジットを転送しない（無
効）（0）

Code 39 Full ASCII変換
Parameter # 17 (SSI #11h)  (パラメータ番号17（SSI番号11h）)
このパラメータは、スキャナによるCode 39 Full ASCIIの読み取りを有効または無効にします。
Code 39 Full ASCIIとは、Code  39のバリアントで、キャラクタをペアにしてFull ASCII⽂字セットを
コード化します。
• Enabled（有効）-  Code 39 Full ASCIIを有効にします。
• *Disabled（無効）-  Code 39 Full ASCIIを無効にします。

注 :  Code 39 Full ASCIIとFull ASCIIの対応付けはホストによって異なります。そのため、該当
するインタフェースのASCII⽂字セット⼀覧で説明します。「ASCII⽂字セット」を参照してく
ださい。
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Code 39 Full ASCIIを有効にする（1）

*Code 39 Full ASCIIを無効にする（0）

Code 39セキュリティレベル
Parameter # 750 (SSI #F1h EEh)  (パラメータ番号750（SSI   番号  F1h  EEh）)
このパラメータは、Code  39のセキュリティレベルを設定します。
バーコード品質レベルが低いほど、より⾼いセキュリティレベルを選択してください。セキュリティと
デバイスの読み取り速度は反⽐例するため、指定されたアプリケーションに必要なセキュリティレベル
だけを選択してください。
• Code 39セキュリティレベル0 -  デバイスは、スキャナはその性能を最⼤限に発揮できる状態で動作

しつつ、規格内のバーコードのほとんどを読み取るのに⼗分な読み取り精度を確保できます。
• *Code 39セキュリティレベル1 -  この設定により、ほとんどの読み取りミスを除去します。
• Code 39セキュリティレベル2 -  セキュリティレベル1で読み取りミスを解消できないときにこのオプ

ションを選択します。
• Code 39セキュリティレベル3 -  セキュリティレベル2を選択してもまだ読み取りミスを解消できない

ときにこのレベルを選択します。

注 :  セキュリティレベル3の選択は、規格を⼤きく外れたバーコードの読み取りミスに対する⾮
常⼿段です。このセキュリティレベルを選択すると、デバイスの読み取り能⼒に⼤きな影響を
与えます。このセキュリティレベルが必要な場合は、バーコードの品質を上げるようにしてく
ださい。

Code 39セキュリティレベル0（0）

*Code 39セキュリティレベル1（1）

Code 39セキュリティレベル2（2）
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Code 39セキュリティレベル3（3）

Code 93

Parameter # 9 (SSI #09h)  (パラメータ番号9（SSI番号09h）)
このパラメータは、スキャナによるCode 93バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  Code 93の読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  Code 93の読み取りを無効にします。

*Code 93を有効にする（1）

Code 93を無効にする（0）

Code 93の読み取り桁数設定
Parameter # 26 (SSI #1Ah)  (パラメータ番号26（SSI番号1Ah）)
Parameter # 27 (SSI #1Bh)  (パラメータ番号27（SSI番号1Bh）)
このパラメータは、Code  93の読み取り桁数を、任意⻑、1種類もしくは2種類の読み取り桁数、または
指定範囲内の⻑さに設定します。
コードの読み取り桁数とは、コードに含まれるチェックディジットを含む、⽂字（可読⽂字など）の数
を指します。 

次のオプションがあります。
• 任意⻑
• 1種類または2種類の⻑さ
• 特定範囲内の⻑さ
デフォルトの動作は範囲内の読み取り桁数で、デフォルト値は1〜55桁です。

注 :  読み取り桁数を設定するときに、1桁の数字に対しては先頭にゼロを⼊⼒します。

• 1種類の読み取り桁数  -  選択された読み取り桁数のCode 93シンボルだけを読み取ります。
• 2種類の読み取り桁数  - 2種類の読み取り桁数のどちらかに⼀致するCode 93シンボルだけを読み取り

ます。
• 指定範囲内  -  特定の読み取り範囲を持つCode 93シンボルを読み取ります。
• 任意⻑  -  スキャナの機能が許す範囲で、任意の⽂字数のCode 93シンボルを読み取ります。
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数値バーコードのバーコードを使⽤して⻑さを選択します。エラーを修正するか、選択を変更するに
は、キャンセルをスキャンします。
例：
• 14⽂字のCode 93シンボルだけを読み取るには、「Code  93 - 1種類の読み取り桁数」をスキャンして

から、1、4をスキャンします。
• 2⽂字または14⽂字のCode 93シンボルだけを読み取るには、「Code  93 - 2種類の読み取り桁数」を

スキャンしてから、0、2、1、4をスキャンします。
• 4〜12⽂字のCode 93シンボルを読み取るには、「Code  93 -  指定範囲内」をスキャンしてか

ら、0、4、1、2をスキャンします。

Code 93 - 1種類の読み取り桁数

Code 93 - 2種類の読み取り桁数

*Code 93 -  指定範囲内（デフォルト：1〜55 )

Code 93 -  任意⻑

Code 11

Parameter # 10 (SSI #0Ah)  (パラメータ番号10（SSI番号0Ah）)
このパラメータは、スキャナによるCode 11バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  Code 11の読み取りを有効にします。
• *Disabled（無効）  - Code 11の読み取りを無効にします。

Code 11を有効にする（1）

*Code 11を無効にする（0）
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Code 11の読み取り桁数設定
L1 Parameter # 28 (SSI #1Ch)  (パラメータ番号28（SSI番号1Ch）)
L2 Parameter # 29 (SSI #1Dh)  (パラメータ番号29（SSI番号1Dh）)
このパラメータは、Code  11の読み取り桁数を設定します。
コードの読み取り桁数とは、⽂字（⼈間に解読可能な⽂字など）の数を意味し、コードに含まれる
チェックディジットも含まれます。
次のオプションがあります。
• 任意⻑
• 1種類または2種類の読み取り桁数
• 特定範囲内の⻑さ
デフォルトの動作は範囲内の読み取り桁数で、デフォルト値は4〜55です。

注 :  読み取り桁数を設定するときに、1桁の数字に対しては先頭にゼロを⼊⼒します。

• 1種類の読み取り桁数  -  選択した1つの⻑さを含むCode 11シンボルだけを読み取ります。
• 2種類の読み取り桁数  - 2種類の⻑さのいずれかを含むCode 11シンボルだけを読み取ります。
• 範囲内の読み取り桁数  -  指定された⻑さ範囲内のCode 11シンボルを読み取ります。
• 任意⻑  -  スキャナの機能が許す範囲で、任意の⽂字数のCode 11シンボルを読み取ります。
数値バーコードのバーコードを使⽤して⻑さを選択します。エラーを修正するか、選択を変更するに
は、キャンセルをスキャンします。
例：
• 14⽂字のCode 11シンボルだけを読み取るには、「Code  11 - 1  種類の読み取り桁数」を選択し、次

に、1、4をスキャンします。
• 2⽂字または14⽂字のCode 11シンボルだけを読み取るには、「Code  11 - 2  種類の読み取り桁数」をス

キャンし、0、2、1、4をスキャンします。
• 4〜12  ⽂字を含むCode 11シンボルを読み取るには、「Code  11 -  範囲内の読み取り桁数」をスキャンし

てから、0、4、1、2   をスキャンします。

Code 11 - 1種類の読み取り桁数

Code 11 - 2種類の読み取り桁数

*Code 11 -  範囲内の読み取り桁数（デフォルト：4

〜55）
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Code 11 -  任意⻑

Code 11チェックディジットの確認
Parameter # 52 (SSI #34h)  (パラメータ番号52（SSI番号34h）)
このパラメータは、すべてのCode 11シンボルの整合性を確認し、データが指定されたチェックディジッ
トアルゴリズムに適合しているかどうかを検証します。
• *Disabled（無効）-  Code 11チェックディジットを無効にします。
• One Check  Digit（1つのチェックディジット）-  Code 11で1つのチェックディジットを有効にします。
• Two Check  Digits（2つのチェックディジット）-  Code 11で2つのチェックディジットを有効にしま

す。

*無効にする（0）

1つのチェックディジット（1）

2つのチェックディジット（2）

Code 11チェック   ディジットの転送
Parameter # 47 (SSI #2Fh)  (パラメータ番号47（SSI番号2Fh）)
このパラメータは、Code  11データをチェックディジット付きまたはなしで転送します。
• Enabled（有効）-  Code 11チェックディジットを有効にします。
• *Disabled（無効）-  Code 11チェックディジットを無効にします。

注 :  このパラメータが機能するためには、「Code 11チェック   ディジットの確認」を有効にする
必要があります。

Code 11チェックディジットを転送する（有効）
（1）
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*Code 11チェックディジットを転送しない（無
効）（0）

Interleaved 2 of  5（I  2 of  5）
Parameter # 6 (SSI #06h)  (パラメータ番号6（SSI番号06h）)
このパラメータは、スキャナによるI 2 of 5バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  I 2 of 5の読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  I 2 of 5の読み取りを無効にします。

*Interleaved 2 of 5を有効にする（1）

Interleaved 2 of 5を無効にする（0）

Interleaved 2 of 5の読み取り桁数設定（I  2 of  5）
L1 Parameter # 22 (SSI #16h)  (パラメータ番号22（SSI番号16h）)
L2 Parameter # 23 (SSI #17h)  (パラメータ番号23（SSI番号17h）)
このパラメータは、I  2 of 5の読み取り桁数を設定します。
コードの読み取り桁数とは、コードに含まれるチェックディジットを含む、⽂字（可読⽂字など）の数
を指します。
デフォルトの動作は範囲内の読み取り桁数で、デフォルト値は6〜55です。

注 :  読み取り桁数を設定するときに、1桁の数字に対しては先頭にゼロを⼊⼒します。

• 1種類の読み取り桁数  -  選択された読み取り桁数のI 2 of 5シンボルだけを読み取ります。
• 2種類の読み取り桁数  - 2種類の読み取り桁数のいずれかの桁数のI 2 of 5シンボルだけを読み取りま

す。
• 指定範囲内  -  指定された範囲内の読み取り桁数のI 2 of 5シンボルを読み取ります。
• 任意⻑  -  スキャナの機能が許す範囲で、任意の⽂字数のI 2 of 5シンボルを読み取ります。

注 :  I 2 of 5のコード/記号の構造上、コードの⼀部だけ⾛査したスキャンラインでも完全なス
キャンとして転送され、バーコードに実際にエンコードされているデータよりも少ないデータ
しか読み取られない可能性があります。これを防ぐには、I  2 of 5アプリケーションに、指定の
読み取り桁数（I  2 of 5 - 1種類の読み取り桁数またはI 2 of 5 - 2種類の読み取り桁数）を選択す
るか、セキュリティレベルを上げます。
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数字バーコードでバーコードの読み取り桁数を選択します。エラーを修正するか、選択を変更するに
は、キャンセルをスキャンします。
例：
• 14⽂字のI 2 of 5シンボルだけを読み取るには、「I  2 of 5 - 1種類の読み取り桁数」をスキャンしてか

ら、1、4をスキャンします。
• 2⽂字または14⽂字のI 2 of 5シンボルだけを読み取るには、「I  2 of 5 - 2種類の読み取り桁数」をス

キャンしてから、0、2、1、4をスキャンします。
• 4〜12⽂字のI 2 of 5シンボルを読み取る場合は、「I  2 of 5 -  指定範囲内」をスキャンしてか

ら、0、4、1、2をスキャンします。

I 2 of 5 - 1種類の読み取り桁数

I 2 of 5 - 2種類の読み取り桁数

*I 2 of 5 -  指定範囲内

I 2 of 5 -  任意⻑

Interleaved 2 of 5 (I 2 of 5)  チェックディジットの確認
Parameter # 49 (SSI #31h)  (パラメータ番号49（SSI番号31h）)
このパラメータは、すべてのI 2 of 5シンボルの整合性確認と、指定したUniform Symbology 

Specification（USS）またはOptical Product Code  Council（OPCC）チェックディジットアルゴリズム
へのデータ準拠の検証を有効または無効にします。
• *Disable（無効にする）-   データが準拠していることを確認するためのI 2 of 5シンボルの整合性の

チェックをすべて無効にします。
• USS Check  Digit（USSチェックディジット）-  USSの整合性のチェックを有効にします。
• OPCC Check  Digit（OPCCチェックディジット）-  OPCCの整合性のチェックを有効にします。

*無効にする（0）
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USSチェックディジット（1）

OPCCチェックディジット（2）

I 2 of 5チェックディジットの転送
Parameter # 44 (SSI #2Ch)  (パラメータ番号44（SSI番号2Ch）)
このパラメータでは、チェックディジットを含む、または含まないI 2 of 5データの転送を有効または無
効にします。
• Enabled（有効）-   チェックディジットの転送を有効にします。
• *Disabled（無効）-   チェックディジットの転送を無効にします。

I 2 of 5チェックディジットを転送する（有効）
（1）

*I 2 of 5チェックディジットを転送しない（無効）
（0）

Interleaved 2 of  5（I  2 of  5）からEAN-13への変換
Parameter # 82 (SSI #52h)  (パラメータ番号82（SSI番号52h）)
このパラメータは、14⽂字のI 2 of 5コードのEAN-13への変換と、EAN-13としてのホストへの転送を有
効または無効にします。
• Enabled（有効）-  14⽂字のI 2 of 5コードからEAN-13への変換を有効にします。
• *Disabled（無効）-  14⽂字のI 2 of 5コードからEAN-13への変換を無効にします。

注 :  I 2 of 5コードを有効にして、コードの先頭のゼロと有効なEAN-13チェックディジットを付
ける必要があります。

I 2 of 5からEAN-13に変換する（有効）（1）
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*I 2 of 5からEAN-13に変換しない（無効）（0）

Febraban

Parameter # 1750 (SSI #F8h 06h D6h)  (パラメータ番号1750（SSI番号F8h 06h  D6h）)
このパラメータでは、I  2 of 5内部チェックディジットの計算と転送を有効または無効にします。
Febrabanは44  桁のInterleaved 2 of  5（I  2 of  5）で、転送されるデータストリーム内に特別なチェック⽂
字を挿⼊する必要があります。
• Enabled（有効）-   ディジットの計算と転送の内部チェックを有効にします。
• *Disabled（無効）-   ディジットの計算と転送の内部チェックを無効にします。

注 :  読み取り桁数の設定に関する推奨事項：
• I 2 of 5の読み取り桁数1：固定桁数とFebraban桁数（==44）のうち⼤きい⽅の値。
• I 2 of 5の読み取り桁数2：固定桁数とFebraban桁数（==44）のうち⼩さい⽅の値。

Febrabanを有効にする（1）

*Febrabanを無効にする（0）

Interleaved 2 of  5（I  2 of  5）セキュリティレベル
Parameter # 1121 (SSI #F8h 04h 61h)  (パラメータ番号1121（SSI番号F8h 04h  61h）)
このパラメータは、I  2 of 5のセキュリティレベルを設定します。
I 2 of 5読み取り桁数が「任意⻑」に設定されている場合、I  2 of 5バーコードでは読み取りミスが発⽣す
る場合があります。スキャナでは、I  2 of 5バーコードに対して4種類の読み取りセキュリティレベルを
設定できます。セキュリティとスキャナの読み取り速度は反⽐例します。セキュリティレベルが⾼いほ
ど、スキャナの読み取り速度は遅くなるため、必要なセキュリティレベルを選択してください。
• I 2 of 5セキュリティレベル0：スキャナはその性能を最⼤限に発揮できる状態で動作しつつ、規格内

のほとんどのバーコードを読み取るために⼗分な読み取り精度を確保できます。
• I 2 of 5セキュリティレベル1：バーコードはデコード前に、正常に2回読み取られ、かつ⼀定の読み取

り精度要件を満たす必要があります。このデフォルト設定では、ほとんどの読み取りミスを排除でき
ます。

• I 2 of 5セキュリティレベル2：セキュリティレベル1で読み取りミスを排除できない場合に、このオプ
ションを適⽤してバーコードの読み取り精度要件を⾼めます。
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• I 2 of 5セキュリティレベル3：セキュリティレベル2を選択してもまだ読み取りミスが発⽣する場合
は、このレベルを選択します。最も⾼い読み取り精度要件が適⽤されます。バーコードは、デコード
前に正常に3回読み取られる必要があります。

注 :  このオプションは、規格を⼤きく外れたバーコードの読み取りミスに対する⾮常⼿段と
して選択するものです。選択すると、スキャナの読み取り機能は⼤きく低下します。このセ
キュリティレベルが必要な場合は、バーコードの品質の改善を試みてください。

I 2 of 5セキュリティレベル0（0）

*I 2 of 5セキュリティレベル1（1）

I 2 of 5セキュリティレベル2（2）

I 2 of 5セキュリティレベル3（3）

Interleaved 2 of 5 (I 2 of 5)  縮⼩クワイエットゾーン
Parameter # 1210 (SSI #F8h 04h B9h)  (パラメータ番号1210（SSI番号F8h 04h  B9h）)
このパラメータは、縮⼩クワイエットゾーン（バーコードの両側のマージン）を含むI 2 of 5の読み取り
を有効または無効にします。
Enable（有効）を選択した場合は、「1Dクワイエットゾーンレベル」を選択します。
• Enabled（有効）-   縮⼩クワイエットゾーンを含むI 2 of 5を有効にします。
• *Disabled（無効）-   縮⼩クワイエットゾーンを含むI 2 of 5を無効にします。

I 2 of 5縮⼩クワイエットゾーンを有効にする
（1）

*I 2 of 5縮⼩クワイエットゾーンを無効にする
（0）
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Discrete 2 of 5 (D 2 of 5)

Parameter # 5 (SSI #05h)  (パラメータ番号5（SSI番号05h）)
このパラメータは、スキャナによるD 2 of 5バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  D 2 of 5の読み取りを有効にします。
• *Disabled（無効）-  D 2 of 5の読み取りを無効にします。

Discrete 2 of 5を有効にする（1）

*Discrete 2 of 5を無効にする（0）

Discrete 2 of  5（D  2 of  5）の読み取り桁数設定
L1 Parameter # 20 (SSI #14h)  (パラメータ番号20（SSI番号14h）)
L2 Parameter # 21 (SSI #15h)  (パラメータ番号21（SSI番号15h）)
このパラメータは、D  2 of 5の読み取り桁数を設定します。
コードの読み取り桁数とは、コードに含まれるチェックディジットを含む、⽂字（可読⽂字など）の数
を指します。
次のオプションがあります。
• 任意⻑
• 1種類または2種類の読み取り桁数
• 特定範囲内の⻑さ
デフォルトの動作は範囲内の読み取り桁数です。

注 :  読み取り桁数を設定するときに、1桁の数字に対しては先頭にゼロを⼊⼒します。

以下のバーコードのいずれかをスキャンして、読み取り桁数のオプションを選択します。
• 1種類の読み取り桁数  -  選択された読み取り桁数のD 2 of 5シンボルだけを読み取ります。
• 2種類の読み取り桁数  - 2種類の読み取り桁数のいずれかの桁数のD 2 of 5シンボルだけを読み取りま

す。
• *指定範囲内  -  特定の読み取り範囲を持つD 2 of 5シンボルを読み取ります。
• 任意⻑  -  スキャナの機能が許す範囲で、任意の⽂字数のD 2 of 5シンボルを読み取ります。

注 :  D 2 of 5のコード/記号の構造上、コードの⼀部だけ⾛査したスキャンラインでも完全なス
キャンとして転送され、バーコードに実際にエンコードされているデータよりも少ないデータ
しか読み取られない可能性があります。これを防ぐには、指定の読み取り桁数（D  2 of 5 - 1種
類の読み取り桁数、2種類の読み取り桁数）をD 2 of 5アプリケーションに対して選択します。
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数値バーコードのバーコードを使⽤して読み取り桁数を選択します。エラーを修正するか、選択を変更
するには、キャンセルをスキャンします。
例：
• 14⽂字のD 2 of 5シンボルだけを読み取るには、「D  2 of 5 - 1種類の読み取り桁数」をスキャンしてか

ら、1、4をスキャンします。
• 2⽂字または14⽂字のシンボルだけを読み取るには、「D  2 of 5 - 2種類の読み取り桁数」をスキャン

してから、0、2、1、4をスキャンします。
• 4〜12⽂字のD 2 of 5シンボルを読み取る場合は、「D  2 of 5 -  指定範囲内」をスキャンしてか

ら、0、4、1、2をスキャンします。

D 2 of 5 - 1種類の読み取り桁数

D 2 of 5 - 2種類の読み取り桁数

*D 2 of 5 -  指定範囲内

D 2 of 5 -  任意⻑

Codabar (NW - 7)

Parameter # 7 (SSI #07h)  (パラメータ番号7（SSI番号07h）)
このパラメータは、スキャナによるCodabarバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  Codabarの読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）  - Codabarの読み取りを無効にします。

*Codabarを有効にする（1）

Codabarを無効にする（0）
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Codabarの読み取り桁数設定
L1 Parameter # 24 (SSI #18h)  (パラメータ番号24（SSI番号18h）)
L2 Parameter # 25 (SSI #19h)  (パラメータ番号25（SSI番号19h))

このパラメータは、Codabarの読み取り桁数を設定します。
コードの読み取り桁数とは、コードに含まれるチェックディジットを含む、⽂字（可読⽂字など）の数
を指します。Codabarの読み取り桁数を、任意⻑、1種類もしくは2種類の読み取り桁数、または指定範
囲内の桁数に設定します。デフォルトの動作は範囲内の読み取り桁数、範囲は4〜55です。

注 :  読み取り桁数を設定するときに、1桁の数字に対しては先頭にゼロを⼊⼒します。

• 1種類の読み取り桁数  -  選択された読み取り桁数のCodabarシンボルだけを読み取ります。
• 2種類の読み取り桁数  - 2種類の読み取り桁数のいずれかに⼀致するCodabarシンボルだけを読み取り

ます。
• 指定範囲内  -  指定された範囲内の読み取り桁数のCodabarシンボルを読み取ります。
• 任意⻑  -  スキャナの機能が許す範囲で、任意の⽂字数のCodabarシンボルを読み取ります。
数値バーコードのバーコードを使⽤して読み取り桁数を選択します。エラーを修正するか、選択を変更
するには、キャンセルをスキャンします。
例：
• 14⽂字のCodabarシンボルだけを読み取るには、「Codabar  - 1種類の読み取り桁数」をスキャンし、

次に、1、4をスキャンします。
• 2⽂字または14⽂字のCodabarシンボルだけを読み取るには、「Codabar  - 2種類の読み取り桁数」を

スキャンし、0、2、1、4をスキャンします。
• 4〜12⽂字のCodabarシンボルを読み取る場合は、「Codabar  -  指定範囲内」をスキャンしてか

ら、0、4、1、2をスキャンします。

Codabar - 1種類の読み取り桁数

Codabar - 2種類の読み取り桁数

*Codabar -  指定範囲内（デフォルト：範囲内の読
み取り桁数）

Codabar -  任意⻑
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CLSI  編集
Parameter # 54 (SSI #36h)  (パラメータ番号54（SSI番号36h）)
このパラメータは、スキャナによるCLSI編集バーコードの読み取りを有効または無効にします。
「CLSI編集を有効にする」を選択すると、ホストシステムのデータフォーマット要件に応じて、14⽂
字のCodabarシンボルの開始⽂字と終了⽂字を取り除き、1番⽬、5番⽬、および10番⽬の⽂字の後にス
ペースを挿⼊することができます。
• Enabled（有効）-  CLSI編集を有効にします。
• *Disabled（無効）-  CLSI編集を無効にします。

注 :  シンボル⻑には開始⽂字と終了⽂字は含まれません

CLSI編集を有効にする（1）

*CLSI編集を無効にする（0）

NOTIS  編集
Parameter # 55 (SSI #37h)  (パラメータ番号55（SSI番号37h）)
このパラメータは、スキャナによるNOTIS編集を有効または無効にします。有効にした場合、ホストシ
ステムがこのデータ形式を必要とする場合に、読み取ったCodabarシンボルの開始⽂字と終了⽂字を取
り除きます。
• Enabled（有効）-  NOTIS編集を有効にします。
• *Disabled（無効）-  NOTIS  編集を無効にします。

NOTIS編集を有効にする（1）

*NOTIS編集を無効にする（0）

Codabarセキュリティレベル
Parameter # 1776 (SSI #F8h 06h F0h)  (パラメータ番号1776（SSI番号F8h 06h  F0h）)
このパラメータは、Codabar  39のセキュリティレベルを設定します。
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スキャナでは、Codabarバーコードに対して4種類の読み取りセキュリティレベルを設定できます。セ
キュリティとスキャナの読み取り速度は反⽐例します。セキュリティレベルが⾼いほど、スキャナの読
み取り速度は遅くなるため、必要なセキュリティレベルを選択してください。
• Codabarセキュリティレベル0：この設定では、スキャナはその性能を最⼤限に発揮できる状態で動

作しつつ、⼤半の規格内のバーコードを読み取るために⼗分な読み取り精度を確保できます。
• Codabarセキュリティレベル1：このデフォルト設定では、ほとんどの読み取りミスを排除できま

す。
• Codabarセキュリティレベル2：セキュリティレベル1で読み取りミスを排除できない場合に、このオ

プションを選択してバーコードの読み取り精度要件を⾼めます。
• Codabarセキュリティレベル3：セキュリティレベル2で読み取りミスを解消できないときに、このセ

キュリティレベルを選択します。

注 :  このオプションは、規格を⼤きく外れたバーコードの読み取りミスに対する⾮常⼿段と
して選択するものです。選択すると、スキャナの読み取り機能は⼤きく低下します。このセ
キュリティレベルが必要な場合は、バーコードの品質の改善を検討してください。

注 :  このオプションは、規格を⼤きく外れたバーコードの読み取りミスに対する⾮常⼿段とし
て選択するものです。選択すると、スキャナの読み取り機能は⼤きく低下します。このセキュ
リティレベルが必要な場合は、バーコードの品質の改善を試みてください。

Codabarセキュリティレベル0（0）

*Codabarセキュリティレベル1（1）

Codabarセキュリティレベル2（2）

Codabarセキュリティレベル3（3）

Codabarの⼤⽂字または⼩⽂字のスタート/ストップキャラクタ
Parameter # 855 (SSI #F2h 57h)  (パラメータ番号855（SSI番号F2h  57h）)
このパラメータは、Codabarの⼤⽂字または⼩⽂字の開始/停⽌⽂字を転送するかどうかを選択します。
• Lower  Case（⼩⽂字）（1）-   ⼩⽂字の開始/停⽌⽂字を有効にします。
• *Upper  Case（⼤⽂字）（0）-   ⼤⽂字の開始/停⽌⽂字を有効にします。
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⼩⽂字（1）

*⼤⽂字（0）

Codabar Mod 16チェックディジットの確認
Parameter # 1784 (SSI #F8h 06h F8h)  (パラメータ番号1784（SSI番号F8h 06h  F8h）)
このパラメータは、Codabar  Mod 16チェックディジットを検証して、データが指定されたチェックディ
ジットアルゴリズムに適合しているかどうかを確認します。
• Enabled（有効）-   チェックディジットを有効にします。
• *Disabled（無効）-   チェックディジットを無効にします。

Codabar Mod 16チェックディジットを有効にす
る（1）

*Codabar Mod 16チェックディジットを無効にす
る（0）

Codabarチェックディジットの転送
Parameter # 704 (SSI #F1h C0h)  (パラメータ番号704（SSI番号F1h  C0h）)
このパラメータは、Codabarチェックディジットを転送するかどうかを選択します。
• Enabled（有効）-   チェックディジット転送を有効にします。
• *Disabled（無効）-   チェックディジットの転送を無効にします。

Codabarチェックディジット転送を有効にする
（1）
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*Codabarチェックディジットの転送を無効にする
（0）

Codabar縮⼩クワイエットゾーン
Parameter # 2425 (SSI #F8h 09h 79h)  (パラメータ番号2425（SSI番号F8h 09h  79h）)
このパラメータは、縮⼩クワイエットゾーンでのCodabarバーコード読み取りを有効または無効にしま
す。
• 有効：スキャナは、縮⼩クワイエットゾーンでCodabarバーコードを読み取ることができます。
• 無効：縮⼩クワイエットゾーンがあるCodabarバーコードの読み取りを防⽌します。

有効にする（1）

*無効にする（0）

MSI

Parameter # 11 (SSI #0Bh)  (パラメータ番号11（SSI番号0Bh）)
このパラメータは、スキャナによるMSIバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  MSI読み取りを有効にします。
• *Disabled（無効）-  MSI読み取りを無効にします。

MSIを有効にする（1）

*MSIを無効にする（0）

MSIの読み取り桁数設定
L1 Parameter # 30 (SSI #1Eh)  (パラメータ番号30（SSI番号1Eh))

L2 Parameter # 31 (SSI #1Fh)  (パラメータ番号31（SSI番号1Fh）)
このパラメータは、MSIの読み取り桁数を設定します。

263



コード/記号

コードの読み取り桁数とは、コードに含まれるチェックディジットを含む、⽂字（可読⽂字など）の数
を指します。
次のオプションがあります。
• 任意⻑
• 1種類または2種類の⻑さ
• 特定範囲内の⻑さ
デフォルトの動作は範囲内の読み取り桁数で、デフォルト値は4〜55です。

注 :  読み取り桁数を設定するときに、1桁の数字に対しては先頭にゼロを⼊⼒します。

• 1種類の読み取り桁数  -  選択された読み取り桁数のMSIシンボルだけを読み取ります。
• 2種類の読み取り桁数  - 2種類の読み取り桁数のいずれかに⼀致するMSIシンボルだけを読み取りま

す。
• 範囲内の読み取り桁数  -  指定された範囲内の読み取り桁数のMSIシンボルを読み取ります。
• 任意⻑  -  スキャナの機能が許す範囲で、任意の⽂字数のMSIシンボルを読み取ります。

注 :  MSIのコード/記号の構造上、コードの⼀部だけ⾛査したスキャンラインでも完全なスキャ
ンとして転送され、バーコードに実際にエンコードされているデータよりも少ないデータしか
読み取られない可能性があります。これを防ぐには、指定の読み取り桁数（MSI  - 1種類の読み
取り桁数、2種類の読み取り桁数）をMSIアプリケーションに対して選択します。
数値バーコードのバーコードを使⽤して⻑さを選択します。エラーを修正するか、選択を変更するに
は、キャンセルをスキャンします。
例：
• 14⽂字のMSIシンボルだけを読み取るには、「MSI  - 1種類の読み取り桁数」をスキャンし、次

に、1、4をスキャンします。
• 2⽂字または14⽂字のMSIシンボルだけを読み取るには、「MSI  - 2種類の読み取り桁数」をスキャン

し、0、2、1、4をスキャンします。
• 4〜12⽂字のMSIシンボルを読み取る場合は、「MSI  -  指定範囲内」をスキャンしてから、0、4、1、2

をスキャンします。

MSI - 1種類の読み取り桁数

MSI - 2種類の読み取り桁数

*MSI -  指定範囲内（デフォルト：範囲内の読み取
り桁数）
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MSI -  任意⻑

MSI  チェックディジット
Parameter # 50 (SSI #32h)  (パラメータ番号50（SSI番号32h）)
このパラメータは、MSIチェックディジットをチェックして、データが指定されたチェックディジットア
ルゴリズムに適合しているかどうかを確認します。
MSIシンボルでは、1つのチェックディジットが必須であり、常にスキャナによって確認されます。2番
⽬のチェックディジットはオプションです。MSIコードに2つのチェックディジットが含まれている場合
は、[Two MSI Check Digits]（2つのMSIチェックディジット）オプションを選択して2番⽬のチェック
ディジットを確認できるようにします。
• 0 - MSIチェックディジットを確認しません。MSIをチェックディジットなしで読み取ります。
• 1 – 1つのチェックディジットを持つMSIバーコード⽤です。これはデフォルトです。
• 2 – 2つのチェックディジットを持つMSIバーコード⽤です。
2番⽬のディジットアルゴリズムを選択するには、「MSIチェックディジットのアルゴリズム」を参照し
てください。

MSIチェックディジットなし（0）

*1つのMSIチェックディジット（1）

2つのMSIチェックディジット（2）

MSIチェックディジットの転送
Parameter # 46 (SSI #2Eh)  (パラメータ番号46（SSI番号2Eh）)
このパラメータは、MSIデータにチェックディジットを付けるかどうかを選択します。
• Enabled（有効）-   チェックディジット付きのMSIデータを転送します。
• *Disable（無効）-  MSIデータ   チェックディジットを転送しません。
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MSIチェックディジットを転送する（有効）（1）

*MSIチェックディジットを転送しない（無効）
（0）

MSI  チェックディジットのアルゴリズム
Parameter # 51 (SSI #33h)  (パラメータ番号51（SSI番号33h）)
このパラメータでは、チェックディジットのエンコードに使⽤するアルゴリズムを選択します。
2番⽬のMSIチェックディジットを確認するアルゴリズムは2つあります。以下のオプションのいずれか
を選択して、チェックディジットのエンコードに使⽤するアルゴリズムを選択します。

MOD 11/MOD 10 (0)

*MOD 10/MOD 10 (1)

MSI  縮⼩クワイエットゾーン
Parameter # 1392 (SSI #F8h 05h 70h)  (パラメータ番号1392（SSI番号F8h 05h  70h）)
このパラメータは、縮⼩クワイエットゾーン（バーコードの両側のマージン）を含むMSIの読み取りを
有効または無効にします。
Enable（有効）を選択した場合は、[1D Quiet Zone Level]（1Dクワイエットゾーンレベル）を選択しま
す。
• *Disabled（無効）-   縮⼩クワイエットゾーンを含むMSIを無効にします。
• Enabled（有効）-   縮⼩クワイエットゾーンを含むMSIを有効にします。

*MSI縮⼩クワイエットゾーンを無効にする（0）
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MSI縮⼩クワイエットゾーンを有効にする（1）

Chinese 2 of 5

Parameter # 408 (SSI #98h)  (パラメータ番号408（SSI番号98h）)
このパラメータでは、スキャナによるChinese 2 of 5の読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  Chinese 2 of 5を有効にします。
• *Disabled（無効）-  Chinese 2 of 5を無効にします。

Chinese 2 of 5を有効にする（1）

*Chinese 2 of 5を無効にする（0）

Matrix 2 of 5

Parameter # 618 (SSI #F1h 6Ah)  (パラメータ番号618（SSI番号F1h  6Ah）)
このパラメータは、スキャナによるMatrix 2 of 5バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• 有効  - Matrix 2 of 5を有効にします。
• *無効  - Matrix 2 of 5を無効にします。

Matrix 2 of 5を有効にする（1）

*Matrix 2 of 5を無効にする（0）

Matrix 2 of 5の読み取り桁数設定
L1 Parameter # 619 (SSI #F1h 6Bh)  (パラメータ番号619（SSI番号F1h  6Bh）)
L2 Parameter # 620 (SSI #F1h 6Ch)  (パラメータ番号620（SSI番号F1h  6Ch）)
このパラメータは、Matrix  2 of 5の読み取り桁数を設定します。
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コードの読み取り桁数とは、コードに含まれるチェックディジットを含む、⽂字（可読⽂字など）の数
を指します。
次のオプションがあります。
• 任意⻑
• 1種類または2種類の読み取り桁数
• 特定範囲内の⻑さ
  デフォルトの動作は範囲内の読み取り桁数で、デフォルト値は4〜55です。

注 :  読み取り桁数を設定するときに、1桁の数字に対しては先頭にゼロを⼊⼒します。

以下のバーコードのいずれかをスキャンして、読み取り桁数のオプションを選択します。
• 1種類の読み取り桁数  -  選択された読み取り桁数のMatrix 2 of 5シンボルだけを読み取ります。
• 2種類の読み取り桁数  - 2種類の読み取り桁数のいずれかに⼀致するMatrix 2 of 5シンボルだけを読み

取ります。
• 指定範囲内  -  特定の読み取り範囲を持つMatrix 2 of 5シンボルを読み取ります。
• 任意⻑  -  スキャナの機能が許す範囲で、任意の⽂字数のMatrix 2 of 5シンボルを読み取ります。
数値バーコードのバーコードを使⽤して読み取り桁数を選択します。エラーを修正するか、選択を変更
するには、キャンセルをスキャンします。
例：
• 14⽂字のMatrix 2 of 5シンボルだけを読み取るには、「Matrix  2 of 5 - 1種類の読み取り桁数」をス

キャンし、次に、1、4をスキャンします。
• 2⽂字または14⽂字のMatrix 2 of 5シンボルだけを読み取るには、「Matrix  2 of 5 - 2種類の読み取り

桁数」をスキャンし、次に0、2、1、4をスキャンします。
• 4〜12桁の範囲のMatrix 2 of 5シンボルを指定する場合は、「Matrix  2 of 5 -  指定範囲内」をスキャン

してから0、4、1、2をスキャンします。

Matrix 2 of 5 - 1種類の読み取り桁数

Matrix 2 of 5 - 2種類の読み取り桁数

*Matrix 2 of 5 -  指定範囲内（デフォルト：範囲内
の読み取り桁数）

268



コード/記号

Matrix 2 of 5 -  任意⻑

Matrix 2 of 5チェックディジット
Parameter # 622 (SSI #F1h 6Eh)  (パラメータ番号622（SSI番号F1h  6Eh）)
このパラメータは、バーコードデータにMatrix 2 of 5チェックディジットをつけるかどうかを決定しま
す。
チェックディジットとは、シンボルの最後の⽂字で、データの整合性を検証するために使⽤されます。
• Enabled（有効）-  Matrix 2 of 5チェックディジットを有効にします。
• *Disabled（無効）-  Matrix 2 of 5チェックディジットを無効にします。

Matrix 2 of 5チェックディジットを有効にする
（1）

*Matrix 2 of 5チェックディジットを無効にする
（0）

Matrix 2 of 5チェックディジットの転送
Parameter # 623 (SSI #F1h 6Fh)  (パラメータ番号623（SSI番号F1h  6Fh）)
このパラメータは、Matrix  2 of 5データにチェックディジットを付けるかどうかを選択します。
• Transmit（転送する）-  Matrix 2 of 5チェックディジットの転送を有効にします。
• *Do Not  Transmit（転送しない）-  Matrix 2 of 5チェックディジットの転送を無効にします。

Matrix 2 of 5チェックディジットを転送する（1）

*Matrix 2 of 5チェックディジットを転送しない
（0）
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Korean 3 of 5

Parameter # 581 (SSI #F1h 45h)  (パラメータ番号581（SSI番号F1h  45h）)
このパラメータは、Korean  3 of 5バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  Korean 3 of 5バーコードの読み取りを有効にします。
• *Disabled（無効）-  Korean 3 of 5バーコードの読み取りを無効にします。

注 :  Korean 3 of 5の読み取り桁数は6に固定されています。

Korean 3 of 5を有効にする（1）

*Korean 3 of 5を無効にする（0）

反転1D

Parameter # 586 (SSI #F1h 4Ah)  (パラメータ番号586（SSI番号F1h  4Ah）)
このパラメータでは、1D反転デコーダを設定します。
• Regular  Only（標準のみ）-   標準1Dバーコードのみが読み取られます。
• Inverse  Only（反転のみ）-   反転1Dバーコードのみが読み取られます。
• Inverse  Autodetect（反転の⾃動検出）-   標準と反転の両⽅の1Dバーコードが読み取られます。

注 :  このパラメータはGS1 DataBarコードタイプには適⽤されません。

注 :  反転1Dの設定は、Compositeまたは反転Composite読み取りに影響することがあります。

*標準のみ（0）

反転のみ（1）

反転の⾃動検出（2）
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GS1 DataBar

GS1 DataBarのバリアントは、DataBar   Omnidirectional、DataBar   Limited、およびDataBar Expanded

です。LimitedおよびExpandedバージョンには、スタック化バリアントがあります。GS1  DataBarの各
バリアントを有効にするか、または無効にするかを選択します。

GS1 DataBar  Omnidirectional（旧GS1  DataBar-14）
GS1 DataBarのバリアントは、DataBar   Omnidirectional、DataBar   Limited、およびDataBar Expanded

です。LimitedおよびExpandedバージョンには、スタック化バリアントがあります。該当するバーコー
ドをスキャンして、GS1  DataBarの各バリアントを有効または無効にします。
Parameter # 338 (SSI #F0h 52h)  (パラメータ番号338（SSI番号F0h  52h）)
このパラメータは、スキャナによるGS1 DataBar Omnidirectionalバーコードの読み取りを有効または無
効にします。
• *Enabled（有効）-  GS1 DataBar Omnidirectional読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  GS1 DataBar Omnidirectional読み取りを無効にします。

*GS1 DataBar Omnidirectionalを有効にする（1）

GS1 DataBar Omnidirectionalを無効にする（0）

GS1 DataBar Limited

Parameter # 339 (SSI #F0h 53h)  (パラメータ番号339（SSI番号F0h  53h）)
このパラメータは、スキャナによるGS1 DataBar Limitedバーコードの読み取りを有効または無効にしま
す。
• *Enabled（有効）  - GS1 DataBar Limited読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）  - GS1 DataBar Limited読み取りを無効にします。

*GS1 DataBar Limitedを有効にする（1）

GS1 DataBar Limitedを無効にする（0）
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GS1 DataBar Expanded

Parameter # 340 (SSI #F0h 54h)  (パラメータ番号340（SSI番号F0h  54h）)
このパラメータは、スキャナによるGS1 DataBar Expandedバーコードの読み取りを有効または無効にし
ます。
• *Enabled（有効）-  GS1 DataBar Expanded読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  GS1 DataBar Expanded読み取りを無効にします。

*GS1 DataBar Expandedを有効にする（1）

GS1 DataBar Expandedを無効にする（0）

GS1 DataBarからUPC/EAN/JANへの変換
Parameter # 397 (SSI #F0h, 8Dh)  (パラメータ番号397（SSI番号F0h、8Dh）)
このパラメータでは、「GS1  DataBarからUPC/EAN/JANへの変換」の読み取りを有効または無効にし
ます。
• Enabled（有効）-  GS1 DataBarからUPC/EAN/JANへの変換を有効にします。
• *Disabled（無効）-  GS1 DataBarからUPC/EAN/JANへの変換を無効にします。
このパラメータは、Compositeシンボルの⼀部として読み取られない、GS1  DataBar Omnidirectionalお
よびGS1 DataBar Limitedのシンボルにのみ適⽤されます。GS1  DataBarからUPC/EAN/JANへの変換を
有効にすると、単独のゼロを最初の桁としてコード化する先頭の「010」をDataBar Omnidirectionalお
よびDataBar Limitedのシンボルから取り除いてから、EAN-13として転送されます。
2個〜5個のゼロで開始するバーコードでは、先頭の「0100」が取り除かれ、バーコードはUPC-Aとし
て転送されます。システム⽂字と国コードを転送するUPC-Aプリアンブルオプションは、変換後のバー
コードに適⽤されます。システムキャラクタとチェックディジットは取り除かれません。

GS1 DataBarからUPC/EAN/JANへの変換を有効
にする（1）

*GS1 DataBarからUPC/EAN/JANへの変換を無効
にする（0）
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GS1 DataBarセキュリティレベル
Parameter # 1706 (SSI #F8h 06h AAh)  (パラメータ番号1706（SSI番号F8h 06h  AAh）)
このパラメータは、GS1  DataBarのセキュリティレベルを設定します。
スキャナは、GS1   DataBar（GS1  DataBar  Omnidirectional、GS1  DataBar  Limited、GS1  DataBar 

Expanded）バーコードに対し、4種類の読み取り精度レベルを設定できます。
• セキュリティレベル0 -  スキャナはその性能を最⼤限に発揮できる状態で動作しつつ、規格内のバー

コードのほとんどを読み取るのに⼗分な読み取り精度を確保できます。
• セキュリティレベル1 -  適切な読み取り速度を維持しながら、ほとんどの読み取りミスを排除します。
• セキュリティレベル2 -  セキュリティレベル1で読み取りミスを排除できない場合、このオプションを

選択してバーコードの読み取り精度要件を⾼めます。
• セキュリティレベル3 -  セキュリティレベル2を選択しても読み取りミスを排除できない場合、このセ

キュリティレベルを選択して最⾼の安全要件を適⽤します。

GS1 DataBarセキュリティレベル0（0）

*GS1 DataBarセキュリティレベル1（1）

GS1 DataBarセキュリティレベル2（2）

GS1 DataBarセキュリティレベル3（3）

GS1 DataBar Limitedマージンチェック
Parameter # 728 (SSI #F1h D8h)  (パラメータ番号728（SSI番号F1h  D8h）)
このパラメータは、GS1  DataBarのマージンレベルを設定します。
スキャナは、GS1  DataBar Limitedバーコードに対して4種類の読み取りセキュリティレベルを設定でき
ます。マージンチェックのレベルとスキャナの読み取り速度は反⽐例します。マージンチェックのレベ
ルが⾼いほど、スキャナの読み取り速度は遅くなるため、必要なマージン   チェックのレベルのみを選択
してください。
• マージンチェックレベル1 -  クリアマージンは不要。この設定は元のGS1規格に適合しています

が、9および7で始まる⼀部のUPCシンボルのスキャンでは、DataBar  Limitedバーコードの読み取り
で誤りが発⽣する可能性があります。
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• マージンチェックレベル2 -  ⾃動リスク検出。このマージンチェックレベルでは、⼀部のUPCシンボ
ルのスキャンでDataBar Limitedバーコードの読み取りに誤りが発⽣する可能性があります。読み取
りのミスが検知されると、スキャナは、レベル3またはレベル1で動作します。

• *マージンチェックレベル3 -  このマージンチェックレベルには、末尾に5倍のクリアマージンを必要と
する、新たに提案されたGS1規格が反映されます。

• マージンチェックレベル4 -  マージンチェックレベルが、GS1で必要とされる標準以上に拡張されま
す。このマージンチェックレベルには、先頭および末尾に5倍のクリアマージンが必要です。

GS1 DataBar Limitedマージンチェックレベル
1（1）

GS1 DataBar Limitedマージンチェックレベル
2（2）

*GS1 DataBar Limitedマージンチェックレベル
3（3）

GS1 DataBar Limitedマージンチェックレベル
4（4）

GS1 Digital Linkパラメータ

GS1 Digital Link

Parameter #2373 (SSI #F8h 09h 45h)  (パラメータ番号2373（SSI番号F8h 09h  45h）)
このパラメータは、スキャナによるGS1 Digital Linkバーコードの読み取りを有効または無効にします。

有効にする（1）
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*無効にする（0）

GS1 Digital Link Mode

Parameter #2374 (SSI #F8h 09h 46h )  (パラメータ番号2374（SSI番号F8h 09h  46h）)
このパラメータは、GS1  Digital Linkが有効な場合に、GS1  Digital Link Modeを選択します。
• モード1 GTINのみ：このモードは、1D  GTINまたは2D GTINのいずれか先に読み取られたものを送信

します。
• モード2優先2D：このモードでは、1Dバーコードよりも2D GS1 Digital Linkを優先します。「GS1 

Digital Link優先タイムウト」内に2Dが表⽰された場合は、2Dバーコードのみが通知されます。
「GS1  Digital Link優先タイムアウト」内で2D GS1 Digital Linkバーコードを読み取らない場合、また
はトリガがリリースされた場合、1Dが読み取り範囲内にあり、読み取り済みであると仮定して、1D
バーコードが通知されます。

• モード3 - 1Dおよび2D GTIN⼀致の裏付け：1Dバーコードは、2Dバーコードの前に読み取られると通
知されます。「GS1  Digital Link優先タイムアウト」内に⼀致するGTIN 2Dバーコードが⾒つかった場
合は、2Dも通知されます。⼀致する1Dバーコードと2Dバーコードには、同じデータを持つことを⽰
す⼀意の8桁のプレフィックスがあります。1Dの前に2Dが最初に読み取られた場合、2Dのみが通知
されます。

*モード1：GTINのみ（1）

モード2：2Dの優先（2）

モード3：1Dおよび2D GTINの⼀致の裏付け（3）

GS1 Digital Link優先タイムアウト
Parameter #2491 (SSI #F8h 09h BBh )  (パラメータ番号2491（SSI番号F8h 09h  BBh）)
このパラメータは、スキャナが2D GS1 Digital Linkバーコードの読み取りを試みる最⼤時間（ミリ秒）を
定義します。

タイムアウトの設定
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コード∕記号特有のセキュリティ機能
これらのセキュリティ機能は、コード∕記号のセクションに固有のものです。

リダンダンシーレベル
Parameter # 78 (SSI #4Eh)  (パラメータ番号78（SSI番号4Eh）)
このパラメータは、バーコードの品質に適したリダンダンシーレベル（redundancy   level）を選択しま
す。
バーコード品質の低下に応じて、⾼いリダンダンシーレベルを選択します。リダンダンシーレベルを上
げると、スキャナの読み取り性能は低下します。
• *リダンダンシーレベル1 -  デコードする前に、スキャナは次のコードタイプを2回読み取る必要があり

ます。
• Codabar（8⽂字以下）
• MSI（4⽂字以下）
• D 2 of  5（8⽂字以下）
• I 2 of  5（8   ⽂字以下）

• リダンダンシーレベル2 -  デコードする前に、スキャナはすべてのコードタイプを2回読み取る必要が
あります。

• リダンダンシーレベル3 -  デコードする前に、スキャナはすべてのコードタイプを2回読み取ります。
デコードする前に、以下を3回読みます。
• Codabar（8⽂字以下）
• MSI（4⽂字以下）
• D 2 of  5（8⽂字以下）
• I 2 of  5（8   ⽂字以下）

• リダンダンシーレベル4 -  デコードする前に、スキャナはすべてのコードタイプを3回読み取る必要が
あります。

*リダンダンシーレベル1 (1)

リダンダンシーレベル2 (2)

リダンダンシーレベル3 (3)
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リダンダンシーレベル4 (4)

セキュリティレベル
Parameter # 77 (SSI #4Dh)  (パラメータ番号77（SSI番号4Dh）)
このパラメータは、セキュリティレベルを設定します。
スキャナは、Code  128ファミリ、UPC/EAN/JAN、Code  93を含む、4種類の読み取りセキュリティレ
ベルを設定できます。スキャン品質の低下に応じて、⾼いセキュリティレベルを選択します。セキュリ
ティとスキャナの読み取り速度は反⽐例するため、使⽤に必要なセキュリティレベルを選択してくださ
い。
• セキュリティレベル0 -  スキャナはその性能を最⼤限に発揮できる状態で動作しつつ、規格内のバー

コードのほとんどを読み取るのに⼗分な読み取り精度を確保できます。
• セキュリティレベル1 -  これはデフォルト設定です。ほとんどの読み取りミスを除去します。
• セキュリティレベル2 -  セキュリティレベル1で読み取りミスを解消できないときにこのオプションを

選択します。
• セキュリティレベル3 -  セキュリティレベル2で読み取りミスを解消できないときにこのオプションを

選択します。

注 :  このオプションは、規格を⼤きく外れたバーコードの読み取りミスに対する⾮常⼿段と
して選択するものです。選択すると、スキャナの読み取り機能は⼤きく低下します。このセ
キュリティレベルが必要な場合は、バーコードの品質の改善を検討してください。

セキュリティレベル0（0）

*セキュリティレベル1（1）

セキュリティレベル2（2）

セキュリティレベル3（3）
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1D  クワイエットゾーンレベル
Parameter # 1288 (SSI #F8h 05h 08h)  (パラメータ番号1288（SSI番号F8h 05h  08h）)
このパラメータは、縮⼩クワイエットゾーン（バーコードの両側のマージン）を設定する際の読み取り
速度のレベルを設定し、縮⼩クワイエットゾーンパラメータによって有効になるコード/記号に適⽤され
ます。
レベルを⾼く設定すると、読み取り時間が⻑くなり、読み取りミスの可能性があるので、⾼いクワイ
エットゾーンレベルが必要なコード/記号のみで有効にし、その他のコード/記号では無効にすることを強
くお勧めします。以下のオプションがあります。
• 1Dクワイエットゾーンレベル0 -  スキャナは、クワイエットゾーンについて標準的に動作します。
• *1Dクワイエットゾーンレベル1 -  スキャナは、クワイエットゾーンについてより厳格に動作します。
• 1Dクワイエットゾーンレベル2 -  スキャナは、読み取るバーコードの最後にクワイエットゾーンを必

要とします。
• 1Dクワイエットゾーンレベル3 -  スキャナは、クワイエットゾーンまたはバーコードの終わりに関す

るすべてを読み取ります。

1Dクワイエットゾーンレベル0（0）

*1Dクワイエットゾーンレベル1（1）

1Dクワイエットゾーンレベル2（2）

1Dクワイエットゾーンレベル3（3）

⽂字間ギャップ   サイズ
Parameter # 381 (SSI #F0h 7Dh)  (パラメータ番号381（SSI番号  F0h  7Dh）)
このパラメータは、デバイスが⼤きな⽂字間ギャップサイズを許容できるようにします。
Code 39とCodabarのコード/記号では、通常、⽂字間のギャップが⼩さくなります。バーコード印刷技
術によっては、このギャップが最⼤許容サイズより⼤きくなることがあり、その場合スキャナはシンボ
ルを読み取れなくなります。読み取りに問題がある場合は、「⼤きな⽂字間ギャップ」パラメータをス
キャンして、スキャナが仕様外のバーコードを許容できるようにします。
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*通常の⽂字間ギャップ（6）

⼤きな⽂字間ギャップ（10）

Composite

Compositeはシンボルまたはバーコードとリンクし、スキャナによって1つのオブジェクトとして読み取
られます。

Composite CC-C

Parameter # 341 (SSI #F0h 55h)  (パラメータ番号341（SSI番号F0h  55h）)
このパラメータは、CC-CタイプのCompositeバーコードを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  CC-Cを有効にします。
• Disabled（無効）-  CC-Cを無効にします。

CC-Cを有効にする（1）

*CC-Cを無効にする（0）。
標準/運転免許証モデルのデフォルト。

Composite CC-A/B

Parameter # 342 (SSI #F0h 56h)  (パラメータ番号342SSI番号  F0h  56h）)
このパラメータは、スキャナによるCC-A/Bの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  CC-A/Bを有効にします。
• *Disabled（無効）-  CC-A/Bを無効にします。

CC-A/B  を有効にする（1）
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*CC-A/Bを無効にする（0）
標準/運転免許証モデルのデフォルト。

Composite TLC-39

Parameter # 371 (SSI #F0h 73h)  (パラメータ番号371（SSI番号F0h  73h）)
このパラメータは、スキャナによるTLC-39バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  TLC-39を有効にします。
• *Disabled（無効）-  TLC-39を無効にします。

TLC39を有効にする（1）

*TLC39を無効にする（0）

Composite反転
Parameter # 1113 (SSI #F8h 04h 59h)  (パラメータ番号1113（SSI番号F8h 04h  59h）)
このパラメータは、Compositeの標準読み取りまたは反転読み取りを設定します。
• *Regular  Only（標準のみ）-   標準Compositeバーコードのみが読み取られます。これを選択する前

に、反転1Dを「標準のみ」または「反転の⾃動検出」に設定します。
• Inverse  Only（反転のみ）-   反転Compositeバーコードのみが読み取られます。このモードで

は、CCABと組み合わせたDataBarを含む反転Compositeのみがサポートされ、他の1D/2Dの組み合
わせはサポートされません。これを選択する前に、まずComposite CC-A/Bを有効にして、反転1Dを
「反転のみ」または「反転の⾃動検出」に設定します。

*標準のみ（0）

反転のみ（1）
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UPC Compositeモード
Parameter # 344 (SSI #F0h 58h)  (パラメータ番号344（SSI番号F0h  58h）)
このパラメータは、転送時にUPCシンボルと2Dシンボルをリンクし、1つのシンボルとして扱います。
• *UPC Never  Linked（UPCをリンクしない）-  2Dシンボルが検出されたかどうかに関係なくUPCバー

コードを転送します。
• UPC Always  Linked（UPCを常にリンクする）-  UPCバーコードと2D部分を転送します。2Dがない場

合、バーコードは転送されません。
• Autodiscriminate UPC  Composites（UPC  Compositesを⾃動識別する）-   スキャナは2D部分があるか

どうかを判断し、存在する場合はUPCと2D部分を両⽅転送します。

*UPCをリンクしない（0）

UPCを常にリンクする（1）

UPC Compositeを動識別する（2）

Compositeビープモード
Parameter # 398 (SSI #F0h 8Eh)  (パラメータ番号398（SSI番号F0h  8Eh）)
このパラメータは、複合シンボルが読み取られたときに鳴る読み取りビープ⾳の数を選択します。
• Single  Beep（1回のビープ⾳）-   両⽅のコードの読み取り後に、1回ビープ⾳が鳴ります。
• *Beep for each code  type（各コードタイプのビープ⾳）-   スキャナが各コードタイプを読み取ったと

きに、ビープ⾳が1回鳴ります。
• Double  Beep（2回ビープ⾳）-   両⽅のコードの読み取り後に、に2回ビープ⾳が鳴ります。

両⽅を読み取った後に、ビープ⾳を1回鳴らす
（0）

*各コードタイプを読み取るたびに、ビープ⾳を鳴
らす（1）
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両⽅を読み取った後に、ビープ⾳を2回鳴らす
（2）

UCC/EAN CompositeコードのGS1-128エミュレーションモード
Parameter # 427 (SSI #F0h ABh)  (パラメータ番号427（SSI番号F0h  ABh）)
このパラメータでは、UCC/EAN CompositeコードのGS1-128エミュレーションモードを有効または無効
にします。
• Enabled（有効）-  UCC/EAN CompositeコードのGS1-128エミュレーションモードを有効にします。
• *Disabled（無効）-  UCC/EAN CompositeコードのGS1-128エミュレーションモードを無効にしま

す。

UCC/EAN CompositeコードのGS1-128エミュレー
ションモードを有効にする（1）

*UCC/EAN CompositeコードのGS1-128エミュ
レーションモードを無効にする（0）

2D  コード∕記号
次のパラメータは、2Dコード∕記号に固有です。

PDF417

Parameter # 15 (SSI 0Fh)  (パラメータ番号15（SSI番号0Fh）)
このパラメータは、スキャナによるPDF417バーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  PDF417の読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  PDF417の読み取りを無効にします。

*PDF417を有効にする（1）
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PDF417を無効にする（0）

MicroPDF417

Parameter # 227 (SSI #E3h)  (パラメータ番号227（SSI番号E3h）)
このパラメータは、スキャナによるMicroPDF417読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）  - MicroPDF417読み取りを有効にします。
• *Disabled（無効）  - MicroPDF417読み取りを無効にします。

MicroPDF417を有効にする（1）

*MicroPDF417を無効にする（0）

Code 128エミュレーション
Parameter # 123 (SSI #7Bh)  (パラメータ番号123（SSI番号7Bh）)
このパラメータは、特定のMicroPDF417シンボルからCode 128としてデータを転送します。
このパラメータが機能するには、AIMコードキャラクタを有効にする必要があります。
これらのMicroPDF417シンボルを次のいずれかのプリフィックスとともに転送するには、Code  128エ
ミュレーションを有効にします。

]C1    if the first codeword is 903-905

]C2    if the first codeword is 908 or 909

]C0    if the first codeword is 910 or 911

これらのMicroPDF417シンボルを次のいずれかのプリフィックスとともに転送するには、Code  128エ
ミュレーションを無効にします。

]L3    if the first codeword is 903-905

]L4    if the first codeword is 908 or 909
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]L5    if the first codeword is 910 or 911

注 :  リンクされたMicroPDFコードワード906、907、912、914、および915はサポートされま
せん。代わりにGS1 Compositesを使⽤します。

Code 128エミュレーションを有効にする（1）

*Code 128エミュレーションを無効にする（0）

Data Matrix

Parameter # 292 (SSI #F0h 24h)  (パラメータ番号292（SSI番号F0h  24h）)
このパラメータは、スキャナによるData Matrixバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  Data Matrix読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  Data Matrix読み取りを無効にします。

*Data Matrixを有効にする（1）

Data Matrixを無効にする（0）

GS1 Data Matrix

Parameter # 1336 (SSI #F8h 05h 38h)  (パラメータ番号1336（SSI番号F8h 05h  38h）)
このパラメータは、スキャナによるGS1 Data Matrixの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  GS1 Data Matrixを有効にします。
• *Disabled（無効）-  GS1 Data Matrixを無効にします。

GS1 Data Matrixを有効にする（1）
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*GS1 Data Matrixを無効にする（0）

Data Matrix反転
Parameter # 588 (SSI #F1h 4Ch)  (パラメータ番号588（SSI番号F1h  4Ch）)
このパラメータは、Data  Matrix反転デコーダ設定を選択します。
• Regular  Only（標準のみ）-   標準Data Matrix  バーコードのみが読み取られます。
• Inverse  Only（反転のみ）-   反転Data Matrixバーコードのみが読み取られます。
• *Inverse  Autodetect（反転の⾃動検出）-   標準と反転の両⽅のData Matrixバーコードが読み取られま

す。

標準のみ（0）

反転のみ（1）

*反転の⾃動検出（2）

Data Matrixミラーイメージの読み取り
Parameter # 537 (SSI #F1h 19h)  (パラメータ番号537（SSI番号F1h  19h）)
このパラメータは、Data  Matrixミラーイメージの読み取りオプションを選択します。
• Never（読み取らない）-   ミラー化されたData Matrixバーコードを読み取りません。
• Always（常時）-   ミラー化されたData Matrixバーコードのみを読み取ります。
• *Auto（⾃動）-   ミラー化されたものとミラー化されていないData Matrixバーコードを読み取りま

す。

読み取らない（0）
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常時（1）

*⾃動（2）

Maxicode

Parameter # 294 (SSI #F0h 26h)  (パラメータ番号294（SSI番号F0h  26h）)
このパラメータは、スキャナによるMaxicodeの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  Maxicodeを有効にします。
• *Disabled（無効）-  Maxicodeを無効にします。

Maxicodeを有効にする（1）

*Maxicodeを無効にする（0）

QR  コード
Parameter # 293 (SSI #F0h 25h)  (パラメータ番号293（SSI番号F0h  25h）)
このパラメータは、スキャナによるQR Codeバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  QR Codeの読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  QR Codeの読み取りを無効にします。

注 :  このパラメータを有効にすると、QRミラーとリンクされたQRも有効になります。

QR Codeを有効にする（1）

QR Codeを無効にする（0）
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Weblink QR

Parameter # 1947 (SSI #F8 07 9Bh)  (パラメータ番号1947（SSI番号F8 07  9Bh）)
このパラメータは、スキャナによるWeblink QRバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Disable Weblink QR  Codes（Weblink  QRコードを無効にする）-   スキャナがWeblink QR Codeを読み

取らないようにします。
• Enable Weblink QR  Codes（WebLink  QRコードを有効にする）-  WebLink QR Codeの読み取りがで

きるようになります。

*Weblink QRを有効にする（1）

Weblink QRを無効にする（0）

GS1 QR

Parameter # 1343 (SSI #F8h 05h 3Fh)  (パラメータ番号1343（SSI番号F8h 05h  3Fh）)
このパラメータは、スキャナによるGS1 QRバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）  - GS1 QR読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）  - GS1 QR読み取りを無効にします。

*GS1 QRを有効にする（1）

GS1 QRを無効にする（0）

MicroQR

Parameter # 573 (SSI #F1h 3Dh)  (パラメータ番号573（SSI番号F1h  3Dh）)
このパラメータは、スキャナによるMicroQRバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  MicroQR読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  MicroQR読み取りを無効にします。
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*MicroQRを有効にする（1）

MicroQRを無効にする（0）

リンクされたQRモード
Parameter # 1847 (SSI #737h)  (パラメータ番号1847（SSI番号737h）)
このパラメータは、リンクされたQRモードを選択します。
• *リンクされたQRのみ  -  スキャナは、リンクされたQR Codeのセットから個々のQRシンボルを読み取

りません。
• 個々のQR、ヘッダーあり  -  スキャナは、リンクされたQR Codeのセットから個々のQRシンボルを読

み取り、ヘッダー情報およびデータを保持します。
• 個々のQR、ヘッダーなし  -  スキャナは、リンクされたQR Codeのセットから個々のQRシンボルを読

み取り、ヘッダー情報なしでデータを送信します。

*リンクされたQRのみ（0）

個々のQR、ヘッダーあり（1）

個々のQR、ヘッダーなし（2）

Aztec

Parameter # 574 (SSI #F1h 3Eh)  (パラメータ番号574（SSI番号F1h  3Eh）)
このパラメータは、スキャナによるAztecバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Enabled（有効）-  Aztec読み取りを有効にします。
• Disabled（無効）-  Aztec読み取りを無効にします。

注 :  この機能を有効にすると、リンクされたAztecも有効になります。

288



コード/記号

*Aztecを有効にする（1）

Aztecを無効にする（0）

Aztec反転
Parameter # 589 (SSI #F1h 4Dh)  (パラメータ番号589（SSI番号F1h  4Dh）)
このパラメータでは、Aztec反転デコーダが設定されます。
• Regular  Only（標準のみ）-   標準Aztecバーコードのみが読み取られます。
• Inverse  Only（反転のみ）-   反転Aztecバーコードのみが読み取られます。
• *Inverse  Autodetect（反転の⾃動検出）-   標準と反転の両⽅のAztecバーコードが読み取られます。

標準のみ（0）

反転のみ（1）

*反転の⾃動検出（2）

Han Xin

Parameter # 1167 (SSI #F8h 04h 8Fh)  (パラメータ番号1167（SSI番号F8h 04h 8Fh))

このパラメータは、スキャナによるHan Xinの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  Han Xinを有効にします。
• *Disabled（無効）-  Han Xinを無効にします。

Han Xinを有効にする（1）
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*Han Xinを無効にする（0）

Han Xin反転
Parameter # 1168 (SSI #F8h 04h 90h)  (パラメータ番号1168（SSI番号F8h 04h  90h）)
このパラメータは、Han  Xin反転デコーダ設定を選択します。
• *Regular  Only（標準のみ）-   標準Han Xinバーコードのみが読み取られます。
• Inverse  Only（反転のみ）-   反転Han Xinバーコードのみが読み取られます。
• Inverse  Autodetect（反転の⾃動検出）-   標準と反転の両⽅のHan Xinバーコードが読み取られます。

*標準のみ（0）

反転のみ（1）

反転の⾃動検出（2）

Grid Matrix

Parameter # 1718 (SSI #F8 06h B6h)  (パラメータ番号1718（SSI番号F8 06h  B6h）)
このパラメータは、スキャナによるGrid Matrixバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）  - Grid Matrixを有効にします。
• *Disabled（無効）  - Grid Matrixを無効にします。

Grid Matrix  を有効にする   (1）

*Grid Matrixを無効にする（0）
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Grid Matrix反転
Parameter # 1719 (SSI #F8h 06h B7h)  (パラメータ番号1719（SSI番号F8h 06h  B7h）)
このパラメータは、Grid  Matrix反転デコーダの設定を選択します。
• *Regular  Only（標準のみ）-   標準Grid Matrixバーコードのみが読み取られます。
• Inverse  Only（反転のみ）-   反転Grid Matrixバーコードのみが読み取られます。
• Inverse  Autodetect（反転の⾃動検出）-   標準と反転の両⽅のGrid Matrixバーコードが読み取られま

す。

*標準（0）

反転のみ（1）

反転の⾃動検出（2）

Grid Matrixミラー
Parameter # 1736 (SSI #F8h 06h C8h)  (パラメータ番号1736（SSI番号F8h 06h  C8h）)
このパラメータは、ミラーイメージGrid Matrixの設定を選択します。
• *Never  Mirror（⾮ミラー化）-   ミラー化されていないGrid Matrixバーコードのみが読み取られます。
• Always  Mirrored（常時ミラー化）-   ミラー化されたGrid Matrixバーコードのみが読み取られます。
• Autodetect（⾃動検出）-   ミラー化されたGrid Matrixバーコードとミラー化されていないGrid Matrix

バーコードが読み取られます。

*⾮ミラー化のみ（0）

常時ミラー化のみ（1）
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ミラー化の⾃動検出（2）

DotCode

Parameter # 1906 (SSI #F8 07 72h)  (パラメータ番号1906（SSI番号F8 07  72h）)
DotCodeを有効または無効にできます。
• Enabled（有効）-  DotCodeを有効にします。
• *Disabled（無効）-  DotCodeを無効にします。

*DotCodeを無効にする（0）

DotCodeを有効にする（1）

DotCode優先
Parameter # 1937 (SSI #F8 07 91h)  (パラメータ番号1937（SSI番号F8 07  91h）)
このパラメータでは、他のコード/記号と⽐較して、DotCode読み取りの優先を有効または無効にしま
す。
• Disabled（無効）-  DotCodeの優先を無効にします。
• Enabled（有効）-  DotCodeの優先を有効にします。

DotCode優先を無効にする（0）

DotCode優先を有効にする（1）

DotCode反転
Parameter # 1907 (SSI #F8 07 73h)  (パラメータ番号1907（SSI番号F8 07  73h）)
このパラメータは、DotCode反転デコーダ設定を選択します。
• Regular  Only（標準のみ）-   デバイスは、標準反射率のDotCode反転コードのみを読み取ります。
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• Inverse  Only（反転のみ）-   デバイスは、反転反射率のDotCode反転コードのみを読み取ります。
• Inverse  Autodetect（反転の⾃動検出）-   デバイスは、標準および反転の両⽅の反射率を持つDotCode

反転コードを読み取ります。

標準（0）

反転のみ（1）

*反転の⾃動検出（2）

DotCodeミラー
Parameter # 1908 (SSI #F8 07 74h)  (パラメータ番号1908（SSI番号F8 07  74h）)
このパラメータは、DotCodeミラーデコーダ設定を⾏います。
• Never（読み取らない）-   ミラー化されていないDotCodeコードのみを読み取ります。
• Always（常時）-   ミラー化されたDotCodeコードのみを読み取ります。
• *Autodetect（⾃動検出）-   ミラー化されたDotCodeコードとミラー化されていないDotCodeコードの

両⽅を読み取ります。

読み取らない（0）

常時（1）

*⾃動検出（2）

DotCode消去の制限
Parameter # 2063 (SSI # F8 08 0F)  (パラメータ番号2063（SSI番号F8 08  0F）)
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このパラメータは、エラー訂正のためにコードワードを渡す前の、DotCodeコードワードの消去の最⼤
数を設定します。
値の設定範囲は4〜20です。デフォルト値は10です。値が⼤きいほど、DotCodeバーコードの読み取り
は簡単になりますが、読み取りエラーが発⽣する可能性は⾼くなります。

DotCode消去の制限

Macro PDF機能
Macro PDFとは、複数のPDFシンボルを1つのファイルに結合するための特別な機能です。スキャナは、
この機能を使⽤してエンコードされたシンボルを読み取ることができ、最⼤50個までのMacroPDFシン
ボルから64KB以上の読み取りデータを保存できます。
印刷時には、各Macro PDFシーケンスを別個に保持します。これは、各シーケンスが⼀意の識別⼦を持
つためです。同じデータをエンコードしている場合でも、複数のMacro PDFシーケンスのバーコードを
混合しないでください。Macro  PDFシーケンスをスキャンするときは、中断することなくMacro PDF

シーケンス全体をスキャンします。混合されたシーケンスをスキャンしたとき、イメージャで低く⻑い
ビープ⾳が2回（低⾳  -  低⾳）鳴った場合は、ファイルIDの不⼀致エラーかコード不⼀致エラーが存在し
ます。

Macro PDFのユーザーフィードバック
このモードでは、スキャナは次のフィードバックを提供します。

注 :  ビープ⾳が鳴るのは、*BEEPER_ON信号が接続されている場合だけです。

注 :  T列は、シンボルがホストに転送されたかどうかを⽰します（N  =  転送なし）。

すべてのシンボル
をパススルーする

セット内の
任意のシンボ
ルを転送する

すべてのシンボ
ルをバッファする

スキャン対象

Beep T Beep T Beep T

セット内の最後のMacro PDF 読み取り
ビープ⾳

Y 読み取り
ビープ⾳

Y 読み取りビー
プ⾳

Y

最後を除くセット内の任意の
Macro PDF

読み取り
ビープ⾳

Y 読み取り
ビープ⾳

Y 2回の短い低
⾳

N

現在のセット内にMacro PDFが
ない

読み取り
ビープ⾳

Y 2回の⻑い低
⾳

N 2回の⻑い低
⾳

N

無効なMacro PDFフォーマット 読み取り
ビープ⾳

Y 2回の⻑い低
⾳

N 2回の⻑い低
⾳

N

セットからのMacro PDFがすで
にスキャンされています

読み取り
ビープ⾳

Y 4回の⻑い低
⾳

N 4回の⻑い低
⾳

N

Macro PDFメモリ不⾜ N/A N/A 3回の⻑い低
⾳

N 3回の⻑い低
⾳

N
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すべてのシンボル
をパススルーする

セット内の
任意のシンボ
ルを転送する

すべてのシンボ
ルをバッファする

スキャン対象

Beep T Beep T Beep T

セット内でスキャンされた⾮
Macro PDF

N/A N/A 4回の⻑い低
⾳

N 4回の⻑い低
⾳

N

Macro PDFのクリア 低⾳-⾼⾳ N 5回の⻑い低
⾳

N 5回の⻑い低
⾳

Y

Macro PDFのキャンセル ⾼⾳-低⾳-
⾼⾳-低⾳

N ⾼⾳-低⾳-
⾼⾳-低⾳

N ⾼⾳-低⾳-⾼
⾳-低⾳

N

Macro PDFバッファのフラッシュ
このパラメータでは、その時点までに保存されたすべての読み取りMacro PDFデータのバッファをフ
ラッシュし、それをホストデバイスに転送してMacro PDFモードを中⽌します。

Macro PDFバッファのフラッシュ

Macro PDFエントリの中⽌
このパラメータは、現在バッファに保存されているすべてのMacro PDFデータを転送せずにクリア
し、Macro  PDFモードを中⽌します。

Macro PDFエントリの中⽌

郵便コード
これらのパラメータは、世界中の郵便番号に関するものです。

US Postnet

Parameter # 89 (SSI #59h)  (パラメータ番号89（SSI番号59h）)
このパラメータは、スキャナによるUS Postnetバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）  - US Postnetを有効にします。
• *Disabled（無効）  - US Postnetを無効にします。

US Postnetを有効にする（1）
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*US Postnetを無効にする（0）

US  プラネット
Parameter # 90 (SSI #5Ah)  (パラメータ番号90（SSI番号5Ah）)
このパラメータは、スキャナによるUS Planetバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• Enabled（有効）-  US Planetを有効にします。
• *Disabled（無効）-  US Planetを無効にします。

US Planetを有効にする（1）

*US Planetを無効にする（0）

US Postalチェックディジットを転送する
Parameter # 95 (SSI #5Fh)  (パラメータ番号95（SSI番号5Fh）)
このパラメータは、US  PostnetとUS Planetの両⽅を含むUS Postalデータの転送に、チェックディジッ
トを付けるかどうかを選択します。
• *Transmit（転送する）-  US Postalにチェックディジットを付けて転送します。
• Do not  Transmit（転送しない）-  US Postalにチェックディジットを付けないで転送します。

*US Postalチェックディジットを転送する（1）

US Postalチェックディジットを転送しない（0）

UK  郵便コード
Parameter # 91 (SSI # 5Bh)  (パラメータ番号91 (SSI番号5Bh))

このパラメータは、スキャナによるUK Postalバーコードの読み取りを有効または無効にします。
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UK Postalを有効にする（1）

*UK Postalを無効にする（0）

UK Postalチェックディジットの転送
Parameter # 96 (SSI # 60h)  (パラメータ番号96（SSI番号60h）)
このパラメータは、スキャナによるUK Postalチェックディジットの読み取りを有効または無効にしま
す。

*UK Postalチェックディジットを転送する（1）

UK Postalチェックディジットを転送しない（0）

Japan Postal

Parameter # 290 (SSI # F0h, 22h)  (パラメータ番号290（SSI番号F0h、22h）)
このパラメータは、Japan  Postalを有効または無効にします。

Japan Postalを有効にする（1）

*Japan Postalを無効にする（0）

Australia Post

Parameter # 291 (SSI # F0h, 23h)  (パラメータ番号291（SSI番号   F0h、23h）)
このパラメータは、Australia  Postを有効または無効にします。
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Australia Postを有効にする（1）

*Australia Postを無効にする（0）

Australia Postフォーマット
Parameter # 718 (SSI # F1h, CEh)  (パラメータ番号718（SSI番号F1h  CEh）)
このパラメータは、Australia  Postフォーマットを有効または無効にします。
• Autodiscriminate（⾃動識別）または  Smart  mode（スマートモード）-  NおよびCエンコード表を使

⽤してカスタマー情報フィールドを読み取ります。

注 :  エンコードされたデータフォーマットは、エンコードに使⽤されるエンコード表を指定し
ないため、このオプションを使⽤すると、正しく読み取ることができない場合があります。
• Raw  Format（未処理フォーマット）-   未処理のバーコードパターンを0から3の⼀連の数字として出

⼒します。
• Alphanumeric  Encoding（英数字コード化）-  Cのエンコード表を使⽤して、顧客情報フィールドを読

み取ります。
• Numeric  Encoding（数値コード化）-  Nのエンコード表を使⽤して、顧客情報フィールドを読み取り

ます。
Australia Postのエンコード表の詳細については、『Australia  Post Customer Barcoding Technical 

Specifications』（auspost.com.au）を参照してください。

*⾃動識別（0）

Rawフォーマット（1）

英数字コード化（2）

数値コード化（3）
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Netherlands KIX Code

Parameter # 326 (SSI # F0h, 46h)  (パラメータ番号326（SSI番号F0h、46h）)
このパラメータは、スキャナによるNetherlands KIX Codeの読み取りを有効または無効にします。

Netherlands KIX Codeを有効にする（1）

*Netherlands KIX Codeを無効にする（0）

USPS 4CB/One Code/Intelligent Mail

Parameter # 592 (SSI # F1h 50h)  (パラメータ番号592（SSI番号F1h  50h）)
このパラメータは、スキャナによるIntelligent Mailバーコードの読み取りを有効または無効にします。
以下のいずれかのバーコードをスキャンして、USPS  4CB/One Code/Intelligent Mailを有効または無効
にします。

USPS 4CB/One Code/Intelligent Mailを有効にす
る（1）

*USPS 4CB/One Code/Intelligent Mailを無効にす
る（0）

UPU FICS Postal

Parameter # 611 (SSI # F1h 63h)  (パラメータ番号611（SSI番号F1h  63h）)
このパラメータは、スキャナによるCode 39バーコードの読み取りを有効または無効にします。
以下のいずれかのバーコードをスキャンして、UPU  FICS Postalを有効または無効にします。

UPU FICS Postalを有効にする（1）
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*UPU FICS Postalを無効にする（0）

Mailmark

Parameter # 1337 (SSI # F8h 05h 39h)  (パラメータ番号1337（SSI番号F8h 05h  39h）)
このパラメータは、Mailmarkを有効または無効にします。
以下のいずれかのバーコードをスキャンして、Mailmarkバーコードを有効または無効にします。

*Mailmarkを無効にする（0）

Mailmarkを有効にする（1）

Digimarc電⼦透かし
Parameter # 1687 (SSI # F8h 0h 97h)  (パラメータ番号1687（SSI番号F8h 0h  97h）)
このパラメータでは、Digimarc電⼦透かしを追加してデータを読み取る操作を有効または無効にしま
す。
• Enabled  (有効)  - Digimarc電⼦透かしを有効にします。
• *Disabled  (無効)  - Digimarc電⼦透かしを無効にします。

Digimarc電⼦透かし/DWを有効にする（1）

*Digimarc電⼦透かし/DW  を無効にする（0）

Digimarcバーコード
Digimarcバーコードは、UPC-A、UPC-E、EAN-13、またはRSS Expandedとして通知される、⽬に⾒え
ない機械読み取り可能コードです。

注 :  Digimarcが報告するコードタイプの他のバーコードタイプへの変換はサポートされませ
ん。
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AIMおよびシンボルコードID  は、報告されたDigimarcコードタイプでサポートされます。
以下のいずれかのバーコードをスキャンして、Digimarcバーコードを有効または無効にします。

Digimarcバーコードを有効にする

*Digimarcバーコードを無効にする

Digimarcデータモード
Parameter #2257 (SSI #F8h 08h D1h )  (パラメータ番号2257（SSI番号F8h 08h  D1h）)
このパラメータでは、Digimarcバーコードの出⼒フォーマットとタイプを選択します。
Digimarcバーコードフォーマットは次のとおりです。
• 1 -  互換性がある
• 2 -  拡張
• 3 -  ネイティブ

互換性がある（1）

拡張（2）

ネイティブ（3）

Digimarc GIA17フォーマット
Parameter # 2488 (SSI #F8h 09h B8h)  (パラメータ番号2488（SSI番号F8h 09h  B8h）)
このパラメータは、スキャナによるDigimarc GIAフォーマットの読み取りを有効または無効にします。
このパラメータを適⽤するには、Digimarcを有効にする必要があります。

*有効にする（1）
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無効にする（0）

Posti LAPA 4-状態コード
Parameter # 2031 (SSI #F8 07EF)  (パラメータ番号2031（SSI番号F8  07EF）)
このパラメータは、スキャナによるPosti LAPAバーコードの読み取りを有効または無効にします。
• *Disabled（無効）-  Posti LAPAを無効にします。
• Enabled（有効）-  Posti LAPAを有効にします。

*Posti LAPAを無効にする（0）

Posti LAPAを有効にする（1）
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インテリジェントドキュメン
トキャプチャ
インテリジェントドキュメントキャプチャ

インテリジェントドキュメントキャプチャ（IDC）は、⾼度なイメージャベースのスキャナを対象とする
Zebraの先進的な画像処理ファームウェアです。
このセクションでは、IDC機能について説明し、また、IDC機能を制御するパラメータバーコード、ク
イックスタートの⼿順についても説明します。

注 :  IDCはハンドヘルドモード専⽤です。

インテリジェントドキュメントキャプチャ（IDC）
IDCプロセスには、次の⼿順が含まれます。
1. IDCアンカまたはリンクとしての使⽤にバーコードが適切であることを確認します。バーコードの受

け⼊れ試験を参照してください。
2. 画像として読み取るために、⻑⽅形の領域を選択します。読み取り領域の選択を参照してください。
3. 読み取った画像を処理します。画像の後処理を参照してください。
4. データを転送します。データ転送を参照してください。

バーコードの受け⼊れ試験
バーコードの読み取り時に、スキャナは、バーコードがIDCフォームにアンカまたはリンクされたバー
コードの説明に⼀致していることを確認します。
IDCバーコードとして受け⼊れられるには：
• 読み取りにはシンボル体系を有効にし、IDCシンボル体系でも有効にする必要があります。IDCファー

ムウェアでは、次の0〜8のシンボル体系を同時に有効にすることができます。Code   128、Code 
39、Interleaved  2 of  5、Discrete  2 of  5、Codabar、PDF417、Data   Matrix、および   EAN-128。

• デコードされたデータは、IDC最⼩テキスト⻑パラメータとIDC最⼤テキスト⻑パラメータで設定さ
れた値を満たす必要があります。これらのチェックのいずれかを無効にするには、値を0に設定して
ください。

バーコードが両⽅の要件に適合していない場合、通常の（⾮IDC）読み取りとして送信されます。
IDC動作モードがAnchored  (アンカ済み)またはLinked  (リンク済み)に設定されている場合は、IDCバーコー
ドが必要です。
Free-Form  (フリーフォーム)動作モードにはバーコードは必要ありませんが、読み取られたデータが検出さ
れて要件に適合した場合は、そのデータが転送されます。バーコードが読み取られない場合、⽂書読み
取りプロセスは開始されますが、IDC遅延時間に対して⾮0値を指定することが必要となることがありま
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す。スキャナは、トリガを引いた後、⽂書が読み取られるまで、少なくともこの時間待機する必要があ
ります。時間切れの前にバーコードが読み取られた場合は、待機が終了します。
ピックリストモードが有効になっており、スキャナの読み取り幅内を完全に読み取る場合は、バーコー
ドが照準パターンのすぐ下、スキャナの読み取り範囲内に⼊っている必要があります。

読み取り領域の選択
IDCバーコードを受け⼊れた後、ファームウェアは画像として読み取る領域を選択します。
使⽤する⽅法は、IDC動作モードの設定によって異なります。
IDCファームウェアは、領域を正常に読み取ったら、低いビープ⾳を1回鳴らします。これ以降、スキャ
ナは画像を読み取らなくなり、IDCの出⼒を妨げることなく、移動できるようになります。読み取りの
ビープ⾳が聞こえるまで、トリガボタンをしっかりと押してください。押していない場合、IDCプロセス
が中⽌される可能性があります。

IDC  動作モード（アンカ済み）

座標系は、修正された（歪みが補正された）形式でバーコードに基づいて構築されます。始点はバー
コードの中央であり、バーコード側の視点ではx軸は右向きに設定されます。バーコードの単位モジュー
ルの幅がxの単位になります。同様にy軸は上向きに設定されます。y軸の単位は、パラメータIDCアス
ペクトで指定します。これは、薄いバーまたはスペースのアスペクト⽐です。この単位を算出するため
に、この値でバーコードの⾼さが除算されます。IDCアスペクトをゼロに設定してアスペクト⽐を⾃動的
に計算します。バーコードの⻑さが変わっても、バーコードの中央が同じであれば、同じフォームに対
して、バーコードが異なるサイズになってもかまいません。
この座標系から、IDC領域は、領域の左上隅に対するxおよびyのオフセット（IDC X座標、IDC Y座
標）、および幅と⾼さIDC幅、IDC⾼さ）の4つのパラメータを使⽤して決定されます。
バーコード領域と⽐べて、読み取り領域が相対的に⼤きい場合、読み取り領域を選択する計算は、検
出されたエラーに影響を受ける傾向があります。推奨される対応⽅法は、⻑⽅形の形をした黒い単線
の境界線（枠）でフォームを囲むことです。この枠は、フォーム内の線とつながることはありますが、
フォーム外の他の線と接することはありません。IDC外枠検出を設定すると、ファームウェアはボックス
を検索し、エッジが破損している場合（突き出た親指など）は読み取りません。
IDCズームの上限パラメータは、読み取るフォームの画質を制御します。幅が少なくともIDC幅パラメー
タのIDCズーム制限パーセントにならない限り、IDCファームウェアはフォームの読み取りを拒否しま
す。たとえば、IDCズームの上限を100に、IDC幅の上限を150に設定している場合、フォーム幅は少な
くとも300ピクセルが必要になります。この幅に達しない場合、読み取りは実⾏されません（各単位モ
ジュールは2ピクセルに合わせられます）。
IDC最⼤回転パラメータは、スキャナの⽔平軸または垂直軸を基準として、フォームの端に許容される最
⼤傾斜⾓度を制御します。

IDC  動作モード（フリーフォームまたはリンク済み）

⽂書読み取り領域とは、⻑⽅形の紙⽚、または、⻑⽅形の枠線で囲んだ領域です。
どちらの場合でも、読み取り領域の4辺は、完全にスキャナの読み取り範囲内に⼊っている必要がありま
す。また、読み取り領域の境界線には⼗分なコントラストが必要です。たとえば、⽩い紙⽚に読み取る
⽂書が記載されている場合、暗い背景の上にこの紙⽚を置く必要があります。
デフォルトでは、スキャナは読み取り範囲内にある最⼤の⻑⽅形領域を読み取ります。特定の境界線タ
イプを指定するには、IDC境界線のタイプパラメータを使⽤します。
領域には、2次元の読み取り範囲の最低10％を含める必要があります。
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IDCバーコードを読み取る場合、IDCは読み取り領域の検索を開始するために位置情報を使⽤します。位
置情報が指定されていない場合、IDCは、読み取り範囲の中央から読み取り領域を検索します。またIDC

は、読み取ったIDCバーコードの向きを使⽤して出⼒画像の向きを決定します。

画像の後処理
⽂書読み取り領域を選択した後、ファームウェアは歪みを補正し、以下の通りこの領域を再びサンプリ
ングします。IDC読み取り画像を明るくするを有効にすると、正規化が実⾏されます。この正規化では、
画像の輝度が均⼀化され、コントラストが強調されます。バックグラウンドピクセルの⼤部分は完全に
⽩くなります（⾮常に⾊が薄い領域でコントラストを強調してしまう危険がないとファームウェアが判
断した場合、⼀部のピクセルが完全な黒になります）。IDC読み取り画像をシャープにするを有効にする
と、画像の鮮明さが向上します。
IDCは、Free-Form  (フリーフォーム)モードまたはLinked  (リンク済み)モードでは、⼊⼒ピクセルあたり1出⼒
ピクセルで、Anchored  (アンカ済み)モードではモジュールあたり2ピクセルで画像を再サンプリングしま
す。
IDCは、IDCファイル形式セレクタ、IDCピクセルあたりのビット数、およびIDC JPEG品質パラメータ
によって選択された標準画像フォーマットの1つで画像を圧縮して転送します。

注 :  後処理の完了に数秒かかることがあり、この時間は、読み取った領域のサイズ、有効にし
たオプション、スキャナのモデルによって異なります。

データ転送
読み取った画像を処理した後、IDCは、読み取ったバーコードデータ（利⽤可能な場合）で、画像をISO/
IEC 15434スタイルのパケットにアセンブルし、ホストに転送します。
スキャナで標準的な読み取りのビープ⾳が鳴り、トリガを放すことができるようになります。USBデ
バイスタイプをSymbol Native API (SNAPI) with Imaging Interface  (イメージングインタフェース付きSymbol Native 

API（SNAPI）)に設定してください。

PC  アプリケーションおよびプログラミングのサポート
このアプリケーションには、バーコードデータやIntelligent Document Capture対応のスキャナから読み
取った画像が表⽰され、ユーザーはIDCパラメータの設定と読み取りを実⾏できます。
Microsoft Windowsオペレーティングシステムで実⾏するサンプルアプリケーションについては、Zebra
の代理店までお問い合わせください。カスタムアプリケーションを開発するために、完全なソースコー
ドとマニュアルも提供されています。アプリケーションには、ISO/IEC 15434形式に関するマニュアルも
含まれています。この形式は、処理のために、IDCファームウェアおよびC#コードで使⽤されます。

Image Document Captureパラメータのデフォルト
次の表は、IDCパラメータのデフォルトの⼀覧です。以下のいずれかの⽅法で値を変更します。
• このセクションの該当するバーコードをスキャンします。メモリ内にある標準のデフォルト値は、

スキャンした新しい値で置き換えられます。デフォルトのパラメータ値を再び呼び出す⼿順について
は、「デフォルトパラメータ」を参照してください。

• 123Scanの設定プログラムを使⽤して、スキャナを設定します。「123Scanとソフトウェアツール」
を参照してください。

サンプルアプリケーションを使って、パラメータ名を使⽤してパラメータを設定する⽅法もあります。
アプリケーションでは、プロンプトとエラーチェックが表⽰され、パラメータを正しく簡単に設定する
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のに役⽴ちます。IDC X  座標が要求する場合、アプリケーションを使⽤してパラメータを負の値に設定
する必要があります。

パラメータ パラメータ名 パラメー
タ番号 

a SSI番号 
b デフォ

ルト

Intelligent Document  Capture（IDC）のパラメータ
IDC動作モード DocCap_MODE 594 F1h 52h オフ
IDCコード∕記号 DocCap_SYMBOLOGY 655 F1h 8Fh 001

IDC X座標 DocCap_X 596 F4h F1h 54h -151

IDC Y座標 DocCap_Y 597 F4h F1h 55h -050

IDC幅 DocCap_WIDTH 598 F1h 56h 0300

IDC⾼さ DocCap_HEIGHT 599 F1h 57h 0050

IDアスペクト DocCap_ASPECT 595 F1h 53h 000

IDCファイル形式セレクタ DocCap_FMT 601 F1h 59h JPEG

IDCピクセルあたりのビット数 DocCap_BPP 602 F1h 5Ah 8BPP

IDC JPEG画質 DocCap_JPEG_Qual 603 F1h 5Bh 065

IDC外枠検出 Sig_FINDBOX 727 F1h D7h 無効
IDC最⼩テキスト⻑ DocCap_MIN_TEXT 656 F1h 90h 00

IDC最⼤テキスト⻑ DocCap_MAX_TEXT 657 F1h 91h 00

IDC読み取り画像を明るくする Sig_BRIGHTEN 654 F1h 8Eh 有効
IDC読み取り画像をシャープに
する

Sig_SHARPEN 658 F1h 92h 有効

IDC罫線のタイプ DocCap_BORDER 829 F2h 3Dh なし
IDC遅延時間 DocCap_DELAY 830 F2h 3Eh 000

IDCズームの制限 Sig_MIN_PERCENT 651 F1h 8Bh 000

IDC最⼤回転 Sig_MAX_ROT 652 F1h 8Ch 00

a 10進数のパラメータ番号は、RSMコマンドを使⽤したプログラミングで使⽤されます。

b 16進数のSSI番号は、SSIコマンドを使⽤したプログラミングで使⽤されます。

表  33     IDC  パラメータのデフォルト値

IDC動作モード
Parameter Name DocCap_MODE # 594 (SSI # F1h 52h)  (パラメータ名  DocCap_MODE  番号594（SSI番号F1h  52h）)
このパラメータは、「インテリジェントドキュメントキャプチャ」ファームウェアの動作モードを設定
します。
• Off（オフ）-  IDC機能を無効にします。
• Anchored（固定）-   画像読み取り領域を定義するにはバーコード読み取りが必要です。
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• Free-Form（フリーフォーム）-   印字された境界線またはページエッジを使⽤して、画像読み取り領
域を定義します。バーコードはオプションです。

• Linked（リンク）-   印字された境界線またはページエッジを使⽤して、画像読み取り領域を定義しま
す。バーコードが必要です。

*Off（オフ）（0）

Anchored（固定）（1）

Free-Form（フリーフォーム）（2）

Linked（リンク）（3）

IDCコード/記号
Parameter Name DocCap_SYMBOLOGY # 655 (SSI # F1h 8Fh)  (パラメータ名  DocCap_SYMBOLOGY  番号655（SSI番号F1h 

8Fh）)
「⽂書読み取り」モードがOff  (オフ)に設定されていない場合に使⽤するオプションを選択します。

注 :  複数のコード/記号を⼀度に有効にするには、値をまとめて追加します。たとえ
ば、PDF417、Data   Matrix、Code  39を有効にするには、値として98（32  + 64 +  2）を指定し
ます。

コード/記号 値（10進数）
Code 128 1

Code 39 2

I 2 of 5 4

D 2 of 5 8

Codabar 16

PD 417 32

Data Matrix 64

EAN 128 128

表  34     IDCコード/記号
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コード/記号 値（10進数）
Aztec 256

表  34     IDCコード/記号 (Continued)

IDCコード/記号

IDC X座標
Parameter Name DocCap_X # 596 (SSI # F4h F1h 54h)  (パラメータ名  DocCap_X  番号596（SSI番号F4h F1h  54h）)
このパラメータは、バーコードの中⼼に対して、読み取る領域の左上隅への⽔平オフセットを指定しま
す。負の値の場合、領域が左に移動します。

注 :  このパラメータは、IDC動作モードがAnchoredに設定されている場合にのみ適⽤されま
す。
アプリケーションを使⽤して負の値を設定します。

IDC X座標

IDC Y座標
Parameter Name DocCap_Y # 597 (SSI # F4h F1h 55h)  (パラメータ名  DocCap_Y  番号597（SSI番号F4h F1h  55h）)
このパラメータは、バーコードの中⼼に対して読み取る領域の左上隅への垂直オフセットを指定しま
す。負の値の場合、領域が上部に移動します。

注 :  このパラメータは、IDC動作モードがAnchored  (固定)に設定されている場合にのみ適⽤され
ます。
負の値を設定するには、アプリケーションを使⽤する必要があります。

IDC Y座標

IDC幅
Parameter Name DocCap_WIDTH # 598 (SSI # F1h 56h)  (パラメータ名  DocCap_WIDTH  番号598（SSI番号F1h  56h）)
このパラメータは、読み取り領域の幅を指定します。
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注 :  このパラメータは、IDC動作モードがAnchoredに設定されている場合にのみ適⽤されま
す。

IDC幅

IDC⾼さ
Parameter Name DocCap_HEIGHT # 599 (SSI # F1h 57h)  (パラメータ名  DocCap_HEIGHT  番号599（SSI番号F1h  57h）)
このパラメータは、読み取り領域の⾼さを指定します。

注 :  このパラメータは、IDC動作モードがAnchoredに設定されている場合にのみ適⽤されま
す。

IDC⾼さ

IDアスペクト
Parameter Name DocCap_ASPECT # 595 (SSI # F1h 53h)  (パラメータ名  DocCap_ASPECT  番号595（SSI番号F1h  53h）)
このパラメータは、細いバーまたは狭いスペースのバーコードの縦横⽐を設定します。
この値でバーコードの⾼さを除算して、Y軸の単位が算出されます。アスペクト値を⾃動的に計算するに
は、このパラメータをゼロに設定します。

注 :  このパラメータは、IDC Operating  Mode（IDC動作モード）がAnchored  (Anchored（固
定）)に設定されている場合にのみ適⽤されます。

IDアスペクト

IDCファイル形式セレクタ
Parameter Name DocCap_FMT # 601 (SSI # F1h 59h)  (パラメータ名  DocCap_FMT  番号601（SSI番号F1h  59h）)
このパラメータは、システムに適した⽂書読み取りフォーマット（BMP、TIFF、またはJPEG）を選択し
ます。スキャナは、読み取った領域を選択した形式で保存します。

*JPEG (1)
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BMP (3)

TIFF (4)

IDCピクセルあたりのビット数
Parameter Name DocCap_BPP # 602 (SSI # F1h 5Ah)  (パラメータ名  DocCap_BPP  番号602（SSI番号F1h  5Ah）)
このパラメータでは、画像の読み取り時に使⽤するピクセルあたりのビット数（BPP）の値を選択しま
す。
次のオプションのいずれかを選択します。
• 1 BPP -  ⽩黒画像⽤です。
• 4 BPP -  各ピクセルに1〜16のグレーレベルを割り当てます。
• 8 BPP -  各ピクセルに1〜256のグレーレベルを割り当てます。

注 :  8 BPPのみをサポートするJPEGファイル形式では、スキャナはこれらの設定を無視しま
す。

1  BPP（0）

4  BPP（1）

*8  BPP（2）

IDC JPEG画質
Parameter Name DocCap_JPEG_Qual # 603 (SSI # F1h 5Bh)  (パラメータ名  DocCap_JPEG_Qual  番号603（SSI番号F1h 

5Bh）)
このパラメータは、読み取った画像に対して実⾏するJPEG圧縮の量を指定します。値が⼤きいほど画質
は向上しますが、ファイルのサイズは⼤きくなります。
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IDC JPEG画質

IDC外枠検出
Parameter Name Sig_FINDBOX # 727 (SSI # F1h D7h)  (パラメータ名  Sig_FINDBOX  番号727（SSI番号F1h  D7h）)
Enable Find Box Outlineを選択して、⽂書読み取り時に⻑⽅形の罫線を検出します。

注 :  このパラメータは、IDC動作モードがAnchoredに設定されている場合にのみ適⽤されま
す。

外枠検出を有効にする（1）

*外枠検出を無効にする（0）

IDC最⼩テキスト⻑
Parameter Name DocCap_MIN_TEXT # 656 (SSI # F1h 90h)  (パラメータ名  DocCap_MIN_TEXT  番号656（SSI番号F1h 

90h）)
アンカー済みまたはリンク済みのバーコードとしてIDCファームウェアが使⽤できるように、バーコード
内でエンコードされる最⼩⽂字数を指定します。

注 :  すべてのチェックを無効にし、すべてのバーコードを使⽤するには、これをゼロに設定し
ます。

IDC最⼩テキスト⻑

IDC最⼤テキスト⻑
Parameter Name DocCap_MAX_TEXT # 657 (SSI # F1h 91h)  (パラメータ名  DocCap_MAX_TEXT  番号657（SSI番号F1h 

91h）)
アンカー済みまたはリンク済みのバーコードとしてIDCファームウェアが使⽤できるように、バーコード
内でエンコードされる最⼤⽂字数を指定します。

注 :  すべてのチェックを無効にし、すべてのバーコードを使⽤するには、これをゼロに設定し
ます。
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IDC最⼤テキスト⻑

IDC読み取り画像を明るくする
Parameter Name Sig_BRIGHTEN # 654 (SSI # F1h 8Eh)  (パラメータ名  Sig_BRIGHTEN  番号654（SSI番号F1h  8Eh）)
Captured Image Brightenを有効にすると、画像の輝度が均⼀化され、コントラストが強調されま
す。この場合、バックグラウンドピクセルの⼤部分は完全に⽩くなります（⾮常に⾊が薄い領域でコン
トラストを強調してしまう危険がないとプログラムが判断した場合、⼀部のピクセルが完全な黒になり
ます）。

注 :  このパラメータは、署名読み取りにも使⽤されます。

*読み取り画像を明るくする（1）

読み取り画像を明るくしない（0）

IDC読み取り画像をシャープにする
Parameter Name Sig_SHARPEN # 658 (SSI # F1h 92h)  (パラメータ名  Sig_SHARPEN  番号658（SSI番号F1h  92h）)
このパラメータを有効にすると、画像の鮮明度が向上します。

注 :  このパラメータは、署名読み取りにも使⽤されます。

*読み取り画像をシャープにする（1）

読み取り画像をシャープにしない（0）

IDC罫線のタイプ
Parameter Name DocCap_BORDER # 829 (SSI # F2h 3Dh)  (パラメータ名  DocCap_BORDER  番号829（SSI番号F2h  3Dh）)
読み取り領域の枠を決定するために使⽤する境界線スタイルを選択します。
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注 :  このパラメータは、IDC動作モードがFree-Form  (フリーフォーム)またはLinked  (リンク)に設定
されている場合にのみ適⽤されます。
• None（なし）-   読み取り幅内にある最⼤の⻑⽅形領域を読み取ります。
• Black（黒⾊）-   境界線を黒にします   (たとえば、印刷される⻑⽅形の境界線などの場合)。
• White（ホワイト）-   境界線を⽩にします   (たとえば、暗い背景の上にある⽤紙の端などの場合)。
• Advanced Edge Detection (AED)-  ⾊を問わず、場合によっては途切れている境界で定義される領域を

読み取ります。

*なし（0）

黒（1）

⽩（2）

Advanced Edge Detection (AED)(3)

IDC遅延時間
Parameter Name DocCap_DELAY # 830 (SSI # F2h 3Eh)  (パラメータ名  DocCap_DELAY  番号830（SSI番号F2h  3Eh）)
トリガを引いた後の⽂書の読み取り遅延を設定します。バーコードを読み取ると、この遅延は中⽌され
ます。

注 :  このパラメータは、IDC動作モードがFree-Formに設定されている場合にのみ適⽤されま
す。

IDC遅延時間

IDCズームの制限
Parameter Name Sig_MIN_PERCENT # 651 (SSI # F1h 8Bh)  (パラメータ名  Sig_MIN_PERCENT  番号651（SSI番号F1h  8Bh）)
読み取り時に適⽤する、フォームの最⼩ズームのパーセント値を設定します。これは、読み取るフォー
ムの画質を制御します。
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幅が少なくともIDC幅パラメータのIDCズーム制限パーセントにならない限り、IDCファームウェアは
フォームの読み取りを拒否します。たとえば、このパラメータを100に、IDC幅を150に設定している場
合、フォーム幅は少なくとも300ピクセルが必要になります。この幅に達しない場合、読み取りは実⾏
されません   (各単位モジュールは2ピクセルに合わせられます)。

注 :  このパラメータは、IDC動作モードがAnchoredに設定されている場合にのみ適⽤されま
す。

IDCズームの制限

IDC最⼤回転
Parameter Name Sig_MAX_ROT # 652 (SSI # F1h 8Ch)  (パラメータ名  Sig_MAX_ROT  番号652（SSI番号F1h  8Ch）)
スキャナの⽔平軸または垂直軸を基準として、フォームの端に最⼤回転を設定します。これは読み取り
時に考慮されます。

注 :  このパラメータは、IDC動作モードがAnchoredに設定されている場合にのみ適⽤されま
す。
「IDC最⼤回転」を選択し、00〜45（10進数）の範囲で数値バーコードから2つのバーコードをスキャン
します。すべてのチェックを無効にするには、これをゼロに設定します。

IDC最⼤回転

クイックスタート
このセクションでは、Intelligent  Document Capture機能の⼀部について説明します。
IDCの使い⽅を理解できるように、IDCデモンストレーションには、サンプルフォームを使⽤するアンカ
済み、フリーフォーム、およびリンク済みモードのデモンストレーションが含まれています。これらの
例では、先進的なIDCファームウェアの⼀部の機能のみを紹介しています。これらの例の作成時には、さ
まざまなパラメータ設定およびフォームを使⽤しています。

IDCセットアップのサンプル
IDCをセットアップするには、次の⼿順に従います。
1. IDC機能搭載のスキャナをホストコンピュータのUSBポートに接続します。
2. スキャナをデフォルト設定にして適切なUSBホストタイプに設定するには、Set Defaultsをスキャ

ンしてからSymbol Native API (SNAPI) with Imaging Interfaceバーコードをスキャンし
ます。スキャンの後、次の⼿順に進む前に、スキャナのリセットとUSB接続の確認に時間がかかるこ
とがあります。
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デフォルト設定

Symbol Native  API（SNAPI）イメージングイン
タフェースあり

3. サンプルアプリケーションを起動して、SNAPIスキャナドロップダウンメニューでスキャナを選択しま
す。

4. サンプルアプリケーションを使⽤するか、このガイドのパラメータバーコードをスキャンして、IDC

デモンストレーションで指定されているパラメータを設定します。サンプルフォームのバーコードは
Code 128です。これは、読み取りのためにデフォルトで有効になり、⽂書読み取りのコード∕記号と
して有効になります。IDCアプリケーションでは、これらの設定を変更できます。

5. 各デモを実⾏します。スキャン時には、⻑⽅形の中央に合わせて、スキャナをバーコードに向けま
す。⻑⽅形が照準パターンに完全に含まれるように、スキャナを後⽅に引きます。トリガを引くと、
スキャナは低い⾳を鳴らして、IDCファームウェアが画像を識別して読み取ったことを⽰します。次
に読み取りのビープ⾳を鳴らして、データが転送されたことを⽰します。2つ⽬のビープ⾳が鳴るま
で数秒かかることがあります。この時間は、読み取った画像のサイズ、選択したオプション（歪みの
補正、輝度など）によって異なります。最初のビープ⾳の後、スキャナを動かすことができますが、
トリガは引いたままにしてください。トリガを放すと、データを送信する前にセッションが終了する
可能性があります。

IDC  デモンストレーション
このセクションでは、さまざまなIDCモードのデモンストレーションについて説明します。

アンカ済みモードのデモ

アンカ済みモードでは、ページ上のバーコードに対する相対的なサイズと位置が固定された画像が読み
取られます。パラメータが、⾼さ、幅、および位置を制御します。
IDCファームウェアでは、画像を読み取るためにはバーコードが存在している必要があります。バーコー
ドを読み取り、バーコードを使⽤して画像を縦向きに調整します。
• IDC動作モードをAnchored  (アンカ済み)に設定します。
• パラメータを以下の値に設定します。

• IDC⾼さを100 (100)に設定します。
• IDC幅を90 (90)に設定します。
• IDC X座標を-175 (-175)に設定します。
• IDC Y座標を-50 (-50)に設定します。

• トリガを引きます。スキャナはバーコードを読み取り、テキストスクロールの画像を読み取ります。
• 下部の端にCapture (Capture)という⽤語が来るようにフォームを時計回りに回し、トリガを引きます。ス

キャナは、バーコードを読み取り、新しい向きで同じ画像を読み取ります   （またこの例は、反時計回
り、上下反転のフォームにも対応します）。
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• ⾼さ、幅、x、およびyの値を変更します。トリガを引きます。読み取られる領域は、サイズと位置で
変化します。

• ⼩さい紙⽚（または指）でバーコードを覆って、トリガを引きます。スキャナは、バーコードまたは
画像を読み取りません。

フリーフォームモードのデモ

フリーフォームモードでは、ページ上の⻑⽅形の境界線がサイズと位置を決定した場合に画像を読み取
ります。バーコードが⾒つかって、画像内で読み取られた場合、画像は縦向きに調整されます。
• IDC動作モードをFree-Form  (フリーフォーム)に設定します。
• トリガを引きます。スキャナはバーコードを読み取り、内容を含めて、⻑⽅形全体の画像を読み取り

ます。
• ⾼さ、幅、x、およびyの値を変更します。トリガを引きます。読み取った画像が影響を受けていない

ことに注意してください。
• 下部の端にCapture (Capture)という⽤語が来るようにフォームを時計回りに回し、トリガを引きます。ス

キャナは、バーコードを読み取り、新しい向きで同じ画像を読み取ります   （またこの例は、反時計回
り、上下反転のフォームにも対応します）。

• ⼩さい紙⽚でバーコードを覆って、トリガを引きます。バーコードが読み取られず、読み取った画像
は通常の位置（ロゴが左上隅にある）に向きを変えません。

リンク済みモードのデモ

リンク済みモードでは、ページ上の⻑⽅形の境界線がサイズと位置を決定した場合に画像を読み取りま
す。IDCファームウェアでは、画像を読み取るためにはバーコードが存在している必要があります。バー
コードを読み取り、バーコードを使⽤して画像を縦向きに調整します。
• IDC動作モードをLinked  (リンク済み)に設定します。
• フリーフォームモードデモの例を使⽤して、（バーコードを覆う）最後の項⽬が、バーコードを読み

取ったり、画像をキャプチャしたりしないことに注意してください。

その他の注意事項
スキャナは、ページに対して直⾓ではなく、⼀定の⾓度（縦⽅向または横⽅向）に保ちます。
スキャナが最適な状況にない場合でも、IDCファームウェアは、歪み補正と輝度の調整（デフォルトで有
効）を実⾏して、⾼品質の画像を⽣成します。

クイックスタートフォーム
クイックスタートのデモンストレーションを練習するには、このフォームを使⽤します。
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図  13     クイックスタートフォーム

317



OCR  プログラミング
OCR  プログラミング

このセクションでは、OCRプログラミング⽤にスキャナをセットアップする⽅法を説明します。スキャ
ナでは、6〜60ポイントのOCR書体を読み取ることができます。サポートされているフォントタイプ
は、OCR-A、OCR-B、MICR-E13B、およびUS Currency Serial Numberです。
OCRはバーコードほど安全ではありません。OCRの読み取りエラーを減らし、OCR読み取りの速度を上
げるには、正確なOCRテンプレートと⽂字サブセットを設定し、チェックディジットを使⽤します。
デフォルトでは、すべてのOCRフォントが無効になっています。OCR-AとOCR-Bを同時に有効にするこ
とができますが、他のフォントタイプの組み合わせは使⽤できません。

USBパラメータのデフォルト値
「OCRプログラミングのデフォルト」には、OCRパラメータのデフォルト値が含まれています。以下の
いずれかの⽅法で値を変更します。
• この章の該当するバーコードをスキャンします。メモリ内にある標準のデフォルト値は、新しい値で

置き換えられます。デフォルトのパラメータ値を再び呼び出す⼿順については、「デフォルトパラ
メータ」を参照してください。

• 123Scanの設定プログラムを使⽤して、スキャナを設定します。「123Scanとソフトウェアツール」
を参照してください。

注 :  すべてのユーザー設定、ホスト、コード/記号、およびその他のデフォルトパラメータにつ
いては、「標準パラメータのデフォルト」を参照してください。

パラメータ パラメータ番号 SSI番号 デフォルト
OCR-A 680 F1h A8h 無効
OCR-Aバリアント 684 F1h ACh Full ASCII

OCR-B 681 F1h A9h 無効
OCR-Bバリアント 685 F1h ADh Full ASCII

MICR-E13B 682 F1h AAh 無効
US Currency 683 F1h ABh 無効
OCRの⽅向 687 F1h AFh 0°

OCRの⾏ 691 F1h B3h 1

OCR最⼩⽂字数 689 F1h B1h 3

表  35     OCRプログラミングのデフォルト値
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パラメータ パラメータ番号 SSI番号 デフォルト
OCR最⼤⽂字数 690 F1h B2h 100

OCRサブセット 686 F1h AEh 選択したフォントバ
リアント

OCRクワイエットゾーン 695 F1h B7h 50

OCRテンプレート 547 F1h 23h 99999999

OCRチェックディジット係数 688 F1h B0h 1

OCRチェックディジット乗数 700 F1h BCh 121212121212

OCRチェックディジット検証 694 F1h B6h なし
反転OCR 856 F2h 58h Regular

OCR Redundancy 1770 F8h 06h EAh レベル1

表  35     OCRプログラミングのデフォルト値 (Continued)

OCR  プログラミングパラメータ
OCRプログラミングパラメータを使⽤すると、スキャナはOCR-A、OCR-B、MICR-E13B、および⽶国通
貨のシリアル番号のフォントタイプを読み取ることができます。

OCR-A

Parameter # 680 (SSI # F1h A8h)  (パラメータ番号680（SSI番号F1h  A8h）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナはOCR-Aフォントを読み取ることができます。
• Enabled（有効）-  OCR-Aをスキャナで読み取ることができます。
• Disabled（無効）-  OCR-Aフォントはスキャナで読み取れません。

注 :  OCRはバーコードほど安全ではありません。OCRの読み取りエラーを減らし、OCR読み取
りの速度を上げるには、正確なOCRテンプレートと⽂字サブセットを設定し、チェックディ
ジットを使⽤します。「OCRサブセット」と「OCRテンプレート」を参照してください。

OCR-Aを有効にする（1）

*OCR-Aを無効にする（0）

OCR-Aバリアント
Parameter # 684 (SSI # F1 ACh)  (パラメータ番号684（SSI番号F1  ACh）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナはOCR-Aフォントバリアントを読み取ることができます。
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フォントバリアントは、指定フォントの処理アルゴリズムおよびデフォルト⽂字サブセットを設定しま
す。最適なフォントバリアントを選択することで、パフォーマンスと正確性が最適化されます。
OCR-Aは、次のバリアントをサポートします。
• OCR-A Full ASCII

!"#$()*+,-./0123456789<>ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ\^

• OCR-A Reserved 1

$*+-./0123456789ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

• OCR-A Reserved 2

$*+-./0123456789<>ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

• OCR-A Banking

-0123456789<>

次の代表的キャラクタとして出⼒される特殊な銀⾏キャラクタ:
• はfとして出⼒
• はcとして出⼒
• はhとして出⼒

注 :  このパラメータを設定する前に、OCR-Aを有効にしてください。OCR-Aを無効にする場合
は、バリアントをOCR-A Full ASCIIに設定します。

*OCR-A Full ASCII (0)

OCR-A Reserved 1 (1)

OCR-A Reserved 2 (2)

OCR-A Banking (3)
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OCR-B

Parameter # 681 (SSI # F1h A9h)  (パラメータ番号681（SSI番号F1h  A9h）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナはOCR-Bフォントを読み取ることができます。
• Enabled（有効）-  OCR-Bはスキャナで読み取ることができます。
• Disabled（無効）-  OCR-Bフォントはスキャナで読み取れません。

注 :  OCRはバーコードほど安全ではありません。OCRの読み取りエラーを減らし、OCR読み取
りの速度を上げるには、正確なOCRテンプレートと⽂字サブセットを設定し、チェックディ
ジットを使⽤します。「OCRサブセット」と「OCRテンプレート」を参照してください。

OCR-Bを有効にする（1）

*OCR-Bを無効にする（0）

OCR-Bバリアント
Parameter # 685 (SSI # F1h ADh)  (パラメータ番号685（SSI番号F1h  ADh）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナはOCR-Aフォントバリアントを読み取ることができます。
OCR-Aは、次のバリアントをサポートします。
• OCR-B Full ASCII

!#$%()*+,-./0123456789<>ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ^|Ñ

• OCR-B Banking

#+-0123456789<>JNP|

• OCR-B Limited

+,-./0123456789<>ACENPSTVX

• OCR-B ISBN 10-Digit Book Numbers

-0123456789>BCEINPSXz

• OCR-B ISBN 10または13 Digit Book Numbers
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-0123456789>BCEINPSXz

• OCR-B Travel Document Version 1 (TD1) 3-Line ID Cards

-0123456789<ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

• OCR-B Travel Document Version 2 (TD2) 2-Line ID Cards

-0123456789<ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

• OCR-B Travel Document 2または3-Line ID Cards Auto-Detect

!#$%()*+,-./0123456789<>ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ^|Ñ

• OCR-B Passport

-0123456789<ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZÑ

• OCR-B Visa Type A

-0123456789<ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

• OCR-B Visa Type B

-0123456789<ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZÑ

• OCR-B ICAO Travel Documents

これを使⽤すると、TD1、TD2、Passport、Visa  Type  A、またはVisa Type Bを、これらのオプションを
切り替えることなく読み取ることができます。渡航⽂書の読み取りを⾃動認識します。
ISBN Book Numbersのいずれかを選択すると、適したISBNチェックサムが⾃動的に適⽤されるので、
ユーザーが設定する必要はありません。
次のOCR-Bバリアントを選択すると、適切なOCRラインが⾃動的に設定されます。これら5種類のバリ
アントは、その特殊な⽂書タイプをチェックする総合的な特殊アルゴリズムを呼び出します。

バリアント OCRライン設定
Passport 2

TD1 ID Cards 3

TD2 ID Cards 2

Visa Type A 2

Visa Type A 2

OCR-AとOCR-B  の両⽅を有効にしてこれらの⽂字セットのいずれかを設定すると、指定された渡航⽂
書が読み取られますが、OCR-Aは読み取りません。OCR-B⽂字セットをデフォルト（Full   ASCII）に戻す
と、OCR-Aが読み取られます。
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パスポート読み取りで最適なパフォーマンスを実現するためには、ターゲットパスポートとスキャナを
所定の位置（16.5〜19cm）に固定します。

注 :  このパラメータを設定する前に、OCR-Bを有効にしてください。OCR-Bを無効にする場合
は、バリアントをOCR-B Full ASCIIに設定します。

*OCR-B Full ASCII (0)

OCR-B Banking (1)

OCR-B Limited (2)

OCR-B ISBN 10-Digit Book Numbers (6)

OCR-B ISBN 10または13-Digit Book 

Numbers（7）

OCR-B Travel Document Version 1 (TD1) 3 Line ID 
Cards (3)

OCR-B Travel Document Version 2 (TD2) 2-Line 
ID Cards (8)
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Travel Document 2または3-Line ID Cards Auto-

Detect（20）

OCR-B  Passport（4）

OCR-B Visa Type  A（9）

OCR-B Visa Type B (10)

OCR-B ICAO Travel Documents (11)

MICR-E13B

Parameter # 682 (SSI # F1h AAh)  (パラメータ番号682（SSI番号F1h  AAh）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナはMICR E13Bフォントを読み取ることができます。
MICR E13Bでは次の⽂字が使⽤されます。

次の代表的キャラクタとしてのTOADキャラクタ（Transit、On   Us、Amount、および   Dash）出⼒：

はt (t)として出⼒

はa (a)として出⼒

はo (o)として出⼒

はd (d)として出⼒
• Enabled（有効）-  MICR E13Bフォントはスキャナで読み取ることができます。
• Disabled（無効）-  MICR E13Bフォントはスキャナでは読み取れません。
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注 :  OCRは、バーコードほど安全ではありません。OCRの読み取りエラーを減らし、OCR読み
取りの速度を上げるには、正確なOCRテンプレートと⽂字サブセットを設定し、チェックディ
ジットを使⽤します。「OCRサブセット」と「OCRテンプレート」を参照してください。

MICR E13Bを有効にする（1）

*MICR E13Bを無効にする（0）

US Currency Serial Number

Parameter # 683 (SSI # F1h ABh)  (パラメータ番号683（SSI番号F1h  ABh）)
このパラメータを使⽤すると、スキャナは⽶国通貨のシリアル番号を読み取ることができます。
• Enabled（有効）-   スキャナは、⽶国通貨のシリアル番号を読み取ることができます。
• Disabled（無効）-   スキャナは⽶国通貨のシリアル番号を読み取れません。

注 :  OCRはバーコードほど安全ではありません。OCRの読み取りエラーを減らし、OCR読み取
りの速度を上げるには、正確なOCRテンプレートと⽂字サブセットを設定し、チェックディ
ジットを使⽤します。「OCRサブセット」と「OCRテンプレート」を参照してください。

US Currencyを有効にする（1）

*US Currencyを無効にする（0）

OCRの⽅向
Parameter # 687 (SSI # F1h AFh)  (パラメータ番号687（SSI番号F1h  AFh）)
このパラメータは、イメージングエンジンに読み取るOCRの向きを指定します。
• OCRの⽅向0°

• OCRの⽅向270°時計回り（または90°反時計回り）
• OCRの⽅向180°（上下逆）
• OCRの⽅向90°時計回り
• OCRの⽅向、全⽅向
誤った⽅向を設定すると、読み取りミスになることがあります。
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*OCRの⽅向0°（0）

OCRの⽅向270°時計回り（1）

OCRの⽅向180°時計回り（2）

OCRの⽅向90°時計回り（3）

OCRの⽅向、全⽅向（4）

OCRの⾏数
Parameter # 691 (SSI # F1h B3h)  (パラメータ番号691（SSI番号F1h  B3h）)
このパラメータでは、読み取るOCRの⾏数を選択します。
Visas、TD1  ID  Cards、またはTD2 ID Cardsを選択すると、適切なOCR Lines (OCR  Lines（OCRの⾏数）)が
⾃動的に設定されます。OCR-Bバリアントも参照してください。

*OCR 1⾏（1）

OCR 2⾏（2）

OCR 3⾏（3）
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OCR最⼩⽂字数
Parameter # 689 (SSI # F1h B1h)  (パラメータ番号689（SSI番号F1h  B1h）)
このパラメータでは、読み取るOCR⽂字数の1⾏あたりの最⼩値（スペースは含まない）を選択できま
す。

OCR最⼩⽂字数

OCR最⼤⽂字数
Parameter # 690 (SSI # F1h B2h)  (パラメータ番号690（SSI番号F1h  B2h）)
このパラメータでは、読み取るOCR⽂字数の1⾏あたりの最⼤値（スペースは含まない）を選択できま
す。
「OCR最⼤⽂字数」をスキャンしてから、読み取るOCR⽂字の数を表す003〜100までの3桁の数字
を、数値バーコードのバーコードを使⽤してスキャンします。最⼤OCR⽂字数を超える⽂字列は無視さ
れます。

OCR最⼤⽂字数

OCR  サブセット
Parameter # 686 (SSI # F1h AEh)  (パラメータ番号686（SSI番号  F1h  AEh）)
このパラメータは、プリセットフォントバリアントの代わりに⽂字のカスタムグループを定義するに
は、OCRサブセットを作成します。
たとえば、数字とA、B、およびCのみをスキャンする場合は、これらの⽂字だけのサブセットを作成
し、読み取り速度を上げます。これにより、指定したOCRサブセットがすべての有効OCRフォントに適
⽤されます。
OCRサブセットをキャンセルするには、OCR-AまたはOCR-Bに対してOCR-Aバリアントの「Full 
ASCII」、またはOCR-Bバリアントの「Full   ASCII」をスキャンします。
MICR E13BまたはUS Currency Serial Numberの場合、その⽂字セット内で許可されるすべての⽂字を含
んだサブセットを作成するか、デフォルトパラメータからオプションをスキャンし、スキャナを再プロ
グラムします。

OCRフォントサブセットの設定または変更
OCRフォントサブセットを設定または変更するには、次の⼿順に従います。
1. 適切なOCRフォントを有効にします。
2. OCR Subset (OCRサブセット)バーコードをスキャンします。
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OCRサブセット

3. 英数字バーコードの数字と⽂字をスキャンして、OCRサブセットを作成します。
4. OCRサブセットをスキャンします。

OCRクワイエットゾーン
Parameter # 695 (SSI # F1h B7h)  (パラメータ番号695（SSI番号F1h  B7h）)
このパラメータでは、OCRクワイエットゾーンを設定します。
⼗分な幅の空欄を検出すると、スキャナはフィールドのスキャンを停⽌します。このスペースの幅は、
「フィールドの終わり」オプションで定義されます。斜めになった⽂字を許容するパーサーとともに使
⽤される「フィールドの終わり」カウントは、1   ⽂字の幅がおよそ8にカウントされます。たとえば15に
設定された場合、パーサーは2⽂字分の幅を⾏の終わりとみなします。フィールドの終わりの値を⼤きく
するには、各テキスト⾏の終わりにより⼤きいクワイエットゾーンが必要です。

OCRクワイエットゾーン

OCRテンプレート
Parameter # 547 (SSI # F1h 23h)  (パラメータ番号547（SSI番号F1h  23h）)
このパラメータは、スキャンしたOCRキャラクタを希望の⼊⼒フォーマットに正確に⼀致させるための
テンプレートを作成します。
慎重に作成したOCRテンプレートにより、スキャンエラーが発⽣しなくなります。
OCR読み取りテンプレートを設定または変更するには、OCR Template（OCRテンプレート）をスキャ
ンしてから、次のページの数字と⽂字に対応するバーコードをスキャンしてテンプレート式を作成しま
す。最後に、「End of Message  (メッセージの終わり)」をスキャンします。

OCRテンプレート

メッセージの終わり

数字が必須（9）

この位置では数字のみが許可されます。
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テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
99999 12987 30517 123AB

9

アルファベットが必須（A）

この位置ではアルファベットのみが許可されます。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
AAAAA ABCDE UVWXY 12FGH

A

オプションの英数字（1）

この場所では英数字が受け⼊れられます（存在する場合）。オプションの⽂字は、⽂字同様のフィール
ドの最初の⽂字としては許可されません。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
99991 1234A 12345 1234<

1

オプションのアルファベット（2）

この位置ではアルファベットが受け⼊れられます（存在する場合）。オプションの⽂字は、⽂字同様の
フィールドの最初の⽂字としては許可されません。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
AAAA2 ABCDE WXYZ ABCD6

2
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アルファベットまたは数字（3）

⼊⼒データの検証のためこの位置に英数字が必要です。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
33333 12ABC WXY34 12AB<

3

スペースおよびリジェクト⽂字を含む任意の⽂字（4）

この位置では、スペースやリジェクト⽂字を含め、任意の⽂字が受け⼊れられます。リジェクト⽂字
は、出⼒ではアンダースコア（_）で表されます。これは、トラブルシューティングの際に適した選択で
す。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ
99499 12$34 34 98

4

スペースおよびリジェクト⽂字を除く任意の⽂字（5）

この場所では、スペースまたはリジェクト⽂字を除く、任意の⽂字が受け⼊れられます。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
55999 A.123 *Z456 A BCD

5

オプションの数字（7）

数字が受け⼊れられます（存在する場合）。オプションの⽂字は、⽂字同様のフィールドの最初の⽂字
としては許可されません。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
99977 12345 789 789AB
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7

数字またはフィル（8）

この場所では任意の数字またはフィル⽂字が受け⼊れられます。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 有効なデータ
88899 12345 >>789 <<789

8

アルファベットまたはフィル（F）

この場所では任意のアルファベットまたはフィル⽂字が受け⼊れられます。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 有効なデータ
AAAFF ABCXY LMN>> ABC<5

F

オプションのスペース  ( )

スペースが受け⼊れられます（存在する場合）。オプションの⽂字は、⽂字同様のフィールドの最初の
⽂字としては許可されません。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
99 99 12 34 1234 67891

スペース

オプションの⼩さい特殊⽂字（.）

特殊⽂字が受け⼊れられます（存在する場合）。オプションの⽂字は、⽂字同様のフィールドの最初の
⽂字としては許可されません。⼩さい特殊⽂字とは、-  ,  および  .  です。
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テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
AA.99 MN.35 XY98 XYZ12

.

その他のテンプレート演算⼦

これらのテンプレート演算⼦は、スキャンしたOCRデータの読み取り、区切り、フォーマットに役⽴ち
ます。

リテラル⽂字列（"および+）
スキャンしたOCRデータ内に存在する必要があるリテラル⽂字列をテンプレート内で定義するには、英
数字バーコードの英数字キーボードを使⽤して、これらの区切り⽂字のいずれかで⽂字を囲みます。必
須リテラル⽂字列の区切りに使⽤される⽂字は2つあります。希望のリテラル⽂字列に区切り⽂字の1つ
がある場合、別の区切り⽂字を使⽤します。

テンプレート 有効なデータ 無効なデータ
"35+BC" 35+BC AB+22

“

+

新しい⾏（E）
複数の⾏のテンプレートを作成するには、各単⼀⾏の間にE (E)を追加します。

テンプレート 有効なデータ 有効なデータ 無効なデータ
999EAAAA 321 987 XYZW

BCAD ZXYW 12

E

⽂字列抽出（C）
この演算⼦は、他の演算⼦と組み合わせて使⽤し、スキャンしたデータからの⽂字列抽出を定義しま
す。⽂字列抽出は次のように構成されます。
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CbPe

ここで：
• Cは⽂字列抽出演算⼦です。
• bは⽂字列開始区切り⽂字です。
• Pは⽂字列表現を説明するカテゴリ（1⽂字または複数⽂字の数字またはアルファベット）です。
• eは⽂字列終了区切り⽂字です。
bとeの値は、スキャンできる任意の⽂字です。これらは出⼒ストリームに組み込まれます。

テンプレート ⼊⼒データ 出⼒
C>A> XQ3>ABCDE> >ABCDE>

->ATHRUZ>123 >ATHRUZ>

1ABCZXYZ 出⼒なし

C

フィールドの終わりを無視（D）
この演算⼦では、テンプレート以降のすべての⽂字が無視されます。この演算⼦はテンプレート式の最
後の⽂字として使⽤します。テンプレート999Dの例：

テンプレート ⼊⼒データ 出⼒
999D 123-PED 123

357298 357

193 193

D

そこまでスキップ（P1）
この演算⼦は、特定の⽂字タイプまたはリテラル⽂字列が検出されるまで⽂字をスキップします。次の2

つの⽅法で使⽤されます。

P1ct

ここで：
• P1は「そこまでスキップ」の演算⼦です。
• cは出⼒の開始をトリガする⽂字のタイプです。
• tは1つまたは複数のテンプレート⽂字です。
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P1"s"t

ここで：
• P1は「そこまでスキップ」の演算⼦です。
• "s"は出⼒の開始をトリガする1つまたは複数のリテラル⽂字列⽂字（例えば"+"）です。
• tは1つまたは複数のテンプレート⽂字です。
トリガ⽂字またはリテラル⽂字列は、「そこまでスキップ」演算⼦からの出⼒に組み込まれ、テンプ
レートの最初の⽂字がこのトリガに対応します。

テンプレート ⼊⼒データ 出⼒
P1"PN"AA9999 123PN9876 PN9876

PN1234 PN1234

X-PN3592 PN3592

P

1

該当しなくなるまでスキップ（P0）
この演算⼦により、特定の⽂字タイプまたはリテラル⽂字列が出⼒ストリームで⼀致しなくなるまで⽂
字をスキップします。次の2つの⽅法で使⽤されます。

P0ct

ここで：
• P0は「該当しなくなるまでスキップ」の演算⼦です。
• cは出⼒の開始をトリガする⽂字のタイプです。
• tは1つまたは複数のテンプレート⽂字です。

P0"s"t

ここで：
• P0は「該当しなくなるまでスキップ」の演算⼦です。
• "s"は出⼒の開始をトリガする1つまたは複数のリテラル⽂字列⽂字（例えば"+"）です。
• tは1つまたは複数のテンプレート⽂字です。
トリガ⽂字またはリテラル⽂字列は「該当しなくなるまでスキップ」演算⼦からの出⼒には組み込まれ
ません。
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テンプレート ⼊⼒データ 出⼒
P0A9999 BPN3456 3456

PN1234 1234

5341 出⼒なし

テンプレート ⼊⼒データ 出⼒
P0"PN"9999 PN3456 3456

5341 出⼒なし
PNPN7654 7654

P

0

前を繰り返す（R）

この演算⼦により、テンプレート⽂字を1回以上繰り返すことができ、可変⻑スキャンデータを読み取
ることができます。次の例では、2つの必須アルファベットに続けて1つまたは複数の数字を読み取りま
す。

テンプレート ⼊⼒データ 出⼒
AA9R AB3 AB3

PN12345 PN12345

32RM52700 出⼒なし

R

⼀致するまでスクロール（S）
この演算⼦は、データがテンプレートに⼀致するまで、スキャンしたデータを1⽂字ずつ移動していきま
す。

テンプレート ⼊⼒データ 出⼒
S99999 AB3 出⼒なし

PN12345 12345

32RM52700 52700
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S

複数テンプレート
OCR読み取り⽤に複数のテンプレートをセットアップします。
複数のテンプレートを作成するには、OCRテンプレートを参照してください。また、複数のテンプレー
ト⽂字列内の各テンプレートについて、テンプレート間のセパレータとして⼤⽂字Xを使⽤します。
たとえば、OCRテンプレートを99999XAAAAA (99999XAAAAA)と設定すると、12345 (12345)またはABCDE 
(ABCDE)のOCR⽂字列を読み取ることができます。

テンプレートの例

以下に、各定義の有効データの説明とともにテンプレートの例を⽰します。

Field Definition  (フィールド
の定義  )

Description  (説明)

"M"99977

M (M)の後に3つの数字と2つのオプションの数字。

"X"997777"X" 

X (X)の後に2つの数字、4つのオプションの数字、およびX。

9959775599 

2つの数字の後に任意の⽂字、数字、2つのオプションの数字、2つの任意
の⽂字、および2つの数字。

A55"-"999"-"99 

1つの⽂字の後に2つの⽂字、ダッシュ、3つの数字、ダッシュ、および2つ
の数字。

33A"."99 

2つの英数字の後に1つの⽂字、ピリオド、および2つの数字。

999992991

5つの数字の後にオプションのアルファベット、2つの数字、およびオプ
ションの英数字。

"PN98" 

リテラルフィールド  - PN98 (PN98)

OCRチェックディジット係数
Parameter # 688 (SSI # F1h B0h)  (パラメータ番号688（SSI番号F1h  B0h）)
このパラメータは、OCRモジュールチェックディジットの計算を設定します。
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チェックディジットはOCR⽂字列の最後の数字（最も右の位置）で、収集したデータの精度を上げま
す。⼊⼒データについて計算が実⾏され、英数字の重みを基にしてこのチェックディジットが決定され
ます。「OCRチェックディジット乗数」を参照してください。着信データがチェックディジットに⼀致
しない場合、そのデータは破損していると考えられます。
選択されたチェックディジット   オプションは、OCRチェックディジット検証を設定するまで有効にはな
りません。

OCRチェックディジット

OCRチェックディジット乗数
Parameter # 700 (SSI # F1h BCh)  (パラメータ番号700（SSI番号F1h  BCh）)
このパラメータは、⽂字位置のOCRチェックディジット乗数を設定します。
チェックディジット検証の場合、スキャンしたデータの各⽂字には、チェックディジットの計算で使⽤
される重み付けが割り当てられています。スキャナOCRでは、出荷時に以下の重みが割り当てられてい
ます。

0 = 0 A = 10 K = 20 U = 30

1 = 1 B = 11 L = 21 V = 31

2 = 2 C = 12 M = 22 W = 32

3 = 3 D = 13 N = 23 X = 33

4 = 4 E = 14 O = 24 Y = 34

5 = 5 F = 15 P = 25 Z = 35

6 = 6 G = 16 Q = 26 Space = 0

7 = 7 H = 17 R = 27

8 = 8 I = 18 S = 28

9 = 9 J = 19 T = 29

他のすべての⽂字は、1と同等です。
デフォルトと異なる場合は、乗数⽂字列を定義できます。

注 :  123456789A（ISBNの場合、右から左に製品を追加。「OCRチェックディジット検証」を
参照)
例：

ISBN 0 2 0 1 1 8 3 9 9 4

乗数 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

製品 0 18 0 7 6 40 12 27 18 4

合計 0+ 18+ 0+ 7+ 6+ 40+ 12+ 27+ 18+ 4= 132

ISBNは、チェックディジットに係数11を使⽤します。この場合、132は11で割り切れるので、チェック 
ディジットは合格です。
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チェックディジット乗数を設定するには、「OCRチェックディジット乗数」をスキャンしてから、数字
と⽂字をスキャンして乗数⽂字列を形成してから、英数字バーコードから「メッセージの終了」をス
キャンします。

OCRチェックディジット乗数

OCR  チェックディジット検証
Parameter # 694 (SSI # F1h B6h)  (パラメータ番号694（SSI番号F1h  B6h）)
このパラメータは、チェックディジット検証スキームを適⽤してスキャンエラーから保護します。

なし

チェックディジット検証なしで、チェックディジットが適⽤されないことを⽰しています。

*チェックディジットなし（0）

積の加算（左から右）

このパラメータは、チェックディジットの検証に役⽴ちます。
スキャンしたデータの各⽂字には、数値が割り当てられます（OCRチェックディジット乗数を参照）。
スキャンしたデータの⽂字を表すそれぞれの数値は、乗数の対応する数値で乗算され、その積の合計が
算出されます。この合計をチェックディジット係数で割った剰余がゼロの場合、チェックディジットは
合格となります。

例：
スキャンされたデータの数値は132456です（チェックディジットは6）。
チェックディジット乗数⽂字列は123456です。

数値 1 3 2 4 5 6

乗数 1 2 3 4 5 6

積 1 6 6 16 25 36

積の合計 1+ 6+ 6+ 16+ 25+ 36= 90

チェックディジット係数は10です。90は10で割り切れる（余りはゼロである）ので合格です。

積の加算（左から右）（3）
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積の加算（右から左）

このパラメータは、チェックディジット乗数の順序を逆にして計算した積を加算し、チェックディジッ
ト係数で割った剰余をチェックします。
スキャンしたデータの各⽂字には、数値が割り当てられます（OCRチェックディジット乗数を参照）。
チェックディジット乗数は逆の順番で使⽤されます。スキャンしたデータの⽂字を表すそれぞれの値
に、逆順にした乗数の対応する数値が乗算され、スキャンしたデータ内の各⽂字の積が得られます。
これらの積の合計が算出されます。この合計をチェックディジット係数で割った剰余がゼロの場合、
チェックディジットは合格となります。

例：
スキャンされたデータの数値は132459です（チェックディジットは9）。
チェックディジット乗数⽂字列は123456です。

数値 1 3 2 4 5 9

乗数 6 5 4 3 2 1

積 6 15 8 12 10 9

積の合計 6+ 15+ 8+ 12+ 10+ 9= 60

チェックディジット係数は10です。60は10で割り切れる（余りはゼロである）ので合格です。

積の加算（右から左）（1）

桁の加算（左から右）

このパラメータは、各桁の数字に左から右の順の乗数をかけて加算し、チェックディジット係数で割っ
た剰余をチェックします。
スキャンしたデータの各⽂字には、数値が割り当てられます（OCRチェックディジット乗数を参照）。
スキャンしたデータの⽂字を表すそれぞれの値に、乗数の対応する数値が乗算され、スキャンしたデー
タ内の各⽂字の積が得られます。さらに、すべての積の個々の数字の合計が計算されます。この合計を
チェックディジット係数で割った剰余がゼロの場合、チェックディジットは合格となります。

例：
スキャンされたデータの数値は132456です（チェックディジットは6）。
チェックディジット乗数⽂字列は123456です。

数値 1 3 2 4 5 6

乗数 1 2 3 4 5 6

積 1 6 6 16 25 36

各桁の数値を加算 1+ 6+ 6+ 1+6+ 2+5+ 3+6= 36

チェックディジット係数は12です。36は12で割り切れる（余りはゼロである）ので合格です。
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桁の加算（左から右）（4）

桁の加算（右から左）

このパラメータは、各桁の数字に右から左の順の乗数をかけて加算し、チェックディジット係数で割っ
た剰余をチェックします。
スキャンしたデータの各⽂字には、数値が割り当てられます（OCRチェックディジット乗数を参照）。
チェックディジット乗数は逆の順番で使⽤されます。スキャンしたデータの⽂字を表すそれぞれの値
に、逆順にした乗数の対応する数値が乗算され、スキャンしたデータ内の各⽂字の積が得られます。さ
らに、すべての積の個々の数字の合計が計算されます。この合計をチェックディジット係数で割った剰
余がゼロの場合、チェックディジットは合格となります。

例：
スキャンされたデータの数値は132456です（チェックディジットは6）。
チェックディジット乗数⽂字列は123456です。

数値 1 3 2 4 5 6

乗数 6 5 4 3 2 1

積 6 15 8 12 10 6

各桁の数値を加
算

6+ 1+5+ 8+ 1+2+ 1+0+ 6= 30

チェックディジット係数は10です。30は10で割り切れる（余りは0である）ので合格です。

桁の加算（右から左）(2)

積の加算（右から左）Simple  Remainder

このパラメータは、チェックディジット乗数の順序を逆にして計算した積を加算し、チェックディジッ
ト係数で割った剰余をチェックします。
スキャンしたデータの各⽂字には、数値が割り当てられます（OCRチェックディジット乗数を参照）。
チェックディジット乗数は逆の順番で使⽤されます。スキャンしたデータの⽂字を表すそれぞれの
値に、逆順にした乗数の対応する数値が乗算され、スキャンしたデータ内の各⽂字の積が得られま
す。except for the check digit's product  (チェックディジットの積を除いた)これらの積の合計が計算されます。
この合計をチェックディジット係数で割った剰余が、チェックディジットの積と等しい場合、チェック
ディジットは合格となります。

例：
スキャンされたデータの数値は122456です（チェックディジットは6）。
チェックディジット乗数⽂字列は123456です。

数値 1 2 2 4 5 6
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乗数 6 5 4 3 2 1

積 6 10 8 12 10 6

積の合計 6+ 10+ 8+ 12+ 10= 46 6

チェックディジット係数は10です。46を10で割ると余りは6なので合格です。

積の加算（右から左）Simple   Remainder（5）

桁の加算（右から左）Simple  Remainder

このパラメータは、チェックディジット乗数の順序を逆にして計算した積を加算し、チェックディジッ
ト係数で割った剰余をチェックします。
スキャンしたデータの各⽂字には、数値が割り当てられます（OCRチェックディジット乗数を参照）。
チェックディジット乗数は逆の順番で使⽤されます。スキャンしたデータの⽂字を表すそれぞれの値
に、逆順にした乗数の対応する数値が乗算され、スキャンしたデータ内の各⽂字の積が得られます。
さらに、チェックディジットの積を除くすべての積の各桁の数字の合計が計算されます。この合計を
チェックディジット係数で割った剰余が、チェックディジットの積と等しい場合、チェックディジットは
合格となります。

例：
スキャンされたデータ数値は122459（チェックディジットは6）で、チェックディジット乗数⽂字列
は123456です
数値 1 2 2 4 5 9

乗数 6 5 4 3 2 1

積 6 10 8 12 10 9

各桁の数値を加
算

6+ 1+0+ 8+ 1+2+ 1+0= 19 9

チェックディジット係数は10です。19を10で割ると余りは9なので合格です。

桁の加算（右から左）Simple   Remainder（6）

医療業界  - HIBCC43

このパラメータは医療業界module 43チェックディジット標準です。
このチェックディジットは、特定のメッセージのすべての⽂字値のモジュラス43の合計であり、特定の
メッセージの最後の⽂字として印刷されます。
例：
サプライヤラベルのデータ構造：+ A 1 2 3 B J C 5 D 6 E 7 1

値の和: 41+10+1+2+3+11+19+12+5+13+6+14+7+1 = 145
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145を43で割ります。商は3、余りは16になります。チェックディジットは余りの値に対応する⽂字で、
この例では16、すなわちGとなります。よって、チェックディジットを含めたサプライヤラベルデータ構
造全体は次のようになります。

A 1 2 3 B J C 5 D 6 E 7 1 G

Numeric Value Assignments for Computing HIBC LIC Data Format Check Digit (HIBC LIC  データ形式のチェックディジットを
計算するための数値の割り当て)

0 = 0 9 = 9 I = 18 R = 27 - = 36

1 = 1 A = 10 J = 19 S = 28 . = 37

2 = 2 B = 11 K = 20 T = 29 Space = 38

3 = 3 C = 12 L = 21 U = 30 $ = 39

4 = 4 D = 13 M = 22 V = 31 / = 40

5 = 5 E = 14 N = 23 W = 32 + = 41

6 = 6 F = 15 O = 24 X = 33 % = 42

7 = 7 G = 16 P = 25 Y = 34

8 = 8 H = 17 Q = 26 Z = 35

医療業界  -  HIBCC43（9）

反転OCR

Parameter # 856 (SSI # F2h 58h)  (パラメータ番号856（SSI番号F2h  58h）)
このパラメータは、黒または暗い背景上の⽩または薄い単語を読み取ることができます。
• 標準のみ  -  標準OCR（⽩地に黒）⽂字列のみが読み取られます。
• 反転のみ  -  反転OCR（黒地に⽩）⽂字列のみが読み取られます。
• ⾃動識別  -  標準と反転の両⽅のOCR⽂字列が読み取られます。

*標準のみ（0）

反転のみ（1）
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⾃動識別（2）

OCRリダンダンシー
Parameter # 1770 (SSI # F8h 06h EAh)  (パラメータ番号1770（SSI番号F8h 06h  EAh）)
このパラメータにより、転送前のOCRテキスト⽂字列の読み取り回数を調節します。
OCR読み取りリダンダンシーレベルは3段階です。OCR読み取りリダンダンシーレベルとOCR読み取り
速度は反⽐例します。リダンダンシーレベルが⾼いほど、OCRの読み取り速度は遅くなるため、必要な
リダンダンシーレベルを選択してください。
• OCRリダンダンシーレベル1 -  スキャナはその性能を最⼤限に発揮できる状態で動作しつつ、規格内の

ほとんどのOCRテキスト⽂字列を読み取るために⼗分な読み取り精度を確保できます。
• OCRリダンダンシーレベル2 -  適切な読み取り速度を維持しながら、ほとんどの読み取りミスを除去

します。
• OCRリダンダンシーレベルl 3 - OCRリダンダンシーレベル2で読み取りミスを排除できない場合に、

読み取り精度要件の⾼いこのオプションを選択します。

*OCRリダンダンシーレベル1（1）

OCRリダンダンシーレベル2（2）

OCRリダンダンシーレベル3（3）
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セットアップ
ドライバーズライセンスのセットアップ

スキャナは、内部に埋め込まれたアルゴリズムを使⽤して、標準の⽶国ドライバーズライセンスや特定
の⽶国⾃動⾞管理者協会（AAMVA）準拠IDカードから得られたバーコード情報を解析します。これらの
バーコードをスキャンして、年齢確認、クレジットカード申請情報などに使⽤するフォーマットされた
データを⽣成します。

注 :  -DLおよび-LLモデルのデジタルスキャナにのみ適⽤されます。北⽶設定のみ。

このセクションでは、⽶国ドライバーズライセンスおよびAAMVA準拠IDカードの2Dバーコードに含ま
れるデータを読み取って使⽤できるようにスキャナをプログラムする⽅法を説明します。

パラメータ デフォルト
DL解析パラメータ
ドライバーズライセンス解析 ドライバーズライセンス解析なし
ドライバーズライセンスデータフィールドの解析 N/A

ドライバーズライセンス解析ルール N/A

AAMVA解析フィールド N/A

デフォルトパラメータの設定 N/A

性別をMまたはFとして出⼒ N/A

⽇付フォーマット CCYYMMDD

セパレータなし N/A

キーストローク制御⽂字キーボード⽂字の送信 N/A

解析ルールの例 N/A

埋め込みドライバーズライセンス解析ADFの例 N/A

表  36     DL  解析パラメータ表

運転免許証解析
Parameter # 645 (SSI #F1 85)  (パラメータ番号645（SSI番号#F1  85）)
このパラメータは、スキャナでの運転免許証解析を有効にします。

注 :  これには、Zebraソフトウェア（.DLL）は必要ありません。
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スキャナが出⼒するデータフィールドのシーケンスを⽰す順序で、さらにオプションを選択します。詳
細については、「運転免許証データフィールドの解析」を参照してください。

*運転免許証解析なし

埋め込み運転免許証解析

運転免許証データフィールドの解析（埋め込み運転免許証解析）
解析ルールをプログラムするには、次の⼿順に従います。
1. 新しい運転免許証解析ルールの開始を選択します。
2. 次のページのフィールドオプションのいずれかを選択するか、キーストロークの送信（制御⽂字と

キーボード⽂字）を選択します。
3. ルール全体の⼊⼒後に、「運転免許証解析ルールの保存」をスキャンしてルールを保存します。

注 :  スキャナは、⼀度に運転免許証解析ルールを1つだけメモリに格納します。新しいルール
を保存すると、以前のルールが置き換えられます。
プログラム中にプログラミングシーケンスを任意の時点で中⽌するには、「運転免許証ルールの終了」
を選択します。以前に保存されたルールは保持されます。

保存したルールを消去するには、「運転免許証解析ルールの消去」を選択します。

埋め込み運転免許証解析の条件  -  コードタイプ
解析する運転免許証のフィールドおよびその順序を指定した後、『Advanced  Data Formatting 
Programmer  Guide』のParsed Driver’s License  (解析済み運転免許証)条件バーコードを使⽤して、標準ADF

ルールを解析されたデータに適⽤することもできます。

注 :  「埋め込み運転免許証解析」⽤に設定されている場合は、解析済み運転免許証データに関
する標準ADFルールのみを作成できます。
このコードタイプ条件を使⽤したADFルールのサンプルについては、   を参照してください。

ドライバーズライセンス解析ルール
解析ルールをプログラムするオプションを選択します。

新しいドライバーズライセンス解析ルールの開始
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ドライバーズライセンス解析ルールの保存

ドライバーズライセンス解析ルール⼊⼒の終了

ドライバーズライセンス解析ルールの消去

ドライバーズライセンス解析フィールド
これらのオプションは、ドライバーズライセンス⽤にサポートされている解析フィールドです。
すべてのIDが同じフォーマットでデータを提⽰するわけではありません。たとえば、⼀部のIDには、
姓、名、ミドルネームのイニシャルに別個のフィールドがありますが、他のIDには、名前全体で1つの
フィールドしかない場合があります。また、⼀部のIDは対象者の誕⽣⽇に有効期限が切れるのに、実際
の有効期限⽇フィールドが⽰すのは年だけという場合もあります。統⼀されたフォーマットでデータを
提⽰するため、本セクションで提供される9個のオプションを使⽤して、IDバーコードに含まれる実デー
タから計算したデータを返します。

名

ミドルネーム∕イニシャル

姓

敬称（接尾）

敬称（接頭）
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有効期限

出⽣⽇

発⾏⽇

ID番号（フォーマット済み）

AAMVA  フィールドの解析
スキャナは、指定されたフィールドを使⽤して、⽶国⾃動⾞管理者協会（AAMVA）準拠のIDカードから
の情報を解析します。

AAMVA発⾏者ID

フルネーム

姓

名

ミドルネーム∕イニシャル
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敬称（接尾）

敬称（接頭）

送付先1⾏⽬

送付先2⾏⽬

送付先の市

送付先の州

送付先郵便番号

⾃宅住所1⾏⽬

⾃宅住所2⾏⽬

⾃宅住所の市
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⾃宅住所の州

⾃宅住所郵便番号

免許証ID番号

免許証クラス

免許証制限

免許証承認

⾝⻑（フィートおよび∕またはインチ）

⾝⻑（センチメートル）

体重（ポンド）

体重（キログラム）
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眼の⾊

頭髪の⾊

免許証有効期限

出⽣⽇

性別

免許証発効⽇

免許証発⾏州

社会保障制度番号

許可クラス

許可有効期限
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許可ID番号

許可発⾏⽇

許可制限

許可承認

通称社会保険⽒名

通称フルネーム

通称姓

通称名

通称ミドルネーム∕イニシャル

通称名敬称（接尾）
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通称名敬称（接頭）

通称出⽣⽇

発⾏タイムスタンプ

医療コード

臓器ドナー

⾮居住者

顧客ID

重さ範囲

⽂書識別⼦

国
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連邦コミッションコード

出⽣地

監査情報

在庫管理

⼈種∕⺠族

標準の⾞両クラス

標準の承認

標準の制限

クラスの説明

承認の説明
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制限の説明

⾼さ（インチ）

⾼さ（センチメートル）

標準の承認

パーサーバージョンIDバーコード
埋め込まれたパーサーソフトウェアのバージョンIDを出⼒するには、このフィールドを含めます。

パーサーバージョンID

DL  ユーザー設定の解析
次のバーコードを使⽤して、ユーザー設定を⾏います。

デフォルトパラメータの設定
このパラメータは、すべてのパラメータをデフォルト値に戻します。
各セクションのデフォルト値の表を参照してください。

*すべてデフォルト設定

性別をMまたはFとして出⼒
このバーコードを選択して、性別を数値ではなくMまたは Fとして通知します。
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性別をMまたはFとして出⼒

⽇付フォーマット
このパラメータを使⽤して、表⽰する⽇付フォーマットを選択します。
⽇付フィールドには以下が含まれます。
• CCYY = 4桁の年（CC = 2桁の世紀[00〜99]、YY =  世紀の中の2桁の年[00〜99])

• MM = 2桁の⽉[01〜12]

• DD =  ⽉の中の2桁の⽇付[00〜31]

DDMMCCYY

DDCCYYMM

YYMMDD

YYDDMM

MMDDYY

MMYYDD

DDMMYY

355



ドライバーズライセンスのセットアップ

DDYYMM

セパレータなし

このパラメータは⽇付形式のバーコードの直後に続き、⽇付フィールド間に区切り⽂字を使⽤しませ
ん。

セパレータなし

キーストローク（制御⽂字およびキーボード⽂字）の送信
送信する制御⽂字またはキーボード⽂字を指定します。

制御⽂字

送信する制御⽂字に関する「Controlの送信」パラメータを選択します。

Control Aの送信

Control Bの送信

Control Cの送信

Control Dの送信

Control Eの送信
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Control Fの送信

Control Gの送信

Control Hの送信

Control Iの送信

Control Jの送信

Control Kの送信

Control Lの送信

Control Mの送信

Control Nの送信

Control Oの送信
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Control Pの送信

Control Qの送信

Control Rの送信

Control Sの送信

Control Tの送信

Control Uの送信

Control Vの送信

Control Wの送信

Control Xの送信

Control Yの送信
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Control Zの送信

Control  [の送信

Control  \の送信

Control ]の送信

Control 6の送信

Control -の送信

キーボード⽂字

送信する特定のキーボード⽂字に関するパラメータの送信を選択します。

スペースの送信

!の送信

“の送信
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#の送信

$の送信

%の送信

&の送信

‘の送信

(の送信

)の送信

*の送信

+の送信

,の送信
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-の送信

.の送信

/の送信

0の送信

1の送信

2の送信

3の送信

4の送信

5の送信

6の送信

361



ドライバーズライセンスのセットアップ

7の送信

8の送信

9の送信

:の送信

;の送信

<の送信

=の送信

>の送信

?の送信

@の送信
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Aの送信

Bの送信

Cの送信

Dの送信

Eの送信

Fの送信

Gの送信

Hの送信

Iの送信

Jの送信
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Kの送信

Lの送信

Mの送信

Nの送信

Oの送信

Pの送信

Qの送信

Rの送信

Sの送信

Tの送信
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Uの送信

Vの送信

Wの送信

Xの送信

Yの送信

Zの送信

[の送信

\の送信

]の送信

^の送信
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_の送信

`の送信

aの送信

bの送信

cの送信

dの送信

eの送信

fの送信

gの送信

hの送信
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iの送信

jの送信

kの送信

lの送信

mの送信

nの送信

oの送信

pの送信

qの送信

rの送信
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sの送信

tの送信

uの送信

vの送信

wの送信

xの送信

yの送信

zの送信

{の送信

|の送信
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}の送信

~の送信

Tabキーの送信

Enterキーの送信

解析ルールの例
シーケンスに従って、解析ルールの作成⽅法を確認します。
以下を抽出して転送するようにスキャナをプログラムするパラメータを順番に選択します。
• 名、ミドルネーム、および姓
• 送付先1⾏⽬
• 送付先2⾏⽬
• 送付先の市
• 送付先の州
• 送付先郵便番号
• ⽣年⽉⽇
次に、ドライバーズライセンスバーコードをスキャンします。

注 :  この例はRS-232に適⽤されます。この例をUSBインタフェースで使⽤するには、Enter
キーを適切に送信できるように、USBファンクションキーのマッピングを有効にします。

1 -  埋め込みドライバーズライセンス解析

2 -  新しいドライバーズライセンス解析ルールの
開始
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ドライバーズライセンスのセットアップ

3 -  名

4 -  スペースの送信

5 -  ミドルネーム∕イニシャル

6 -  スペースの送信

7 -  姓

8 - Enterキーの送信

9 -  送付先1⾏⽬

10 -  スペースの送信

11 -  送付先2⾏⽬

12 - Enterキーの送信
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ドライバーズライセンスのセットアップ

13 -  送付先の市

14 -  スペースの送信

15 -  送付先の州

16 -  スペースの送信

17 -  送付先郵便番号

18 - Enterキーの送信

19 -  出⽣⽇

20 - Enterキーの送信

21 -  ドライバーズライセンス解析ルールの保存

埋め込みドライバーズライセンス解析のADF例
この例では、解析されたデータの解析ルールを作成します。
解析ルールは、次のフォーマットでデータを設定します。
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ドライバーズライセンスのセットアップ

Last Name, First Name

1 -  新しいドライバーズライセンス解析ルールの開
始

2 -  姓

3 -  送信

4 -  スペースの送信

5 -  名

6 -  ドライバーズライセンス解析ルールの保存

フルネームを15⽂字までに制限するため、以下のADFルールを作成します。

1 - Begin New Rule

2 -  基準：解析済みドライバーズライセンス

3 -  アクション：次の15⽂字を送信
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4 - Save Rule

Michael Williamsという⼈物の免許証の場合、解析されるデータはWilliams, Michaelで、上記のADFルー
ルを適⽤するとWilliams, Michaになります。
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このセクションは、USBまたはホストに接続するキーボードをプログラミングする⽅法について説明し
ます。
スキャナはホストから給電されます。ホストのセットアップ情報については、「USBインタフェース」
を参照してください。
国別のキーボードタイプのコードページを選択する⼿順については、「国コードバーコード」を参照し
てください。
プログラミングバーコードメニュー全体で、デフォルト値をアスタリスク（*）で⽰しています。

USBおよびKeyboard Wedgeの国別キーボードタイプ（国コード）

注 :  USB国別キーボードタイプを変更すると、スキャナが⾃動的にリセットされ、標準の起動
ビープ⾳シーケンスが鳴ります。
インターナショナルキーボードを使⽤して最適な結果を得るには、USBキーパッドエミュレー
ションを有効にします。

重要 :  ⼀部の国別キーボードバーコードタイプは、特定のWindowsオペレーティングシステム
（XPおよびWindows 7以降）に固有です。特定のWindows OSを必要とするバーコードは、
バーコードのキャプションに記載されています。
ベルギー   フランス語キーボードには、「フランス語インターナショナル」バーコードを使⽤し
てください。

国コードバーコード
Parameter # 960 (パラメータ番号960)

この章では、USB、BT   HID、またはKeyboard Wedgeのホストに接続するキーボードをプログラミング
する⽅法について説明しています。スキャナはホストから給電されます。

*⽶国英語（北⽶）
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⽶国英語（Mac）

アルバニア語

アラビア語（101）

アラビア語（102）

アラビア語（102）AZERTY

アゼルバイジャン語（ラテン）

アゼルバイジャン語（キリル）

ベラルーシ語

ボスニア語（ラテン）

ボスニア語（キリル）
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ブルガリア語（ラテン）

ブルガリア語（キリル）（タイプライター）
（ブルガリア語  - Windows XPタイプライター  - 
Windows 7以降）

カナダ   フランス語  Win7

カナダ   フランス語（レガシー）

カナダ   マルチリンガル標準

中国語（ASCII）

中国語（簡体字）*

中国語（繁体字）*
*CJKキーボードタイプについては、「CJK読み取
り制御」を参照してください。

クロアチア語
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チェコ語

チェコ語（プログラマー）

チェコ語（QWERTY）

デンマーク語

オランダ語（オランダ）

エストニア語

フェロー語

フィンランド語

フランス語（フランス）
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国際フランス語（ベルギー   フランス語）

フランス語（カナダ）95/98

フランス語（カナダ）2000/XP*

*カナダ   マルチリンガル標準⽤にも国コードバー
コードがあります。ご使⽤のホストシステムに適
したバーコードを選択してください。

ガリシア語

ドイツ語

ギリシャ語（ラテン）

ギリシャ語（220）（ラテン）

ギリシャ語（319）（ラテン）

ギリシャ語
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ギリシャ語（220）

ギリシャ語（319）

ギリシャ語（Polytonic）

ヘブライ語（イスラエル）

ハンガリー語

ハンガリー語_101KEY

アイスランド語

アイルランド語

イタリア語
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イタリア語（142）

⽇本語（ASCII）

⽇本語（Shift_JIS）*
*CJKキーボードタイプについては、「CJK読み取
り制御」を参照してください。

カザフ語

韓国語（ASCII）

韓国語（ハングル）*
*CJKキーボードタイプについては、「CJK読み取
り制御」を参照してください。

キルギス語

ラテンアメリカ

ラトビア語
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ラトビア語（QWERTY）

リトアニア語

リトアニア語（IBM）

マケドニア語（FYROM）

マルタ語_47KEY

モンゴル語

ノルウェー語

ポーランド語（214）

ポーランド語（プログラマー）
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ポルトガル語（ブラジル）（Windows   XP）

ポルトガル語（ブラジルABNT）

ポルトガル語（ブラジルABNT2）

ポルトガル語（ポルトガル）

ルーマニア語（Windows   XP）

ルーマニア語（レガシー）（Windows  7以降）

ルーマニア語（標準）（Windows  7以降）

ルーマニア語（プログラマー）（Windows  7以
降）

ロシア語
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ロシア語（タイプライター）

セルビア語（ラテン）

セルビア語（キリル）

スロバキア語

スロバキア語（QWERTY）

スロベニア語

スペイン語

スペイン語（Variation）

スウェーデン語
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スイス   フランス語

スイス   ドイツ語

タタール語

タイ語（Kedmanee）

トルコ語  F

トルコ語  Q

英語（英国）

ウクライナ語

⽶国  Dvorak

⽶国   Dvorak（左）
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⽶国   Dvorak（右）

⽶国インターナショナル

ウズベク語

ベトナム語
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国コードページ

このセクションでは、国コードで選択された国別キーボードタイプのコードページを選択するための
バーコードを掲載します。
国コードページのデフォルトコードページが選択された国別キーボードタイプに適合している場合、国
コードページバーコードをスキャンする必要はありません。

注 :  ADF規則では、シンボル体系などのADF基準に基づくコードページも指定できます。
『Advanced  Data Formatting Programmer  Guide』を参照してください。

国コードページのデフォルト
以下の表に、各国別キーボードのコードページのデフォルト⼀覧を⽰します。

国別キーボード コードページのデフォルト
*英語（北⽶） Windows 1252

英語（⽶国）（Mac） Mac CP10000

アルバニア語 Windows 1250

アラビア語  101 Windows 1256

アラビア語  102 Windows 1256

アラビア語  102 AZERTY Windows 1256

アゼルバイジャン語（ラテン） Windows 1254

アゼルバイジャン語（キリル） Windows 1251

ベラルーシ語 Windows 1251

ボスニア語（ラテン） Windows 1250

ボスニア語（キリル） Windows 1251

ブルガリア語（ラテン） Windows 1250

ブルガリア語（キリル） Windows 1251

カナダ   フランス語  Win7 Windows 1252

カナダ   フランス語（レガシー） Windows 1252

カナダ   マルチリンガル標準 Windows 1252

表  37     国コードページのデフォルト
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国コードページ

国別キーボード コードページのデフォルト
クロアチア語 Windows 1250

中国語（ASCII） Windows 1252

中国語（簡体字） Windows  936、GBK
中国語（繁体字） Windows  950、Big5
チェコ語 Windows 1250

チェコ語（プログラマ） Windows 1250

チェコ語（QWERTY） Windows 1250

デンマーク語 Windows 1252

オランダ語（オランダ） Windows 1252

エストニア語 Windows 1257

フェロー語 Windows 1252

フィンランド語 Windows 1252

フランス語（フランス） Windows 1252

フランス語（カナダ）95/98 Windows 1252

フランス語（カナダ）2000/XP Windows 1252

国際フランス語（ベルギー   フランス語） Windows 1252

ガリシア語 Windows 1252

ドイツ語 Windows 1252

ギリシャ語（ラテン） Windows 1252

ギリシャ語（220）（ラテン） Windows 1253

ギリシャ語（319）（ラテン） Windows 1252

ギリシャ語 Windows 1253

Greek220 Windows 1253

Greek319 Windows 1253

ギリシャ語（Polytonic） Windows 1253

ヘブライ語（イスラエル） Windows 1255

ハンガリー語 Windows 1250

ハンガリー語_101KEY Windows 1250

アイスランド語 Windows 1252

アイルランド語 Windows 1252

イタリア語 Windows 1252

Italian_142 Windows 1252

⽇本語（ASCII） Windows 1252

表  37     国コードページのデフォルト (Continued)
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国別キーボード コードページのデフォルト
⽇本語（Shift_JIS） Windows  932、Shift_JIS
カザフ語 Windows 1251

韓国語（ASCII） Windows 1252

韓国語（ハングル） Windows  949、ハングル
キルギス語（キリル） Windows 1251

ラテンアメリカ Windows 1252

ラトビア語 Windows 1257

ラトビア語（QWERTY） Windows 1257

リトアニア語 Windows 1257

リトアニア語（IBM） Windows 1257

マケドニア語（FYROM） Windows 1251

マルタ語_47KEY Windows 1252

モンゴル語（キリル） Windows 1251

ノルウェー語 Windows 1252

Polish_214 Windows 1250

ポーランド語（プログラマ） Windows 1250

ポルトガル語（ブラジル） Windows 1252

ポルトガル語（ブラジルABNT） Windows 1252

ポルトガル語（ブラジルABNT2） Windows 1252

ポルトガル語（ポルトガル） Windows 1252

ルーマニア語 Windows 1250

ルーマニア語（レガシー） Windows 1250

ルーマニア語（標準） Windows 1250

ルーマニア語（プログラマ） Windows 1250

ロシア語 Windows 1251

ロシア語（タイプライタ） Windows 1251

セルビア語（ラテン） Windows 1250

セルビア語（キリル） Windows 1251

スロバキア語 Windows 1250

スロバキア語（QWERTY） Windows 1250

スロベニア語 Windows 1250

スペイン語 Windows 1252

スペイン語（Variation） Windows 1252

表  37     国コードページのデフォルト (Continued)
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国別キーボード コードページのデフォルト
スウェーデン語 Windows 1252

スイス   フランス語 Windows 1252

スイス   ドイツ語 Windows 1252

タタール語 Windows 1251

タイ語（Kedmanee） Windows 874

トルコ語  F Windows 1254

トルコ語  Q Windows 1254

ウクライナ語 Windows 1251

英国 Windows 1252

⽶国 Windows 1252

⽶国  Dvorak Windows 1252

⽶国   Dvorak（左） Windows 1252

⽶国   Dvorak（右） Windows 1252

⽶国インターナショナル Windows 1252

ウズベク語（キリル） Windows 1251

ベトナム語 Windows 1258

表  37     国コードページのデフォルト (Continued)

国コードページバーコード
Parameter # 961 (パラメータ番号961)

国別キーボードコードページに対応するバーコードをスキャンします。

Windows 1250ラテン2、中央ヨーロッパ⾔語

Windows 1251キリル⾔語、スラブ語

Windows 1252ラテン1、西ヨーロッパ⾔語
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Windows 1253ギリシャ語

Windows 1254ラテン5、トルコ語

Windows 1255ヘブライ語

Windows 1256アラビア語

Windows 1257バルト語

Windows 1258ベトナム語

Windows 874タイ語

Windows 20866キリル⾔語、KOI8-R

Windows 932⽇本語、Shift-JIS

390



国コードページ

Windows 936簡体字中国語、GBK

Windows 54936簡体字中国語  GB18030

Windows 949韓国語、ハングル

Windows 950繁体字中国語、Big5

MS-DOS 437ラテン、⽶国

MS-DOS 737ギリシャ語

MS-DOS 775バルト⾔語

MS-DOS 850ラテン1

MS-DOS 852ラテン2
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MS-DOS 855キリル⾔語

MS-DOS 857トルコ語

MS-DOS 860ポルトガル語

MS-DOS 861アイスランド語

MS-DOS 862ヘブライ語

MS-DOS 863フランス語、カナダ

MS-DOS 865北欧

MS-DOS 866キリル⾔語

MS-DOS 869ギリシャ語2
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ISO 8859-1ラテン1、西ヨーロッパ⾔語

ISO 8859-2ラテン2、中央ヨーロッパ⾔語

ISO 8859-3ラテン3、南ヨーロッパ⾔語

ISO 8859-4ラテン4、北ヨーロッパ⾔語

ISO 8859-5キリル⾔語

ISO 8859-6アラビア語

ISO 8859-7ギリシャ語

ISO 8859-8ヘブライ語

ISO 8859-9ラテン5、トルコ語

ISO 8859-10ラテン6、北欧
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ISO 8859-11タイ語

ISO 8859-13ラテン7、バルト⾔語

ISO 8859-14ラテン8、ケルト語

ISO 8859-15ラテン9

ISO 8859-16ラテン10、南東ヨーロッパ⾔語

UTF-8

UTF-16LE UTF-16リトルエンディアン

UTF-16BE UTF-16ビッグエンディアン

Mac CP10000 Roman
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CJK  読み取り制御

このセクションでは、USB  HIDキーボードエミュレーションモードによるCJK（中国語、⽇本語、韓国
語）バーコード読み取りに使⽤する制御パラメータについて説明します。

注 :  ADFはCJK⽂字の処理に対応していないため、CJK出⼒に対する書式操作がありません。

CJK制御パラメータ

Unicode出⼒制御
Parameter # 973 (SSI # F2h CDh)  (パラメータ番号973（SSI番号F2h  CDh）)
UnicodeでエンコードされたCJKバーコードでは、Unicode出⼒に以下のいずれかのオプションを選択
します。「ユニバーサル出⼒」はUnicodeおよびMBCSを必要とするアプリケーションに適⽤されます
が、「Unicodeアプリケーションのみ」はUnicodeを必要とするアプリケーションに限定されます。
• UnicodeおよびMBCSアプリケーションへのユニバーサル出⼒： このデフォルトの⽅法は、Windowsホ

ストのMS Wordやメモ帳など、UnicodeおよびMBCSを必要とするアプリケーションに適⽤されま
す。

注 :  Unicodeユニバーサル出⼒をサポートするには、Windowsホストのレジストリテーブル
をセットアップします。「WindowsホストでのUnicode/CJK読み取りセットアップ」を参
照してください。
• Unicodeアプリケーションのみへの出⼒  -  この⽅法は、MS  Wordやワードパッドなど、Unicodeを必

要とするアプリケーションに適⽤されます（メモ帳は該当しません）。

*ユニバーサル出⼒（0）

Unicodeアプリケーションのみ（1）
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CJK Windowsホストへの出⼒⽅法
Parameter # 972 (パラメータ番号972)

国内規格でエンコードされたCJKバーコードの場合は、WindowsホストへのCJK出⼒に以下のいずれか
のオプションを選択します。
• ユニバーサルCJK出⼒：これは、Windowsホスト上の、英語（⽶国）IMEまたは中国語/⽇本語/韓

国語ASCII IMEに対応するデフォルトのユニバーサルCJK出⼒⽅法です。この⽅法では、CJK⽂字を
Unicodeに変換し、ホストに送信するときに⽂字をエミュレートします。Unicode出⼒制御パラメー
タを使⽤して、Unicode出⼒を制御します。

注 :  ユニバーサルCJK出⼒をサポートするには、Windowsホストにレジストリテーブルをセッ
トアップします。WindowsホストでのUnicode/CJK読み取りセットアップを参照してくださ
い。
• Other options for CJK output (CJK出⼒のその他のオプション) -  以下の⽅法では、スキャナはCJK⽂字の16

進数内部コード（Nei   Ma）値をホストに送信するか、またはCJK⽂字をUnicodeに変換して、16
進数Unicode値をホストに送信します。この⽅法を使⽤するときは、CJK⽂字を受け⼊れるため
に、Windowsホストで対応するIMEを選択する必要があります。WindowsホストでのUnicode/CJK

読み取りセットアップを参照してください。
• Japanese Unicode Output  (⽇本語Unicode出⼒)
• Simplified Chinese GBK Code Output  (中国語（簡体字）GBKコード出⼒)
• Simplified Chinese Unicode Output  (中国語（簡体字）Unicode出⼒)
• Korean Unicode Code Output  (韓国語Unicodeコード出⼒)
• Traditional Chinese Big5 Code Output  (中国語（繁体字）Big5コード出⼒)（Windows   XP）
• Traditional Chinese Big5 Code Output  (中国語（繁体字）Big5コード出⼒)（Windows   7）
• Traditional Chinese Unicode Code Output  (中国語（繁体字）Unicodeコード出⼒)（Windows   XP）
• Traditional Chinese Unicode Code Output  (中国語（繁体字）Unicodeコード出⼒)（Windows   7）

注 :  Unicodeは、ホスト   システム（Windows  XPまたはWindows  7）に応じて出⼒⽅法をエ
ミュレートします。

*ユニバーサルCJK出⼒（0）

⽇本語Unicode出⼒（34）

中国語（簡体字）GBK出⼒（1）
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中国語（簡体字）Unicode出⼒（2）

韓国語Unicode出⼒（50）

(韓国語Unicode出⼒には、Windowsホストで中国
語（簡体字）Unicode  IMEを選択します）

中国語（繁体字）Big5出⼒（Windows   XP）（1）

中国語（繁体字）Big5出⼒（Windows   7）（19）

中国語（繁体字）Unicode出⼒（Windows   XP）
（18）

中国語（繁体字）Unicode出⼒（Windows   7）
（20）

⾮CJK UTFバーコード出⼒
Parameter # 960  (パラメータ番号960 )

国別キーボードタイプレイアウトには、デフォルトのコードページに存在しない⽂字を含むものがあり
ます（以下を参照）。デフォルトのコードページでは、バーコードでこれらの⽂字をエンコードできま
せんが、UTF-8バーコードではエンコードできます。
次のバーコードをスキャンして、エミュレーションモードによりUnicode値を出⼒します。

注 :  この特殊な国別キーボードタイプを使⽤して、⾮CJK UTF-8バーコードを読み取ります。
読み取り後、元の国別キーボードタイプを使⽤するようにスキャナを再設定します。
Windowsでは英語（⽶国）IMEを使⽤します。Unicode出⼒制御を参照してください。

⾮CJK UTF-8エミュレーション出⼒
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国別キーボードタイプに⽋如している⽂字：タタール語、ウズベク語、モンゴル語、キルギス語、カザ
フ語、およびアゼルバイジャン語
デフォルトのコードページ：CP1251

⽋如している⽂字：

₮

国別キーボードタイプに⽋如している⽂字：ルーマニア語（標準）
デフォルトのコードページ：CP1250

⽋如している⽂字：

国別キーボードタイプに⽋如している⽂字：ブラジル   ポルトガル語（ABNT）、ブラジル   ポルトガル語
（ABNT2）
デフォルトのコードページ：CP1252

⽋如している⽂字：

国別キーボードタイプに⽋如している⽂字：アゼルバイジャン語（ラテン）
デフォルトのコードページ：CP1254

⽋如している⽂字：ə#Ə
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WindowsホストでのUnicode/CJK読み取りセットアップ
ここでは、WindowsホストでのCJK読み取りのセットアップ⽅法について説明します。

Unicodeユニバーサル出⼒に対するWindowsレジストリテーブルのセットアップ
データのユニバーサル出⼒⽅式をサポートするために、Windowsホストレジストリテーブルを設定しま
す。
1. 選択 Start  (開始) > Run  (実⾏) > regedt32 (regedt32) レジストリエディタを起動します。
2. HKEY_Current_User\Control Panel\Input Method (HKEY_Current_User\Control Panel\Input Method)で、次のよう

にEnableHexNumpad (EnableHexNumpad)を1 (1)に設定します。

[HKEY_CURRENT_USER\Control Panel\Input Method]
 

"EnableHexNumpad"="1"

このキーが存在しない場合、REG_SZ (REG_SZ)型（⽂字列値）としてキーを追加します。
3. コンピュータを再起動して、レジストリの変更を反映します。

WindowsでのCJK IMEの追加
ホストデバイスを変更して、中国語、⽇本語、または韓国語のキーボードを表⽰します。
1. クリック Start  (開始) > Control Panel  (コントロールパネル).

2. コントロールパネルがカテゴリビューで表⽰された場合、左上隅の「Switch to Classic View  (クラシック
表⽰に切り替える)」を選択します。

3. Regional and Language Options  (地域と⾔語のオプション)を選択します。
4. Language  (⾔語)タブをクリックします。
5. 「Supplemental Language Support  (補⾜⾔語サポート)」で、「Install Files for East Asian Languages  (東アジア⾔

語のファイルをインストールする)」チェックボックスをオンにして（まだオンになっていない場
合）、「Apply  (適⽤)」をクリックします。必要なファイルをインストールするために、Windowsイ
ンストールCDが必要になる場合があります。このステップにより、東アジア⾔語（CJK）が利⽤で
きるようになります。

6. 「Text Services and Input Language  (テキストサービスと⼊⼒⾔語)」で、「Details  (詳細)」をクリックしま
す。

7. 「Installed Services  (インストールされているサービス)」で、「Add  (追加)」をクリックします。
8. 「Add Input Language  (⼊⼒⾔語の追加)」ダイアログボックスで、追加するCJK⼊⼒⾔語およびキー

ボードレイアウトまたは⼊⼒⽅式エディタ（IME）を選択します。
9. 「OK (OK)」を2回クリックします。システムトレイ（デフォルトではデスクトップの右下隅）に⾔語

インジケータが表⽰されます。⼊⼒⾔語（キーボード⾔語）を切り替えるには、システムトレイで
⾔語インジケータを選択します。

10. ⽬的の国のキーボードタイプを選択するには、システムトレイで⾔語インジケータを選択します。
11. 各国のキーボードに⽰されている⽂字が表⽰されていることを確認します。
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ホストでの中国語（簡体字）⼊⼒⽅法の選択
DS8208/DS8288からの⼊⼒⽅法として簡体字中国語キーボードを表⽰して、Windows  7/Windows XP

ホストデバイス上で表⽰することができます。
• Windows XPでのUnicode/GBK⼊⼒の選択：Chinese (Simplified) - NeiMa  ([中国語（簡体字）-  NeiMa])を選択

してから、⼊⼒バーをクリックして、Unicode ([Unicode])またはGBK NeiMa ([GBK NeiMa])⼊⼒を選択します。

• [Windows 7でのUnicode/GBK⼊⼒：Chinese (Simplified) - Microsoft Pinyin New Experience Input Style  (中国語（簡
体字）-  Microsoft Pinyin New Experience Input Style)]を選択してから、以下を選択します：Tool Menu  (ツールメ
ニュー) > Secondary Inputs  (セカンダリ⼊⼒) > Unicode Input (Unicode⼊⼒) またはGB Code Input (GBコード⼊
⼒)。

ホストでの中国語（繁体字）⼊⼒⽅法の選択
中国語（繁体字）⼊⼒⽅法を選択するには、次の⼿順に従います。
• Windows XPでのUnicode⼊⼒の選択：Chinese (Traditional) - Unicode  (中国語（繁体字）-  Unicode)

• Windows XPでのBig5⼊⼒の選択：Chinese (Traditional) - Big5 Code  (中国語（繁体字）-  Big5コード)

400



CJK  読み取り制御

• Windows 7でのUnicode/Big5⼊⼒の選択：Chinese (Traditional) - New Quick  (中国語（繁体字）-  New Quick)。
このオプションは、UnicodeとBig5⼊⼒の両⽅をサポートします。
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プログラミングリファレンス

このセクションでは、シンボルおよびAIMコード識別⼦について説明します。

シンボルコードID

シンボルコードIDは、読み取りデータのコード/記号タイプを識別します。IDは、ホストに転送される
データに追加したり、読み取りデータの特定に役⽴つ他の⽅法で使⽤したりできます。

コード⽂字 コードタイプ
A UPC-A、UPC-E、UPC-E1、EAN-8、EAN-13
B Code  39、Code  32

C Codabar

D Code  128、ISBT   128、ISBT  128連結
E Code 93

F Interleaved 2 of 5

G Discrete 2 of  5、または  Discrete 2 of 5 IATA

H Code 11

J MSI

K GS1-128

L Bookland EAN

M Trioptic Code 39

N クーポンコード
R GS1 DataBarファミリ
S Matrix 2 of 5

T UCC  Composite、TLC  39

U Chinese 2 of 5

X ISSN  EAN、PDF417、Macro   PDF417、Micro  PDF417

Z Aztec、Aztec  Rune

表  38       シンボルコード⽂字
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コード⽂字 コードタイプ
P00 Data Matrix

P01 QR  Code、MicroQR
P02 Maxicode

P08 Netherlands KIX Code

P0A USPS 4CB/One Code/Intelligent Mail

P0C Mailmark

P0D Grid Matrix

P0G GS1 Data Matrix

P0H Han Xin

P0Q GS1 QR

P0X 署名読み取り

表  38       シンボルコード⽂字 (Continued)

AIMコードID

AIMコードIDは、読み取りデータのコード/記号タイプを識別します。IDは、ホストに転送されるデータ
に追加したり、読み取りデータの特定に役⽴つ他の⽅法で使⽤したりできます。
各AIMコードID  は、]cmの3⽂字で構成されています。それぞれの意味は次のとおりです。

]    =    Flag Character (ASCII 93)

c    =    Code Character (see table below)

m    =    Modifier Character (see table below)

コード⽂字 コードタイプ
A Code  39、Code  39 Full  ASCII、Code  32

C Code  128、ISBT   128、ISBT  128連結、GS1-128、クーポン（Code  128部
分）

d Data  Matrix、GS1  Data Matrix

E UPC/EAN、クーポン（UPC部分）
e GS1 DataBarファミリ
F Codabar

G Code 93

g Grid Matrix

表  39     AIMコード⽂字
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コード⽂字 コードタイプ
H Code 11

h Han Xin

I Interleaved 2 of 5

L PDF417、Macro   PDF417、Micro  PDF417

L2 TLC 39

M MSI

Q QR  Code、MicroQR、GS1  QR

S Discrete 2 of  5、IATA  2 of 5

U Maxicode

Z Aztec、Aztec  Rune

X Bookland  EAN、ISSN   EAN、Trioptic  Code  39、Chinese  2 of  5、Matrix 
2 of  5、Korean  3 of  5、US   Postnet、US   Planet、UK   Postal、Japan 
Postal、Australia   Post、Netherlands  KIX  Code、USPS  4CB/One Code/
Intelligent  Mail、UPU  FICS  Postal、Mailmark、署名読み取り

表  39     AIMコード⽂字 (Continued)

修飾⽂字は、当該オプションの値の和で、次の表に基づいています。

コードタイプ オプション値 オプション
0 チェック⽂字またはFull ASCIIの処理なし。
1 リーダーは1つのチェック⽂字をチェックしました。
3 リーダーはチェック⽂字をチェックして取り除きました。
4 リーダーはFull ASCII⽂字変換を実⾏しました。
5 リーダーはFull ASCII⽂字変換を実⾏し、1つのチェック⽂字を

チェックしました。
7 リーダーはFull ASCII⽂字変換を実⾏し、チェック⽂字を

チェックして取り除きました。

Code 39

例：チェック⽂字W付きのFull ASCIIバーコードであるA+I+MI+DWは、]A7AIMID
として転送されます（ここで、7  =  (3+4)）。
0 この時点で指定されたオプションなし。常に0が転送されま

す。
Trioptic Code 39

例：Triopticバーコード412356は]X0412356として転送されます。
0 標準データパケット、最初のシンボル位置にファンクション

コード1なし。
1 最初のシンボル⽂字位置にファンクションコード1。
2 2番⽬のシンボル⽂字位置にファンクションコード1。

Code 128

例：最初の位置にファンクション1⽂字「FNC1」があるCode（EAN）128バーコー
ドの場合、AIMIDは、]C1AIMIDとして転送されます。

表  40     修飾⽂字
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コードタイプ オプション値 オプション
0 チェックディジットの処理なし。
1 リーダーはチェックディジットを検証しました。
3 リーダーはチェックディジットを検証して取り除きました。

I 2 of 5

例：チェックディジットのないI 2 of 5バーコードの場合、4123は、]I04123として
転送されます。
0 チェックディジットの処理なし。
1 リーダーはチェックディジットをチェックしました。
3 リーダーは転送前にチェックディジットを取り除きました。

Codabar

例：チェックディジットなしのCodabarバーコードの場合、4123は]F04123として
転送されます。
0 この時点で指定されたオプションなし。常に0が転送されま

す。
Code 93

例：Code 93バーコード012345678905は、]G0012345678905として転送されま
す。
0 チェックディジットが送信されます。
1 チェックディジットは送信されません。

MSI

例：1つのチェックディジットがチェックされたMSIバーコード4123は、]M14123
として転送されます。
0 この時点で指定されたオプションなし。常に0が転送されま

す。
D 2 of 5

例：D 2 of 5バーコード4123は、]S04123として転送されます。
0 フルEANフォーマットの標準データパケット、つまり、UPC-

A、UPC-E、EAN-13の13桁（サプリメンタルデータを含まな
い）。

1 2桁のサプリメンタルデータのみ。
2 5桁のサプリメンタルデータのみ。
3 EAN-13、UPC-A、またはUPC-Eシンボルからの13桁、およびサ

プリメンタルシンボルからの2桁または5桁から構成される結合
されたデータパケット。

4 EAN-8データパケット。

UPC/EAN

例：UPC-Aバーコード012345678905は、]E0012345678905として転送されま
す。
0 この時点で指定されたオプションなし。常に0が転送されま

す。
Bookland EAN

例：Bookland EANバーコード123456789Xは、]X0123456789Xとして転送されま
す。
0 この時点で指定されたオプションなし。常に0が転送されま

す。
ISSN EAN

例：ISSN EANバーコード123456789Xは、]X0123456789Xとして転送されます。
Code 11 0 1つのチェックディジット

表  40     修飾⽂字 (Continued)
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コードタイプ オプション値 オプション
1 2つのチェックディジット
3 チェック⽂字は検証されましたが送信されませんでした。

この時点で指定されたオプションなし。常に0が転送されま
す。GS1  DataBar OmnidirectionalおよびGS1 DataBar Limited
は、アプリケーションID  “01”とともに送信されます。注：
GS1-128エミュレーションモードでは、GS1  DataBarはCode 
128ルール（つまり]C1）を使⽤して転送されます。

GS1 DataBarファ
ミリ

例：GS1 DataBar Omnidirectionalバーコード0110012345678902
は、]e00110012345678902として転送されます。

ネイティブモード転送。

注 :  注：CompositeのUPC部分は、UPCルールを使⽤
して送信されます。

0 標準データパケット。
1 エンコードされたシンボル区切り⽂字の後ろにデータを含む

データパケット。
2 エスケープメカニズム⽂字の後ろにデータを含むデータパケッ

ト。データパケットはECIプロトコルをサポートしません。
3 エスケープメカニズム⽂字の後ろにデータを含むデータパケッ

ト。データパケットはECIプロトコルをサポートします。
GS1-128エミュレーション   注：CompositeのUPC部分は、UPC
ルールを使⽤して送信されます。

EAN.UCC 
Composite（GS1 
DataBar、GS1-128、UPC 
Compositeの2D
部分）

1 データパケットはGS1-128シンボルです（つまり、データの先
頭に]JC1が付く）。

0 リーダーは1994 PDF417コード/記号仕様で定義されたプロト
コルに適合するように設定されています。注記：このオプショ
ンが転送される際、レシーバーは、ECIが呼び出されたかどう
か、またはデータバイト92DECが転送時に倍になったかどうか
を確実には判断できません。

1 リーダーはECIプロトコル（Extended  Channel 
Interpretation）に従って設定されています。すべてのデータ
⽂字92DECが倍になります。

2 リーダーは基本チャネル操作⽤に設定されています（エスケー
プ⽂字転送プロトコルなし）。データキャラクタ92DECは倍に
なりません。注記：デコーダがこのモードに設定されていると
き、バッファなしMacroシンボルおよびECIエスケープシーケ
ンスの伝達をデコーダに求めるシンボルは送信できません。

3 バーコードにはGS1-128シンボルが含まれています。最初の
コードワードは903〜907、912、914、915です。

4 バーコードにはGS1-128シンボルが含まれています。最初の
コードワードの範囲は908〜909です。

5 バーコードにはGS1-128シンボルが含まれています。最初の
コードワードの範囲は910〜911です。

PDF417、Micro 
PDF417

例：転送プロトコルが有効になっていないPDF417バーコードABCDは、]L2ABCD
として転送されます。

表  40     修飾⽂字 (Continued)
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コードタイプ オプション値 オプション
0 ECC  000-140、サポート対象外。
1 ECC  200。
2 ECC  200、最初または5番⽬の位置にFNC1。
3 ECC  200、2番⽬または6番⽬の位置にFNC1。
4 ECC  200、ECIプロトコル実装。
5 ECC  200、最初または5番⽬の位置にFNC1、ECIプロトコル実

装。

Data Matrix

6 ECC  200、2番⽬または6番⽬の位置にFNC1、ECIプロトコル実
装。

GS1 Data Matrix 2 ECC  200、最初または5番⽬の位置にFNC1。
0 モード4または5のシンボル。
1 モード2または3のシンボル。
2 モード4または5のシンボル、ECIプロトコル実装。

MaxiCode

3 モード2または3のシンボル、セカンダリメッセージでECIプロ
トコル実装。

0 モデル1シンボル。
1 モデル2/MicroQRシンボル、ECIプロトコル⾮実装。
2 モデル2シンボル、ECIプロトコル実装。
3 モデル2シンボル、ECIプロトコル⾮実装、最初の位置にFNC1

黙⽰。
4 モデル2シンボル、ECIプロトコル実装、最初の位置にFNC1黙

⽰。
5 モデル2シンボル、ECIプロトコル⾮実装、2番⽬の位置にFNC1

黙⽰。

QR Code

6 モデル2シンボル、ECIプロトコル実装、2番⽬の位置にFNC1黙
⽰。

GS1 QR 3 モデル2シンボル、ECIプロトコル⾮実装、最初の位置にFNC1
黙⽰。

0 Aztecシンボル。Aztec

C Aztec Runeシンボル。
0 ⼀般的なデータで、特別な機能は設定されていません。転送さ

れるデータは、AIM  ECIプロトコルに従いません。
Han Xin

1 ECIプロトコルが有効です。少なくとも1つのECIモードがエン
コードされています。転送されるデータは、AIM  ECIプロトコ
ルに従う必要があります。

Mailmark 0 この時点で指定されたオプションなし。常に0が転送されま
す。

表  40     修飾⽂字 (Continued)
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サンプルバーコード

このセクションでは、サンプルバーコードを提供します。

Code 39のサンプル

123ABC

Code 93のサンプル

1234567890

UPC/EANのサンプル
UPC-A, 100%

UPC-A Plus 2

0 12345 67890

34
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UPC-A Plus 5

0 12345 67890

98765

UPC-E

UPC-E Plus 2

0 425261

98

UPC-E Plus 5

0 425261

87654

EAN-8

EAN-13, 100%
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EAN-13 Plus 2

3 456789 012340

12

EAN-13 Plus 5

3 456789 012340

54321

code 128のサンプル

Interleaved 2 of 5のサンプル

Chinese 2 of 5のサンプル
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サンプルMatrix 2 of 5

Korean 3 of 5のサンプル

サンプルGS1 DataBar

GS1 DataBar Omnidirectional

注 :  次のバーコードを読み取るには、GS1  DataBar Omnidirectionalを有効にする必要がありま
す（GS1 DataBar  Omnidirectional（旧  GS1  DataBar-14）を参照）。

7612341 56234 1

GS1 DataBar Limited

注 :  次のバーコードを読み取るには、DataDataBar  Limitedを有効にする必要があります（GS1 
DataBar Limitedを参照）。
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GS1 DataBar Expanded

注 :  次のバーコードを読み取るには、DataBar  Expandedを有効にする必要があります（GS1 
DataBar Expandedを参照）。

PDF417のサンプル

Data Matrixのサンプル

Maxicodeのサンプル
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Aztecのサンプル

0123456789ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ0123456789ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV
WXYZ01234567890123456789ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ0123456789ABCDEFGHI

JKLMNOPQRSTUVWXYZ0123456789

Grid Matrixのサンプル
注 :  次のバーコードを読み取るには、Grid  Matrixを有効にする必要があります（Grid Matrixを
参照）。

サンプルGS1 DataBar Truncated
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サンプルバーコード

サンプルGS1 DataBar Stacked OmniDirectional

サンプルGS1 DataBar Expanded Stackedバーコード

サンプルGS1 DataBar Expanded
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サンプルバーコード

2つのMSIチェックディジット

サンプル  Code  11（2つのチェックディジット）

サンプル  GS1-128

2D  コード∕記号
次のパラメータは、2Dコード∕記号に固有です。
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サンプルバーコード

サンプルGS1 Data Matrix

QR Codeのサンプル

 

サンプルGS1 QR
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サンプルバーコード

サンプル  MicroQR

サンプル  Han Xin

Grid Matrixのサンプル
注 :  次のバーコードを読み取るには、Grid  Matrixを有効にする必要があります（Grid Matrixを
参照）。

郵便コード
以下のパラメータは、郵便コードバーコード固有です。

417



サンプルバーコード

US Postnetのサンプル

0123456784

UK Postalのサンプル

Japan Postalバーコード

Australian Postバーコード

OCR

次のパラメータは、OCRバーコード固有です。

OCR-Aバーコード

OCR-Bバーコード
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サンプルバーコード

サンプル  MICR E13B

サンプルUS Currency
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数値バーコード
数値バーコード

特定の数値が必要なパラメータについては、⽬的の番号が付いているバーコードをスキャンします。

0

1

2

3

4

5

6
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数値バーコード

7

8

9

キャンセル
操作を間違ったときや、選択した設定を変更する場合は、次のバーコードをスキャンします。

キャンセル
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英数字バーコード
英数字バーコード

特定の英数字の値が必要なパラメータについては、⽬的の番号が付いているバーコードをスキャンしま
す。

キャンセル
操作を間違ったときや、選択した設定を変更する場合は、次のバーコードをスキャンします。

キャンセル

英数字バーコード1

スペース

#

$

%
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英数字バーコード

*

+

-

.

/

!

“

&

‘
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英数字バーコード

(

)

:

;

<

=

>

?

@

[
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英数字バーコード

\

]

^

_

`

注 :  以下のバーコードと数字キーパッドのバーコードを混同しないでください。

0

1

2

3
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英数字バーコード

4

5

6

7

8

9

メッセージの終わり

キャンセル

A
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英数字バーコード

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K
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英数字バーコード

L

M

N

O

P

Q

R

S

T
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英数字バーコード

U

V

W

X

Y

Z

a

b

c

d
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英数字バーコード

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n
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英数字バーコード

o

p

q

r

s

t

u

v

w
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英数字バーコード

x

y

z

{

|

}

~
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通信プロトコル機能
通信プロトコル機能

このセクションでは、通信（ケーブル）インタフェース経由でサポートされる機能について説明しま
す。
次の表に、通信プロトコルでサポートされているスキャナ機能の⼀覧を⽰します。

機能通信インターフェイス
データ転送 リモート管理 画像/動画転送

USB

HIDキーボードエミュレーション 対応 不可 不可
CDC COMポートエミュレーション 対応 不可 不可
SSI over CDC COMポートエミュレー
ション

対応 対応 対応

IBMテーブルトップUSB 対応 対応 不可
IBMハンドヘルドUSB 対応 対応 不可
USB OPOSハンドヘルド 対応 対応 不可
Symbol Native  API（SNAPI）イメージン
グインタフェースなし

対応 対応 不可

Symbol Native  API（SNAPI）イメージン
グインタフェースあり

対応 対応 対応

RS-232

標準RS-232 対応 不可 不可
ICL RS-232 対応 不可 不可
Fujitsu RS-232 対応 不可 不可
Wincor-Nixdorf RS-232 Mode A 対応 不可 不可
Wincor-Nixdorf RS-232 Mode B 対応 不可 不可
Olivetti ORS4500 対応 不可 不可
Omron 対応 不可 不可
CUTE 対応 不可 不可
OPOS/JPOS 対応 不可 不可

表  41     通信インタフェースの機能
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通信プロトコル機能

機能通信インターフェイス
データ転送 リモート管理 画像/動画転送

SSI 対応 対応 対応

表  41     通信インタフェースの機能 (Continued)
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署名読み取りコード
署名読み取りコード

CapCodeは、署名読み取りコードの1つです。⽂書に署名領域を格納し、スキャナによる署名読み取りを
可能にする特殊なパターンです。
同じ形の異なる署名の⾃動識別を可能にする   許容パターンにはいくつかあります。例：   連邦税所得申告
1040フォームには3つの署名領域があり、   そのうち2つは共同納税申告者⽤で、1つは申告書代⾏作成者
⽤です。   異なるパターンを使⽤すれば、プログラムは3つすべてを正しく   識別できます。そのため、任
意のシーケンスで読み取っても、   正しく識別できます。

コードの構造
このセクションでは、CapCodeと署名読み取りボックスの詳細について説明します。

署名読み取り領域
CapCodeは、署名読み取りボックスの両側に2つの同じパターンとして印刷されます。
各パターンの⾼さは、署名読み取りボックスの⾼さと同じです。例については、下図を参照してくださ
い。
ボックスはオプションなので、省略したり、1本の線で置き換えたりできます。また、⽶国で署名が必要
なことを⽰すために習慣的に⾏われているように、線上の左に「X」が付いた線を印刷することもできま
す。ただし、署名ボックス領域に「X」または他のマークを追加した場合、これが署名とともに読み取ら
れます。

図  14     CapCode

CapCodeパターンの構造
CapCodeパターンの構造は、開始パターンとそれに続く区切りスペース、署名読み取りボックス、2番
⽬の区切りスペース、そして停⽌パターンで構成されます。Xが最も細いエレメントの⼨法だとすると、
開始および停⽌パターンにはそれぞれ4本のバーと3つのスペースから成る合計9Xの幅が含まれていま
す。CapCodeパターンの左および右には7Xのクワイエットゾーンが必要です。
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署名読み取りコード

図  15     CapCodeの構造

署名読み取りボックスの両側にある区切りスペースは  1X〜3Xの幅に設定できます。

開始/停⽌パターン
このセクションでは、許容される開始/停⽌パターンをリストします。バーとスペースの幅は、Xの倍数
で表されます。
署名読み取りボックスのいずれかの側で同じパターンを使⽤する必要があります。タイプ値は読み取っ
た署名とともに報告され、読み取った署名の⽬的を⽰します。

バー/スペースパターン
B S B S B S B

タイプ

1 1 2 2 1 1 1 2

1 2 2 1 1 1 1 5

2 1 1 2 1 1 1 7

2 2 1 1 1 1 1 8

3 1 1 1 1 1 1 9

表  42     開始/停⽌パターンの定義

下の表に、読み取った署名の画像⽣成に使⽤する、選択可能パラメータを⽰します。

パラメータ 定義
幅 ピクセル数
⾼さ ピクセル数
フォーマット JPEG、BMP、TIFF
JPEG画質 1（最⾼圧縮）〜100（最⾼画質）

1（2レベル）
4（16レベル）

ピクセルあたりのビット数（JPEG形式では
該当せず）

8（256レベル）

表  43     ユーザー定義CapCodeパラメータ

BMP形式では圧縮を使⽤せず、JPEGおよびTIFF形式では圧縮を使⽤。
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署名読み取りコード

⼨法
署名読み取りボックスのサイズは、開始∕停⽌パターンの⾼さおよび区切りで決まります。署名読み取
りボックスの線の幅は重要ではありません。
最も細いエレメント幅は、ここではXと呼ばれ、   名⽬上は10mil（1mil  =  0.0254mm）です。使⽤するプ
リンタのピクセルピッチの   正確な倍数としてこれを選択します。たとえば、   203DPI（インチあたりの
ドット数）プリンタを使⽤し、モジュールあたり2ドットを印刷するとき、  Xの⼨法は9.85milとなりま
す。

データフォーマット
Zebraのデコーダでは、さまざまなユーザーオプションを使⽤してバーコードタイプを出⼒または抑制で
きます。出⼒のバーコードタイプとして「Symbol   ID」を選択すると、CapCodeは⽂字「i」として識別
されます。
デコーダの出⼒は、下の表3に従ってフォーマットされます。

ファイル形式
（1バイト）

タイプ（1バイト） 画像サイズ（4
バイト、ビッグ
エンディアン）

画像データ

JPEG - 1 BMP - 3 TIFF 
- 4

「開始/停⽌パターンの
定義」表、最後の列を
参照してください

（データファイルと同
じバイト数）

表  44     データフォーマット

その他の機能
署名の読み取り⽅に関係なく、出⼒署名画像の傾きが補正され、正しい⽅向になります。
スキャナが署名の読み取りに対応している場合、スキャン対象が   署名なのかバーコードなのかは、⾃動
的に識別されます。デコーダの   署名読み取り機能は無効化できます。

署名ボックス
このセクションでは、次の5つの許容可能な署名ボックスについて説明します。
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署名読み取りコード

図  16     許容される署名ボックス
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⾮パラメータ属性
⾮パラメータ属性

このセクションでは、スキャナの⾮パラメータ属性を定義します。

モデル番号
属性番号533

スキャナのモデル番号。この電⼦出⼒は、物理的なデバイスラベルの印刷内容と⼀致します。

タイプ S

サイズ（バイト） 18

ユーザーモードアクセス   R

値 変数

シリアル番号
属性番号534

製造⼯場で割り当てられた⼀意のシリアル番号。この電⼦出⼒は、物理的なデバイスラベルの印刷内容
と⼀致します（例：M1J26F45V）。

タイプ S

サイズ（バイト） 16

ユーザーモードアクセス R

値 変数

製造⽇
属性番号535   製造⼯場で割り当てられたデバイスの製造⽇。この電⼦出⼒は、物理的なデバイス   ラベル
の印刷内容と⼀致します。30APR14（2014年4⽉30⽇）の場合は次のようになります。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ S

サイズ（バイト） 7

ユーザーモードアクセス R
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⾮パラメータ属性

属性プロパティ プロパティ値
値 変数

最初にプログラミングした⽇
属性番号614

この属性には、123ScanまたはSMSのいずれかを経由してはじめて電⼦的にスキャナに読み込んだ初回
設定に表⽰される、最初に電⼦的プログラミングを⾏った⽇付が含まれます。たとえば、2014年5⽉18⽇
に読み込んだ場合は「18MAY14」になります。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ S

サイズ（バイト） 7

ユーザーモードアクセス R

値 変数

構成ファイル名
Parameter # 616 (パラメータ番号616)

「デフォルト設定」バーコードをスキャンすると、構成ファイル名が⼯場出荷時の設定にリセットされ
ます。任意のパラメータバーコードをスキャンすると構成ファイル名が「修正済み」に変わり、デバイ
スに読み込まれた構成設定が変更済みであることを⽰します。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ S

サイズ（バイト） 17

ユーザーモードアクセス RW

値 変数

440



⾮パラメータ属性

ビープ⾳/LED

属性番号6000

ビープ⾳および/またはLEDを有効にします。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ X

サイズ（バイト） N/A

ユーザーモードアクセス W

値 ビープ⾳/LED値を参照

ビープ⾳/LEDのアクション 値 ビープ⾳/LEDのアクション 値
1回の短い⾼⾳ 0 1回の⻑い低⾳ 15

2回の短い⾼⾳ 1 2回の⻑い低⾳ 16

3回の短い⾼⾳ 2 3回の⻑い低⾳ 17

4回の短い⾼⾳ 3 4回の⻑い低⾳ 18

5回の短い⾼⾳ 4 5回の⻑い低⾳ 19

1回の短い低⾳ 5 ⾼速のさえずり⾳ 20

2回の短い低⾳ 6 低速のさえずり⾳ 21

3回の短い低⾳ 7 ⾼⾳-低⾳ 22

4回の短い低⾳ 8 低⾳-⾼⾳ 23

5回の短い低⾳ 9 ⾼⾳-低⾳-⾼⾳ 24

1回の⻑い⾼⾳ 10 低⾳-⾼⾳-低⾳ 25

2回の⻑い⾼⾳ 11 ⾼⾳-⾼⾳-低⾳-低⾳ 26

3回の⻑い⾼⾳ 12 緑⾊のLEDが消灯 42

4回の⻑い⾼⾳ 13 緑⾊のLEDが点灯 43

5回の⻑い⾼⾳ 14 ⾚⾊のLEDが点灯 47

⾚⾊のLEDが消灯 48

表  45     ビープ⾳/LED値

パラメータのデフォルト値
属性番号6001

この属性では、すべてのパラメータが⼯場出荷時のデフォルトに復元されます。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ X

サイズ（バイト） N/A

ユーザーモードアクセス W

441



⾮パラメータ属性

属性プロパティ プロパティ値
値 0 =  デフォルトに戻す  1 =  ⼯場出荷時デフォルトに戻す  2 =  カ

スタムデフォルトを書き込む

次回起動時のビープ⾳
属性番号6003

この属性では、スキャナの次回起動時のビープ⾳を設定（有効化または無効化）します。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ X

サイズ（バイト） N/A

ユーザーモードアクセス W

値 0 =  次回起動時のビープ⾳を無効化  1 =  次回起動時のビープ⾳
を有効化

再起動
属性番号6004

この属性では、デバイスの再起動を開始します。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ X

サイズ（バイト） N/A

ユーザーモードアクセス W

値 N/A

ホストトリガセッション
属性番号6005

この属性では、読み取りセッションをトリガします。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ X

サイズ（バイト） N/A

ユーザーモードアクセス W

値 1 =  ホストトリガセッションの開始  0 =  ホストトリガセッショ
ンの停⽌

ファームウェアバージョン
パラメータ番号20004
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⾮パラメータ属性

このパラメータは、スキャナのオペレーティングシステムバージョンを返します。たとえ
ば、NBRFMAACまたはPAAAABS00-007-R03D0などです。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ S

サイズ（バイト） 変数
ユーザーモードアクセス R

値 変数

Scankitのバージョン
属性番号20008

SKIT4.33T02などのデバイスに存在する1D読み取りアルゴリズムを識別します。

属性プロパティ プロパティ値
タイプ S

サイズ（バイト） 変数
ユーザーモードアクセス R

値 変数

RFID属性
次の属性は、DS8208/DS8288 RFIDの動作に関する情報です。

RFID最終タグID

属性番号35001

最後に通知されたタグのEPCタグID（サイズエンコード済みのバイナリ）。

属性番号 値
タイプ A

サイズ（バイト） 34

ユーザーモードアクセス 読み取り
値 変数

RFIDタグID

属性番号35002

属性番号 値
タイプ A

サイズ（バイト） 34

ユーザーモードアクセス R

値 変数
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⾮パラメータ属性

RFIDバンク
属性番号35003

必要なタグバンク

属性番号 値
タイプ B

サイズ（バイト） 1

ユーザーモードアクセス 書き込み
値 0 = reserved

1 = EPC

2 = TID

3 = User

RFIDデータ
属性番号35004

読み取り、書き込み、ロック⽤のバッファ（サイズエンコード済みのバイナリ）。

属性 値
タイプ A

サイズ（バイト） 66

ユーザーモードアクセス 読み取り/書き込み
値 変数

RFIDオフセット
属性番号35005

タグバッファのワードオフセット。

属性 値
タイプ W

サイズ（バイト） 2

ユーザーモードアクセス 書き込み
値 変数

RFID⻑
属性番号35006

タグバッファから読み込むデータのワード数。

属性 値
タイプ W

サイズ（バイト） 2

ユーザーモードアクセス 書き込み
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⾮パラメータ属性

属性 値
値 変数

RFIDパスワード
属性番号35008

コマンドを実⾏。

属性 値
タイプ B

サイズ（バイト） 1

ユーザーモードアクセス 書き込み
値 1 = Read

2 = Write

3 = Lock

4 = Kill

RFIDパスワード
属性番号35009

コマンドを実⾏。

属性 値
タイプ W

サイズ（バイト） 2

ユーザーモードアクセス 読み取り
値 変数

RFIDタグキャッシュ
属性番号3010

属性番号を説明するテキストをここに挿⼊します。

属性 値
タイプ
サイズ（バイト）
ユーザーモードアクセス
値

バイト 定義
0x0000 成功。
0x0001 RFIDモジュールなし

表  46     RFIDCmdStatusの定義

445



⾮パラメータ属性

バイト 定義
0x0002 タグが⾒つかりません。
0x0003 タイムアウト。
0x0004 タグCRCエラー。
0x01xx タグの後⽅散乱エラー。EPCプロトコルに従ってLSBがエラーコードを⽰しま

す。
0x02xx タグアクセスエラー。LSBがエラーコードを⽰します。
0x03xx パラメータが正しくありません。LSBは次のパラメータを⽰します：

1 = Command

2 = TagID

3 = Bank

4 = Data

5 = Offset

6 = Password

7 = Length

表  46     RFIDCmdStatusの定義 (Continued)
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